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　夏休みが終わり、王都にある学園では生徒が次々と登校していく。カインも馬車に乗りいつも通りに登校する。

　教室に入ると見慣れたＳクラスのクラスメイト達が各所に集まり、夏休みの出来事について話し合っていた。

　すでにテレスティアとシルクも登校しており、二人で仲良く話していたが、カインに気づくと手を振った。

「あ、カイン様おはようございます」

「カインくん、おはよう」

「テレス、シルク、おはよう」

　カインは二人の話に入っていく。

「いよいよ、今日ですね。事前に王城で歓迎パーティーを開く予定でしたが、相手方から目立ちたくないとのことで断られましたので……」

「今日、私たちも初めて会うのよね。いったいどんな人なんだろう、皇女様って……」

　二人は今日初めて会う皇女を想像しながら話をする。

　チャイムが鳴り、教師が教室に入ってきた。

「おし、みんないるな。おはよう。今日はこのＳクラスに転校生が来ている。入ってきていいぞ」

　教師の声に扉がゆっくりと開かれた。

　部屋に入ってきたのは、蒼色の髪を腰まで伸ばし、前髪を眉毛のあたりで揃えた美少女だった。身長は百五十センチほどで、クラスの男子たちから歓声が上がるほどの美少女。

　その美少女は教壇の横に立ち、周りを見回してから深々と一礼した。

「皆様、はじめまして。バイサス帝国から留学してきました、第六皇女、リルターナ・ヴァン・バイサスでございます。エスフォート王国に来たのは二度目ですが、王都は初めてです。これから仲良くしてください」

　クラス中の男たちから再度、歓声が上がった。

「皇女様だってよ……」

「本当に美少女だ……」

　男たちの歓声に不機嫌になるクラスの少女たち。

　リルターナは再度深々と頭を下げ、そして、顔を上げるとカインの事を見つめてにっこりと微笑んだ。

　しかしカインに向かって微笑んだことで、テレスティアとシルクの表情には緊張が走る。

「やっぱり……」

　テレスティアが小さく呟いた。

　カインはリルターナに微笑まれたことを、気にすることもなく教師の説明を淡々と聞く。







[image: ]







「聞いての通り、リルターナは、バイサス帝国の皇女であるが、この学園では身分は関係ない。リルターナの席は……そうだな、テレスティアの後ろに座ってもらおう。リルターナ、そこの席に座ってくれ」

「先生、わかりました」

　リルターナは皆に微笑みながら、席の間を抜け、自分の席につく。

　丁度、カインの斜め後ろに座った。

「それでは、一時間目はホームルームとする。皆、自己紹介もあるだろう。カイン！　お前から自己紹介だ」

　教師に言われたことで、カインは席を立ち、リルターナのほうに向きなおる。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。王国より伯爵位をいただいています。どうぞよろしく」

　カインは簡単に挨拶を終え、早々に席についた。次に席を立ったのは、隣に座るテレスティアだ。

「テレスティア・テラ・エスフォードでございます。この国の第三王女になります。そして隣に座る、カイン様の婚約者です。どうぞよろしくお願いいたしますわ」

　テレスティアは、婚約者のところを強調したように、リルターナに挨拶をした。リルターナはその言葉を聞いた瞬間、少し驚いたように目を見開く。

　そして次は三席であるシルクが立つ。

「シルク・フォン・サンタナです。この国のサンタナ公爵家の次女になります。そして、同じくカインくんの婚約者です。どうぞよろしく」

　二人の挨拶にクラスの男子たちから口笛など、はやし立てられる。しかしリルターナは少し驚いた表情をしながら、カインを不機嫌そうに一度見つめた。

　次々とクラスメイトの自己紹介が始まると、先ほど見せた不機嫌な表情を隠すようにリルターナはニコニコとしながら話を聞いていく。

　三十人近い挨拶が終わるころには、一時限目の終了となった。

「それでは、これでホームルームを終える。次からは普通に授業をするからな」

　担任が教室を出ていくと、男たちが一気にリルターナを囲むように集まった。

「改めて、よろしく！　僕は子爵の嫡男の──」

　美少女に群がる男たちを、女子たちは周りからため息混じりに傍観していた。

　そんな状況に、リルターナも疲れたような表情をしているのを察したテレスティアが声を掛けた。

「皆さん、そんなに一斉に声を掛けたら、リルターナさんもわからなくなってしまいます」

　テレスティアの一言に男子たちは諦めたように各自の席に戻っていく。いくら学園の中とはいえ、さすがに王女の言葉に逆らえるわけではない。

「リルターナさん、ごめんね。賑やかになってしまって……」

「ううん、テレスティアさん？　ありがとう……」

「テレスって呼んでくれて構わないわ。友達はそう呼ぶし」

「なら、私のこともリルって呼んで」

　二人が微笑みあう。シルクも混ざり三人で仲良く話しているのを、カインは自分の席で肘を付きながら聞き入っていた。

「二人と仲良くしてれば大丈夫そうだな……」

　安心したカインは笑みを浮かべた。

　三人が話す中でチラチラとリルターナがカインに視線を送っていることに気づいたシルクがリルターナに質問をした。

「リルって……カインくんの事、気になって……る？」

　リルターナはシルクの言葉に、顔を真っ赤にして否定する。

「そ、そ、そんなことないわ……だって、初めて会うんだ……し……、それにお二人の婚約者でしょう？　少しどんな人か気になって……」

　最後は少し寂しそうに答えた。そしてリルターナは胸元のネックレスを握りしめた。テレスティアはそのネックレスが気になり質問をする。

「そのネックレス、シンプルだけど良くお似合いですわね。大事な物みたい……」

「……うん、小さい頃に出会った人に選んでもらったの……」

　リルターナは大事そうに先端についている蒼い石に視線を落とし、思い出すように答え、最後にカインに軽く視線を送った。

　そのあとも、三人での会話は続いていく。さすがに王女、皇女、公爵令嬢の三人の会話に入っていける強者は誰もいなかった。

　チャイムが鳴り、扉が開き教師が入ってくる。

「それでは授業を始める──」

　次の授業も始まった。すでにリルターナにも教科書が渡されているようで、真面目に授業に聞き入っていた。

　何事もなく授業は進んでいき、昼食を迎えた。学園には大きな食堂があり、そこで昼食を食べる生徒が多い。弁当持参の者も友人と食堂で食べている場合もある。

　カインは食堂に行き、食事を載せたプレートを持って空いている席を探していると、テレスティアが手招きをしている。近くにいくとリルターナとシルクも座っていた。

「カイン様、ここが一つ空いています。ご一緒にどうぞ」

「ありがとう。お邪魔するね」

　カインはプレートを置き席に座った。

「せっかくですから親睦を深めたいと思いまして、リルもお誘いしたのです」

「リルターナさん、この学園の事は二人に聞けばなんとかなるよ。改めてよろしくね」

　カインの言葉に少し寂しそうな表情をしながらもリルターナは頷いた。

　食事をしながらも雑談は続いていく。バイサス帝国の内情について詳しく話すことはできないが、趣味や普段何をしているかなどと女性同士の話は盛り上がっていく。

「そういえば、リルは一度エスフォート王国に来たことがあるって言ってたよね？　王都には来ていないって言っていたけど、どの街に？」

　テレスティアの何気ない質問に、リルターナは顔を強こわばらせる。

「うん……小さい頃に……ラメスタの街まで……」

「ラメスタって……グラシア領だよね？　カイン君のお父様が治めている……。もしかしてリルとカインくんって会っていたりしてね？」

「そ、そ、それは……ないと……思う……」

　小声で返事をするリルターナにカインも言葉を足した。

「僕も一度しかラメスタの街には行ったことないんだ……。父上の付き添いで行ったんだけど、ほとんど騎士と訓練に明け暮れて──」

　何年も前の事を思い出しながらカインは話し始めた。

　その話の中では、幼いながらも騎士と訓練に明け暮れて、街の商店街には一度だけ行ったことがあると話す。

　リルターナは少し期待した表情をしながら聞いていたが、カインの話が終わりを迎えた時には寂しそうな表情に変わっていた。

「カイン様はそんな小さい頃から訓練をしてらしたのですね。だからあそこまで強い──」

「そういえば、二人ともカイン様の婚約者ということですが、いいのですか？　二人とも……。やきもちを妬いたりとか……」

　テレスティアの話を切るようにリルターナは二人に質問をした。

「二人じゃないんだよね。今でもカインくんには三人正式な婚約者がいて、多分──あと一人増えるかな？」

　シルクの言葉にリルターナは想像以上の衝撃を受けた。

　バイサス帝国でも貴族であれば成人前に婚約者が決まることは普通であったが、それは家同士の付き合いを深めるためや政治的政略のために婚姻を結ぶためが多いと記憶していた。

　しかし成人前に三人、いや四人と婚姻を結ぶことが決まっているのは皇子であってもありえなかった。

「これ以上増やさないように私からもカイン様に言っているのです」

　テレスティアもシルクの言葉に頷きながら説明をする。

　二人の言葉を聞きながら、リルターナは少しきつめの視線をカインに送った。

「そんなこと言っても……」

　カインは頭を搔きながら否定をすることはなかった。

「──そうですか……、申し訳ありません、私は先に教室に戻っています」

　食事を済ませていたリルターナは席を立ち、プレートを持って食堂を出て行ってしまった。

「何か悪いこと言ったかな……」

　カインは遠くなっていくリルターナの後ろ姿を見ながら呟いた。
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「あの商会で出しているガラスのグラスの制作方法はまだわからんのかっ！」

　派手な装飾をされた応接室で息巻いているのは、良く言えば恰幅の良い、悪く言えばたるんだ腹を抱えているコルジーノ侯爵であった。

　コルジーノの怒鳴り声にナルニス商会の会頭、マティアスが小さく縮こまっている。

　マティアスはグラシア領の支店長であったが、コルジーノの後ろ盾を得て、今はナルニス商会の会頭となっていた。

「そうは言ってもサラカーン商会はシルフォード伯爵家が後ろ盾になっているんですよ。リバーシにガラス細工製品、曇りのない鏡、そしてあの便器まで……。商業神への奉納し、すでに独占期間は過ぎていますが、まだ他の商会も材料を含め作り方は判明しておりませぬ……いったいどうやって作っているのか……」

　商業神への奉納を行い、三年間の独占期間はあったが、すでに切れている。しかし他の商会も模倣しようとしたが、どこも成功した例がなく、未だにサラカーン商会の独占市場となっていた。リバーシだけはどこの商会も簡単に真似をし、独占期間が終了してから模倣して売りに出したが、すでにサラカーン商会によって王国内、帝国、共和国等他国にも大量に輸出が済んでおり、そこまでの需要は見込めなかった。

「忌々しいあのガキめ……。ドリントルで失脚すると思っていたのに、まさかあそこまで街を発展させるとは。しかも今となっては王女殿下の婚約者でもある。簡単にはいかんか……」

「そうです……。でも、サラカーン商会には娘がいたはず。それを上手く使えばもしかしたら──」

「うむ、上手くとは──」

「──それはですね……」

　二人は怪しい笑みを浮かべながら計画を練っていく。そして話が終わると薄気味悪い笑みを浮かべたコルジーノが大きく頷いた。

「──ぐふふっ、それは楽しみだな……最悪、他国へ売り払ってもいいしな。猫獣人なら愛玩具としても高く値を付けられるだろう」

「一つは以前、潰されましたが、今は他の手もございます。私らにお任せを」

「上手くいったときにはわかっているだろうな、マティアスよ」

「それはもちろん……たっぷりと寄付をさせていただきますよ」

　その後、二人だけの話は続き、終わった後にマティアスは部屋を後にした。

　マティアスは馬車の中で、同乗させている若い女性の奴隷を抱き寄せ胸を揉みしだくと、女性は嫌そうな顔をしながらも、マティアスに身を寄せた。

「あとは裏の手に連絡をとって──ぐふふ、あのサラカーン商会の泣く顔が目に浮かぶわ」

　怪しい笑みを浮かべたマティアスを乗せた馬車はナルニス商会へと戻って行った。
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　──とある貴族の屋敷。

　一人の少女がベッドに勢いよく飛び込んだ。

「なんで……婚約者なんているのよっ！　まだ成人してもいないのに。せっかくエスフォート王国まで来たのにこれじゃぁ……」

　学園で作った笑顔とは違い暗い、怒った様子の──リルターナは一人ベッドで愚痴を言う。

　留学にあたり、貴族用の屋敷をバイサス帝国がエスフォート王国より借り上げて、リルターナが使用することになっていた。

「それにしても、辺境伯の子供なのに、成人前になんで伯爵に……帝国ならまずありえないわ。何があったのかしら……知りたい……」

　リルターナはベッドから立ち上がると、部屋を後にした。




　応接室では座っているリルターナの前に執事兼家令、そして──護衛でもあるニギートが控えている。ニギートはリルターナが十歳の頃から内々の護衛としてついている。

「ニギート、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵について調べて」

　指示を出すリルターナにニギートは首を傾げる。

「リルターナ殿下、エスフォート王国にきて早々に男性に現うつつを抜かすおつもりでしょうか……」

「うるさいっ！　グラシア領の事もわかるでしょ！　それに……あの年で何故伯爵までなったのか気になる。我が帝国の前に将来仇となる可能性も、あるかもしれない。いいから調べて！」

　本心とは違う言葉を放つとニギートは納得したように深く礼をした。

「──わかりました。こちらで情報を集めさせていただきます。指示を出しますのでこれで」

　再度、深々と頭を下げたニギートは部屋を退出していった。

　一人になったリルターナは深くため息をついた。

「それにしても──カイン、格好良くなっていたな……。出来れば──」

　まだ幼かった時に出会ったカインから選んでもらったネックレスを手に取り、リルターナは呟いた。




　──情報はすぐに集まった。

　応接室のソファーにリルターナが座り、目の前にはカインの情報が書かれた書類が置かれていた。

　使徒などの王国上層部で極秘にされている情報を載せられていないが、一般的にわかっていることだけでも、カインが王国内にどれだけ貢献しているのかが細かく書かれていた。

　書類の束を事細かく読んだリルターナは、書類をテーブルに投げ出し深くため息をついた。

「──まさかここまですごいとは……」

「その通りでございます。まだ十四歳でここまでの才能を持つ子供など帝国でも聞いたことがございません。私もまとめあげながら信じられませんでした。しかも屋敷には幼い頃に一人で討伐したＳＳ級のレッドドラゴンの剥製まで飾られていようとは……。神は人にいくつもの才を与えるのだと改めて知りました」




　報告をまとめた書類には、王都に行く最中に王女殿下を助けるためにオークの上位種を含む数十体の魔物を一人で倒したこと。男爵に叙爵されたあとは王都で暮らし、商会と手を組んで画期的な商品をいくつも世に送り出したこと。そして、子爵に陞しょう爵しゃくされると代官や悪党たちに牛耳られた街を治め、膿を全て出して街の治安を改善し、さらに大きく発展させたこと。

　さらに教国の聖女までもがカインの虜になっていることが書かれていた。資産についても帝国貴族だったとしても、五本の指には入るのではないだろうかといわれるほどの巨額の富を持っている可能性も秘めているとのこと。

　報告書を見れば見るほど本当なのかと疑われる内容が記載されていた。

　対面に座っているニギートも投げ出された報告書をまとめながら、その内容には舌を巻くしかなかった。

「リルターナ殿下がなぜ調べよと言ったのかがよくわかりました。これほどまで才能にあふれた子供などおりません。──そのままリルターナ殿下の婚約者として帝国に連れていきたいくらいです。もしかして……リルターナ殿下もそれが目的で……？」

　ニギートの『婚約者』という言葉に、一瞬にしてリルターナの頬は紅く染まっていく。

「そ、そ、そんなっ！　いきなり婚約者だなんて！　カインにはすでに婚約者が三人もいるのよ。教国の聖女様も含めたらすでに四人……今から私もなんて……って違うわよっ！」

　焦りながら説明をしていくリルターナの表情を見てニギートは苦笑する。

「皇女殿下も年ごろの乙女ということですか……」

「うるさいっ！　それよりも、このサラカーン商会に行ってみたいわ。帝国にはない物が数多くあるというし」

　照れ隠しをするリルターナにニギートは微笑みを浮かべた。

「かしこまりました。では、週末に手配をいたしましょう」

「そうしてちょうだい。まったく……」

　部屋を出たニギートは廊下で報告書に再度目を通しため息をついた。

「これほどの人材を輩出するとは……帝国の世界統一のためには邪魔な存在になる可能性が──」

　誰もいない廊下を歩きながらニギートは呟いた。




　平日は何事もなく学園で授業が行われていた。報告書を見てからリルターナはカインの事がますます気になっていた。正確には転校した初日にカインと再会した時は天まで昇るような気分になったが、王女殿下、公爵令嬢が婚約者だと知り、その気持ちはどん底まで落ちていた。

　しかし、皇女として仮面を被り、テレスティアとシルクと友人関係を築いていた。

　だが、報告書を読んでからのリルターナは、更に気持ちを抑えられなくなり、まさに恋する乙女のようにカインを見ていることが増えていた。授業は疎かにはしていないが、後ろから眺めるカインの銀髪や後ろ姿に見惚れている回数も増えていく。

　幸いなのはテレスティアもシルクも最前列に座っており、その表情を見られなかったことだろう。




　──そして週末。

　サラカーン商会に向かう馬車が一台。帝国から乗ってきた馬車には、バイサス帝国の王家の紋章が大きく描かれている。だが、帝国王家の紋章を街の平民は知る由もなく、どこかの貴族の紋章だと思われていた。

　馬車はサラカーン商会に到着し、リルターナはニギートを連れ商会へと入る。

そこには帝国にはない赤や青色の鮮やかな彩りをしたガラス細工のグラスが壁一面のガラスケースの中に並べられ、それを目にしたリルターナの目は大きく見開かれた後、とろんと細められた。

「いらっしゃいませ……って皇女殿下!?」

　休日で店番をしていたパルマは客が来たことで、対応しようと思ったらリルターナだったことに驚きを露わにする。

「えっ……私のことを……知ってるの？」

「はい、同じ学園でＡクラスにいるパルマといいます。何度か王女殿下やシルク様、カイン様とおられるところを……」

「そうなの……。それにしてもこんな綺麗なグラスは初めて見たわ……王国ではこのグラスが普通なの……？」

　ガラスケースの中に飾られているグラスを眺めながら、リルターナはパルマに問いかけた。

「まだこの商品は一般的には売られておりません……予約制で、順次出来上がり次第販売されております」

「……そうなの……。残念だわ……。出来ればこのまま購入して持って帰りたいくらいに」

　パルマの言葉に少し落ち込みながら答えると、予想外の答えが返ってきた。

「──もしかしたら……皇女殿下なら、早くお渡しすることも可能かと──」

　その言葉にリルターナはパルマの両肩を掴みかかる。

「本当!?　本当に手に入るの!?　このグラスが……」

　勢いよく肩を掴まれ驚きながらもパルマは説明していく。

「購入者が皇女殿下でしたら……実はカイン様がこのグラスをお作りになられているのです。もしかしたらすぐに作っていただけるかもしれません……」

「そうっ！　ならお願いしてもらえる……？　私からも……学園でお願いしてみるわ。ニギート、支払いをしておいて」

「──わかりました……、では予約とお支払いを」

　ニギートはカウンターへ行き、代金を支払い、予約札を受けとった。

「ねぇ、パルマ、他にも珍しいものってあるの？　あるなら教えてちょうだい。リバーシはもう帝国にも流れてきているわ。これも王国の開発した商品なのでしょう」

　ガラス細工だけでなく、他の商品も見ながらパルマに質問をする。

「はい！　リバーシもカイン様が発明されました。他には……お手洗いですかね……？」

「お手洗い？　それは何か違うの……？」

　バイサス帝国でもエスフォート王国で用意した屋敷のトイレは、何も違うところはなかった。不思議に思ったリルターナは首を傾げる。

「こればかりは……お試しになってみないと……」

　少し緊張した様子で説明するパルマに、リルターナは詳しく聞くことにした。

「なら、ここで試せるの？　案内してくれる？」

「はい、かしこまりました。では、こちらへ……」

　パルマは緊張したまま、トイレに案内する。そして使用方法を説明して理解するとリルターナは入っていった。




「ニギート！　これはすぐに持って帰るわよっ！」

　顔を真っ赤にしてトイレから勢いよく出てきたリルターナに、ニギートは驚きの表情をしてパルマに視線を送る。

「皆様、お試しになられますとほとんどの方がそう言われます……」

　恐縮した様子でニギートに説明するパルマに、リルターナはたたみかけるように口を開く。

「ニギート、屋敷のトイレを全て交換するように手配して。……これはすぐによ」

　ニギートは疑問に思いながらも「かしこまりました」と返事をする。

「パルマさん、今日はいい買い物が出来たわ。本当に来てよかった。これから学園で会った時もよろしくね」

「こちらこそお買い上げありがとうございます。学園でもよろしくお願いします」

　深々と頭を下げるパルマにリルターナは優しい笑みを浮かべた。




　パルマに見送られながら買い物に満足したリルターナは馬車に乗り屋敷へと戻っていく。

　屋敷に戻ってソファーで寛ぐリルターナにニギートは質問をした。

「それほどまでにその……お手洗いは良かったのですか……？」

　未だ経験をしていないニギートはリルターナのあの勢いがまったく理解出来ていなかった。

「あれは革命よ……あれを経験したら帝国に戻るのが憂鬱になるわ……。帝国に帰る時にはアレを大量に買って帰るわよ。それくらい素晴らしい物だわ」

　力説するリルターナを疑問に思いながらもニギートは頷いた。




　──そして数日後、屋敷の工事が行われ、新しい便器が備え付けられた。

　本当は予約待ちでもう少し時間がかかる予定だったが、皇女という立場柄、待たせてはいけないとパルマが商会長であるタマニスを説得したので早くなったのだ。

　パルマの熱意とバイサス帝国の皇女が商会に買い物に来たことに驚きながら、タマニスは頷くしかなかった。

「リルターナ殿下！　アレはすごいです。屋敷の全てに取り付けていただいたことに感謝します。侍女たちも一同、殿下に感謝しております」

　少し顔を紅くし興奮気味のニギートがリルターナに深々と頭を下げてお礼を言う。

　その様子にリルターナは自慢気に腕を組み頷く。

「そうでしょう。わかってくれると思っていたわ」

「リルターナ殿下の気持ちが本当に良くわかりました。しかもガラス細工のグラスもすぐに手に入れるとは、流石リルターナ殿下です」

「……それは……」

　ニギートがテーブルに並べられた装飾が施されたグラスを一つずつ手に取り見惚れている中、リルターナは学園でのやり取りを思い出すのであった。




　──時は少し遡り、とある平日の学園

　リルターナは普段カインに直接声を掛けることはなかった。それは婚約者の二人が常に一緒におり、直接声を掛けるのに躊ちゅう躇ちょしていたからだった。

（これくらい自分で頼まないと……）

　リルターナは授業間の休み時間にカインに声を掛けた。

「カイン様、お願いがあるのですが……」

　珍しくリルターナから直接声が掛かったことで、テレスティアやシルクからも注目を浴びた。

「リルターナさん、どうしました？」

　カインは不思議そうな顔をして返事をする。そして、リルターナは勇気を振り絞って声を上げた。

「実はカイン様にお願いがあるのですが……。あのぉ……あのガラス細工のグラスが欲しいのです。商会に言ったら予約制とのことで、パルマさんから直接カイン様に言ってみればということで……」

　カインは急なお願いに何かあったのかと思ったが、ガラス細工の事だと知り、ほっと息を吐き笑顔をリルターナに向けた。

　急に向けられたカインの満面の笑みを受けて、リルターナは頬を染める。

「それくらいなら構いませんよ。帝国との友好の為に差し上げても構いませんが──」

　カインはふと視線を感じ、横を向くとテレスティアとシルクの視線が集中していた。

「さすがにそれは──。すでに商会に予約はしておりますから」

「わかりました。では帰りにでもパルマのところに寄って渡しておきますね」

「そんなに早くっ!?　ありがとうございます」

　リルターナは思わずカインの手を両手に包み込み上下に振って、喜びを露わにした。

　カインはそこまで喜びを表現するリルターナを珍しいと感じながら、されるがままとなった。

「──リル、そろそろ……」

　テレスティアの言葉にリルターナは我に返ると、自分がカインの手を握っていることに、さらに頬を紅く染めた。

「あっ……こ、これは……すみません……」

　リルターナはカインの手を離し、赤い顔をしながら申し訳なさそうな顔をする。

「なら今日学園が終わってからサラカーン商会にご一緒しましょうか。そこでお渡ししますよ」

　カインの提案にリルターナは頷くが、テレスティアとシルクは苦虫を嚙み潰したような顔をする。

「ぐぬぬ……こんな日に内政科の授業があるなんて……」

「私も……テレス、今日は我慢しよ。出ない訳にもいかないし……」

　テレスティアとシルクは選択授業があり、カインは先に帰る予定だった。リルターナについても貴族科のみを選択しており、今日はこの後、授業があるわけでもない。

　諦めきれないテレスティアとシルクの二人はがっくりと肩を落とすのであった。




　カインとリルターナは授業が終わり二人で学園を後にする。

　普段、カインは用事があれば馬車で通学をするが、今日は徒歩であった。リルターナは皇女という立場上、馬車で通学をしている。学園入口の馬車の待機場では、ニギートが馬車の横に立っていた。

　カインと共に校舎から出てきたことに、ニギートは少しだけ驚きの表情をする。

「リルターナ殿下、お疲れ様です。……これはシルフォード伯爵、リルターナ殿下の執事をしておりますニギートと申します。お見知りおきを」

　姿勢を正しニギートはカインに礼をして笑みを浮かべる。

「カイン様、私が小さい頃から世話をしてもらっているの。それよりもサラカーン商会に向かって。カイン様からガラス細工を頂けることになったの」

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。初めまして……なぜ私の名前を……？」

　不思議に思ったカインにニギートは満面の笑みをして答える。

「それはもう、日ごろからリルターナ殿下からいつもいつも──」

「ニ、ニギート！　余計な事言わなくていいの！」

　焦った様子のリルターナがニギートの言葉を遮った。言い過ぎた事に失敗したという表情をしたニギートは作り笑いをしながら馬車の扉を開けた。

「あ、これは失礼いたしました。では、馬車へどうぞ」

　リルターナは顔を紅くしながら、カインを馬車に乗るように促した。

　二人が馬車に乗ると、御者をしているニギートが合図をし、馬車は進み始める。

　リルターナは隣に座るカインの顔を横目で見ながら、首元のネックレスを握りしめ、ため息を吐く。

（やっぱりカイン気づいてくれないのかな……）

　そんなリルターナの気持ちを余所に馬車はサラカーン商会へと進んでいった。




　サラカーン商会の前に馬車を止めると、パルマはすでに店に帰っているようで、制服のまま店番をしていた。

　ニギートが馬車の扉を開けてカインとリルターナが馬車から降りると、意外な二人が一緒にいることにパルマは少し驚きの表情をしながらも頭を下げる。

「カイン様、リルターナ殿下、いらっしゃいませ」

「パルマ、頑張っているようだね。タマニスさんは？」

「先ほどまでいたのですが、商会の会合に行ってるんです。だから私が留守番を……皇女殿下やカイン様がいらっしゃったのに、店主がご挨拶できずに申し訳ありません」

　丁寧に謝るパルマに気にしていないと言い、奥の応接室を貸してほしいことを伝えた。

　二人はパルマの案内で、店の奥の応接室へと案内され向かい合って座った。

　座った二人にパルマが紅茶を淹れる。

「そんなに高級な茶葉ではないので申し訳ないのですが……」

　恐縮しながらパルマは二人の前に紅茶を注いだカップを置き、まだ店番をするということで応接室を後にした。

　二人は淹れてもらった紅茶を飲みながら少し雑談をしてから本題に入る。

　カインは特に気にした様子もなく、アイテムボックスから無造作に一つずつグラスを置いていった。

「──アイテムボックス……」

　普段、テレスティアやシルク、パルマを含むサラカーン商会の皆はカインがアイテムボックスを持っているのを知っている。

　知らなかったリルターナは少し驚いた表情をしながら呟いた。

「あ、そっか……。リルターナさんは知らなかったよね。あまり公開はしていないから、一応秘密でお願いします」

　カインは軽く頭を下げ、予約した数のグラスを並べていった。

　デザイン三種類を四つずつ並べていくのに、リルターナはそのグラスの美しさに見惚れていた。

「頼んだのは十だと思いますが、キリが悪いから二つは僕からプレゼントします。口止め料ってことで……」

　満面の笑みを浮かべるカインに、リルターナは頬を少し紅く染めた。

「カイン様、ありがとうございます……。それと私の事は『リル』って呼んでください。テレスもシルクもそう呼んでいますから。皆さんと同じように軽く話していただければ」

「──リル……」

　カインはふと何か考えた様子をしたが、すぐに視線をリルターナに戻し頷いた。

「──それならもう少し口調は崩させてもらう、ね……」

「えぇ、その方が私も嬉しいです。それにしてもカイン様は芸術の才もあるのですね。すでに街を治められておりますし、芸術や娯楽品に関しても……、帝国ではそこまでの人材はおりません。王国が羨ましいですわ」

「そんなことないですよ。周りの人材に助けられているだけですから」

　その後も二人は雑談をしていると、部屋がノックされパルマに案内されたニギートが応接室に入ってきた。

「失礼いたしま──こ、これは素晴らしい！」

　ニギートは部屋に入ってきて早々に、テーブルに並べられている鮮やかな色とりどりのグラスに大きく目を見開いた。

　テーブルに置かれたグラスに勢いよく近づき見入っているニギートの頭を、リルターナが軽く叩いた。

「ニギート、みっともないわ」

　叩かれたニギートは先ほどまでの様子が嘘のように、澄ました様子で「これは失礼」と一言だけ残し、リルターナの後ろに控えた。

「カイン様、みっともないところをお見せして申し訳ございません」

　頭を下げるリルターナにカインは気にしてないよと声を掛け、話を進めていった。

　追加でもう少し欲しいという要望もあったが、今回は特別に売るということで、次回からは順番を待つことにリルターナも了承した。

　パルマに納めるためのグラスも次々と並べていき、テーブルは数十のグラスで彩られていた。

「こんなに……」

　目の前に並べられたグラスに唾を飲みこむリルターナを余所に、店番から戻ってきたパルマは数の確認を行い、店の奥へと運んで行った。

　全ての作業が終わると、リルターナに納めたグラスも専用の箱に仕舞われていく。

「リルターナ殿下、これが納品分になります。お確かめを」

「ええ、仕舞っているのは確認したから問題はないわ。ニギート、馬車へ運んでもらえるかしら」

「はい、リルターナ殿下」

　ニギートは大事そうに箱を抱え、順番に馬車へと運んで行った。

　全ての荷物が積み終わると、リルターナは席を立った。

「パルマさん、ありがとう。貴方のお陰で早く手に入れることができましたわ。学園でもこれから仲良くしてくださいね」

「こちらこそよろしくお願いいたします」

　笑顔のリルターナに、緊張しながらもパルマは微笑んだ。

「そろそろ私も帰りますわ。大事な商品もありますし、カイン様……お送りいたします」

「あ、いや……うん、じゃあ送ってもらおうかな。パルマ、また学園でね」

「カイン様、ありがとうございます。さっそく予約している人たちにご連絡してきますね」

　四人は応接室を出て、馬車へと乗り込み、パルマはその姿を見送った。

「明日から、連絡して回らないとな……」

　視界から消えていく馬車を見ながら、パルマは呟き店へと戻っていった。




「カイン様……良ければ屋敷へ寄りませんか？　大事な商品もありますし、ニギートだけでは心配なので」

　馬車の中でリルターナはカインに小声で問いかけた。

「さすがにそれは……」

「あ、帝国から持ってきた茶葉もありますの。良ければそれもお出しいたしますわ」

　押しの強いリルターナに、カインは折れてリルターナの屋敷へ向かうことになった。

　リルターナの屋敷は貴族街の中で、カインの屋敷とは王城を挟んで反対側にあった。それでも歩いて三十分程度の距離ではあったが。

　屋敷はさすが帝国の皇女が来ることに対して、王国としてのプライドを保つために、カインの屋敷より立派な建物であった。大きさでいえば父親であるガルムの屋敷と同等である。さすがにカインの屋敷とは違い、魔改造されているわけではなかった。

　屋敷の入り口の前に馬車を付け、二人は馬車から下りると、使用人一同が並んでいた。

「いらっしゃいませ、シルフォード伯爵」

　使用人一同が挨拶のあと、頭を下げるのを見てカインは恐縮しながらもリルターナの後を追って屋敷へと入った。

　案内された応接室でリルターナとカインは向かい合ってソファーに座る。

　部屋の端では、メイドが紅茶と茶菓子の準備をしていた。

　ホールから応接室までくる廊下に飾られていた装飾品は品良く並べられていた。

　応接室にしても、座り心地のいいソファーにカインは満足していた。

「カイン様、そんなにキョロキョロして、どうかいたしましたか？」

「ううん、なんでもないよ。国が違うと飾られている物の趣味も違うのかなーって……」

　カインの言葉にリルターナはクスっと笑った。

「お待たせいたしました。帝国の茶葉で淹れさせていただきました」

　メイドが二人の前にカップを置き、紅茶を注いでいく。

　カインはカップを手に取り、口に近づけると、今まで飲んできた紅茶と少し違ったいい匂いを感じる。

　そして一口含むと思わず頬が緩むようなフルーティーな味わいが広がってくる。

　カインの笑みを確認すると、リルターナも満足したようにカップを口に運んだ。

「この紅茶美味しい……。初めて飲む味だよ」

「帝国から持ってきたもので私も好きで小さい頃から飲んでいるの。いつもニギートが色々と見つけてきてくれるので……」

　二人で紅茶を楽しんでいると、荷物を運び終えたニギートが部屋へと入ってきた。

「品は全て運び終わりました、リルターナ殿下」

「ありがとう。カイン様もあなたが選んだ紅茶を気に入ってくれたみたい」

「ニギートさん、この紅茶美味しいよ」

　カインの言葉に満足そうに笑みを浮かべたニギートは、リルターナの後ろに控えた。

「シルフォード伯に喜んでいただけて、私も光栄です。良ければお土産に少しですがお持ち帰りになられますか？　それとも、この茶葉は帝国産ですので、リルターナ殿下と婚約して一緒に帝国に行くという手も──」

「ニギート！！！」

　余計な事を言ったニギートに、真っ赤な顔をしたリルターナが叱りつけた。

　ニギートの『婚約』という言葉に耳まで赤くなっていたリルターナは、立ち上がり、ニギートの頭を叩いた。

「これは失礼……言葉が過ぎました。シルフォード伯、お許しを……」

　ニギートは深々と頭を下げているのに、さらにリルターナは頬を紅く染めたまま、その頭を再度叩く。

「リル……それくらいで。冗談だってわかっていますから。帝国の皇女殿下がそんな簡単に他国の貴族と婚約を決めることなんてできませんし」

　笑うカインの言葉に、少しの期待を砕かれたリルターナは顔色を少し曇らせたが、その表情を見せないように口を開いた。

「──そうですわね……。私は六女とはいえ皇女でした。そんなに簡単には……」

　しかし少し暗い表情をしながら言うリルターナの言葉は、最後には小声になっていた。

「あ、リル、それと、僕のことは『カイン』でいいよ？　僕も『リル』って呼んでいるし。正式な場所では殿下と呼ぶけど、こういう時は友達として……ね？」

　カインの優しい言葉に、暗い表情をしていたリルターナは、照れからか頬を紅く染めながらも頷いた。

　リルターナの中では幼少期にカインと会って以来、数年ぶりに本人を目の前にして『カイン』と呼ぶことに躊躇いを見せていた。

　まだ幼かった頃とは違い、未だ少女とはいえリルターナも一人の女であった。

「では……カ、カ、カインと呼ばせてもらいますね！」

　リルターナの恥じらいを眺めているニギートは、普段見せない態度に後ろで笑いをこらえながら控えていた。




　二人はその後、半刻ほど雑談に花を咲かせた。

「それではそろそろ帰るね。また学校で！」

「はい、カイン。また明日！」

「シルフォード伯、それではお送りいたします」

　カインはニギートに馬車へ案内され、屋敷に送られることになった。

　御者をしているニギートは、馬車に取り付けられている小窓からカインに話しかけた。

「シルフォード伯、リルターナ殿下はああ見えて、結構寂しがり屋だったりします。今後も仲良くしてあげてください。それと──王国に転校したのは理由があるみたいなのです。詳しくは話してくれませんが……。私が仕える前、幼い頃に王国へと一度来た事があるのです。もしかしたらそれがきっかけなのかもしれません……」

「うん、それはリルから聞いたよ。うちの実家の領地、ラメスタの街に来た事あるって。この王国に来たのだって王国に悪いイメージがなかったからかもしれないね」

　カインも幼い頃に訪れたラメスタの街での出来事を思い出した。

　──あの……ひたすら騎士たちとの訓練……、そして……。

「あれ……あの時露店であった子……名前は確か──」

　僅かながら記憶の片隅にあった露店で、幼い少女とネックレスを選びあったことをカインは思いだした。

「まさかね……」

　笑みを浮かべたカインを乗せた馬車は、シルフォード邸へと向かっていった。
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　次の日の授業が終わり、リルターナは迎えにきた馬車へと乗り込む。

「リルターナ殿下、お疲れ様でした」

「うん……」

　少し元気のないリルターナは窓から外を眺めていた。

　馬車が進んでいくと、前を三台の馬車が一列に並びゆっくりと進んでいた。

　一台が少し前を先行し、その後ろに並ぶ二台の馬車は、リルターナを乗せる馬車の邪魔をするかのようにゆっくりと進む。

「前の馬車遅いですね……」

　愚痴をいいながら御者をしているニギートが、前をのんびりと進む馬車を眺め呟いた。

　そしてその馬車のずっと先には一人の少女が歩いていた。

　午前中で授業が終わり、商会の手伝いでお使いに出かけた──パルマだった。

　パルマはカインから委託されているガラス製品が入荷したため、予約をしていた貴族邸に連絡を入れるために貴族街を訪れていた。

「えーっと……次は、コルジーノ侯爵様邸か……」

　メモを見ながら歩くパルマに一台の馬車が近づいていく。




　そして──。




　突如後ろから現れた二人の男がパルマの口を塞ぎ、そして腹に一撃を入れる。

「むぐっ……」

　鍛えているわけでないパルマの意識を奪うのには十分な威力だった。

　男たちはパルマを担ぎ上げると、先頭を走る馬車へ放り込む。そして一気にスピードを上げた。

　その後ろを走るリルターナを乗せた馬車の御者をしているニギートは、はっきりとは見えなかったが、一人を担ぎ上げて馬車に放り込むところを視界におさめていた。

「?!　……」

　その馬車を追おうと思ったニギートだったが、馬車に乗せているのは帝国の皇女だ。そんな危険を冒せるはずもなく、しかもこの事を今伝えてしまったら、正義感の強いリルターナだけに「追いなさい」と確実に指示を受けるとわかっていたニギートは、無言で馬車を進めていった。

　その誘拐した馬車の特徴を脳裏に焼き付けながら、見えなくなるまで目で追っていた……。

　屋敷についた後、ソファーに座り寛いでいるリルターナに、ニギートは先ほどあった事を話した。もちろん叱咤を受けることはわかっていたが、すでに屋敷に着いたことでリルターナの安全は守られている。

「なんでその場で追いかけなかったの！」

　やはりニギートの想像通り、リルターナは激昂した。

「申し訳ありません。リルターナ殿下を乗せたまま追いかけて何かあったとしても、殿下の安全を一人では守れません。私の役目は殿下の安全を図ることですから」

　頭を下げたニギートに、テーブルを叩いて立ち上がったリルターナは「行くわよ」と一言だけ告げ、部屋を出た。

「はい、すぐに。それで行先は……」

「もちろん衛兵の詰め所によっ！　それ以外にあるのっ!?」

「しかし、ここは王国です。帝国の民である私たちが──」

「そんな事言っている場合じゃない！」

「わかりました。すぐに用意を」

　ニギートは護衛として、帝国から同行した騎士二人を連れ、リルターナを乗せた馬車を衛兵の詰め所に向けたのだった。




　リルターナを乗せた馬車は衛兵詰所へと辿り着いた。

　いきなり詰め所に現れた護衛を連れた貴族の馬車に、衛兵たちにも緊張が走る。

　そして御者をしているニギートが馬車の扉を開けると、リルターナは怒った表情のまま馬車を降りた。

「これは……詰め所に何用で……？」

　質問した衛兵を睨みつけるとリルターナは口を開く。

「貴族街で誘拐よっ！」

　リルターナの言葉で、衛兵に緊張が走った。貴族街を警備している者たちからしたら、貴族街で誘拐など起きれば、警備のミス、ただの失態でしかないからだ。

「?!　……そ、それでは中で教えていただきますか。すぐに責任者をお呼びいたします」

　衛兵の先導の元、簡易的な応接室に通される。貴族の応接室とは違い調度品などもなく、ただ打ち合わせをするだけの部屋となっていた。

　不機嫌な様子のリルターナは案内されたソファーの中央に座り、その後ろにニギートが控えるように立っている。衛兵は「すぐに上司を呼んできます」といい部屋を出ていった。

　ほどなくして他の衛兵より格好が少し豪華な恰幅の良い上司と思われる衛兵が入ってきて、リルターナの前に座り、書記をするためにもう一人の衛兵が隣に座る。

「これはリルターナ皇女殿下、わざわざこのような場所に来ていただいて恐縮でございます。私はこの詰め所の管理をしております、バラッタと申します。以後お見知りおきを」

　衛兵隊長のバラッタは応接室に来る前に彩られた紋章を確認し、誰の馬車かをすでに理解していた。衛兵隊長になるためには馬車に刻まれている紋章を見ただけで、どこの貴族かわからなければなれない。

　場合によって不敬とされてしまう場合があり、徹底的に覚えこむようになっている。

　リルターナの馬車はこの国のどの貴族でもない、バイサス帝国の紋章が掲げられている。他国からの留学生として特にバラッタは注意を払っていた。

　そしてバラッタは言葉を続ける。

「それで皇女殿下……状況を教えて頂けると助かります」

「わかったわ。ニギート、貴方から話しなさい。私に伝えたことをそのままでいいわ」

「はい、リルターナ様。実は先ほどの事ですが──」

　ニギートから状況が説明されていく。話が進められていくと、次第にバラッタの眉間にシワが寄ってくる。

「真っ黒な馬車が三台……。おい、そんな馬車が貴族街に入ったのを見た者がいないかすぐに調べさせろ」

　部屋の端で控えていた衛兵が頷いたあとに部屋を出ていった。

「貴重な情報感謝いたします。これから各貴族の屋敷へと確認をとるとともに、王城にも報告をいたします。ここからは私たちの仕事ですので」

　バラッタはテーブルに手を付き深々と頭を下げた。

　隊長として礼節を持ち対応をするバラッタに満足したリルターナは、早々に詰め所を後にした。

　馬車に乗せるとニギートは御者台に乗り馬車を動かす。

「それでは屋敷に戻りますね」

　少し悩んだ表情をしたリルターナは口を開く。

「──ちょっと待って……。誰かに助けを……。あっ、このままカインのところへ向かって」

「ちょっとそれは……何故シルフォード伯のところへ？　何もお約束もしておりませんし……いきなりリルターナ殿下が来られたらシルフォード伯も準備というものが……」

　リルターナの指示にニギートは戸惑いの表情をするが、リルターナの意思は固い。

「カインの屋敷は知っているでしょ？　いいから向かって」

「──わかりました」

　ニギートはため息をつき、リルターナを乗せた馬車の方向を変え、カインの屋敷へと向かうのであった。
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　リルターナ達が詰所を後にしたことを確認したバラッタは、非番の衛兵も呼びに行かせ緊急体制を敷いた。

　この詰所には六十人ほどが勤めており、勤務体制はシフトが組まれていたが、緊急の場合はすぐに招集がかかることになっていた。

　それほど王都の貴族街の守備を任されるということは重大な務めであった。

　一時間も経たずに、全衛兵が集合をする。そして隊長であるバラッタが一声を放った。

「私が衛兵詰所の隊長になって初めての大事件である！　今日、貴族街で誘拐事件があったと報告を受けた。犯人だと思われるのは三台の黒い馬車ということだ。各自三人体制で捜索にあたってくれ。見つけても二人はその場に残し、一人は詰め所に報告に来るように。それでは皆の者行け！」

「「「「「はいっ!!」」」」」

　それぞれが三人組を作り、装備を整え詰め所から出ていく。

　捜索に当たる班と、令嬢がいる貴族の屋敷へと確認に向かう班で分かれ捜索を行うことになった。

　もちろん貴族街に入城するための記録を調べる班もいた。

　バラッタは副隊長を呼び止め、自分は王城へと報告に行くことを伝え詰め所を出ていく。

　詰所ではバラッタが不在の間、副隊長が指揮をとることになった。

　皆、捜索にあたり一人になった副隊長は誰もいない部屋で口を開く。

「おい、証拠は消してるんだろうな……？」

　その言葉に反応するように、扉が開き三人の衛兵が部屋に入ってきた。

「……それはもちろん。貴族街への馬車の入場記録は処分してありますよ。ただあの娘のは消してませんよ？　行方不明者が平民出ならそこまで本気出しての捜査になりませんしね。それにしてもまさか皇女の馬車に見られているとはな……。あいつらもとんだヘマを打ちやがって」

　一人の衛兵が椅子に座りテーブルに足を乗せながら悪態をつく。

「まぁ、そう言うな。あそこからまたたっぷり小遣い絞り取れるだろう？　これでバラッタが責任とることになったら俺が隊長だな。平民なんかに隊長をやらせるから、こんなことになるんだと上の連中もわかるだろう」

　同じように悪態をつく副隊長は貴族の子弟であった。男爵家の三男であり、継承権がなく、今後は平民として生活していくことに不満を感じ、同じような状況にいる者たちを引き込んで、商会などに裏で融通し小遣い稼ぎをしていた。

　隊長であるバラッタは平民だったが誠実な性格で、要領も良くその器量で隊長に抜擢されていた。

　それが余計に貴族である副隊長の嫉妬を生むことになっていたのだった。

　四人はテーブルを囲み少し打ち合わせをした後にそれぞれの仕事に戻って行く。

「平民のガキ一人くらいでこんなに大騒ぎしやがって……。まぁ二度と表に出てくることはないけどな……」

　一人になった副隊長は窓から外の景色を見ながら黒い笑みを浮かべながら呟いた。
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　馬車は程なくしてカイン邸の前に到着した。

　門の前にいた兵士も、貴族と思われる馬車が来たことに緊張が走る。

　姿勢を正した兵士にニギートは馬車から下り声を掛けた。

「こちらに乗っているのはバイサス帝国リルターナ皇女殿下である。約束は取り付けていないがシルフォード伯にお目通り願いたい。伝言をお願いできるか」

「しょ、少々お待ちください。今、屋敷に確認をとってきます」

　衛兵もまさかバイサス帝国の皇女自らシルフォード邸に来るとは思っておらず、焦る顔を隠すように一人が屋敷へと駆けて行った。

　衛兵からコランに話が伝えられると、すぐに屋敷へと案内するように指示がされ、急いでコランの言葉を伝えに兵士が馬車へと戻ってきた。

「確認がとれました。どうぞ中へお入りください」

　ニギートが御者をする馬車がシルフォード邸の門を潜り、屋敷の前に横づけされた。

　すでにコラン他使用人一同が並んで待機していた。もちろん中央にはカインの姿もあった。

　ニギートが馬車の扉を開き、そしてリルターナが降りてくる。

「リル、こんばんは。こんな時間にどうしたの？　まずは中に案内するよ」

　笑顔で挨拶するカインに対して、リルターナの表情は硬い。

「こんな時間に申し訳ありません。急遽話したいことがございまして……お邪魔しますわ」

　カインに誘導されるように屋敷に入ると──そこにはレッドドラゴンの剥製が目に入ってくる。

「ヒィ……、これが噂に聞くレッドドラゴン……」

「あ、ごめん。驚かせちゃったね。最近誰も気にしなくなったから説明するのを忘れてたよ……」

　一瞬、腰を抜かしそうになったが、事前にニギートから情報を仕入れていた事でなんとか耐えることができた。

　リルターナは生きていても可笑しくない程に良くできたドラゴンの剥製を見上げる。

「……これが十歳にも満たない歳に倒せるものなのかしら……」

　カインには聞こえないように小声でリルターナは呟いた。

「まずは応接室に案内するよ。こちらにどうぞ」

　リルターナの言葉を気にした様子もなく、カインは応接室へと案内する。

　応接室にはカインとリルターナが向き合って座り、各自の後ろにコランとニギートが控えている。

　シルビアは部屋の端にあるテーブルで紅茶の準備を始めた。

　用意が出来ると、各自の前にカップを置き、紅茶を注いでいく。

　カインはリルターナに紅茶を勧めると、自分も一口飲んだ。

「それで……急用と聞いたけど、何があったの？」

「それはですね……」

　リルターナが後ろに控えているニギートに視線を送ると、気づいたようにニギートが口を開く。

「私から説明させていただきます。本日の事なのですが──」

　学園の帰りに貴族街での誘拐について説明していく。そして今、衛兵詰所でその事を話してきた帰りということで締めくくられた。

　カインはその話を聞きながら次第に眉間にシワを寄せていく。

　エスフォート王国の貴族街での出来事を、バイサス帝国からの留学生である皇女自らがこうして出向いているのだ。

　問題がある王国内部の事に手間をかけさせたことにカインは頭を下げた。

　いきなり頭を下げたカインにリルターナは驚きの表情をし、そして焦ったように頭を上げるように声を掛ける。

「カ、カインがそんな頭を下げることじゃないのよっ」

「それでも、王国のためにこうしてリルが動いてくれたことは変わりないから。この国の貴族の一人として礼を言わせてもらう。ありがとう」

　頭を上げたカインが笑顔でそう言うと、その笑顔にリルターナは頬を染める。

　その姿を後ろから眺めるニギートは「これが殿下を落とした笑顔か……」と思いながら笑みを浮かべた。

「僕のほうでも調べてみるよ。何が出来るかわからないけど……」

　カインの言葉にリルターナも頷いた。

　キュルル……。

「……!?」

　緊張が解けたのか、部屋の中でお腹の鳴る音が響いた。

　その音にカインは笑みを浮かべ、リルターナは更に顔を赤くした。

「そろそろ夕食の時間だね。一緒に食べていく？」

「?!　……いいのですか？」

「うん、もちろん。コラン、大丈夫だよね？」

「はい、勿論でございます」

　コランの返事に満足したようにカインは頷いた。

　コランがシルビアに視線を合わせると、部屋の隅で待機していたシルビアは頷き確認をするために部屋を出ていく。

　数分すると部屋がノックされシルビアが戻ってきた。

「もう食事の用意が出来ております」

　その言葉にカインは頷いた。

「そろそろダイニングに行こうか。今日の食事は？」

「本日はハンバーグでございます。他には──」

　メニューの説明をされたが、リルターナは聞き覚えのないメニューに首を傾げる。

「カイン、その『はんばーぐ』って初めて聞きましたけど……王国の名物料理か何か？」

「あ、リルは知らないと思うよ。最近王国でも広まってきて食べられるようになったんだ。楽しみにしててね」

　カインはリルターナをダイニングに案内する。

　カインとリルターナが横に並び座り、ニギートも客として席が用意された。

　用意された食事が並べられていく。その器や料理の数々にリルターナは興味津々だ。

　特に『はんばーぐ』と言われた肉の塊を目にし、どんな料理なのか気になって仕方なかった。

「今日はリルターナ皇女殿下もお見えになられている。それではいただこう」

　カインはジュースの注がれたグラスを持ち上げ乾杯の合図をする。

　一つ一つのグラスや、料理の載せられている皿を含め、バイサス帝国にはない物でありリルターナは見入るばかりだった。

　リルターナはナイフとフォークを持ち、ハンバーグにナイフを入れていく。

「うそ、こんな肉の塊なのに柔らかい……」

　一口サイズに切られたハンバーグをリルターナは口に運んでいく。

　そして口に含むと──その頬が次第に緩んでいく。

「美味しい！　しかもこんな柔らかいのに、口の中に肉汁が広がっていく。これは何なの!?　こんなの食べた事ないわ」

　先ほどまでの緊張が嘘のように口に運ぶスピードが増していく。リルターナが気づいた時にはすでにハンバーグは無くなっていた。

　無くなって寂しそうな表情をするリルターナにカインは声を掛ける。

「気に入ったなら、お代わりあるよ？　すぐに用意させようか？」

　カインの言葉に笑みを浮かべ思わず頷きそうになったが、ニギートが「ゴホン」と咳をすると、その表情は一気に引き締まる。

「……大丈夫よ。他のも食べてみたいし……」

　名残り惜しい表情をしながら他の物に手を付ける。しかしその食べた物も予想外の美味しさにリルターナの頬は緩んでいく。

　そんな表情の変化を楽しみながらカインも食事を続けた。

「もう学園は慣れた？」

　カインの問いかけにリルターナは頷く。

「テレスやシルクが良くしてくれるからね。カインもいるし。クラスの子も話しかけてくれるようになったから大丈夫」

　テレスの答えにカインは満足し、笑みを浮かべながら頷いた。

　下座だが同席しているニギートも一口ずつ口へ運ぶ度に舌鼓を打っていた。

　そして食事が済み、紅茶を楽しんでいるところにコランがカインの傍に寄って耳打ちをする。

「カイン様、サラカーン商会の会頭が急遽お会いしたいと。何か鬼気迫る表情をしております。いかがいたしましょうか」

「うん、わかった。少しだけでも時間をつくるよ。応接に案内しておいて」

「かしこまりました」

　コランは返事をすると退出していった。

「リルターナ、少しだけ席を外すね。食後のデザートを用意させるから」

「……デザート……。わかったわ」

　すでに満腹のはずのリルターナは、デザートと聞き喉を鳴らす。

　シルビアに対応をお願いして、カインは部屋を出て応接室へと向かった。

　扉を開けると、タマニスは土下座の状態で待っていた。

「カイン様！　お願いがあります！　パルマが……パルマが攫われたかもしれません！」

　その言葉にカインは目を見開いた。

「……もしかしてパルマは、昼間貴族街へ……？」

「はい……。カイン様からグラスが納入されましたので、予約していた貴族の方々に連絡をと頼んだのですが、夕方になっても帰ってこず、その後商会に衛兵が確認にきたので戻ってきてないことを伝えたら、もしかしたらパルマが攫われたかもしれないと……。貴族街への入場の受付はしておりますが、退場の受付をしていないのはわかってます。通報があって調べたということです」

　説明を終えたタマニスは頭を床に擦り付けて懇願する。

「私は独身で子供はいません。弟のサビノスの一人娘なんです。何があったら弟に顔向けできません……だから……どうか、どうか……」

　カインは涙を流しながら懇願するタマニスの肩にそっと手を置いた。

「タマニスさん、顔を上げてください。僕も全力で捜します。ちょっと待っていてください」

　カインは後ろに控えているコランにリルターナを呼ぶように伝える。コランは頷くとすぐに部屋を退出していった。

　程なくしてノックと共にコランが扉を開け、その後ろにはリルターナがいた。

「カイン、どうしたの？　急に呼び出すなんて……お客さんなんじゃ……？」

「その事なんだけど……誘拐されたのは、────パルマみたいだ」

　カインの言葉にリルターナも目を見開いた。

　そしてカインは言葉を続ける。

「パルマの家のサラカーン商会の会頭のタマニスさん。その件で今きたんだ」

「パ、パルマだったのっ!?　誘拐されたの……すぐに助けださないと」

　焦るリルターナをカインは抑える。

「カイン様……この方は……？」

　未だに土下座した状態であったタマニスは、急にカインが招き入れた貴族の令嬢に疑問を持った。

「あ、タマニスさんは初めてなのか……。誘拐の通報をしたのがこの……リル、リルターナ・ヴァン・バイサス皇女殿下だよ」

　カインの言葉に今度はタマニスが今までにないほどの驚きの表情をした。

「えっ、こ、こ、皇女殿下ぁぁぁぁぁああああ!?　これは失礼いたしましたっ！」

　今日一番ともいえるほど大きなタマニスの声が、部屋の外まで響き渡ったのであった。
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　驚くタマニスを宥め、起き上がらせ隣に座らせる。

「タマニスさん、僕のほうでも全力で捜します。だから……待っていてください。絶対に見つけますから」

　安心するように伝えるカインの拳は強く握られていた。必ず見つけるという決意の表れのように。

「リル、ありがとう。僕のほうでも動くことにする。あとは任せて」

「カイン、私にも手伝うことは……？」

　誘拐されたのが、パルマであったことや、カインの助けになりたいことからリルターナは提案するが、カインは首を横に振る。

「リル、その気持ちだけで十分だよ。ありがとう。僕はそろそろ……」

　カインが帰宅を促していることを察したリルターナは、ニギートに視線を送る。ニギートは察したように部屋を後にし馬車の用意に向かった。

「カイン、何かあったら私にも手伝わせて」

　力強く言うリルターナにカインは笑顔で頷く。

「リルターナ様、馬車の用意が出来ております」

「わかったわ。カイン、今日はごちそうさま。今度『ハンバーグ』のレシピ教えてね」

「うん、わかった。用意しておくよ」

　タマニスには部屋で待つように伝え、リルターナを見送るために屋敷から出た。

「じゃぁ、明日学園でね」

「うん、おやすみ、今日はありがとう」

　リルターナは馬車の小窓から顔を出し挨拶をすると、ニギートの合図で馬車は進みはじめた。




　見送ったカインは部屋に戻ると、タマニスが待っている部屋に戻らずに自分の執務室へと入った。

「召喚サモン〝ダルメシア〟」

　召喚魔法を唱えると、魔方陣が現れそこからダルメシアが現われる。

「これはカイン様、何かございましたか」

「ダルメシア、悪いけど頼み事がある。知り合いが誘拐された。王都の中には確実にいると思う。捜せるか？」

　真剣な表情をするカインに気を引き締めたダルメシアは手を顎に当て悩み始める。

「捜すのはできますが、捜す相手がわからないとどうにも……」

　さすがにダルメシアも全く知らない相手を見つけるのは不可能であった。

「顔がわかれば大丈夫か？　なら……」

　カインは脳裏にパルマのイメージを作ると、片手に魔力を練りダルメシアに送るように魔力を放つ。

　ダルメシアは脳裏に入ってくるイメージに、少し驚きながらも笑みを浮かべて頷いた。

「ほう……こんなことまで……さすがカイン様。わかりました。これなら捜せるでしょう」

　満足したような表情をするダルメシアにカインは言葉を続ける。

「どれくらいで捜せる？」

「王都でしたら本日中に見つけられるでしょう。私の能力を使えば……」

　カインは以前、目の前で能力を使おうとしたダルメシアを止めたことがあった。蟲使いであるダルメシアの能力は、普通の人にはとても精神的に耐えきれるものではない。

　苦笑しながらもカインは「頼んだ」と一言だけ残し、タマニスの下へと戻る。

　応接室には焦燥しきったタマニスをシルビアが慰めていた。

「タマニスさん、カイン様が本気を出せば必ず、パルマさんは無事に助け出してくれます。だから私たちは待つだけです」

「はい……。でも、こうしている間にもパルマは……」

　カインが部屋に入ると、タマニスは席から立ち上がり深々と頭を下げる。

「カイン様、よろしくお願いいたします」

　その言葉を聞いたカインは一度頷き、タマニスを座るように促した。

「パルマを捜すように手配しました。今日中には見つけますから」

「今日中!?」

「えぇ、今日中には助け出してみせます」

　カインの想定外の言葉に信じられないタマニスは、驚きの表情をする。

「カイン様は一体……」

　いつも予想外の提案をして、商品についてもこの世の物とは思えない芸術品を生み出す。そんなカインにタマニスは尊敬の念を抱いていた。

　サラカーン商会もカインのお陰で王都でも屈指の商会として成長をし、ガラス細工は国内で独占しており、リバーシにおいては国外にまで輸出するまでになっていた。

〝シルフォード商会〟と言われてもおかしくないほど、カインに依存している商会になっていることをタマニスは理解している。ただ、昔からの付き合いを大事にしていたタマニスは、各村々を行商で回ることは続けるようにしていた。原点は生活雑貨から始めた商会であったからだ。

　タマニスに自宅で待っているように伝えたカインは、部屋に入ると、アイテムボックスより剣を取り出して腰からぶら下げ、ソファーに座ったままダルメシアからの報告を待った。




　二時間後──

「カイン様、パルマ様が見つかりました。とある商会の地下に捕らえられていました。現在は三人に見張られている状態です」

　いきなり部屋に現れたダルメシアが告げると、その言葉にカインは満足そうに頷く。

　ただ、説明しているダルメシアの表情は固い。

「実は……そこの商会ですが……。先ほど一台の馬車が乗り付けて……少女が怒鳴り込んで行ったのですが──」

　カインはその言葉を聞くと、誰が怒鳴り込んだのか見当がつき苦笑する。

「すぐに案内してくれ！　何かあったら王国としてまずい！」

「わかりました。近くまでは転移しましょう」

　カインとダルメシアは二人で転移し屋敷から消えていく。

「「…………」」

　ただ、その部屋にはカイン一人だけではなかった。

　部屋にはコラン、そしてシルビアがいた。

「ねぇ、シルビア……、ドリントルにいるはずのダルメシアさんがいきなり現れて、カイン様と一緒に消えていったよね……。あれ、僕の目、おかしくなったかな？」

　理解できないコランに、シルビアは少し苦笑しながらも微笑んだ。

「カイン様は特別ですから。きっと何かあるんでしょう。気にしたらだめですよ」

　シルビアは新しく淹れた紅茶のカップをコランの前に置く。

「……そうですね。気にしていたらこれから先、胃に穴があいてしまいますね……」

　カップを手に取り一口飲むとコランはため息をついた。
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「ここがそうか……」

　カインの目の前に立つ石造りの三階建ての建物がある。

　建物は派手な外観をしており、いかにも成金をイメージさせるような建物であった。

〝ナルニス商会〟と書かれた看板に目をやり「やはり……」と思いつつ入口の扉に手を置いた。

　しかしカインは両開きの扉を開こうとするが、鍵が閉まっていた。

　カインは気にした様子もなく、腕に魔力を込めるとバキバキと蝶番が壊れて倒れていく。

　ズシ──ン

　扉が内側に倒れ、カインが建物の中に入ると──。

　そこには押さえつけられたリルターナと、手を挙げて降参のポーズをしているニギート、そして剣を構えた男たちが唖然とした表情をしていた。




「えっ……カイン……？」

　何事もないような表情で建物に入ってきたカインにリルターナは驚きの表情をする。

「リル……一人で行ったら駄目でしょ？　知らせてくれればよかったのに……」

　笑みを浮かべるカインに涙目になりながら頷くリルターナだったが、今はそんな状況ではなかった。

「おい……これはいったいなんだ？　このガキといい、お前といい。ここをナルニス商会だと知っての行いかっ！」

　剣を構えたナルニス商会の警備の男たちだろうか。五人の警備の一人はリルターナに剣を向け、残りはカインに剣を向けて構える。

　ニギートはダルメシアに肩を掴まれカインの後方に下げられた。

「カイン様、リルターナ殿下を！」

「うん、わかっているよ。もう大丈夫だから」

　焦ったニギートに向かって笑みを浮かべて頷くと、また護衛たちに向かって向き直る。

「それで……そこにいるのが、バイサス帝国の皇女殿下だと知っての行いなのかな……？」

　カインから告げられた衝撃の言葉に、護衛達は目を見開く。

「皇女殿下!?　なんでそんなのがここの屋敷へと!?」

「あんたたちがパルマを攫ったんでしょ！　同じ馬車が攫うところを見たのよっ！」

　剣を突き付けられながらも息巻くリルターナに、カインは苦笑する。

「そんなの知らんなぁ……勘違いじゃないのか？　皇女殿下とはいえ、人の国の大手商会に突撃されたら堪らんよ？　なぁそこの冒険者のガキもそう思うだろ？」

　黒い笑みを浮かべながら一人のリーダー格の男が剣を肩に掛け、前に出てさらに言葉を続ける。

「俺はゲルター、ここの専属の護衛だ。冒険者ランクはＢ。お前も冒険者ならわかるよな？」

　冒険者ギルドでＢランクならば、盗賊との対峙もしている。──人を殺したことがあると言っているのと同じだ。

　しかしカインは表情を崩さない。

　カインの変わらない表情を見て、ゲルターは「ほぅ」と少し感心した。

「まずはリルですね。返して貰えるかな？」

　カインは一歩前に出ると、護衛達に緊張が走る。そしてリルターナに剣を向けている男は、剣の刃先をリルターナの喉元に当てた。

「近くによるな！　この状況がわからないわけでもあるまい？」

　剣をリルターナに突き付けている男の言うことに気にした様子もないカインは一歩近づいた。




　──そしてその場でカインは消えた。

「なっ!?」

「えっ!?」

　男たちの驚く顔が浮かんだ瞬間に、カインは元の位置に現れる。

　──リルターナを腕に抱いた状態で。

　そして、リルターナに剣を向けていた男の剣が音をたて床に転がった。──剣を握ったままの腕と一緒に。

「なにっ……」

「えっ……」

「う、腕が……ないっ!?　俺の腕がぁぁぁぁぁ痛ぇぇぇぇ!!」

　カインに一瞬にして腕を切断された男は痛みで床を転げまわる。

　あまりの一瞬の出来事に、ニギートもリルターナも驚きの表情を隠せない。

　リルターナからしてみれば剣先を突き付けられていたと思ったら、いつの間にかカインに抱かれている状態だったのだから仕方ないことだった。

「……カイン……今のは……」

　動揺するリルターナに、カインは優しい笑みを浮かべる。

「リル、もう大丈夫。でも無茶しちゃだめだよ……ここは王国なんだから……リルに何かあったら……それこそ……ね？」

　カインの笑顔と言葉にリルターナは頬を染めたまま頷いた。

「ニギート、リルを頼む」

　カインの言葉にニギートは驚きに固まっていた表情を引き締め頷いた。

　抱きしめていたリルターナを解放すると、ニギートのほうに行くように促した。

　リルターナは少し物足りない表情をしながらも、おぼつかないままニギートの隣へと移動する。

「これで……人質はいなくなったね」

　男たちに向き直ったリルターナに向けられていた優しい笑顔とは違って、目を少し細め口角を上げる。

　その表情に男たちには一瞬で悪寒が走った。

「こいつやばいぞ……お前ら、気を抜くな？」

「おぅ」

　ゲルターを筆頭に男たちがカインに剣を向けた。

「まずはこいつらを……」

　カインの呟きと同時に一人の男が壁まで吹き飛び、背中から壁にめり込ませそのまま意識を失った。

「えっ……」

「何があった？？」

「み、見えなかった……」

　動揺する男たちにカインは笑みを浮かべた。

「さっさとパルマを迎えに行かないとね」

　その言葉と同時にもう一人が壁に向かって吹き飛び意識を失う。続けてもう一人も……。

　最後にゲルターだけが残った。

「バ……バケモノ……」

　数々の修羅場を経験したゲルターだが、目の前にいるのはドラゴンですら圧倒するカインである。実力が違い過ぎた。構えた剣先は身体の震えでブレており、恐怖に染まった表情をしたゲルターにカインは告げた。

「あとでじっくり衛兵と話すといいよ」

　その言葉と同時にゲルターも他の者と同じように壁に吹き飛んだ。

「クソっ……なんでこんな化け物が……」

　その言葉を残してゲルターの意識は闇へと沈んだ。

　腕を切られた男も、カインによって一瞬にして意識を刈り取られた。切られた部分からとめどなく流れる血を止血だけするようにカインはヒールをかける。

「とりあえずこんなもんかな？　リル、大丈夫だった？」

　振り返ったカインの表情はいつものように優しい物となっている。しかし、リルターナもニギートもカインの実力に驚きを隠せなかった。

「カインは一体……？」

　疑問に思うリルターナにカインは笑みを浮かべた。

「まずは、パルマを迎えにいかないとね。ダルメシア、ここでこいつらを見張っていてもらえるかな？」

「承りました。カイン様」

　先ほどまでの衝撃的な出来事に、特に気にする様子もないダルメシアは、何事もなかったかのように優雅に礼をした。

「じゃあ、リル、一緒にパルマを迎えにいこうか。ニギートも一緒にくる？　リル一人だと心配でしょ」

「……はい、ご一緒させてください」

　リルターナと共に頷いたニギートはカインの後を追う。

　カインはそのまま商会の奥まで入っていき、何もない壁の前で立ち止まった。

「カインそんなとこで立ち止まって……」

　後ろからリルターナに言われたカインは、気にした様子もなく、そのまま壁に手を当て、軽く押しこむ。

　その瞬間、壁がそのまま奥へと倒れこんだ。

「なっ!?」

「えっ……」

　驚く二人にカインは笑みを浮かべる。

「隠し扉みたいだね。ほら、パルマを迎えにいくよ」

　そう言って、潜って中へ入ると、光球ライトを唱え明かりを確保すると、そのまま地下への階段を下りていく。

「ちょっと待って、行くわ」

　リルターナがカインの後を追い、その後をニギートが追っていく。

　地下に下りると、そこには石で造られた通路と両脇に鉄格子が嵌められた部屋がいくつもあった。

　その部屋には、数人の子供がいた。

　人族や獣人などの子供が部屋の隅で震えている。

　カインはそのまま素通りすると、一番奥にある鉄格子の前に立った。

「──パルマ、迎えにきたよ」

　優しく告げたカインの前で、力なく座り込んで俯いていたパルマが顔をそっと上げた。

　そこには微笑んだカインが立っている。そしてその後ろには店に来てくれたリルターナも立っていた。

　二人がこの場所に現れたことにパルマは信じられないような顔をする。

「パルマ！　よく頑張ったわね！　無事でよかった。迎えに来たわよ」

　リルターナは笑顔で声を掛けるが、パルマは未だに混乱した状態だった。

「カイン様……リルターナ殿下……ど、どうしてここに……」

「パルマが攫われたってタマニスさんが屋敷に飛び込んできたんだよ。それで全力で捜させてもらった。怪我もしてないし無事でよかった」
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　微笑むカインに、恐怖から解放され、次第に気が緩んできたのかパルマの瞳には涙があふれている。その涙は頬を流れ、床を濡らしていく。

「グスッ……、あ、ありがとう……ご、ございます……。もうみんなに会えないんだと……。攫った男の人は私の事を奴隷として他の国に売るって……グスッ」

「もう大丈夫だよ。とりあえずここを出ようか……」

　カインは鉄格子をそっと両手で掴むと──そのまま一気に捻じ曲げた。人が一人通れるほどのスペースを何事もないように曲げる。

　後ろで見ていたリルターナとニギートは信じられないような顔をする。

　カインは気にすることもなく鉄格子の隙間から中へと入り、パルマの手を取り立たせた。

　そしてゆっくりとパルマの頭を撫でた。

「もう大丈夫だからね」

　そう笑うカインの胸にパルマは飛び込んだ。

「ウワァァァァァァァァァァァァン!!　怖かったよ!!　もう誰とも会えないんじゃないかと!!　お父さんや学園のみんなと会えないんじゃないかと!!」

　大泣きするパルマの頭をカインは何も言わず優しい顔をしてゆっくりと撫でた。

　数分の間、泣いているパルマを撫で続けていると、次第に気持ちが落ち着いてきたようだった。

　そして今までずっとカインに抱き着き泣いていたことを理解すると、耳をパタッと倒し、顔を真っ赤にしたパルマが恥ずかしそうにする。

「落ち着いたかな？　そろそろ上に行こうか。家に帰らないとタマニスさんも心配しているし」

　カインはアイテムボックスから毛布を一枚取り出し、パルマの肩に掛けた。

　カインの言葉にパルマは涙を腕で拭い、笑顔をカインに向ける。

「はいっ！」

　元気よく返事をしたパルマに笑顔で頷いたカインは、リルターナ達を連れ地上への階段へと向かった。




[image: ]




　時は少し遡る。

　三人が地下に下りていきダルメシアが一人部屋で佇んでいた。

「やれやれ……このタイミングですか……まったく間が悪い……」

　意識をなくし倒れている警備の男たちを尻目にダルメシアはため息をつく。そしてそっと影の中へと沈み消えていく。

　その時、商会の前には馬車がつけられた。

　そこからでっぷりとした重たそうな腹を揺らした二人が降りてくる。

「侯爵閣下、こんなところまでご足労をいただきありがとうございます。お陰様で例の件はうまくいきそうです。娘は捕らえておりますし、それで権利と引き換えにすれば……」

「そんなことはどうでもいい！　わかっているんだろうな？　うまくいったら……」

「もちろんです。その為に裏の仕事をしてくれる上位の冒険者まで雇いましたからね。まぁ用が済んだら──処理しますけど」

　ニタニタと笑うコルジーノ侯爵とナルニス商会の会頭であるマティアスが商会へと戻ってきた。

　手を擦り合わせゴマをするマティアスに、ご機嫌な様子なコルジーノ侯爵。

　そしてマティアスは自分の商会の看板とも言える大きな扉がないことに気づく。

「?!　……何があった!?」

　マティアスが勢いよく建物に入り、その後をコルジーノ侯爵が追う。

　二人が見たものは倒れて意識を冒険者たちだった。一人は腕が切断され、その切断された腕も転がっている。

「なっ!!」

　その状況を見た二人は目を大きく見開く。

「お前ら、侯爵閣下を守れ！」

　馬車を護衛していた手勢の兵士が、コルジーノ侯爵を囲むように立つ。

「これは……なんだ？　何があった……マティアス……どういうことだ？」

「……私も何があったか……。おい！　ゲルターを起こせ。何があったか聞くんだ！」

　マティアスが護衛の一人に声を掛けると、その護衛はゲルターを起こす。

「──ウッ……」

　意識を取り戻したゲルターはゆっくりと身体を起こし、辺りを見渡す。

「ゲルター！　何があったのだ？？」

　まだ意識が朦朧とした状態であったゲルターはゆっくりと口を開く。

「──バケモノ……」

　その言葉と同時に、奥からリルターナと執事のニギートが現れた。

「お前らかっ！　この惨状を引き起こしたのはっ!!」

　リルターナとニギートもホールに戻った途端に、大勢の兵士に剣を向けられたことに動揺するが、すぐにリルターナが反論をした。

「貴方達がパルマを誘拐した真犯人ね！　すぐに衛兵に連絡するわ！　待っていなさいよ！」

　リルターナが息巻くが、マティアスが気にした様子もなく笑みを浮かべた。

「これは生きのいいお嬢ちゃんだ。もう一人奴隷が増えただけ……。お前たち、男はいらない。この娘だけを──」

「──娘だけをなんだって……？」

　二人の後から階段を登ってきたカインが口を挟む。

「小僧……お前がこれをやったのか……？」

　マティアスのその言葉にカインは首を傾げる。

「小僧……？　マティアスさん、それは僕に言っているんですか……。ねぇコルジーノ侯爵閣下？」

　カインの言葉にマティアスを始め、剣を向けている兵士が眉を顰める。

　コルジーノは後から地下室から上がってきた少年を、護衛している兵士たちの合間から覗くと目を見開いた。

「……シルフォード……伯爵……何故……このようなとこで……？」

　シルフォード伯爵というコルジーノの言葉に、兵士は驚き、そして一番驚いたのはマティアスだった。

「シ、シ、シルフォード伯爵!?」

「マティアスさん、久しぶりですね……僕のお披露目会以来でしょうか？」

　カインはいつもの様に怪しい笑みを浮かべ、マティアスは顔をひきつらせる。

「お前ら、剣を引け！　こ、これはシルフォード伯爵……どうしてこのような場所に……？」

　声を震わせながらも聞くマティアスに、カインは冷たい言葉を浴びせる。

「まず……謝罪がないのですが。若輩とはいえ、これでも一応、貴族当主となります。他の貴族の方がおられる前で、当主に向かって〝小僧〟と言われてしまえば示しがつきません。『不敬罪』に問わねばなりませんが……？」

　その言葉を聞いたマティアスは、身震いさせてコルジーノ侯爵に視線を送る。さすがのコルジーノ侯爵も、若輩とはいえ貴族当主にそう言われたら頷くしかなかった。

　マティアスは、その場で膝をつき頭を下げる。

「こ、これは……シルフォード伯爵……知らなかったとはいえ申し訳ございませんでした。お許しください……」

　頭を下げるマティアスに、さらにカインは追い打ちをかける。

「僕はそれでいいですけどね……。先ほど、そこにいる令嬢に〝お嬢ちゃん〟って言いませんでしたか？　しかも〝奴隷が一人増えた〟と、僕はそう聞きましたが……」

「いえ……それは……」

「そちらにいらっしゃるご令嬢は貴族当主ではありませんが……バイサス帝国の第六皇女、リルターナ皇女殿下です。隣国の皇女殿下に対しての暴言どうされますかね？　コルジーノ侯爵」

　カインの言葉に、コルジーノ侯爵とマティアスは驚き、そして顔を青ざめさせた。

　リルターナは、あまり派手なのを嫌い、王国に到着した際に面会を行ったが、直接会ったのは国王を含め、マグナ宰相や、エリック公爵のみであり、リルターナの顔を知る者は少ない。

　コルジーノ侯爵もリルターナの顔を見るのは初めてであった。

「そ、そんな……皇女殿下ですと……!?」

「ま、まさかっ……」

　驚いている二人を余所にカインはリルターナに視線を送ると、リルターナは深く頷いた。

　そして懐からバイサス帝国の国の紋章をあしらった豪華なプレートを取り出した。

「バイサス帝国第六皇女、リルターナ・ヴァン・バイサスよ。貴方たちの所業は全て確認させていただいたわ。私の……友達、パルマの誘拐についても国王に直接報告させてもらいます！」

　強い口調で言うリルターナに、マティアスは身体を震わせる。

「そ、そんな!?　私が何をしたというのでしょうかっ!?　身に覚えもありませんが……」

　惚けるマティアスにカインを始め、リルターナも眉間にシワを寄せる。

「パルマのことを誘拐しておいてよくそんな事が言えるわね！　地下の牢屋も確認させてもらったわ。他にも数人の子供がいたのを知ってるのよっ」

「うぐぐっ……。コルジーノ侯爵……」

　縋るようにマティアスはコルジーノ侯爵に視線を送るが、返ってきたのは予想外の言葉だった。

「マティアス！　お前は誘拐にまで加担していたのか!?　私は信じられないぞ！　私は知らん!!」

「えっ……そんなぁ……」

　助けを求めるはずだったのが突き放されたことに、マティアスは驚きの表情をする。




　その時だった。

　扉が開かれ、大勢の衛兵が屋敷になだれ込んできた。

「ここで攫われた少女が発見されたと情報がっ！」

　先頭に立つ衛兵の一人が剣を抜いたまま入ってきたが、ホールの異様な光景に動きが止まった。

　少年少女に向かって膝をつく会頭のマティアス、貴族と思えるような人物を守るように立つ護衛、そして倒れている冒険者。

　入ってきた衛兵の誰もがこの状況を理解できなかった。

　そして、いつの間にかカインの後ろに現れたダルメシアがカインに顔を寄せ小声で話し掛ける。

「一応、衛兵を呼んでおきました」

「ダルメシア、それでいい。ありがとう」

　衛兵を呼んだのはダルメシアだと知ると、頷いて口を開く。

「衛兵の皆さんお疲れ様です。ここの商会では誘拐が行われていました。後ろにいる少女がその被害者です。僕たちは彼女を助けにきました。そして地下にはさらに攫われたと思われる子供たちもいます。確認を」

　カインの言葉に衛兵は眉を顰める。先ほどからいた者たちはカインの正体を知っているが、衛兵たちはまだ知らない。

「君たちは……。この倒れている者たちは……君たちがやったのか？」

「僕がやりました。剣を抜かれましたのでね」

「そうか……それで……君は、そこのご令嬢の護衛かな……？」

　リルターナは貴族令嬢と一目でわかるが、一緒にいるカインのことは、衛兵たちも護衛としか考えていなかった。

「僕は、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です。隣にいるのはバイサス帝国皇女、リルターナ皇女殿下になります」

「リルターナ・ヴァン・バイサスよっ」

　二人の言葉に衛兵たちは固まる。そして理解した衛兵はすぐさま片膝をついた。

　衛兵全員が剣を収め片膝をつき、一番先頭にいた衛兵が顔を上げた。

「これは申し訳ございません。皇女殿下、シルフォード伯爵……。この状況が未だに理解できておりませぬ。ご説明をいただけますでしょうか」

「そうですね。サラカーン商会の少女が貴族街で誘拐されたのは、知っていますよね？　リルターナ皇女殿下が貴族街の詰所へ報告に伺っているはずです」

「はい、その話は聞いております。それで市民街の衛兵たちも捜しておりました」

　カインはその言葉に頷き話を続ける。

「その少女は、この商会の地下にある牢に捕らえられておりました。僕はその情報を知り、こうしてここまできたのです。サラカーン商会は僕の創った商品を仲介しているところですからね……捜すのは当然でしょう？」

「シルフォード伯爵自らです……か……？」

　衛兵もカインが直接捜すことに理解が追い付かなかった。当主は基本的に指示を出すのであって、自ら動くものではない。

　それが自ら動いて、行われたであろう戦闘もするとは思ってもいなかった。

「不思議ですか……？　そうですね、これでどうでしょう」

　カインは懐から、白金プラチナに光り輝くギルドカードを取り出した。

「これでも一応Ｓランクの冒険者ですので」

「なっ!?」

　カインの提示したギルドカードに、意識を取り戻していたゲルターは絶句する。

　ゲルターも長きに亘る冒険者生活の末、Ｂランクまで上がったのだ。その苦労は自分が一番知っている。

　そしてＳランクになるために必要な実力についても……。

　Ａランクを超えＳランクの領域にいる冒険者は周りからは〝化け物〟とひとくくりにされている。

　もちろん衛兵もそのギルドカードの色に目を見開く。

「そうですか……わかりました。では、確認のために皆様ここで残っていてもらえますか。お前ら、地下の調査をしてこい！」

　隊長の言葉で、数人の衛兵が奥へと進んでいく。

　そんな中一人だけ帰ろうとしているものがいた。

「わしは帰る。関係ないからな」

「申し訳ありません。この場は少しお待ちを……」

「ええいっ！　うるさい！　わしはコルジーノ侯爵だぞ。この事件とは関係ない！　今来たばかりだからな。失礼する！」

　衛兵隊長の言葉も聞かずにコルジーノ侯爵は馬車へと乗り込み商会を後にした。

「カイン……いいの？」

　リルターナは不安そうな声でカインに聞くが、カインは仕方ないというような顔をしながらも頷いた。

「……この状況では止めることはできない。コルジーノ侯爵は僕よりも上位にあたるしね。しかもこの国の大臣だ。なんの証拠もなく留めておくことはできないよ」

　カインの言葉にリルターナは悔しそうな顔をする。

「でもね……マティアスが全部話せば別だけど……」

　カインは膝をついているマティアスを見下ろし、にやりと笑った。

　その視線にマティアスは太った身体を身震いさせ、冷や汗をかきながら俯いたのであった。

「マティアス……貴方には詰め所でゆっくりと話してもらうからね」

「わしは関係ない!!　そこにいる冒険者たちが勝手にやったことだ!!」

　カインの言葉に、マティアスは言い逃れを始めるが、ゲルターが最初に口を割った。

「俺は全部話すぜ。そこの会頭から依頼を受けて、その子を攫った。どうせもう奴隷堕ちか死刑は確定だしな。貴族様に剣を向けたんだし諦めているよ。ここで逃げようとしても、どうせ、そこの坊ちゃんには勝てる見込みはないしな」

「?!　……むぐぅ……」

　さすがのマティアスも雇った冒険者が白状してしまえば諦めざるをえなかった。

　力なく膝をつき、観念した様子のマティアスを横目にカインは衛兵に声を掛ける。

「これでいいですかね？　下にまだいる子供たちは皆さんにお任せします。マティアスや冒険者についても。ただ、パルマは僕たちが連れて帰ります。それでいいですか？」

　カインの言葉に、残っていた衛兵はただ頷くことしかできなかった。

「下に子供達がいます！」

　地下に先行して下りた衛兵たちから声が上がる。そして牢の鍵を開け、衛兵に連れられて子供達が地下から上がってくる。

　衛兵は子供達の視線に合わせる為に膝をつき優しく話しかけた。

「君たちはいつからここに……？」

　まだ十歳にも満たない子供達は皆震えていたが、その中の一人の少女が弱々しく口を開く。

「十日くらい前からだと思う……でも、ずっと薄暗いところにいたからわからない……家に帰れる……？」

「大丈夫、おじさんたちはこの街を守る衛兵だよ。みんな家まで無事に送り届けるからね」

　衛兵の言葉に安心したのか、子供達は泣き始めたが、ひとりひとりの子供達の頭をそっと撫でて立ち上がる。

　そして先ほどまでの優しい笑顔は消え、厳しい視線をマティアスに送った。

「誘拐は重罪だ。覚悟しておけよ。こんな小さい子供達を……よくも……そいつと冒険者たちを捕らえろ！」

　衛兵の言葉に他の衛兵たちはロープを用意し、縛っていきそのまま外へと連れ出していく。

　そして隊長はカインに向き直り深々と頭を下げた。

「シルフォード伯爵、ありがとうございました。書類をまとめたら王城に提出いたします。そして──皇女殿下も我が王国のためにご尽力いただき深く感謝いたします。私はこれから屋敷の調査に入ります。他にも何か隠し持っているかもしれませんから……」

　隊長の言葉に、カインとリルターナは「頼んだ」と伝え頷いた。

「あとは任せて僕たちは帰ろうか。パルマ、送っていくよ」

　カインたちは揃ってナルニス商会を後にする。そして──ダルメシアがカインに顔を寄せ耳元で囁く。

「カイン様……馬車には乗ってきておりませんが……」

　その言葉にカインは転移で来たことを思い出し苦笑する。リルターナもその言葉が聞こえていたのか、リルターナの馬車で送ってもらえることになった。

　御者台にニギートとダルメシアが乗り、中にはカインとリルターナ、そしてパルマが乗る。

　パルマは皇女の馬車へ乗ることに恐れ多いと緊張して遠慮していたが、リルターナが手を取り馬車へと乗せた。

　そして馬車はサラカーン商会へ向けて走り出した。




　サラカーン商会までは馬車で十分ほどの距離にある。やはり商会は街の一画に集まっているのですぐに到着した。

　商会の前では、タマニスが落ち着きのない様子で右往左往しており、その前に豪華な馬車が一台止まると姿勢を正した。

　ニギートが御者台から降り、扉を開ける。

　馬車からは涙目になったパルマが降りてきて、そのままタマニスに抱きついた。

「おじさ────ん!!」

「パルマァァァァァ!!」

　パルマを抱きしめ無事を実感しているタマニスを横目に、カインとリルターナは馬車から下りる。

「無事に送り届けましたよ」

　カインの声に振り向いたタマニスは、カインとその隣にリルターナがいることに顔を青ざめさせる。

「カイン様!?　それに……こ、こ、皇女殿下までっ!?」

　タマニスは馬車に彩られているバイサス帝国の王家の紋章を見上げ顔を引きつらせる。

　喜びを一転させタマニスは膝をつく。

「こ、これは失礼いたしました。もしかしてお二人がパルマを……？」

　二人は無言で頷くと、タマニスは地面に頭が付きそうなくらいまで下げる。

「パルマは学友ですから。無事でよかったです」

　リルターナは気にすることもなく微笑むが、タマニスとしては皇女殿下が自ら助けにいくなど思ってもいない。一平民としては恐れ多く頭を上げることもできなかった。

「タマニスさん、もう頭を上げてください。こうして無事に戻ったことですし。もう少ししたら衛兵もここに来ると思います」

「カイン様……本当に何から何までありがとうございます」

「いいんですよ。パルマは僕にとっても友達ですからね。僕たちもそろそろ帰ります。家で心配していると思いますし」

　微笑むカインにタマニスとパルマは改めて深々と頭を下げた。

「ではカイン、屋敷までお送りいたしますね」

「いや……ここからそのまま歩いて──」

「お送りいたします」

　少し声のトーンが変わったリルターナに断るのは無理だと悟ったカインは早々に頷く。

「じゃあパルマ、明日学校でね！」

「それでは」

　二人は馬車へ乗り込むとニギートの合図で進みだす。その馬車が見えなくなるまでタマニスとパルマの二人は頭を下げ続けた。

「それにしても……カイン、今日は助かりました。もしカインが来なかったらと思うと……」

　リルターナは自分のしたことを振り返り、少し震え隣に座るカインの袖口を掴んだ。

「そうだよ。危ないとこだったんだから。行くのが遅くなったら……皇女殿下なんだから自重しないと」

「だって……馬車を見つけたからつい……。でも、助けてくれて本当にありがとう」

　リルターナとカインの距離は少しずつだが近づいていく。

　肩が触れそうな距離にまで近づいたリルターナは頬を染める。

「カイン……実はね──」

「シルフォード伯、屋敷に着きました」

「…………」

「着いちゃったね。じゃぁ、また明日」

「──うん……明日ね」

　カインは馬車から降りると、リルターナの馬車を見送った。
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「それにしてもカイン様って本当に強いんですね……。動きがまったく見えなかったですよ」

「…………」

「リルターナ殿下ももう無茶はしないでくださいよ」

「…………」

　御者をしながら笑顔で話し掛けるニギートとは違い、リルターナは拳を握りしめプルプルと震えている。

「あれ、リルターナ殿下？　もしかして寝ちゃったりしてますか？」

　前を向き御者をしているニギートに、リルターナの表情は見えていない。

　カインとの二人の時間を邪魔されたリルターナは、気にしないで話しかけるニギートに眉間にシワを寄せる。




　──そしてキレた。

「……ニギートの……バカァァァァァァァァァァァァ！！！！！」

「えぇぇぇぇぇえええええ!?」

　後ろからの突然の罵声にニギートは驚くのであった。




　事件から数日が経ち、カインは王城の謁見の場で膝をつき頭を下げていた。

「面を上げよ」

　国王から声が掛かり、カインは顔を上げる。

「この度は、この王都で起こっていた誘拐事件が、二人の活躍により解決された。よって褒美を取らす。カイン・フォン・シルフォード・ドリントル、並びにリルターナ・ヴァン・バイサス皇女よ、其方らには白金貨二十枚ずつを褒美とする。リルターナ皇女においては、他国にも関わらず協力いただいたことに感謝する」

　国王の言葉に別席に座っていたリルターナは一度立ち上がり、軽く頭を下げた。

「ありがたくお受けいたします」

「ありがとうございます。国王陛下」

　二人は再度頭を下げた。

「それではこれで──」

「ちょっとお待ちを！」

　謁見の終了を宣言しようとしたマグナ宰相の言葉を一人の貴族が口をはさんだ。

「なんだ……コルジーノよ。何か意見があるのか……？」

　玉座に座る国王がコルジーノ侯爵を睨めつける。

　コルジーノ侯爵は一歩前に出て、膝をついた。

「実は、私が王家から与えられた屋敷ですが、昨日未明に……真っ二つに破壊されていました……これは他国か魔族の仕業にありません！」

「「ブフォッ」」

　玉座に座っていた国王とマグナ宰相は同時に吹き出した。

　周りに参列していた貴族たちも、登城の際、コルジーノ侯爵邸の前を通った者は誰もが知っていた。

　膝をついているカインは肩を震わせたまま下を向いている。

　国王はカインを睨み付けるような視線を送った後、再度、コルジーノ侯爵に視線を送る。

「その件については噂程度であるがすでに話を聞いておる。難儀と感じるがすぐに修繕をするようにな……。王都にいる上級貴族の屋敷が半壊しているのは見栄えも悪い」

「陛下……あの……補助などは……？」

「その方も侯爵位であろう。上級貴族としてもちろん自費で賄うように」

「……そんな……」

「──これにて終わる。宰相頼む」

　国王の言葉にマグナ宰相は謁見の終了を宣言した。

　国王が退出した後に、各上級貴族たちも退出していく。

　カインもリルターナとともに退出をすると、すぐに止められた。

「シルフォード卿、陛下がお呼びになられています」

「えっ……本当ですか？」

「えぇ……マグナ宰相とお待ちになられております」

　カインはがっくりと肩を落とし、案内する従者の後を追う。そしていつもの応接室へと通された。

　従者が部屋をノックし扉を開けると、すでに国王とマグナ宰相が待っていた。

「陛下、お待たせいたしました」

　カインは指示されるまま、席に座る。

「のぉカインよ。言いたい事は分かっているよな……」

「いえ、なんの事やら……」

「────まぁ良い。コルジーノは難儀だったがのぉ……なぁカインよ？」

「仰ってる事は良くわかりませんが……天災とは怖いものですね。陛下もご苦労を……」

「うむ……特にお主のせいでな」

「……え？」

「証拠がなければ問題ないと思っているのはコルジーノもお主も一緒ではないのか……？　まぁいい……今日は機嫌がいい。下がってよいぞ」

「はい、それでは陛下、失礼いたします」

　カインは一礼した後に部屋を退出した。

「────やっぱりやりすぎたかな……」

　そんな事を呟きながら王城を後にした。
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　時は事件の後まで遡る。

　疑惑から逃れたコルジーノ侯爵は一軒の屋敷へと寄っていた。

　そこは下級貴族であるブリード男爵の屋敷であり、コルジーノ侯爵の子飼いでもあった。

「コルジーノ侯爵!?　こんな時間にどうされました？」

　コルジーノ侯爵の厳しい表情を見たブリードは、すぐに屋敷で最上級の応接室に侯爵を案内する。

　そして人払いを行わせると、誰もいないことを確認したコルジーノ侯爵は機嫌が悪そうに口を開いた。

「ブリード、すぐに〝アレ〟を手配して欲しい。今すぐにだ」

「?!　〝アレ〟ですか……わかりました。すぐに手配いたしましょう」

　その場で指を弾くと、すぐに黒ずくめの男が現れ膝をつく。

「お呼びでしょうか」

「むぐっ、いつでも待機しているのか……」

「もちろん、何かあった時のためもありますけどね」

「そうか、実はな──」

　今日の出来事を説明していく。そして見つかったら身分を剥奪されてもおかしくないと思われる証拠品まであるかもしれないと。

「──全部処理できるか？」

「お任せを。但し、こちらに全てお任せ願えますか」

「うむ。儂に火の粉がかからなければ問題ない。任せたぞ」

「はい、ではすぐに取り掛かります。では」

　黒ずくめの男はその場で消えていく。

「不思議なもんよのぉ……あとは間違えるなよ」

「えぇもちろんです」

　二人は怪しく笑いあった。




　そして深夜──。

　屋敷の簡単な捜索を終え、次の日から本格的な捜索に乗り出すことになった無人であるはずのナルニス商会の中では覆面をした数人の男たちが動いていた。

「証拠は全て燃やせ。何ひとつ残すな」

　リーダー格の男が指示を出していく。商会の地下から最上階にまで油が撒かれていた。

　油をまき終えた男たちは窓から脱出していく。そして一人の男が火魔法を放った。

「これで問題ないだろう」

　人気のなくなったナルニス商会の中は油によって火が次々と広がっていく。

　石造りであった商会ではあるが、内装は基本的に木製である。油が撒かれて火を付けられれば勢いは止まることはなかった。

　衛兵が駆け付け、消火活動を行ったが、火が消えた頃にはすでに内装は炭と化していた。




　次の日、その火事を聞いたカインは、ダルメシアを喚び対応策を考えた。

「ナルニス商会とコルジーノ侯爵の繋がりは全部灰か……」

「えぇ……申し訳ございません。まさか昨日の今日であのような手段を取るとは……人間とは欲深いものですな」

　魔族は基本的にあまり影で動いたりはしない。そういう者もいない訳ではないが、基本的には真っ向からぶつかり合い強さを競う。

　ダルメシアが人間の本質までは見抜けないのは仕方がないことだった。カインもそこまでは想定しておらずダルメシアを責めることはなかった。

「今日にでも私の蟲たちをコルジーノ侯爵の家に放っておきます。ただ……見聞きすることは出来ますが証拠となると難しいかと」

「わかっている。でも情報は欲しいんだ。調べておいてくれるかい？」

「わかりました。では……」

　ダルメシアは一礼をすると影へと沈んでいった。




　情報はすぐに集まった。

　やはりコルジーノが手配を行っていたということはすぐにわかった。但し、使い魔からの情報なので証拠にはならない。

　そして深夜、カインとダルメシアは二人でコルジーノ侯爵の屋敷を上空から見下ろしていた。

「何かいい方法がないかな……」

　腕組みをして考えるカインにダルメシアは助言をする。

「少し騒ぎを起こした隙に忍び込むというのはどうでしょうか。忍び込むのは私の方で行いますが……」

　ダルメシアの提案にカインは頷いた。

「なら、魔法を打つからその騒ぎの隙に頼む。扉を壊すくらいでいいよね」

「それでよろしいかと、では私はその間に……」

　火事になったら大騒ぎになってしまう。カインは風魔法を選択し放った。

『真空刃エアカッター』

　カインの右手から放たれた魔法は真空の刃となって屋敷の扉へと向かっていく。

　しかし、その刃は屋敷に向かうにつれ次第に巨大化していった。

　そして────屋敷ごと分断した。

　分断された部分から、屋敷が次第に崩れていく。

　カインはその惨状を見て言葉を失った。

「…………」

「──カイン様……それは流石にやり過ぎかと思われますが……確かに扉は破壊されておりますが、屋敷ごと真っ二つにするというのは……」

　初級魔法を放ったつもりだったが、自重知らずの魔力と、パルマが誘拐された事への怒りからか大惨事となった。

　破壊の規模も大きくなれば、その音も大きくなる。その音は周りの屋敷まで響き渡るほどであった。

「──ダルメシア……今日は帰ろう……」

「──はい……承知いたしました」

　二人は転移魔法でその場から消えていった。
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　ナルニス商会の資産は即座に全て国に没収された。国内の拠点は全て国の管理となった。

　そしてマティアスも逮捕された日の夜に暗殺されていた。もちろん一緒に収監されていた冒険者たちも含めてだ。

　衛兵詰所の牢屋に収監していたが、何者かの侵入により、警備していた衛兵と共に、朝、死体として見つかった。また、副隊長を含め、数人の衛兵が自宅で暗殺されているという事件が発覚し、隊長であるバラッタは奔走することとなった。




「──犯人はわかっているのにな……」

　王城の帰りの馬車の中でカインは呟く。

　しかし、コルジーノ侯爵邸を破壊したのがカインだと国王に露呈していたが罪に問われることはない。

　それと同じことだった。しかし平民の中で起きた事件よりも、上級貴族の屋敷が破壊された方がインパクトは強く、貴族の中では有名な話となっていた。

「気晴らしに依頼でも受けるかな……」

　カインは屋敷に到着すると、早々に冒険者の装いに着替え、屋敷を出て冒険者ギルドへと向かった。

　王都のギルドはやはり受付の人数も多い。

「今までレティアさんだったんだよな……担当が……」

　依頼票を見るが、掲示板にはＢランクまでしか貼られていない。Ａランク以上の依頼は直接受付嬢へと確認する必要があった。

　カインは知らない受付嬢の場所へ並び、順番を待つ。

　五分ほど待つとカインの順番となり、声を掛ける。

「いらっしゃいませ。冒険者ギルド王都本部へようこそ。ご依頼ですか？　それとも冒険者登録……？」

　まだ十代の受付嬢は、カインを見て、その幼さと依頼票を持っていないことに相談か登録だと思い問いかけた。

「いえ。何か依頼を受けようと思っているのですが、多分エディンさんに聞いたほうがいいかなと思って。あの……驚かないで下さいね」

「えっ……何を驚くって……？」

　カインはそっと冒険者ギルド証をテーブルに置く。もちろん白金プラチナのＳランク冒険者証だ。

　そのギルド証を見て、受付嬢は叫ぶのをこらえるように両手で口を押さえた。

「しょ、少々お待ちください。すぐにギルドマスターに聞いてきます」

　受付嬢は焦ったように席を立ち、奥へと入っていく。そして数分で慌てたように戻ってきた。

「ギルドマスターがお会いになるそうです。ご案内いたします」

「ありがとう」

　カインは受付嬢の後を追い、ギルドマスター室へと向かう。

　扉をノックし、カインが来た事を告げると、すぐに入室許可が出た。

「おぉ、義弟カインくん、よく来てくれた。君はもういいよ。二人で話したいから」

「はいっ！　失礼いたします」

　カインが入室すると、受付嬢は緊張した様子で扉を閉めた。

　カインはソファーに座ると、エディンが紅茶を二つ淹れテーブルに置いた。

「急にすみません。たまには何か依頼をやろうと思ったんですけど……前はレティアさんがいたから……」

「たしかにそうだよね。レティアは頑張っているかい？　リキセツのお守りも大変だと思うけど」

　エディンは笑いながら紅茶に口をつける。

「上手く回っているみたいですね。代官のアレク兄様からも何も言われてないので問題ないかと思います」

「そっかー、それなら良かった。まぁレティアは優秀だからね。逆にここから引き抜いたから、こっちが大変だよ。それで依頼だよね……カインくん、護衛とかやってみる気ないかな？」

「護衛ですか……？」

　カインは学園に通っていることで、長期に渡り王都を空ける依頼は受けていない。

　しかもカイン本人は貴族当主であり、上級貴族である伯爵位についているのが明るみになれば問題が発生する。だからこそ貴族が絡む護衛などは受けるつもりはなかった。

「いやぁ、面白い依頼があってね。カインくんでも問題ないかなと思ってさ。もちろん、一人で受ける訳じゃないよ？　護衛の中に紛れ込む形にしてもらいたいんだ」

「面白い依頼って……それは少し気になりますね」

「実はね、護衛の対象は貴族の令嬢なんだけど、色々とあってね……向かう先は──」

　エディンは依頼について説明していく。

　本当の目的を聞いたカインは黒い笑みを浮かべていた。
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　週末の朝一番、豪華な馬車を数人の私兵と冒険者が取り囲んでいた。カインも冒険者の中におり、他に四人の冒険者たちがいた。

　四人の冒険者たちは、まだ成人して少し経ったくらいに見える。男女が二人ずつの四人のパーティーであった。

　そのうちのリーダーと見える男の冒険者が愚痴を言う。

「なんで、こんな子供まで面倒みないといけないんだよ。まったくギルドも何考えてるんだか……」

「そんな事言わないの。私たちだって初めての街に行くんでしょ。街を知っている人がいないとね。君、名前は何て言うの？　私はニナリーよ。このうるさいのはリーダーのラゲット、あとはクロスとマインよ」

「初めまして、カインと言います。二日間だけですがよろしくお願いします」

　カインは護衛の四人に頭を下げて挨拶をする。

　ラゲットは舌打ちをして、依頼主の元へ向かった。

「お待たせしました。用意ができました。これから出発します」

　ラゲットの言葉に、馬車の小窓が開く。

「はい、出発してください。よろしくお願いいたします」

　小窓からは若い少女の声が聞こえる。そして御者が合図をすると先頭の馬に乗った私兵が進み、その後、馬車が動き始め、次に荷馬車が動き始める。

　そしてラゲットから声が掛かる。

「じゃあ行くぞ。ドリントルへ向けて！」

　馬車はカインの治めるドリントルへと向けて出発した。




　カインがエディンと相談し請けた依頼は、王都からドリントルまでの道案内兼護衛で、二日間となっている。

　先導する私兵の後を、貴族令嬢を乗せた馬車が進み、カインたちは後ろの荷馬車に乗って後をついて行く。

「あと二日間、やっと目的地だぁ。王都は少ししか満喫できなかったな……」

　四人組のパーティーは令嬢が住む街から護衛を行なっており、すでに十日の日程をこなしていた。

「どこの街から来たんですか？」

　カインが問いかけると、リーダーのラゲットは視線を外し、代わりにニナリーが返事をする。

「王都のずっと南にある、ミシンガっていう街なの。海のすぐ近くにあるのよ。海の幸が美味しくていい街よ」

「海の幸……是非行ってみたいです！」

　カインはミシンガに行ったことがあるが、それは口に出さずニナリーの言葉に耳を傾ける。

　王都やドリントル、グラシアでも魔物の素材が多く採れるので、基本的に肉料理が多い。

　海の幸は、アイテムボックスがあるとはいえ、時間停止機能がついたアイテムボックスは貴重であり、王都まで流通することはほとんどなかった。

「カインくんは、ずっと王都かドリントルにいるの？」

「えぇ、育ったのはグラシア領ですけど、十歳からずっと王都ですね。最近はドリントルと王都を行き来してます」

「まだ成人もしてないのに、冒険者なんて大変だね。魔物が出ても私たちが守るから安心してね」

「──はい……その時はよろしくお願いします」

　さすがにこの状況でＳランクと言えるはずもなく、カインは素直に頷いた。王都からドリントルの街の間は徹底して警戒を行なっているため、盗賊などが出ることはない。

　逆に森から出てきた魔物との遭遇率のほうが多いくらいだったが、商人たちの行き来の安全確保のために定期的に討伐も行なっている。しかも、途中、中間地点に宿場町まで設けていた。

　カインとアレクが相談し、公共事業として交通の便を良くした事で、さらに流通は発展していた。

　道中も、商会の馬車が行き来し、すれ違うことも多かった。

「それで……なんで貴族のご令嬢が、わざわざドリントルへ？」

「私たちも詳しくは知らないのよ。誰かに会うためとは聞いているけど……」

（エディンさんから本当の目的は聞いているけど言えないしな……）

　荷馬車に乗りながら雑談していると、昼食の休憩所に到着した。

　荷馬車から、テーブルと椅子を取り出し、従者が組み立てて行く。護衛の冒険者達は手分けして周囲の確認を行なう。準備が整ったところで馬車から一人の令嬢が降りてきた。

　ニナリーたちは海に近い街を拠点にしている冒険者らしく、健康的に小麦色に日焼けしていたが、その令嬢は金髪のストレートで、日焼けしておらず、まだ十代に見える美少女だった。

　令嬢はカイン達の前まで来て声を掛けた。

「護衛、お疲れ様です。皆さまの食事も用意させてますので、もう少し待っていてくださいね。ドリントルまでよろしくお願いします」

　貴族らしくなく、平民の冒険者たちにまで優しく声をかける珍しい令嬢だなとカインも感心した。

　そして、令嬢はカインに視線を送る。

「王都からの二日間よろしくね、私はレリーネ・フォン・レガントよ。えっと……」

　カインも立ち上がり、頭を下げて挨拶をした。

「カインです。王都からドリントルまでの道案内をさせてもらうことになりました。こちらこそよろしくお願いします」

　カインも伯爵当主である。簡単な挨拶であったが、その優雅さは平民のものではないと見る者が見たらすぐにわかる。レリーネも同じようにカインの挨拶ですぐに気がついた。

「──カイン様ですね。カイン様は……その……どこかの……」

　レリーネの問いにカインは笑みを浮かべる。

「今は──ただの冒険者のカインですから」

　カインの言葉にレリーネは何かを含んだ笑みを浮かべゆっくりと頷いた。

「──そうですね……、ただの冒険者のカイン様、よろしくお願いしますね」

　レリーネは優雅に踵を返し、従者が用意したテーブルへと戻っていった。

「カインくん、すごいね。貴族相手でも物怖じしないなんて」

「子供だからだろ？　怖いもん知らずはこれだから……」

　呆れるラゲットは配られた食事に手を付けていく。

「まったく……ラゲットったら。カインくん、気にしなくていいからね。いつもあんな感じだから。でも、戦闘に関しては安心していいからね」

「はいっ！　大丈夫です。気にしてませんから」

　カインも受け取った食事に手を付けていく。

　食事が済み、少し休憩すると出発となった。

「夕方までには宿場町につくと思います。宿の手配は済ませてありますから」

「途中に宿なんてあるの!?」

「えぇ……王都から二日の距離ですし、皆さん泊まる場所が限られていますから……」

「それならやる気が出てきた！　また野宿になるのかと思っていたし」

　荷馬車に乗り込み、馬車は走り出し、夕刻前には宿場町へと到着した。

　宿場町は簡易的な木の板で周囲を囲われており、魔物からの襲撃を避けられるようになっている。しかも、ドリントルからの依頼として、常に数人の冒険者が周囲を巡回し、魔物が出た場合にすぐに対応できるようになっている。　安全を確保しているからこそ、さらに流通は盛んになるというカインの要望からだった。

　宿もいくつかグレード分けして用意してあり、その中で一番奥にある高級な宿をすでに押さえていた。

　カインは宿場町の門を潜ると、先導しその場所まで案内をする。

　そして一番奥にある、三階建ての宿の前で馬車を止めた。

「今日の宿はこちらになります。宿場町なので風呂はありませんが、お湯のサービスはあります。冒険者の皆さんは隣の宿になりますので……」

　カインは先導し、従者と共に受付を済ませる。

　そして、レリーネを一番いい部屋へと係に案内させた。

「カイン様、お気遣いありがとうございます。お陰でゆっくりできますわ」

「いえいえ、明日もよろしくお願いします」

　カインは一礼して宿を後にし、ラゲット達と合流する。

「皆さんは隣の宿です。さすがに貴族と一緒に泊まるのはどうかと思ったので……」

　カインの言葉に皆が頷く。

「カイン、お前、気が利くじゃねーか。よし、宿に行ったら飯にしようぜ！」

　ご機嫌になったラゲットがカインの肩を組み、隣の宿へと向かった。

　各自チェックインした後に食堂へと集まることになる。

「じゃぁ一時間後に食堂でね」

　ニナリーの言葉に皆が頷き、各自部屋に入っていく。カインの分も部屋を取っており、個室へと入った。

「このまま屋敷に転移してもいいけどな……たまには冒険者の気分を味わうかな」

　装備を外し、アイテムボックスに入れてのんびりとし、時間に合わせて食堂へと向かう。

　食堂ではすでに全員が集まっており、カインを待っている状態だった。

「カインおせーよ。もう先に始めようかと思ったとこだったぜ」

「すみません。色々とやってたら……」

「まだ時間前でしょうが！　あんたが『腹減ったから早く行くぞ』とか言い出したんでしょ」

　ニナリーに説教されているラゲットを横目に席に座る。

　注文を済ませ、ドリンクが行き渡ったとこで乾杯をする。

「では、明日には目的地のドリントルだ。お疲れ様！　乾杯！」

「「「「乾杯!!」」」」

　カインは未成年なので、ジュースであったが、他の者は酒の入ったジョッキを打ち付ける。

　そして次々に運ばれてくる料理にラゲットたちは舌鼓を打つ。

「ここの料理美味いなっ！　酒も美味いし。宿場町だと侮っていたぜ」

　美味い料理と酒に、どんどんと酒の量は増えていく。

　満足そうな顔をして食事を済ませると、後ろから声が掛かった。

「あの、すみません。よろしいでしょうか」

　振り向くと、レリーネの従者であった。

「レリーネ様がカインさんをお呼びになっているのですが……」

　申し訳なさそうに伝える従者に、ラゲットが口を開く。

「カイン、行ってこい！　どうせ酒飲めないしな！」

「──はい……。一緒に行きます……」

　カインは従者と共に、レリーネが泊まっている宿へと向かった。

　レリーネはすでに食事を済ませているようで、部屋へと案内される。

　特別室となっている部屋は、主寝室と、従者の寝室、それと応接室からなっている。そして隣の部屋には警備の部屋も設けられており、貴族が泊まれるような造りとなっている。

　カインは案内されるまま、レリーネの腰掛けるソファーの対面に座った。

「急にお呼びして申し訳ありません。このような素晴らしい部屋を手配していただいたことに、お礼を言いたくて……」

　頭を下げようとするレリーネをカインは手で制した。

「気にしないでください。僕は依頼をこなしているだけですから……ね？」

「やはりカイン様は……」

「冒険者のカインです。それ以外の何者でもありませんから」

「──そうでしたね……私としたことが……。それでは、少しだけ相談に乗ってください」

「僕でよければ……こんな子供で申し訳ありませんが……」

　カインの言葉に、レリーネは人払いをする。

　従者は困惑していたが「問題ないから」と一蹴し、従者たちを部屋から退出させた。

　そして真剣な眼差しでカインを見つめる。

「実は今回ドリントルに向かっているのは────」
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　カインは笑顔を浮かべながら、レリーネの泊まっている宿を出ると、ラゲットたちが泊まっている宿へと戻る。

　そして扉を開けると、そこには──他の冒険者と掴み合いをしているラゲットがいた。

　ドリントルから来た冒険者であろうか、その冒険者とラゲットは胸倉を掴みあっている。

「田舎のＤランクが何生意気言ってるんだ？　俺たちはドリントルで生き抜いてきたＤランクだぞ？」

「同じＤランクに田舎もドリントルもあるのか!?　あん？」

　ニナリーも止めに入っているが、ラゲットは収まる様子もない。二人とも酒に酔っているようだ。

　カインはため息をつきながら中に入り、二人に声を掛けた。

「そろそろ止めないかな？　他のお客さんも迷惑──」

「うるさいガキがっ!?　黙っていろ！」

「カインは黙ってろ！　こっちの問題だ」

　カインの言葉に耳を貸すつもりのない二人は、一度離れると、剣の柄に手を掛ける。

　もし剣を抜いたりしたら、それこそ大問題になる。

　カインは深くため息をつき──。

「──二人とも……止めようね……」

　言葉と同時にカインから出た殺気が、食堂の中を一気に染めていく。

　互いに剣を抜きそうになっていた二人は、その殺気を直接受け、恐怖で歯をガチガチと鳴らし、身体を震わせる。

　そして止めようとしていたニナリーだけでなく、食堂で食事をしている他の冒険者も同じように恐怖で身体を震わせていた。

「な、なんなんだお前……」

　ラゲットは顔を青ざめさせて言うが、振り返ったドリントルの冒険者はカインの顔を見て一気に身体を硬直させる。
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「────し、銀髪の悪魔シルバーデビル」




　ドリントルに所属している冒険者でその名を知らない者はいない。

　ギルドの訓練場を大破し、ドリントルの模擬戦かわいがりをした上級冒険者を引退まで追い込んだ、銀髪の子供悪魔。

　さすがに領主だと知っているのは限られた者だけなので、知っている者はこの場にはいない。

（銀髪の悪魔シルバーデビルか……、また酷い通り名をつけてくれるもんだよな……）

　カインが一歩近づくと、ドリントルの冒険者は腰を抜かし、後ろに下がっていく。

　そしてカインは笑顔で告げる。

「ここは宿場の酒場です。暴れたら迷惑になるでしょう？　冒険者だったらそれくらいわかりますよ……ね？」

　カインの言葉に恐怖で震えている食堂にいる者たちは、首を縦にブンブンと振る。

　そして殺気を消し、笑顔でラゲットに声を掛ける。

「ドリントルは冒険者が多いですからね。気を付けてくださいよ？　あ、すみません。フルーツジュース一つください」

　酒場に勤めるウエイトレスも殺気を受けてカウンターの中に逃げ込んで膝を抱えて震えていたが、カインの言葉で我に返り「ハイっ！　ただいま！」と言い用意を始める。

　マッハの如く準備がされ、カインの前にドリンクが置かれた。

　ラゲットに喧嘩を売った冒険者も、連れが会計を済ませ逃げるように店を出ていった。

　カインは、先ほどまでの席に座り受け取ったドリンクを飲み、食事を進めるが、同じテーブルの者たちは誰も手を付けない。

「どうしました？」

　口をモグモグさせながら問いかけるカインに、少し距離を置いたニナリーが小声で口を開く。

「──カインくんって……一体……」

　その問いにカインは笑みを浮かべ一言だけ返す。

「……ただのドリントルの冒険者ですよ？」

　そこにいた誰もがきっと思ったことは同じだろう。『そんなバカなことがあるか』と……。

　しかし、それを先ほどの恐怖を味わった者は、誰一人面と向かって言えるわけがなかった。

　葬儀のように静まり返った酒場に、少し申し訳ないと思ったカインは、早々に部屋へと戻った。

「少しやり過ぎたかな……そこまで殺気を強くしたつもりはないんだけどな……」

　カインはため息を一つ吐きベッドへと潜り込んだ。




　次の日、朝食を済ませた護衛一行は、レリーネが泊まった宿の前で、馬車を用意して待機する。

　昨日の事が原因か、四人はカインと少し距離をとった状態で待っていた。

（昨日、失敗したかなぁ……）

　そんな事を思いながら、レリーネが出てくるのを待つと、少しの間をおいて、レリーネ達が出てきた。彼女が優雅に挨拶をした後、馬車へと乗り込み出発をする。

　道中、昨日までと打って変わり静かになった。ラゲットも昨日のカインの変わりようから、やはり遠慮しているように見受けられる。

　休憩中も四人はカインと少しだけ距離をとって腰かけていた。

　そんな中、ニナリーがカインに話しかけた。

「カインくん、カインくんって実は──結構有名だったりする……？」

　少し緊張気味のニナリーにカインは笑顔を向ける。

「そんな事はないと思いますけどね……。ドリントルのギルドでは少しだけありましたけど……」

　言葉を濁すように説明するカインに、ニナリーはほっと胸を撫でおろす。

　実際は、カインの所業を知る者は、視線を合わせることもないし、領主だと知っている者は気軽に声など掛けられるはずはない。

「そうよね？　こんなに可愛いのに、昨日の人たちは変な名前で呼んでたし……『銀髪の悪魔シルバーデビル』とか物騒よね？」

　その言葉にカインは苦笑しながらも頷いた。ニナリーは笑顔になると「みんなの誤解を解かないと」と言い、他のメンバーの場所へ戻っていく。

　そしてニナリーの説明のお陰か、昼食の休憩時には少し打ち解けられたが、ラゲットだけは未だに距離を置いていた。

　昼食を済ませ、少し進んだ場所で森から出てきたゴブリンが出てくることがあったが、真っ先にラゲットが突撃して対処をしていく。

　日が傾く頃にはドリントルが見えてきた。

　ドリントルはカインの魔法により、信じられないほど立派な外壁に囲まれている。数キロに渡って続く外壁に、初めて見た同行者たちから声が上がる。

「すげぇ……。これがドリントルか……」

「本当にすごい……」

　街の入場門は商人たちの馬車で賑わっている。検問の順番待ちをしており、このままでは日が暮れてしまうのは目に見えていた。

　カインは、先に入れるように交渉すると伝え、一人だけその場を離れる。

　一人で並んでいる横を抜け、若い衛兵に声を掛けた。

「護衛の者ですが、貴族令嬢が通りますので、通してもらってもいいですか？」

「貴族!?　どちらの方でしょうか？」

「ミシンガの街のレガント伯爵令嬢になります」

「伯爵家の……。一応身分証を──」

「いい。その方のお連れならそのまま通して構わない」

　若い衛兵の言葉を遮ったのは、壮年の衛兵だった。

「そのまま入ってもらって構いません。というか……冒険者稼業ですか……カイン様……」

　最後は小声で話す壮年の衛兵に、カインは笑顔を向け軽く頭を下げる。

「ありがとう。今回は護衛なんだ。立場は内緒でね！　それじゃ、馬車を呼んできますね！」

　カインはその言葉を残し、馬車へと駆けていく。

　壮年の衛兵の対応に、若い衛兵は首を傾げ質問をする。

「隊長、そのまま通していいんですか？　何も確認してないですが」

「?!　……よく覚えておけ。あの方はな──」

　衛兵隊長が若い衛兵の耳元でそっとカインの立場を教える。

「?!　領主様!?　本当まじか……。あの人が噂の……」

「お前もこの街で働くならちゃんと覚えておけよ」

「ハイッ!!」

　そんなやり取りも知らず、カインは馬車へと戻り、そのまま通れる事を伝えた。

「さすが地元の冒険者ってことか……」

　ラゲットもその待遇に言葉を漏らす。

　馬車は入場の為に並んでいる馬車の横を素通りすると、門の入口には衛兵が両側に整列しており、その中を通り過ぎ街へと入る。

　冒険者たちですらＶＩＰ待遇のような歓迎に困惑した。

　そして一行は街へと入ると、敷き詰められた石畳や、広々としたスペースが取られている道などに驚きを露わにする。

「これ……王都よりも綺麗に街づくりがされてるよね……」

「本当に……新しい領主になってからこうなったと言ってたよね……」

　荷馬車から周囲を覗いていたニナリーとマインが小声で話しあう。

　ラゲットやクロスも、その綺麗に整備された街並みに緊張気味であった。

　カインは特に気にした様子もなく一番前に出て先導し、ドリントルで一番高級な宿へと案内をした。

　レリーネとその従者たちはこの宿に泊まるが、ラゲット達護衛の四人はまた別の宿に泊まることになっている。

　従者が馬車から降り、先に受付を行い、その後にレリーネが馬車から降りてきた。

「カイン様、このような手配までしていただき、ありがとうございます」

「これも護衛の役目ですから。僕はここまでですので、依頼票にサインをお願いします」

　カインは懐から出した依頼票を従者に手渡すと、従者がサインを書き込んで返した。

「ありがとうございます。僕の仕事はここまでですが、ラゲットさんたちが泊まる宿には案内しますよ」

　ラゲットたちを宿へと誘導するところで、レリーネからカインに声が掛かる。

「あの、カイン様……実はこの後──」

　レリーネの言葉にカインは笑顔で頷いたのだった。




　レリーネと宿で一度別れ、カイン達は別の宿へと向かった。

　行き先は『猫の和み亭』だ。事件があった時に、大幅に改装して食堂は綺麗になっている。

　食事も期待できるし、問題はない。

　カインはラゲット達を引き連れて宿の扉を開けた。

「こんにちはー！」

　カインの言葉に、振り返ったエナクがカインだとわかると満面の笑みを浮かべた。

「カインお兄ちゃん！　来てくれたんだ!?　今日はご飯？　泊まり!?」

　尻尾を揺らしているエナクの頭を撫でる。

「僕は泊まれないけど、お客さん連れて来たよ。四人二部屋なんだけど大丈夫かな？」

「うん、大丈夫!!」

「なら、良かった。みんな大丈夫だって」

　カインの言葉に四人は、ホールを見渡し満足そうにする。

「この宿、綺麗！　あと、何この子!?　すんごい可愛いんだけど!!」

　ニナリーがカインを押し退けエナクに抱きつく。

「ちょっとおねーさん!?」

　いきなりの対応にエナクも驚きの表情をするが、ニナリーに抱きつかれ身動きが取れない状態となっていた。

　賑やかなホールの声に、気になったのかヒミカも厨房から出てきた。

「あ、カイン様。いらっしゃいませ。皆さんお泊りでよろしいでしょうか？」

「僕は泊まらないけど、四人をお願いね」

　カインが伝えると、ヒミカは頷きチェックインの作業をする。二部屋分の鍵が渡され注意事項が説明されていく。

「カインくんも一緒に泊まればいいのに……ってここに家があるのかぁ……」

「うん、そうなんですよ。まだ用事もありますしね。一度荷物を置いて、冒険者ギルドに行きましょうか」

　カインも依頼票の提出があり、一度行く必要がある。ラゲット達も片道分の仕事が完了した報告をする必要があった。

　一度、四人は階段を上がって部屋の確認に向かった。

「エナク、四人の事頼んだよ。あと──領主だってことは内緒でね」

「うん！　わかった！　みんなには内緒でね。またご飯食べにきて……ね？」

　首を傾げる仕草に思わずカインもエナクの頭を撫でると、嬉しいのか満足そうな表情をしている。

　四人が部屋から降りて来たので、挨拶をした後にギルドへと向かう。

「それにしても良い宿だねー。さすが地元冒険者！　部屋も綺麗だったし、私も満足よ」

　ニナリーは笑顔で言い、他の三人も頷いた。カインの後ろを歩く四人は賑やかな街並みなどを興味津々に眺めながら付いていく。程なくしてカインたちはギルドへと到着した。

「ここがギルドですよ」

「「「「おぉ……」」」」

　ドリントルのギルド会館は王都に匹敵するくらいの大きさがある。四人も思わず建物を見上げた。

　カインは気にせず、扉を開け中に入ると、一気に視線が集中する。




　────そしてギルドにいるほぼ全員が視線を逸らした。

　中には震えている者もいる。

　カインのことを知らない冒険者もいるが、不思議な光景に疑問を感じ、周りに尋ねて顔を青ざめさせる。

　そんなことを知らない四人は、静まりかえったホールで周りを見渡し、首を傾げる。

「カインくん、ここのギルドってこんなに静かなの……？　みんな下を向いてるし……」

「……いえ……そんな事はないはず……です……」

　この状況にはカインも苦笑しか出来なかった。自分で今までやらかした事だから仕方ない。

　そのまま空いていた顔見知りの受付の前へと立つと、顔を上げた受付嬢──ツバキもまた驚きの表情をする。

「すみません、依頼が完了したのでお願いします」

　カインは完了のサインがされた依頼票を出すが、返ってきた言葉は予想外なものだった。

「?!　カイン様!?　ギルドマスターをお呼びでしょうかっ!?　それともレティアさん!?　もしかして──私の体をご所望!?」

　思わず、頭にチョップをした。

「痛っ!?」

　痛みで頭を抱える受付嬢に、依頼票を差し出す。

「……依頼の完了です……」

「──ドラゴンを倒す依頼は出しておりません……が？」

　無言で再度、頭にチョップをした。

　その様子に思わず後ろから声が掛かる。

「カインくん！　受付嬢に手を出したら駄目でしょう！」

「──そうですね……。ごめんなさい。あと……レティアさん呼んでもらえるかな」

「はいっ！　ただいま！」

　受付嬢は颯爽とカウンターの奥へと消えて行く。そして一分もしないうちに戻ってきた。

「個室にご案内します。こちらへどうぞ」

　受付嬢の後を追い、カインとともに四人も付いて行く。しかし四人は依頼の報告のためだけに個室に案内されることなど今まで一度もない。不思議に思いながらカインの後を追う。

　案内された個室は十人程が入れる個室で、受付嬢は「すぐに来ますのでお待ちください」と一言だけ告げ退出していった。

「なんか、ここのギルドおかしくない？　ホールは皆、静かだったし。依頼の報告程度で個室に通されるし……」

「そうだよな……今まで個室なんて通してもらったことなんかないぜ？」

　各々が感想を言っていくが、カインは冷や汗をかきながら無言を貫いていた。

　まだなんとか領主だということはバレていないだけ幸いなのかもしれない。

　そしてすぐに部屋がノックされ扉が開かれた。

　レティア、そしてその後ろから──リキセツも入ってきた。

「…………」

「「「「えっ……」」」」

　呼んだと思われる受付嬢が入室したと思ったら、その後から恐怖しか感じないツルツルのマッチョが入ってくれば、誰でも驚くであろう。

　カインとしてもさすがに想定外だった。

　四人はリキセツのオーラに圧倒され、ガチガチに固まっている。

「ギルドマスター、ご無沙汰してます……でも、依頼の報告だけですよ……？」

「いやいや……カインさ……くん……の顔を久々に見ようとね……？」

　ぎこちない対応にカインは苦笑いする。それを察してかレティアが口を挟む。

「ギルドマスターは仕事があるんですから、部屋に戻ってくださいね」

「それもそうだな……」

　レティアに促され、渋々とリキセツは退出していく。

　リキセツがいなくなった事で、ラゲット達四人も緊張がほぐれたのか大きくため息をついた。

　落ち着いたところでレティアが自己紹介をする。

「か、カイン……くんは知ってるけど、他の人たちは初めてよね？　この街のサブギルドマスターをしてるレティアよ」

「「「「えっ……」」」」

　ギルドマスターの威圧感で驚いていたが、大人とはいえ女性がサブギルドマスターだとは思ってもいなかった。

　緊張した様子で四人も自己紹介をしていく。

　そして、テーブルに置かれた依頼票をレティアが内容の確認をしていく。

「レガント伯爵家ね……」

　チラリとカインの顔を見たレティアが、また書類に視線を落とす。そしてサインを書いてラゲットに戻した。

「片道の護衛お疲れ様でした。少しの間滞在することになると思うからゆっくりするといいわ。依頼票を受付に出せば片道分の依頼料は貰えるはずよ」

「は、はいっ！」

「カイン……くんも受付に出してね」

「レティアさんありがとう」

　緊張した様子で依頼票を受け取ったラゲット達は、カインと共に部屋を出て受付に行き報酬を受け取った。

　部屋を出た時は賑やかだったホールも、カイン達が来るとまた静まり返った。

　理由もわからない四人は不思議に感じていたが、カインは顔を引きつらせながら無言を通した。

　ラゲットが報酬を受け取り、「カイン、早く行こうぜ」と言った時は、周りにいた冒険者たちの顔が青ざめていた。

　ギルドを後にしたカイン達は、宿に戻りながら先ほどの出来事について話題にあがる。

「やっぱりさっきのギルド、絶対に何かおかしいわよ……」

「いったい何があるんだろうな……、カイン、知ってるか？」

「──いえ……特に何も……？」

「だよなぁ……」

　不思議がる四人の後を、苦笑いしながらついていくカインであった。




　猫の和み亭についたラゲット達は各自部屋に分かれていくと、カインはエナクにお願いをして宿を後にし、路地へと入り込み人目のない場所で屋敷に転移をした。

　屋敷に戻ったカインはダルメシアと打ち合わせをすると、そのまま屋敷を後にし、レリーネが泊まっている宿へと向かった。

　宿の人にお願いをして、レリーネに到着したことを伝言してもらうと、程なくしてレリーネと護衛の騎士が降りてきた。

　レリーネは旅装から綺麗なドレスに着替えており、その姿は貴族令嬢らしくカインも思わず声を漏らす。

「カイン様、ここまでの護衛なのに申し訳ありません。この街は不慣れなもので……」

「いえいえ、これくらいなら問題ありません。それにしても……とてもお綺麗ですよ」

　カインの言葉に、護衛の騎士は顔を顰める。

「──冒険者風情がレリーネ様に不敬であるぞ」

　騎士がそう言うのをレリーネが手で制す。

「いいのです。カイン様にそう言ってもらえるのも嬉しいですよ」

　レリーネは笑顔でそういうと、用意してある馬車へと向かう。

　馬車へ乗り込むと、騎士二名が先行し、カインは御者席に座らせてもらい走り出す。

　そして領主邸──カインの屋敷へと向かった。

「それにしても領主様もすぐに会っていただけるとは……。数日は待つと思っていたが……」

「面会を希望する手紙をお持ちしたら、すぐにでも問題ないと従者から言われたからな。助かったとも言える」

「シルフォード伯爵は、まだ子供だから、そんな事気にしないのであろう」

「それもそうだな。まだ王都の学園に通っていると聞いている」

　馬に跨る騎士二人の会話にカインは苦笑する。

　程なくして領主邸に到着すると、門の両側には衛兵が立っており、護衛の騎士が話しかける。

「ミシンガの街のレガント伯爵ご令嬢、レリーネ様ですが、領主様に面会のお約束をしております。お取り次ぎを」

「レリーネ様ですね。聞いております。どうぞ中へとお入りください」

「では、失礼する」

　騎士が先行して門をくぐり、その後を馬車が追う。

　馬車が門を潜る時に、御者台に乗っているカインと衛兵は目があった。

「?!　えっ!?」

　カインは笑顔でそっと口に指を一本立てて、内緒だとアピールすると、口をパクパクさせ、驚きながらも衛兵は頷いた。

　そのまま馬車を屋敷の前までつける。

　すでに屋敷の前には、ダルメシアを筆頭に数人のメイドが並んでいた。

　馬から下りた騎士が、馬車の扉を開け、そこからレリーネはゆっくりと降りていく。

　ダルメシアが代表して口を開いた。

「レリーネ様、遠路はるばるありがとうございます。シルフォード伯もすぐに用意をいたしますので、まずは部屋へとご案内いたします」

　優雅に一礼すると、それに合わせてメイド達も頭を下げる。

「急なお伺いなのに申し訳ございません。よろしくお願いいたします」

　カインも御者台から下りすぐ隣に控えていたが、ダルメシアの対応に満足して頷く。

「君はここで待っててくれ。ここからは私たちがついていくから」

「──はい……」

　騎士からカインはここで馬車と御者と共に待っているように告げられた。

　ダルメシアはちらりとカインに視線を送った後、レリーネと二人の騎士を屋敷へと案内する。

　カインはダルメシアたちの姿が見えなくなると、裏口へと一度回り、執務室へと転移した。

　執務室ではすでにカインの礼服が用意されており、カインは袖を通していく。

　準備が終わった時、扉がノックされた。

「カイン様、用意はできてますか。それにしても……相変わらずいたずらが過ぎるのでは……」

　しかし、ダルメシアも、その対応は嫌いではなく、むしろ好きと言えた。

「たまにはねぇ。一応冒険者としていたし。あと────いるよね？」

「はい。今も執務室に篭っておられます」

「なら、時間を見て呼んでもらえるかな……タイミングは任せたよ」

「かしこまりました。最高のタイミングでお呼びいたしましょう」

　カインとダルメシアは二人揃って笑みを浮かべる。

「あんまり待たせたら悪いからそろそろ行こうか」

「はい、一番いい応接室に案内しております」

「うん、ありがとう」

　カインは笑みを浮かべながら執務室を後にした。




　レリーネ達がいる応接室がノックされる。

　レリーネはもちろんの事、後ろで控えている騎士にも緊張が走る。

　そして扉が開かれ、ダルメシアが入室し、その後を着替えた──カインが入室する。

　入ってきた人物に、思い当たる節がありすぎて、騎士二名は愕然とした表情をする。

「えっ!?　えっ!?」

「な、なぜっ!?」

　レリーネも少し目を見開いたが、笑みを浮かべて立ち上がり一礼する。

　カインは笑顔で頷くと、レリーネに座るよう促した。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントルです。遠路はるばるお疲れ様でした」

「改めて……レリーネ・フォン・レガントでございます。急な訪問に対応していただき感謝いたします」

「いえいえ、半分騙すようになってしまい申し訳ない。ただ──レリーネ殿は薄々わかっていましたね？」

　カインの言葉に、レリーネは笑みを浮かべた。

「えぇ……父から聞いておりましたので。銀髪といい普通の冒険者と違う雰囲気といい、カイン様の名前でもしやと思っておりました」

　二人で話す間、後ろで控えていた騎士は冷や汗をかいていた。王都からドリントルまでの二日間、ずっと護衛として一緒にいたはずのまだ子供の冒険者が、実は領主だったというのだ。

　当初は、貴族の護衛になぜ子供をつけるのか、王都のギルドの対応を疑問視した。もし、問題があれば、王都のギルドに苦情をいれる可能性もあった。

　そう思っていたら実は領主でした。そんな事は想定されていない。

　ガチガチに固まった護衛二人にカインは声をかける。

「騎士の皆さんもお疲れ様でした。騙すような事になり申し訳ない」

　軽く頭を下げるカインに、驚きながらも姿勢を正す。

「こちらこそ、不躾な対応で申し訳ございませんでした」

「申し訳ございません……」

　深々と頭を下げる騎士に、カインは頭を上げるように伝えた。

「それで本題ですね……」

　カインがそう告げた時、扉がノックされる。

　扉が開き、中に入ってきたのは、アレクだった。

「カイン……急に戻ってきて、呼び出すなんてどうし……た……」

　アレクはカインの目の前に座っている令嬢を見て固まる。

「アレク兄様、隣にどうぞ隣に……」

「カイン!?　これは一体!?　なぜ、レリーネ嬢がここにっ!?」

　驚くアレクにカインが告げる。

「だから……ご案内したのですよ。アレク兄様の────お見合い相手を」

　カインは満面の笑みでそう答えたのだった。
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　カインの言葉にアレクは絶句する。

　確かに男爵に叙爵され、ドリントルの代官として仕事をこなし、机に山が出来るほどのお見合い相手の手紙が来ていた。

　しかし、急ピッチで変革されているドリントルを見ている以上、軽々しく王都に出向いてお見合いなどするわけにもいかず、手紙の中を確認する事も怠っていた。

　しかもレリーネ嬢に至っては、学園にいた時の後輩で美少女として有名な才女であり、知らぬ顔ではない。

　話す機会も幾度とあり、見た目もアレク好みで性格に関しても申し分がなく一時期恋心もあったのだが、将来、長男のジンが辺境伯を継いだ後、代官としてどこかの街で過ごすつもりでいたため、平民となることから貴族令嬢を娶る事はないと考えていた。

　特にレリーネは上級貴族である伯爵令嬢であり、どこかの上級貴族の嫡男に嫁ぐのが普通なので尚更である。

　更に言えばレリーネのいる領地は、エスフォート王国でも最南の海の側にあるミシンガの街であり、このドリントルの街までは、馬車で十日程かかることから簡単に会えるものではない。

　アレクとしてもまさかここまで来るとは思ってもいなかった。

　隣で呆然と座るアレクに、カインは説明を始めた。

「王都でエディンさんから依頼を受けて、この街まで護衛をしてたんです。そうしたらアレク兄様に会いに行くと言うもんだから……。僕はもう婚約者がいますけど、アレク兄様はいませんよね？　そろそろと思って……」

　説明しながらもカインはにやりと笑う。

　人の恋路の話は蜜の味だ。カイン自身も散々外堀を囲まれて逃げられない状態になり婚約することになった。

　貴族として男爵に叙爵されたアレクも同じ目にあうのは楽しみでもあった。

「アレク様、おひさしぶりです。お手紙をお送りしても返事を頂けなかったので……」

　申し訳なさそうにして頭を下げるレリーネに、アレクは焦ったように頭を上げるように伝えた。

「レリーネ嬢、頭を上げてください。せっかくこの街に来たのですから、ゆっくりしていってください。僕も出来る限り相手できるようにしますから」

　アレクの言葉に、レリーネは頭を上げ優しい笑みを浮かべる。

「あ、お父様から手紙を預かっております。領主のカイン様とアレク様に」

　レリーネが視線を送ると、後ろの騎士が魔法袋マジックバッグより、二通の手紙を取り出し、レリーネに手渡した。

　レリーネはその手紙をテーブルの前に差し出す。

　二人は封蝋の印を確認してから、封を切り中の手紙を取り出していく。

　中を読んでいくと、カインは笑みを浮かべ、アレクは顔を青ざめさせる。

「────わかりました。ただ……少しだけ考えさせてください。さすがに急に決められては私としても……」

　読み終えた手紙をテーブルに置きアレクが答える。

「えぇ、わかっております。二週間ほどこの街に滞在させていただく予定です。それまでにご返答をいただければ」

　レリーネは深々と頭を下げる。

「では、今日はまだ街に到着したばかりでお疲れだと思いますから、明日、歓迎会をいたしましょう」

　カインがそう言うと、ダルメシアに視線を送る。

　ダルメシアは全てがわかっているように一礼をした。

　少しの間、雑談が続いたが、アレクはレリーネの言葉にただ頷いているだけだった。

　学生時代の話から始まり、卒業してからミシンガの街で暮らしていた事。

　ミシンガの街の事など、レリーネは嬉しそうな表情で話していく。

　そして、楽しい時間は終わり、レリーネ達は宿へと戻る時間となった。

「アレク様、カイン様、本日はありがとうございます。明日、楽しみにしていますね」

　満面の笑みを浮かべレリーネは宿へと帰っていき、見送ったカインとアレクは執務室で再度打ち合わせを行った。

「アレク兄様、レリーネさんに王都から護衛としてついていましたが、とてもいい方じゃないですか。これでやっと落ち着けますね」

　笑みを浮かべるカインにアレクはため息をつく。

「それどころか、父上とすでに話もついているみたいだ。サンズ伯爵も了承していて、もう逃げ道は──ないかな……。とりあえず少し考えてくるよ」

　アレクは手紙を持ち、肩を落としていたが心なしか顔を緩ませたまま執務室を後にする。

　アレクを見送ったカインは自分宛の手紙を再度開いた。

「まさか……こんなことだったとはね……」

　手紙にはこう綴られていた。




『親愛なるカイン卿へ。

　まずは、伯爵に陞爵おめでとう。そして久しぶりだな。あの海で一緒に倒したゴーダの事は忘れないぞ。あの時は助かった。

　それで本題だが、あの時、お主のところへ嫁を出せないと言ったのは、うちの娘がアレク卿の事をずっと好いているようなんだ。

　色々な縁談があったが、頑なに断わられてな。妻から聞き出したらそういうことだった。

　伯爵家として、さすがに例え辺境伯家であっても、相続権のない次男に嫁に出す訳にもいかない。

　しかし、お主のお陰で、アレク卿も男爵に叙爵されたのだ。

　だからこそ嫁に出すことにした。お主の父、ガルム卿とはすでに話はついて承認をもらっている。

　本人の意向もあるだろうが、基本的には覆ることはないと思ってくれ。

　お主もエディン殿から依頼を受け、うちの娘を護衛したはずだ。もったいない位いい娘だろう？

　お主からもアレク卿への説得頼んだぞ。

　また領地に遊びに来たときは歓迎しよう。

　それではまたよろしく頼む。

サンズ・フォン・レガント・ミシンガ』　　　　　　　　




「全部、大人たちの手の平の上だったんだな……」

　カインは大きくため息をついたのだった。




　カインが子爵だった時に海の幸が食べたいと思い、週末を利用して南へと飛んだ。

　その時にミシンガの街の海岸に現れた魔物と遭遇することになった。共闘した男性と意気投合し、自宅に泊まることになったのだが、その男性が領主であり、レリーネの父、サンズ・フォン・レガント・ミシンガ伯爵であったのだ。

　しかも父、ガルムと学園での同級生であったことから、縁談話はアレクが男爵叙爵後、すぐに決まることになる。サンズ伯爵の子供は男子が一人、女子が二人おり、もう一人の娘もカインと同級生であり、学園での入学式でカインの主席挨拶を見ており、冒険者の出で立ちであったが、身分についてはすぐにバレてしまっていた。

　レリーネがそんなサンズ伯爵の娘だと知っていたので、カインもアレクとの婚姻に協力的だったのだ。




　二週間の滞在の間、時間がある時にアレクとレリーネは食事を共にすることになった。

　ラゲット達四人も少しの期間、ドリントルに滞在することが決まり、ギルドで簡単な依頼を受けることになった。

　朝一番でカインは四人に同行しギルドへと向かう。

「いやーカインに紹介してもらった宿は良かったよ。部屋も食堂も綺麗だし、エナクちゃんは可愛いし！　もう最高！」

　笑顔のニナリーの言葉に三人も頷く。

「カインはここの冒険者だろ？　この街にどんな依頼があるんだ？」

「依頼としては討伐と護衛が多いですね。王都からの商人の依頼か、東門の先が森になっていて、そこに魔物が出ます。あと奥に行くとダンジョンもありますね」

「ダンジョンか……、まだ行ったことないけど、いつかは挑戦したいな。その時は案内してもらえるか？」

　ラゲットの言葉にカインは少し難しい顔をする。

「空いている時間なら問題はないですが、ほとんど王都に行っているんです。一応……まだ学生なので……」

「そういえば……まだ学校に通っている年だったな。まぁ時間がある時でいい。それまでは森で狩りでもするよ」

　その言葉にカインは頷く。ダンジョンの奥にはブラックドラゴンがいる。

　四人の実力では最奥まで行けるとは思ってはいないし、ドラゴンには人間相手に攻撃しないように伝えてはあるが、自分の身を守るためなら反撃は構わないとも伝えてあった。

　そして五人は森の魔物の事について話しながらギルドへと到着した。

　扉を開けホールに入ると、やはり朝のギルドは冒険者達で賑わっていた。

　依頼ボードを眺めながら相談している者や、受付に相談している者。街が繁栄してきたことで、他の街からも冒険者が増えていた。

　ホールに入ってきたカイン達に一瞬だけ視線が集まるが、その後の反応は二つに分かれていた。

　まだ子供の冒険者が入ってきて、興味が失せ視線を外す、最近ドリントルに移ってきた冒険者達。

　そして、カインの所業を知っている恐怖ゆえに、真っ先に下を向き視線を合わせないようにする冒険者達。

　中でも以前にカインの実力を目の当たりにした者は恐怖に身体を震わせる。

　そんな姿にカインは気づかない振りをしながら、依頼ボードへと向かった。

　ラゲット達は未だＤランクである。受けられる依頼も限られていた。

　四人で話し合い、一つの依頼票を依頼ボードから外し、確認をする。カインはその姿を後ろから眺めていた。

「退けよ、小僧。そんなところにいたら邪魔だっ！」

　カインが振り返ると、機嫌が悪そうな三人の冒険者が立っている。まだ二十代半ばであろうか、剣士が二人と魔法使いが一人。無精髭を生やし、前日に深酒をしたのか、酒臭い息でカインに因縁をつける。カインの事を知らないのであろう、振り返ったカインの顔を見ても何一つ表情は変えない。

「何見てるんだ……？　ガキ共は大人しくドブ攫いでもしておけよ」

「ドブ攫いか、そりゃぁ傑作だ。あっははははは！」

　カインも思わず苦笑する。しかし、カインの事を知らない者からしてみたら、まだ幼い子供が〝銀髪の悪魔シルバーデビル〟と呼ばれるこの街で最悪の存在だと誰も思わないだろう。

　カインは「どうぞ」と一言だけ言い、横に逸れた。

　カインの事を知っている冒険者達は、その光景に『あ、こいつら死んだわ』と小声で話し合う。

　気分を良くした三人は、次に掲示板の前で話し合う、ラゲット達四人に視線を送る。

　四人はすでに成人を迎えている。まだ十代だが、ニナリーもマインも魅力的な女性である。

　その二人に目をつけた三人は同じ様に絡んでいく。

「おい、そこの嬢ちゃん達。そんなガキの相手してないで、俺らと依頼を受けようぜ。昼も夜も面倒みてやるぜ？」

　男の言葉に、ニナリーは顔を歪める。しかし、すぐラゲットがニナリーの前に二人を庇うように立った。

「おっさん、お呼びでないぜ？　二人は俺らの連れだ。男三人で仲良く狩りでもしてこいよ。その方が似合ってるぜ？」

　ラゲットは売られた喧嘩は買う主義であった。そのため王都からドリントルへ向かう宿場町でも喧嘩になっていた。

　しかし、男たちはラゲットの言葉に激昂する。

「ガキども……言いやがったな。教育してその二人は俺らが有効に使ってやるよ……」

　少しずつ近づいていく冒険者に、予想外の場所から声が掛かる。

「そこまでにしなさい！　それ以上ギルド内で騒ぐなら処罰は免れませんよ！」

　女性の声が響き渡り、その声の方に視線が集まる。

　そこには両手を腰に当て、怒った様子のレティアがいた。

　しかし、レティアはサブギルドマスターであるが、知らない人が見たら、ただの美人のギルド職員である。

　もちろんその事を知らない男たちはそれで引く気はなかった。レティアの全身を舐めるように視線を送りにやりとする。

「なんだ、姉ちゃん。ならお前が三人の相手をしてくれるのか？　俺らはそれでも構わんけどな」

「あっはっは、確かにそうだ。この姉ちゃん、年はいってるけど見た目はまぁまぁだしな」

　男たちの言葉にレティアの表情は変わっていく。

「────誰が〝年はいってる〟ですって……？」

　レティアにとっては一番触れられたくないことであろう。

　レティアの表情を見て収まりがつかなくなりそうなので、カインはため息をついて止めることにする。

　パン、パーン

　いがみ合っている中でカインは大きく手を叩く。

「そろそろ、終わりにしましょうね。これ以上はギルドカード剥奪か、詰所の牢屋で頭を冷やしてもらいますよ？」

　しかし、まだ成人もしていない少年の言うことなど、男達が聞くはずもない。

　それでも変わらぬ冒険者たちにカインはため息をついて、レティアに視線を送る。

「カイン様、構いません。こいつらは少し反省が必要だと思いますので」

　カインの声で落ち着いたレティアがそう告げた。

　その言葉で──周りで緊張から息を飲んでいた冒険者が一斉にギルドから逃げ出した。

「逃げるぞ！　ここにいたらやばい」

「まじかよ……いくぞ！」

　職員も全員業務をやめてカウンターの下へ隠れ始めた。

　よくわかっていない冒険者たちは、その逃げ出す冒険者たちを指差して笑う。「なんでこんな楽しいイベントを見逃すのか」と。

　そして、その冒険者達はその後になぜ逃げたのか身をもって知ることになる。

　頷いたカインから、殺気がホール一面に広がっていく。本気を出したらこのホールにいる一同は全員気絶してしまう。適度な強さに調整して広げていった。

　絡んでいた冒険者達もその殺気を目の前で浴びて腰が抜ける。笑っていた冒険者達もその殺気を浴びて恐怖から身体を震わせた。

「……だからそろそろやめにしようって言ったんですよ……」

「な、なんだなんだこれ……」

「このガキは一体……!?」

　すぐに殺気を引っ込めてカインは笑顔を向ける。

「レティアさんはこのギルドのサブギルドマスターですよ。わかってますか？　その意味が……」

　尻餅をついていた冒険者たちは、殺気が消え立ち上がると、さっきの言葉の意味がわかっていないのか、次はカインをターゲットにする。

「少し揉めたからって殺気を向けるのはいいのかよ!!」

「サブギルドマスターだからって越権行為だ!!」

「そうだ！　このガキを罰しろ!!」

　三人から非難の声が上がるが、あまりの馬鹿さにレティアはため息をつく。

「カイン様、ギルドカードを。誰を相手にしているのかわかってもらわないといけませんからね。こんな馬鹿はこの街に要りませんし」

　カインは言われるがまま、懐からギルドカードを出しレティアに手渡す。白金プラチナに光り輝くＳランクの証明を。

「では、貴方達は、──Ｓランクの冒険者に喧嘩を売るってことでいいのかしら」

　レティアの言葉がとどめになった。

　さすがに理解力のない冒険者でも、ランクによる実力差はわかっている。

　Ｓランクとも言えば、国で認められ、天災級の魔物とも戦える実力を持つ者の証明である。

　男たちは目を見開き、そして四つん這いのまま一目散に逃げ出した。「す、すみませ──ん！」と叫びながら。

「……も、もしかして……あれが、この街にいる〝銀髪の悪魔シルバーデビル〟なのか……」

　そして周りで震えていた冒険者たちは口々に小声で話し合う。

「カイン様、ありがとうございます。あいつらは今日にでも街を出るでしょう。まったく……」

　まだ怒りの収まらないレティアにカインは苦笑する。

「────な、なんでカインくんが……Ｓランク……!?」

　その言葉にカインは声の元に視線を向ける。

　そこには未だ尻餅をついていたラゲット達四人がいた。

「あ、いたの忘れてた……」

　カインは秘密にしていた事を思い出し、失敗したと額に手を当て天を見上げた。




　カインに詰め寄る四人をレティアは制し個室へと案内した。

　個室は十ほどの椅子がテーブルを囲んでいる部屋であり、カインとレティアが隣同士で座り、その対面にラゲット達四人が向かい合うように座った。

「──それで、なぜカインがＳランクなんだ……？」

　ラゲットが信じられないような表情をして口を開いた。

　レティアはその言葉にため息をついて話始める。

「カイン様については、一部極秘事項の部分もありますが、実力を含めてＳランクとなっております。それなりの実績もございますし、王都でも認められています」

「……だからって──」

「ラゲット、信じられないのはわかるけど、それはギルドが決めたことなんでしょ。さっきの殺気といい、カインくんはちょっと人とは違うものを感じるの」

「そんなＳランクなんて〝化け物〟がなんで護衛なんか……!?」

　納得がいかない様子のラゲットにニナリーが口を挟む。

　不正をしてＳランクになったわけではないとわかっているが、それでも信じられない様子である。

〝化け物〟扱いに顔を引きつらせながらカインが説明を始めた。

「ランクに関して黙っていたことは謝ります。ごめんなさい。でもこちらにも色々とあるので察してもらえると助かります」

　素直に頭を下げるカインに、ラゲットも気分を落ち着かせる。

「事情についてはわかった……。でも納得するために、俺と、いや、俺たちと──模擬戦をしてくれ」

　ラゲット達四人も今まで冒険者として色々と経験してきた。いくつもの死線を乗り越えてやっとＤランクまで上がったと自負している。

　簡単に目の前に自分よりいくつも若く、成人もしてない少年がＳランクと納得するためには、実際に戦うしかないと感じたのだ。

「──わかりました。訓練場を使いましょう。実際に模擬戦をしてみればその実力もわかることでしょう。実力差についても……」

　レティアの提案にラゲットと他のメンバーも同じく頷いた。




　一同でレティアの案内のもと、訓練場へと移動する。

　訓練場は以前に破壊したところは、すでに修復が終わり元の通りになっていた。

「──カイン様……わかっているとは思いますが、施設の破壊などは……」

「しませんよっ!!」

　レティアの注意にすぐに否定する。

　あの時はギルド、冒険者の対応にイラついたことで引き起こした惨状である。

　今はリキセツ、レティアが運営しているギルドに対して迷惑を掛けるつもりなどない。

　ましてや自分の治める街なのだから。

「──それでは、死亡するような攻撃は禁止とします。カイン様は施設を破壊するような魔法は禁止です」

「────し、施設を破壊……？」

　レティアの言葉にニナリーが顔を引きつらせ呟く。

　その言葉にレティアが説明を始めた。

「以前、私がここに来る前ですね、冒険者がカイン様に絡んだことがあって、ここで模擬戦をしたのですが、その時に……」

　レティアは最後まで言わない。先輩冒険者の〝かわいがり〟なら四人も知っていた。

　自分たちは受けた事がなかったが、そんな話は聞いたことがある。──しかし、施設の破壊までは聞いた事がない。

　レティアの言葉に思わず四人は喉を鳴らす。

「あ、四人同時でいいですよ。一人じゃすぐに終わっちゃいますし」

　カインは余裕の笑みを浮かべて肩に木刀を掛ける。

「それでは、はじめっ！」

「──随分余裕だな。いくらＤランクだからって四人相手に舐め過ぎだろ、お前ら準備しろっ」

　レティアの開始の合図と合わせて、ラゲットが指示し三人がフォーメーションを組んでいく。

　ラゲットが先頭に立ち、その少し後ろにアーチャーのクロス、ニナリーは杖を構え魔法の詠唱を始めた。マインは回復術師プリーストの為、一番後ろで杖を構えている。

「よし、お前らっ。カインに俺らの実力を見せ──」

　その言葉と同時に、目の前にいたカインが消えた。

「えっ……」

　その瞬間に後方で構えていたマインとニナリーが崩れ落ちる。

「「なっ!?」」

　ラゲットとクロスの二人が後ろを振り向き、ゆっくりと崩れていく二人を見て茫然とする。

　──そしてクロスも同じように崩れ落ちた。

　一人だけ残ったラゲットは元の位置に現れたカインに驚愕の表情をする。

「──ここまで差があるのか……Ｓランクっていうのは……」

　その言葉と同時にラゲットも意識を失った。




「こんなもんですよね……これでカイン様の実力がわかってくれたと思いますが」

　倒れている四人を見下ろしてレティアが呟く。

「ここまでする必要はなかったんじゃ……」

「いえ、圧倒的な差をわかってもらえないといけませんから。それだからこそ──国が認めたＳランクなのです」

　カインは気絶している四人を持ち上げて並べて寝かせる。

「よし、これでいいか……あとは──」

「うぐっ……」

　程なくしてラゲットが目を覚ました。倒れている三人を見た後、カインを見てため息を漏らす。

「……これがＳランクの実力なのか……。カインすげぇな……。目でも動きが追えなかったわ……」

「これがこの街で最強の冒険者の実力です」

　カインが答える前にレティアが答えた。

　カインはラゲットに手を貸し立たせる。

「手加減はしたつもりですが……何かあったら言ってください。回復魔法も使えますから」

「……回復魔法も使えてこの強さかよ……」

「まぁ……それなりの戦いをしてきたつもりですから……」

「あぅ……」「うぐっ」「……あれ」

　先に目を覚ましたラゲットと会話をしていると、三人も目を覚ます。

　目を覚ましたニナリーたちは何が起きたかも解らず少し混乱していた。

「……なんで寝てるの……？　もしかして……」

「あぁ、一瞬でみんな意識を刈り取られた。もちろん俺もな……」

「そう……、完敗なのね……」

　四人の表情は完敗したことで、少し残念そうな顔をしたが、それよりも清々した表情をしていた。

　Ｓランクの冒険者の実力を身をもって知ったからだろう。

「これでＳランクの実力がわかってもらえたかと思います。貴方たちもこれからも努力を怠らず、さらに上を目指してください。カイン様のようになれなくても、Ａランクを目指すこともできます」

　レティアの説明に四人は頷いた。

　しかし、ニナリーが手を挙げて質問をする。

「レティアさん……思ったんですが、なぜ、カインくんには〝様〟なんですか……？　他の誰にも〝様〟で呼ぶこともないですよね？」

「むぐっ……それについては……」

「…………」

　レティアはカインに苦々しい表情で視線を送る。

　カインも視線をずらし、聞かなかったようにする。

　しかし、Ｓランクだったという衝撃の事実を知った四人は、これ以上に驚くような事はない、……と思っている。

「カイン、もう驚く事なんてないから大丈夫だ。Ｓランクなんて衝撃的な事聞いちゃったからな」

　諦めてため息をついたカインは、レティアに視線を送り軽く頷く。

　その態度を察したレティアは重々しく口を開いた。

「カイン様から許可が出ましたので教えますが、ここだけの話にしてください。場合によっては……」

　レティアが片手で首を搔っ切るポーズをすると、四人は生唾を飲み込んだ。

「……カイン様は────カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵、グラシア領を治めるシルフォード辺境伯のご子息であり──この街の領主でもあらせられます」

「「「「…………えっ」」」」

　Ｓランク以上の衝撃的な事実に四人は固まった。

　その表情にカインは苦笑するが、四人にとってはそれどころではない。

　四人はロボットのようなぎこちない動きでカインに視線を送った。

「まぁ……そんな訳です。冒険者でいるときは気軽にカインって呼んでくださいね」

　頬を搔きながら気軽に話すカインであったが、四人の表情は引きつっていた。

　冒険者でまだ若輩という年齢でも、貴族の仕組みについてはある程度理解できている。

〝伯爵〟という位は上級貴族にあたり、このエスフォート王国でも有数の貴族ということだ。

　しかも、辺境伯の子息でありながら、伯爵として独り立ちしているのだ。優秀でない訳がない。

　さらにいえば実力はＳランク。

　四人の脳内は情報が錯綜していく。

　そして出た答えは────

「カイン……様、すまなかった……」

「カインくんが……」

「まさかカインが……」

「愛人になれないかな……」

　三人が今まであまり話さなかったマインの口から出た言葉に衝撃を受ける。

　もちろんカインも思わず吹き出してしまう。

「カイン様はすでに婚約者がいらっしゃいますから、愛人そういうのはお受けしていませんわ。そんな簡単になれるくらいなら……私だって……」

「ちょっと、レティアさん！　何言ってるんですかっ！」

　思わずカインはレティアに突っ込みを入れてしまう。

　たしかにレティアは綺麗であったが、カインにとってはギルドで頼れる姉的存在である。

　そんな対象として見ていなかった。

「あっ、私としたことが……失礼いたしました」

　自分の言葉にハッとなってレティアは頬を染める。

「ぷっ……、面白いな……」

　レティアとカインのやりとりに、その場にいた者たちの笑い声が響き渡ったのだった。




　冒険者ギルドを後にしたカインたちは、猫の和み亭まで一緒に向かった。

　とても四人は依頼を受ける気持ちになれないというのが理由だ。

　一緒に護衛をし、年下の少年がＳランクの冒険者であり、この街の領主でもあった。

　そんな衝撃的な事実を突きつけられて「これから依頼を受けようか」など言えるわけもない。

　しかも色々あった関係で、すでに昼時を迎えていた。

「僕もたまにはここで食事をするかな」

　カインの言葉に四人は唖然とする。

　四人の常識では、貴族は豪華な屋敷で豪勢な料理を食べているイメージしかない。

　いくら猫の和み亭の料理が美味しいからといって、貴族の当主が食べているとは想像つかない。

　──いや、四人が住むミシンガの領主もそうであったと思い出す。

　四人が住むミシンガの街も、港町で活気があり、魔物が出ると領主が前線に出て戦っていた。

　それはミシンガだけの〝特別〟であると、護衛で色々な街へ行っている四人は知っていた。

「ククク、カインもそんな領主なのか……」

　ラゲットは自分の街を思い出し、頬を緩める。

　すでに、ギルドで「冒険者の格好をしている時は今まで通りにしてほしい」と言われており、砕けた言葉使いで話している。

「この街に最初に来て、食べたところが猫の和み亭でしたからね。泊まった事もありますし」

　カインの庶民的な発言に、ラゲットの他三人も笑顔を浮かべる。

「本当にそうよね。料理も美味しいし、部屋は清潔だし、ここなら暮らしていけるくらい」

「たしかにそうだな。居心地はいい。魚料理がないのが残念だが……」

　四人は海沿いのミシンガの街出身で、魚料理が主となっていると知っていた。

　話しながらカインたちは猫の和み亭に到着した。

　扉を開けて店に入ると、エナクから元気よく声が掛かる。

「いらっしゃいませー！　あ、カインお兄ちゃん!!　ニナリーさんたちもお帰りなさいっ！」

「エナク、みんなの昼ご飯よろしく頼むよ」

　案内され、大きい六人掛けのテーブルを囲み皆で座る。

「今日のランチはオークのステーキだよ」

「うん、それでいいよ。あと果実ジュースも」

「俺も同じの」「私も～」

　エナクがお勧めを説明して、全員の注文を受けると厨房へと駆けていった。

「エナクちゃん偉いよね。あんな小さいのにお店の手伝いをして」

　ニナリーの言葉に、カインは過去にあった襲撃事件の事を思い出しながら頷いた。

「それにしてもカイン……くん？　様？　なんか正体を聞いちゃうとなんて呼べばいいか悩むよねぇ。まだ学生なのに領主で、しかも伯爵様なんて。さらに言えばＳランクの冒険者でしょ。普通は誰も信じられないよー」

「カインでいいですよ。冒険者の時は身分を隠しているのが多いですし。僕もその方が気楽ですから」

　程なくしてジュウジュウと焼けた鉄板の上に置かれたステーキが各自に運ばれていく。

　厚みをもったステーキからは、肉の焼けた香ばしい匂いとソースのいい匂いがマッチして食欲をそそり生唾を思わず飲み込む。

　待っていられないとばかりに、皆、肉にナイフをいれていく。

「う──ん、美味しい!!」

「本当にここの料理は美味いよなぁ」

　各自から絶賛する言葉が発せられ、カインも同じようにその美味さに舌鼓を打つ。

　食事を済ませた後はラゲット達に挨拶をし、屋敷へと戻った。




　──二週間後

「カイン様、ありがとうございました。それと──アレク様、少し会えないのは寂しいですが、早めにこちらに……」

　レリーネがミシンガの街へ戻るとのことで挨拶にきた。

　すでに旅装となっており、アレクと共に見送ることになった。

　頬を染めながらも少し寂しそうな表情もしていたが、この二週間で本人同士の話はまとまり、晴れて婚姻を結ぶ事が決まった。

　貴族同士の婚姻となるので、実家を含め、話をする必要があり、王国にも報告の義務がある。

　ガルムは王都にいるが、ミシンガの領主であるサンガ伯爵は領地にいる。

　一度、戻って報告する必要があった。

　今後は家同士で日程などを決めていくことになる。

　馬車の周りには護衛の為に騎士とラゲット達が控えている。

　今日は領主としており、ラゲット達も簡単に声を掛ける訳にもいかなかった。

「レリーネ嬢、もう少ししたら義姉あね上うえと呼ぶことになりそうですね。道中気を付けてお帰りください。帰りは護衛することはできませんが……」

　カインは冒険者としてドリントルまで護衛していた事を思い出す。

「いえ、カイン様にはご配慮いただき感謝しております。こうして私兵までつけていただきましたし」

　ミシンガの街まで護衛をするように兵士たちを十名手配した。

　冒険者を手配しても良かったが、ラゲット達が護衛として依頼を受けている以上、口出しする訳にもいかず、ダルメシアと相談して私兵を付けることにした。

　そしてカインはラゲット達の前に移動して声を掛けた。

「みんな、レリーネ嬢の事を頼んだよ」

「わかった、いや、わかりました。ちゃんと依頼はこなす、こなします」

「カインく……様、その格好していると本当に領主なのですね……」

　ラゲットはたどたどしい敬語で、ニナリーはカインの姿に笑みを浮かべている。

「それではまた」

　レリーネを乗せた馬車はドリントルを後にした。




「行ったね」

「あぁ、そうだな……、まさかいきなり婚姻が決まるとは思わなかったけど」

「これで、他のを断れるからいいんじゃないですか？　正直、あれだけの数を送られてきても……」

「確かにな……」

　カインとアレクの二人は頷いて屋敷へと戻って行く。

　そして学園に通う為に、カインは王都へ転移した。




　王都に戻ったカインは普段通り通学し、終わった後も何事もない生活へと戻る。

　放課後、買い物に誘われたカインは、テレスティア、シルク、そしてリルターナと四人で街を歩く。

　仲良く話していたが、その横に一台の馬車が停車した。

　その馬車の護衛たちはカインの事を信じられないような顔をして見ている。

「な、な、なんでカイン……様が王都に!?　ドリントルで見送ってくれたはずじゃ……？」

　カインと再会し信じられない表情をする──ラゲット達一行であった。

　転移魔法で移動していたカインにとっては、特に気にしていなかったが、時間的に考えてもおかしいのである。

「あっ……」

　思わずカインは苦笑する。リルターナもいる手前、転移魔法で王都まで移動したなど、口が裂けても言える訳もなかった。

　馬車から降りてきたレリーネもまさかの再会に驚くが、カインと一緒にいる女性たちを見て、咄嗟に頭を下げる。

「──ご無沙汰しております。テレスティア王女殿下、シルク様、サンズ・フォン・レガント・ミシンガ伯の娘レリーネでございます」

「あぁ、レリーネ様、ご無沙汰しております」

「レリーネ様、ごきげんよう」

　レリーネの言葉に、テレスティアとシルクはいつものように返事をする。

　ここら辺はさすが王族、上級貴族の令嬢だけありしっかりしていた。

「あの、そちらの方は……」

「初めまして。リルターナ・ヴァン・バイサスです。今はエスフォート王国に留学に来ております。よろしくお願いしますね、レリーネ様」

　その言葉にレリーネも驚きの表情をする。

「これは皇女殿下であらせられましたか。失礼いたしました。こちらこそよろしくお願いいたします」

　レリーネはスカートの端を掴み優雅に頭を下げる。

　レリーネも上級貴族の伯爵令嬢である。しかし、目の前にいるのはエスフォート王国の王女殿下、公爵令嬢、そしてバイサス帝国の皇女殿下まで一緒にいるのだ。さすがに立場を弁える。

「カイン様には先日まで二週間ほどドリントルに滞在させていただきお世話になりましたので」

　説明をするレリーネにテレスティアとシルクの二人が、聞いていないとばかりにカインに詰め寄る。

「カイン様……？　そんな話は聞いておりません。なぜレリーネ様がドリントルに……。──もしかして……また婚約者を増やすおつもりですかっ!?」

「カインくん……、さすがに勝手に増やすのはね……。文句は言わないけど相談して欲しいな？」







[image: ]







「カイン、まだ成人しておりませんし、もう少し自重されたほうが……。私だってなりたいのに……」

　そして、隣にいるリルターナも最後は消えそうな声であったが批判をする。

「ちょっと待ってよっ！　違うからっ!!」

「……王女殿下、シルク様、婚約はまだ本人同士だけですので、これから家を踏まえて決めていくことになります」

　レリーネの言葉にはアレクとのという言葉が入っていない。

　さらに勘違いする二人はカインの胸倉を掴んで涙目になりながらもさらに詰め寄る。

「ほらっ！　レリーネ様もそう言ってるじゃないですかっ！」

「カインくん、隠すなんて最低……」

「カイン、そんなに女性がお好きでしたら……私も……」

　詰め寄る二人ともじもじしながら小声で独り言を言うリルターナ。

　カインは顔を引きつらせて弁明する。

「だぁかぁらぁ……、婚約者は、僕の兄のアレク男爵ですよっ!!」

「「…………え？」」

「えぇ、そうです。アレク様との婚約の為にドリントルにお伺いさせてもらいました」

　カインとレリーネの説明にテレスティアはカインの胸倉を掴んでいた手を離し、軽く咳笑いをする。

「オホホホ、そうでしたの……。てっきりまたカイン様が私たち以外に婚約者を増やしたのだとばっかり……」

「──王女殿下とシルク様はカイン様の婚約者でしたね」

「えぇ、今はティファーナ様を含めて私たち三人ですが……」

　貴族の中では、すでにカインとテレスティア、シルク、ティファーナが婚約者であることが公表されている。

　テレスティアはカインに視線を送るが、聖女の件もあるし、カインは思わず視線を逸らす。

「──そうですか、カイン様は素敵ですからね。アレク様もドリントルにおりますし、今後ともよろしくお願いいたしますね」

「そうですわね。カイン様と婚姻を結んだら、義姉になりますし、これからもよろしくお願いしますね、レリーネ様」

「仲良くしてくださいね、レリーネ様」

　レリーネの言葉に、婚姻後は親戚関係のお付き合いをすることに気づいたテレスティアとシルクは、改めて挨拶をする。

　そして──今まで一緒にいる面子の凄さに絶句していたが、さらに衝撃的な言葉に思わず──ラゲットは言葉を発した。

「えっ……王女様の婚約者が……カイン……様……？」

〝Ｓランク〟と〝伯爵で領主〟という事実だけでご馳走様状態であったラゲット達一行は、〝王女様の婚約者〟という更に非常識な真実を突き付けられて絶句するしかなかった。




　その後、カインがラゲット達にじっくりと説明する必要があったのは言うまでもなかった。
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　ドリントルの街は公費を投じ開発を一気に推し進めた事で、他の街まで噂が広がり人口増加が続いていた。

　建築ラッシュもいまだに続いており、建築作業員もドリントルの住みやすさに感銘を受け、家族を連れて移住する者も多くいた。

　しかし、人口が増える街もあれば、減る街もあるのだ。

　ドリントルは人口を増やすために他の街と比べ税制を抑えている。もちろん国が定めた規定内であったが、その許される最低値としていた。

　基本的に贅沢をするつもりもないカインの私財は、冒険者としての稼ぎと、サラカーン商会からの振り込まれる金額ですでに莫大な資産となっており、公費として惜しみなく私財を投資していた。

　税制が一般よりも重い街からドリントルの噂を聞きつけ、移住する者が後を立たないのは仕方のないことである。

　しかし、街の人口が減れば税収も減り、贅沢を生業としていた貴族にとっては耐えられるものではない。

　その領主からは自分の所属する派閥の上級貴族へと連絡が伝わっていく。

「これ以上人口が減ったら、街として国に税金を納められなくなります」

　中央に座るコルジーノ侯爵が自分の派閥の下級貴族からの説明に唸りながら考え込む。

「あの憎たらしいシルフォードの小僧か……。ドリントルで潰れてくれればよかったものを……」

　コルジーノ侯爵派閥の貴族達が屋敷に集まり、人口が減った都市の領主はコルジーノ侯爵に懇願する。

　コルジーノ侯爵も自分の派閥を助けたいが、度重なる失態における罰金、そして屋敷の建て直しと私財はかなり目減りしていた。裏で行っていた人身売買における利益も、商会が潰されたことにより減少し、大きな痛手となっていた。

「なんとか亡き者に……、いや、何でもない」

　思っていた事が思わず言葉に出てしまったコルジーノ侯爵であったが、踏みとどまる。

　そして思いついた。

「もしかしたら……、お主ら、少し待っておれ。儂の方で考えてみる」

「よろしくお願いいたします」

　派閥の貴族達は退出していくと、コルジーノはテーブルに肘をつきニヤリと笑みを浮かべる。

「もう少しで〝アレ〟があったな。そこでなら目立たないだろう……。おい、いるか」

　コルジーノ侯爵は一人だけの部屋で呟く。

「──はい、こちらに」

「お主に頼みたいことがある。実は────」

　コルジーノ侯爵が考えている事を口に出す。ただ無言で聞いていた黒い影はコルジーノの言葉が終わると静かに頭を下げる。

「……御意」

　黒い影はその言葉を残し消えた。

「……これで落ち着くであろう。待っていろよ、カイン・フォン・シルフォードめ」

　一人だけ残った執務室でコルジーノ侯爵は呟いた。
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「え、護衛もですか……？」

　カインは王城の応接室で、目の前に座っている国王の言葉に質問を投げた。

「うむ、王立学園のＳクラスは、毎年イルスティン共和国に研修という名目で見学に行くのは聞いておるだろう。優秀な生徒には見識を広めるために国外に行かせる事にしている。しかし、基本的に王族や公爵の子息は行かないのじゃ。何かあったら問題になるからな。しかし……テレスが行くと言うのじゃ。しかも今年はバイサスの皇女もおる。同行させる騎士の人数にも国際法で上限があるから冒険者の護衛を追加でつけるが、それでは心配でな。しかし、お主がいれば多少の荒事は切り抜けられるであろう」

　カインは授業の中でその事について聞いていた。隣国であるイルスティン共和国は、色々な街の集合体が国になっており、各街の領主の協議制によって運営されている。

　他国の生徒と触れ合う事により、見識を広める為だと教師より説明を受けていた。

「まぁ、行くのは変わりませんから……。道中危険なら、一回先に行って転移魔法で──」

「──お主、転移魔法は伝説と言われている魔法じゃ、そんなのをホイホイ使っていて露見してみろ。各国からお主という戦力の争奪戦になることは目に見えておろう」

「……たしかに」

　各国の取り決めで他国に移動する際に同行させる騎士の上限人数は定められている。多すぎると他国への侵略ともとられかねず、少ないと身を守れない可能性もある。

　上限を超える騎士が越境するのは戦争を仕掛けると同じだと、同席しているマグナ宰相が説明をしていく。

「あとな……儂らがいないからと言ってテレスに手を出してみろ？　カイン、わかっておるよな？」

「カインくん、シルクもだよ？　正直、もう一年も経てば正式に結婚するから本当は構わないけど、一応ね？」

　国王とエリック公爵から念を押される。

「そんな事ありませんよっ!!」

　カインは即座に否定する。

　知り合って婚約をしてから数年が経ち、確かに二人とも美少女から、女性らしく変化していっていた。

　カインは脳裏に二人の姿を思い浮かべ、即座に首を横に振り、脳内から消す。

「行かせるつもりなど本当はなかったのじゃ。しかしな……『行かせてくれないと一生、口をききません』と言われたら仕方ないじゃろう……。しかもリルターナ皇女も行くと言い出してな……それは流石に止められん」

　力なく説明をする国王にカインは苦笑する。

「わかりました。生徒として行きますが、護衛の件も引き受けます。その代わり指名したい冒険者が──」

　カインは希望を伝えると、国王は満足そうに頷いた。

「それくらいなら問題ないだろう。マグナよ、手配を頼む」

「承知いたしました」

「あとな、カイン。わかっていると思うが……、今回は他国に行くのじゃ。──自重は忘れるなよ……？」

　国王の言葉に思わず苦笑しながらもカインは頷いた。

「もう十四になります。さすがに常識はわきまえております」

「それなら良いが……お主が本気になったら……、いや、その話はやめておこう」

　話が終わったカインは屋敷へと戻り、コランに事情を説明していく。

「左様ですか……、王女殿下と皇女殿下までご同行を……」

　イルスティン共和国の首都までは、エスフォート王国から馬車で二週間ほどかかる。

　王都からいくつもの街や村を経由し、一週間ほどの場所にある境界の関所を越え、イルスティン共和国内から更に一週間の距離がある。

　それなりの準備をする必要があった。

　食材などは王国が用意した魔法袋マジックバッグに収められ、教師が管理し、護衛もそれなりの人数がつく。

　国内最高峰と言われる王立学園のＳクラスの生徒に何かあったら、王国としても大きな損失になるからである。

　カインは必要だと思われる物を、コランと相談し商会に発注するように頼んだ。

　部屋で一人になったカインは、他にも旅に便利そうな物を創造制作クリエイティブメイクで創り上げていく。

　部屋の中で創れる大きさの物は部屋の中で、そして部屋に収まらない物は裏庭で。

　カインは脳裏に浮かんだ物を創り上げていった。




　──この世界で誰にも想像がつかない便利な物を……。




　そう、国王からの〝自重〟という言葉は、すでにカインの記憶からなくなっていた。

　そして、あっと言う間に日々は過ぎ、イルスティン共和国へ向かう日が訪れた。
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「カイン様、おはようございます」

「カインくんおはよう！」

「テレス、シルクおはよう」

　制服姿のテレスティアとシルクがカインに手を振り挨拶をする。

「カイン、おはよう」

「リル、おはよう」

　その横でリルターナも笑顔であった。

　Ｓクラスは二十一人いるが、最終的にイルスティンに向かう生徒は十六人となった。

　一ヶ月以上の長期に渡る研修のため、家の事情などで行けない者もいた。

　馬車は学園用に五台用意され、各馬車に四人の生徒が振り分けられていく。

　残る一台に同行する教師三人が乗ることになる。

「──なんで僕がここなの……？」

　カインが乗る馬車は、テレスティア、シルク、リルターナと同じ馬車になっていた。

「それはねぇ……」

　テレスティアとシルクが目を合わせて微笑み合う。

（二人が絶対に手を回したな……）

　いくら学園内で貴族の上下はないと言っても、王族から頼まれたら教師も嫌と言えないのであろう。

　しかし、国王から直々に三人の護衛も依頼されているカインとしては、同行できることに逆に助かるとも言えた。

　馬車の準備が終わるまでカイン達四人が雑談をしていると、後ろから声が掛かった。

「おーい！　カイン、久しぶりだなっ！」

　カインは振り返ると、懐かしい顔に笑みを浮かべた。

「お久しぶりです。皆さんお元気でしたか？」

　そこにいたのはクロード、リナ、ミリィ、ニーナの四人であった。

「おう！　元気だったぜ？　国から出た緊急の指名依頼と言われて聞いてみたらな……お前の子守だろ？　思わず吹き出したわ」

　バチ────ン

　後ろからクロードの頭を叩くリナがいた。

「だからカイン……様は貴族だって言ってるでしょ！　しかも伯爵様に何言ってるの！」

　その二人のやり取りにミリィとニーナは苦笑しながらもカインの前に立つ。

　幼い頃に見上げていた二人の身長に、カインはいつの間にか追いついていた。

「カイン、立派になったね。あれだけ小さかったのに、もう抜かされそうなくらいに」

「うん、カイン立派になった。これで愛じ──」
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　最後まで言い切る前にニーナの口をカインは押さえた。ニーナは事あるたびに〝愛人〟とか言い始めるからであった。

　言い切る前に止めたことに安心したが、背中に寒気を感じた。

　恐る恐るそっと後ろを振り返ると──、そこには鬼が二人いた。

　しかもリルターナまでが冷たい視線をカインに送っている。

「カイン様、ちょっとお話しが必要かしら」

「カインくん、まずは正座しようか？」

「私もじっくりとお話を聞かせてほしいですね」

　なぜか馬車の裏に連れてこられ、カインは正座させられていた。

「あの方たちは以前学園に先生として来られた人たちですよね？　なんでカイン様はそこまで仲が良いのでしょうか」

　カインは正座したまま、幼少期の家庭教師だったことなどを説明していく。

「──そうですか。この件についてはわかりました。でもカイン様、これから他国へ行くのです。十分気をつけてください」

「──はい……」

　三人はカインの必死の弁明に渋々ながら納得した。

「でも、さっき護衛の人が『愛人』って言おうとしたよね？　カインくん」

　シルクの言葉にまた説教は振り出しに戻り、馬車が出発する間際まで続くこととなった。

　馬車は六人乗りの余裕がある作りになっている。

　奥にテレスティア、シルク、リルターナが座り、カインは対面に一人で座る。

　最初はカインの両側にテレスティアとシルクが座ろうとしていたが、カインが断固として拒否した。

　リルターナの立場もあり、そこはすぐに納得してくれたのでカインはホッとする。

「でもこれから、カイン様と一ヶ月以上一緒に過ごせるなんて夢のようです」

「そうそう、カインくん、いつもいないからねぇ」

「それは……一応領主だし、ドリントルも見ておかないと」

「そういえば、最初の街がドリントルでしたっけ。カイン様の街。楽しみです」

　イルスティン共和国はエスフォート王国の北にある。そこに行くのにいくつかの街を通り抜けていく必要があるが、今回はなぜか少しだけ遠回りしてドリントルに寄ることになったのだ。

　エスフォート王国で発展が著しいドリントルを見ることで、将来の役に立つであろうという学園からの通達であったが、カインは街で平服か貴族服、それか冒険者の格好をして歩いている。

　顔見知りが多い中、制服姿など見せたことはなかった。

　途中にある宿場町で一泊し、次の日の午後には何事もなくドリントルの街が見えた。

　ここ一週間ほど、カインは領主としての依頼で近くの魔物を狩るように手配しており、魔物と出会うことはなかった。

「もうすぐドリントルだっ。街が見えたぞ」

　護衛から声が上がった。

　テレスティアたちは馬車の窓を開け、期待をしながらドリントルの外壁を見て──そして固まった。

「……カイン様、あれがドリントルなのですか？　王都よりも──立派ではないです……か？」

「凄いよっ！　綺麗な白一色の外壁なんて初めて見たよ」

「帝国でもこんな綺麗な外壁は見たことないかも……」

　三人は思いのまま言葉に出す。

　人口の増加が止まらないことで、カインは再度、街の外壁を広げていた。

　東西南北にさらに街を広げ、壁の高さは魔物から住民を守るために十メートル程まで高くしている。

　税も王国にきっちりと納め、他の領地よりも多額に納めている事から、王都から査察が来る事もなかったことをいい事に、カインは膨大な魔力を駆使し、街をどんどん魔改造していったのだ。

　それは、カインの魔力とルーラの建築知識、すでに諦めたアレクによるものだ。

　アレクに宿の手配など任せていたが、カインは少し心配になる。

　先頭の馬車が門を潜ると、街の中からは声援が上がった。カインたちは四台目の馬車に乗っており、何事かと思い、カインも窓から顔を覗かせる。

　そこには────。

　広く作られた石畳の道の両側には兵士が並び、その後ろには街の住民たちが統一した旗を振っている。

　その数は数千人を超えるであろう住民が一堂に集まっている。

　大人から子供まで皆、旗を持ち馬車へ向かって声を上げている。

「な、なんだこりゃ────!!」

　カインは思わず声を上げた。

「カイン様……さすがにこれはやり過ぎでは……？」

「歓迎は嬉しいけどさ、これ、王都よりすごいよ？」

「カインは歓迎されているのね？」

　三人から投げかけられる言葉にカインは冷や汗をかく。

　何も知らされていなかったのだ。無理もない。

　同行する教師たちも困惑しているであろう。

　そんな中、護衛のクロードが馬車の隣まで来てカインに声をかける。

「カイン、すげーな。お前の街。こんな歓迎、初めてかもな」

　クロードは爆笑しながら言うが、カインは苦笑しか出来ない。

　声援を受け、馬車に乗っている生徒たちは住民たちに手を振る。

　テレスティアやシルクも同じように窓から顔を見せ、手を振るとさらに声援が大きくなる。

「王女様もいるぞ──！　わーい！」

「エスフォート王国万歳！　カイン様万歳！」

　歓迎の声が響く中、この計画を立てた者たちに説教しようと決めたカインだった。




　先頭の馬車はドリントルの衛兵に誘導され進んでいく。

　馬車は街の中央を進み、そのまま領主館へと向かった。

「────もしかして……」

　カインは背中に冷たい汗をかく。

　学園の馬車は誘導されるがまま、領主館の敷地へと入っていく。

　そして領主館の前に止まった。

　領主館の前には、中央にはアレク、ダルメシアを筆頭に、王都から来たであろうコラン、シルビアを含め従者一同が並んでいた。

　馬車から下りた生徒や、教師、護衛たちまで唖然とした表情をする。

　同じように馬車を降りた、テレスティア、シルク、リルターナも同じような表情をした。




　──そして、テレスティアは引きつった表情のままカインに視線を送る。

「────カイン様、なんで────王城より立派な城がここにあるんです……か？」

　馬車が停まった屋敷は──王都にある王城よりも立派な、領主館城が建っていた。

　その言葉に「やっぱり言われると思った」とばかりに、カインは大きなため息をついたのであった。
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　時は数ヶ月遡る。

　カインの執務室に大きな紙を持ったルーラが訪ねてきた。

「カイン様、これを見てください。私、頑張りました！」

　胸を張って言うルーラの持ってきた紙に視線を落とす。

　そこには街全体の計画図が描かれていた。

　綺麗に区画整理された街並み、所々には公園などが描かれており、カインも思わず感嘆の声を上げるほどの出来栄えだった。

　商業区など全て綺麗に区画整理され、中には小さな商会でも入れるようにショッピングモールのような建物まで描かれている。住民が住む場所もいくつかに分かれており、考えただけでも頬が緩んでいく。

「私の理想の都市計画です。日本であった時から考えていた理想の都市です！　これをやりましょう」

　熱心に説明するルーラにカインも感銘は受けるが、さすがにこれはやり過ぎではないのかと思った。

　しかもこの通りに作るなら莫大な資金が必要であり、全部をやるには人手も足りない。

「きっと大丈夫です。カイン様の莫大な魔力があれば！　内装についてだけ人に任せていけば、そこまで費用はかかりませんし、住民もどんどん増えて税収ももっと増えるはずです」

「よし！　やろう！」

「ありがとうございます！」

　将来的な事を考えたら、街にとってもいい事ではある。

　二人はアレクを説得し、決行される事になった。

　しかし、何年もかけて造る計画だったが、カインとルーラの悪ノリが限度を超えて、数カ月で街を作り上げてしまったのだ。

　街の住民の説得については、アレクに丸投げし、今より綺麗な店舗や住宅にすると説明していき納得してもらった。

　冒険者が多い街だった事から、ギルドマスターのリキセツも賛同し、反対する者はほぼ皆無であった。

　しかし、広がった街、そして中央奥に大きく空いたスペースがあった。

「ルーラ、ここのスペースは？」

　カインの言葉にルーラは「待ってました」と言わんばかりに笑みを浮かべた。

「ここには、城を建てましょう！　カイン様の城です。将来、王女様をお迎えするのですから、それくらいは必要かと」

「…………城？」

「えぇ、城です。他に何か？　流石に城を先に建てたら住民から苦情がくるかもしれません。だから街を先行したのです」

　それから、カインとルーラはどんな城を建てたいか話を進めていく。

「やはり、ヨーロッパにあるような城がいいですね。私も海外旅行に行った時に見ましたが、それは感動しましたよ」

　ルーラの言葉にカインの脳内でも想像が膨らんでいく。

（城なら世界事典ワールドディクショナリーがあれば出来るか。ここまできたのなら……）

　そして、カインの無限の魔力とルーラの意欲が、自重知らずの城が出来上がった。

　外側だけ先に創り上げ、細かい内装は専門の人を入れることになった。

　もちろん、この出来上がった城を見上げて、アレクに二人とも説教されたのは言うまでもない。
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「カイン様……あれほど、お父様から自重をしろと言われてませんでした……か？」

　引きつった表情をするテレスティアにカインは頬を搔く。

「いや……ちょっと楽しくなっちゃってつい……」

「〝つい〟で城を建てたなんて……そんな人はいません!!」

「まぁまぁ、テレス、そんなに言わないでも。結婚したらここに住むんだからいいんじゃない？」

　シルクの言葉にテレスティアは怒っていた表情が一気に変わっていく。

　照れたような表情になり、頬は紅く染まる。この城で生活しているところを妄想しているのであろう。

「ゴホン……よろしいでしょうか」

　城の前に並んでいたアレクから声が掛かった。

「ようこそ、ドリントルへ。代官をしている、アレク・フォン・シルフォードです。今日は屋敷城に部屋を用意しております。一泊だけですが、ごゆるりとお寛ぎください」

　キリッとして挨拶をするアレクが一礼すると、唖然としていた教師や生徒が、その声にハッとする。

　そして女生徒はアレクの顔を見て思わず頬を紅く染める。

「どうぞこちらへ」

　冒険者たちは別に宿が用意されており、そこで分かれる事になった。

　もちろんクロードから「カイン、国でも興すのか？」とからかわれ、またリナから頭を叩かれたのは言うまでもない。

　従者の先導で教師と生徒たちは屋敷の中へと案内される。

　ホールは吹き抜けとなっており、天井は一面に絵が描かれている。初めて見た生徒たちからは感激の声を上げた。

　カインは三人からの冷たい視線を浴びながらも、案内するシルビアの後についていく。

「お手伝いで王都からドリントルに来ましたが、この城にはびっくりしましたよ」

（城って言うなよ……。ますます疑惑が深まるだろ）

　カインは苦笑いしながら、三人の部屋へと案内していく。

「カイン様は奥の部屋ですね。後、皆さまはこちらの部屋になります」

　カインの部屋からいくつか空いて三人の部屋を指示する。

「ここからの部屋はどうなっているのでしょう」

　疑問に思ったテレスティアが聞くと、シルビアは笑みを浮かべながら答えた。

「ここはですね……カイン様の奥様の部屋になりますので、それまでは誰も泊める事はございません」

「?!　……そんな、私たちの部屋まで用意してあるなんて……見てみたい……です」

「王女殿下もシルク様も将来カイン様に嫁ぐことになっておりますし、覗くだけなら問題はありません。ご覧になりますか？　流石にまだお泊めすることはできませんが……」

「「見たいですっ!!」」

　シルビアの言葉に二人が食いついた。

　部屋の鍵を開け、中へ案内すると大きなベッドが置かれ、化粧台、ソファーまでが置かれている。

　各部屋にトイレと洗面台もあり、三人は目を輝かせる。

「すごいっ！　こんな豪華な部屋に……うふふ」

「カインくん、ありがとう！　これなら直ぐにでも嫁ぎたいくらいだよ」

　二人は満足そうな顔をする。しかし、その中で一人だけは唇を嚙みしめる。

（ずるい……。私の方が早くカインと知り合ったのに……。バイサスの血がこの時だけは恨めしいわ）

　表情には見せないが、リルターナは二人が羨ましいと感じていた。

　そんな事は誰も気づかず、シルビアの案内は続いていく。

「これが奥様用の部屋になります。あと、奥はカイン様の部屋があるだけです」

「「そこも見たいですっ!!」」

　シルビアはカインに視線を送る。仕方ないと思い、カインは渋々ながら頷いた。

　両開きとなっている重厚なドアを開けると、そこは応接セット、執務用の机が置かれて、さらに奥には──十人ほどが一緒に眠れる大きさのベッドが置かれていた。

　カインもやり過ぎだと思っていたが、ルーラが「これくらい普通です！」と、一番張り切って仕上げていったのだ。

　たしかに快適ではあったが、ここまで大きいと一人で寝るのには寂しいと感じてしまうほどであった。

「……す、すごい……。お父様の部屋より豪華かもしれない……」

「ここで将来……」

　二人とも将来の様子を脳裏に浮かべ頬を染めた。

　そこにリルターナから予想外の言葉が出た。

「カイン、奥様用の部屋が随分あるんですね？」

　その言葉にテレスティアとシルクの二人が固まり、妄想から現実に引き戻された。

　二人は廊下に並んでいる扉の数を数え始める。

　確かに廊下の両側には部屋が十程度確保されていた。

　そして二人の視線はカインに集中する。

「か、カイン様……もしかして……これだけの数を娶るつもり……なのでしょうか？」

「カインくん、さすがに十人とかは許容できないよ？」

　冷たい視線で二人はカインに詰め寄っていく。

「これだけあるなら、もしかしたら私も──」

　二人の後ろで誰にも聞こえないような声で呟くリルターナが笑みを浮かべ頬を染めた。




　説教の終わったカインたちは夕食の時間となり、生徒たちを含めホールに集まった。

　そして、全員揃ってから食事をする場所へと従者が案内をする。

　扉を開けると──。

　一列に並んだ料理が多数並び、丸いテーブルを囲むように椅子が配置されている。

　前世の知識を活かしたルーラの意見であろう、ビュッフェスタイルになっていた。確かに若い生徒たちにとっては好きな物を取り分けられ、満足できる。

　サラダから肉料理、デザートまで色とりどりの料理が並んでいる。

「──すごい……」

「本当……どれも美味しそう」

　従者が入室した生徒や教師をテーブルに案内する。

　カインと同じテーブルには、やはりテレスティア、シルク、リルターナが同じ席となった。

　そして、全員が座った事を確認すると、従者が食前のドリンクを配っていく。そしてアレクが立ち上がった。

「皆さん、ようこそドリントルへ。領主も一応おりますが、今日は一生徒として考えていただければと思います。皆さんも驚いたと思われたでしょうが、皆さんが好きな料理を取れるようにこのようなスタイルにしております。ご自分で食べたい物をお好きなように取っていただければと思います。それでは乾杯」

「「「「「「「「「「「「「乾杯!!」」」」」」」」」」」」」」

　生徒たちには果実ジュース、教師たちにはワインが配られている。

　しかも王都でも貴重で、入手は予約待ちと言われているガラス細工のグラスが並べられ、一つ一つの食器も洗練された物である。

　平民もいるが、大手の商会の子息などであり、今回参加した生徒たちの殆どは貴族の子息である。

　乾杯して飲んだドリンクよりも、そのグラスに見惚れている令嬢も多かった。

　そして、生徒たちは並べられた色とりどりの料理を見て、思うがまま皿に載せて自分のテーブルに持ち帰る。

　カインも皆を促し一緒に好きな物を取り分けていく。

「本当にどれも美味しそうで悩んでしまいますわ……」

「本当だね、こんなに食事が並ぶなんて王城のパーティーくらいじゃない？」

「帝国でもこのような食事スタイルはなかったので初めてです」

　テレスティアたち三人も楽しそうに好きな料理を取り分けてもらう。

　料理の後ろにはメイドが待機しており、欲しい物を告げると綺麗に取り分けてくれるのだ。

「美味しい……出来立てのように温かいし」

　他のテーブルからも「美味しい」との声が上がる。

　教師たちも出されたワインに舌鼓を打ち、気持ちよく食事を楽しんでいる。

　メイドたちも目を配っており、食べ終わって再度料理を貰いにいく間に空いた皿を下げていく。

　カインがふと目をやると、ローラも皿を下げるなどの仕事をしており、思わず頬を緩ませる。

　食事と会話を楽しんでいたが、女生徒たちが一番喜んでいたのはデザートであった。

　ケーキとフルーツが多岐にわたり並べられていた。ひとつひとつは小さくカットされ一口サイズに切り分けられている。

（ルーラの入れ知恵だな……僕ならこんなに出せないし）

　カインは隅で待機しているルーラと視線が合うと、それに気づいてかにこりと笑みを浮かべた。

　しかもこっそりと親指を立てて「どうよ？」と言っているようだった。

　思わずカインは苦笑するが、テレスティアたちも喜んでいる様子なので軽く頷いた。




　食事も済み、教師から次の日の説明が終わると、アレクから浴場についての説明がされ、男女に分かれメイドが案内していく。

　そして浴場でも驚きの声が上がる。

　カインとルーラの前世の趣向が取り入れられた浴場である。

　半端な物ではなかった。切りそろえられたタイルが敷かれ、広々とした洗い場、大人数が同時に入れる大きな湯船と、いくつかの小さい湯船、そして露天風呂まで用意されている。

　それを最初見たときは、アレクから「本当に……頼むから自重してくれ」と言われた程だったが、日本人としての記憶がある二人としては妥協できるものではなかった。

　湯船に浸かった後は、各自自由となっており、充てがわれた部屋でゆっくりする生徒や、早々に床につく者など、皆好きにしている。

　教師たちはまだ飲み足りないようで、アレクが対応をして別室で飲み直す事になっていた。

　アレクも学園の卒業生であり、今回同行した教師にも知り合いがいたことで、昔話に花を咲かせていた。

　そしてカインの寝室でテレスティアたち三人も寛いでいる。

　ダルメシアが紅茶を用意し、「ごゆっくりとお寛ぎください」と言い部屋を退出する。

「まさか、研修の最初からこんな事になるなんて、先が思いやられるわ」

「本当だよね。去年までは宿だって言ってたし。まさか城に泊まるなんて……ね？」

「まさか、城まで建てているなんて誰も思わないよね……」

「本当は宿の予定だったんだよ。こんな事になるなんて僕も知らなかったし……」

　宿に泊まる予定とアレクから聞かされていたが、カインもまさかこんな歓待を用意しているとは思ってもいなかった。

　ため息をつき紅茶を口にする。

「もう、卒業したらすぐにでも結婚式をあげて、ここに移り住みたいですわ……ねえカイン様？」

「うん、ここに住むなら卒業したら直ぐにでもいいよ」

　陽気に言うテレスティアとシルクだが、リルターナの顔色は少し暗い。

「……一番先に知り合ったのは私なのに……」

　小声で言うリルターナであったが、カインの耳には届いていた。

「リル、どうしたの？　具合が悪い？　顔色が少し暗いけど……」

　カインの言葉にリルターナはネックレスの石を握りしめ首を横に振る

　しかし握りしめているネックレスの石に気づき、シルクが声をかける。

「そういえば、リル、いつもその可愛いネックレスしてるよね。お風呂でも外さなかったくらい大事にしてるんだね。ちょっと見せてよ」

「こ、これは……」

　握りしめていた手を緩めると、髪の色と似合っている蒼色の石が見える。

「綺麗な石……いつもしているから大事にしているんだね」

「……うん」

「もしかして……リルの好きな人から貰ったとか？」

　シルクの何気ない言葉に、リルターナの顔は一気に紅く染まっていく。その様子にテレスティアもシルクも食いついた。

「リル、そんな人がいたのですね」

「ねぇねぇ、どんな人なの？　教えてよ」

　リルターナは、最初嫌々であったが、貰った時の事を少しずつ話し出す。

　とある街に視察に行った時に、市場でばったり少年と知り合った事。そしてその時にお互いのネックレスを選びあった事。

　話が進むにつれ、盛り上がるテレスティアとシルクを他所に、カインは顔を引きつらせていく。

（なんか聞き覚えが……、しかもあのネックレス……何故か見覚えがある。どこでだろう……）

　ふとカインは自分がしているネックレスの石を掴む。

（あれ……もしかしてさっきの話って……）

　思わず自分のネックレスの石を見下ろす。そして自分の過去を思い出していく。

　記憶のピースが一つ一つ埋まっていく。

「そんな素敵な人と会ってたのね。それでそれで……その人とは……」

　盛り上がる二人と裏腹に、リルターナの顔色は一気に暗くなる。

　その顔色を察してか、二人はトーンダウンし「ごめん」と伝えた。

　そこにカインは、真剣な顔でリルターナに話しかけた。

「────リル、もしかして……ラメスタの市場で会った……あの時のリル……？」

　カインの言葉に、リルターナは真っ赤になった顔でカインを見つめ────無言で小さく頷いた。

　その様子にテレスティアとシルクは大きく目を見開き、そして視線はリルターナに向かう。

「リルとカイン様がお会いしたことがあると……。その事について──じっくりと聞かせていただけますか？」

　真剣な表情をしたテレスティアの言葉にカインは頷き、ぽつりぽつりと記憶を辿りながら話し始める。

「あれはまだ僕がグラシア領にいた時。一度、父上と一緒にラメスタの街に行ったことがあるんだ。その時に────」




　ラメスタの街は、バイサス帝国との輸出入の拠点となっており、珍しい物、そして姉のレイネ達家族へのお土産を探しにカインは護衛を連れて市場に赴いた。

　その時、屋台でネックレスを買う時に知り合った少女──リルの事を話していく。

　姉レイネのお土産を見ている時に、同じネックレスを買おうとした事。

　譲ってあげたら、代わりにカインのネックレスを選んでくれた事。

　商人の子供にしては、随分上等な服を着ており、可愛い女の子だな、と思っていた事。

　誰からか追われていたらしく、追手から逃げるように人波に紛れていなくなってしまった事。

　それからガルムの付き添いをしていて、市場に行くことは出来ず、再会することはなかった事。




「────そんな感じです……」

　説明を終えたカインは、少し冷めた紅茶に口をつけ、喉の渇きを潤す。

　リルターナはカインの説明の間、ずっと下を向いていた。

「────そうですか。わかりました。リル、あってる……？」

　テレスティアの言葉に、俯いたままのリルターナは少しだけ首を縦に振った。

　それを確認したテレスティアはシルクと視線を交わし互いに頷く。

「カイン様、今日はリルを含めて三人で話をしたいと思います。それで、できればこの大きなベッドをお借りできないでしょうか」

「…………え？」

　テレスティアの言葉にカインは気の抜けた返事をする。

「カインくん、テレスは今日、三人で同じ部屋で寝たいって言ってるの。流石に私たちの部屋じゃ、三人は狭いでしょ？　でも、あの大きなベッドなら、三人でも余裕だから、今日はこの部屋を貸して欲しいかなって……」

（修学旅行の女子会みたいなものか……）

　前世では、高校二年の秋に修学旅行が控えていたが、行くことは出来なかった。

　そんな事をカインは思い出しながら笑みを浮かべ頷いた。

「うん、構わないよ。執務机の書類には手を出さないでね。貴重な物も多いから」

　カインは紅茶を飲み切ると「違う部屋で寝るね」と伝え席を立つ。

「あ、そうだ、カインくん。そんな小さい時にリルの事を『可愛い子だ』って思っていたんだね？」

　シルクの言葉に、リルターナはピクっと身体を震わせ、耳まで紅く染まっていく。

　カインはやばいと思ったのか、「お休み！」と言って、大急ぎで部屋を出た。

　閉めた扉に寄り掛かり、カインは大きなため息をつく。

「──まさか、あの時の子がリルだったなんて……」

　カインは当時の事を思い出しながらため息をつきながら廊下を歩く。

　────自分が寝る部屋がなくなってしまったからだ。

「カイン様、こちらに部屋を用意しております」

　どこから現れたのか声の先に視線を送ると、ダルメシアが笑顔で立っていた。

「……ありがとう。もしかして聞いていた……？」

　ダルメシアは何も言わず笑みを浮かべ「こちらへどうぞ」とだけ言う。

　カインはダルメシアに連れられ、空いている客室で眠りにつくのであった。
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「カイン様、おはようございます」

「カインくんおはよー」

「……カイン、おはよう……」

　元気に挨拶するテレスティアとシルクの後ろで恥ずかしそうにするリルターナがいた。

「みんな、おはよう」

　すでに制服に着替えており、この後、朝食を食べ、ドリントルの街を出発することになっている。

　昨日の話の内容も気になるが、聞く訳にもいかず、カインは少し悶々としながらダイニングへと向かった。

　朝食は夕食と同じようにビュッフェ方式となっており、夕食とメニューは異なるが各自好きな物を取り食事をしている。

　カイン達四人も同じテーブルを囲み朝食をとる。

「あと一つ街を通ったらいよいよイルスティン共和国ですね。初めての他国なので楽しみですわ」

　リルターナはバイサス帝国から、エスフォート王国に来ているから経験があるが、カインを含めほとんどの者が初めての王国外に出ることになる。

　ドリントルの西門を出た後に北上し、もう一つの街〝テレンザ〟を通ってから、国の関所を通りイルスティン共和国へと向かう予定となっている。

　食事をすませた一向は、屋敷城を出ると、すでに馬車が用意され、騎士と冒険者が並んで待っていた。

　アレク、ダルメシアを含め使用人たちも見送りの為に一列に並んでいる。

　生徒たちは各自、馬車へと乗り込んでいく。

「それでは、お気をつけて」

　アレクの見送りの言葉に礼を言い、馬車は進み始めた。

　テレンザの街までは、ここから三日ほどの距離がある。

　途中に宿場町がない為、騎士や冒険者たちが天幕を張っていく。

「ドリントルが快適過ぎて、苦痛にすら感じます……」

　テレスティアの言葉に、シルクやリルターナは頷き、カインは苦笑する。

　学園で保管している魔法鞄マジッグバッグに、簡易ベッドなど収納されているが、ドリントルの寝室と比べれば仕方ないことだった。

　生徒たちも同じように考えており、小言が出ていたが、教師から「お前ら恵まれ過ぎていただけだ」と一喝されていた。

　そして、何事もなくテレンザに到着した。

　テレンザの街は、バルド・フォン・ラグナフ・テレンザ子爵が統治している。

　バルト子爵は、コルジーノ侯爵派であり、カインにとってはあまり関わりたくない相手でもあった。

　連なる馬車は、入り口で護衛が受付をし、街中へと進んでいく。

　カインは馬車の小窓から街並みを眺めるが、少し寂れているというイメージだった。

　商店もそこまで活気がなく、人通りも少ない。閉められている商店も見受けられる。

「ドリントルと比べると、少し寂しいね……」

　馬車の中でシルクが呟き、テレスティアやリルターナもそれに同調した。

　そして、馬車は領主邸前に着けられた。

　領主邸は二階建てで、すでに屋敷の従者たちが並んで待っていた。

　教師と生徒たちが馬車から降り、一列に並ぶ。

　壮年の領主と思われる男性の横には──コルジーノ侯爵がいた。

「よくいらっしゃいました。お疲れでしょう。部屋を用意しておりますからゆっくりと寛いでください」

　領主のバルド子爵ではなく、コルジーノ侯爵が我が物顔で挨拶をする。

　生徒たちは恐縮しつつも屋敷の中へ招かれ、従者の案内で部屋を振り分けられていく。

　テレスティア、シルク、リルターナは個室が割り当てられ、他の生徒は二人部屋、もしくは四人部屋となっていた。

　カインはもちろん──四人部屋だった。

（本当に権力に対してあからさまだな。あと、僕への嫌がらせか……）

　そんな事を思いつつも、同室になった同性のクラスメイト達と会話を楽しみつつ、夕食の時間を迎える。

　夕食はいくつかのテーブルが配置され、そこに数名が座るようになっていた。

　テレスティア、シルク、リルターナはコルジーノ侯爵とバルド子爵と同じテーブルに案内され、カイン達は指定されたテーブルにつく。

　各自の前にドリンクが用意され、乾杯の挨拶となる。

　そして、またコルジーノ侯爵が立ち上がり、乾杯の挨拶となった。

「教師、生徒の皆さんようこそテレンザの街へ。今日一日ですが、ゆっくりとしてください。それでは乾杯」

「「「「「「「「「「「乾杯」」」」」」」」」」」

　食事が一皿ずつ配られ食事が始まった。

　この人数の量を用意したからか、料理は少し冷めていて、生徒達からも少し不満の声があがった。

「ドリントルと比べたらな……」

「たしかにそれは言えてる。部屋もみんな個室が用意されていたしな」

「そうそう、料理もここより美味かったし……」

　生徒たちからも小声ながら、そんな声が上がる。

　もちろん、コルジーノ侯爵やバルト子爵には聞こえないように話していた。

「王女殿下、シルク嬢、皇女殿下、今日は精一杯ご歓待させていただきます」

　コルジーノ侯爵は笑顔で言うが、やはり三人も他の生徒たちと同意見ながら、貴族の嗜みとして口に出すことはしない。

「コルジーノ侯爵、バルド子爵、歓待ありがとうございます。今日、馬車から街並みを拝見いたしましたが、少し寂れて……、いえ、活気があまりないように感じがしましたが、何かこの街で問題でも？」

　テレスティアの言葉に、コルジーノ侯爵、バルド子爵は顔を顰める。

「……やはり気付かれましたか。実は少しずつですが、街の人口が減っております。何処かの街が好き勝手している関係でね……」

　コルジーノ侯爵は忌々しい視線を、違うテーブルで食事しているカインへと送った。

　テレスティアも理由は十分すぎるほど理解できていたので、あえて口に出すことはしない。

「……そうですか。それはご苦労を」

「痛み入ります。王国からこの街を預けられているのに申し訳ない」

　バルド子爵も軽く頭を下げる。

「いえ、十分によく治められていると思います。治政は私にも詳しくはわかりませんが、簡単なものではないでしょう」

「確かに色々なしがらみはありますな……」

「そこはわしが見ておりますからの。大船に乗ったつもりでいていただいて大丈夫でしょう」

　バルド子爵の言葉にコルジーノ侯爵もニヤニヤと笑みを浮かべ同調する。

　そして食事が終わり、各自が部屋へと戻っていく。




　応接室ではワイングラスを片手にコルジーノ侯爵とバルド子爵が向かい合っている。

「で、準備の方は問題ないか？」

「えぇ、人数は集めております。あちらともすでに話を済ませております。……それにしても本当に──やるのですか？」

「当たり前じゃ。あのシルフォード伯爵クソガキのせいで、どれだけわしが苦労してると思ってるのだ。国王、公爵、宰相はあのガキの事を目にかけすぎている」

　カインによって王都の闇ギルドが壊滅し人身売買での儲けがなくなり、さらには王国に納めた罰金、そして屋敷の損壊だ。

　自分の派閥である下級貴族たちも、カインの治めるドリントルが発展し、人口の流出に歯止めが効かない状態であった。

　街からあがる税収も減り、コルジーノ侯爵の懐に入る金も実質的に減っていた。

　いくら上級貴族の侯爵家といえ、こうも自分の財布にダメージを与えるカインは目の上のたんこぶである。

　今まで間接的に引きずり落とそうとしたことはあったが、全て失敗に終わっていた。

　すでに我慢の限界であり、今回の件で実質的な排除を計画した。

　コルジーノ侯爵はワインを口に含み、自分の立てた完璧な計画に満足し、笑みを浮かべるのであった。
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　翌日、生徒たちは馬車へと乗り込みテレンザの街を出発した。

　この後、三日ほど掛け国境を抜け、イルスティン共和国に入る予定である。

　最初に向かう場所は貿易を主にしている街であり、この街から、エスフォート王国、バイサス帝国などに輸出入が行われている。

　馬車は何事もなく、入国し三日後、イルスティン共和国の最初の街、ガザールへと到着した。

　先頭を進む護衛が受付を行い、生徒たちはスルーである。

　そして馬車は夕刻前に宿泊する宿へと到着した。

「この街で明日から二日ほど見学を行う。夕食の後、早く寝るようにするんだぞ。明日はこの国の学園の生徒とパーティーがある予定だ」

　教師の言葉に生徒たちは返事をし、振り分けられた部屋へと案内される。

　他国なだけあり、今回は、貴族、平民問わず部屋は二人部屋となっていた。

　食事を済ませ、次の日のために早々と生徒たちはベッドへと入っていく。

　カインはまだ眠気はなかったが、一人で宿を抜け出す訳にもいかず、諦めて眠りについた。




　次の日。

　午前中から市場などを回っていく。店頭に並べられている商品は他国から取り寄せられた物も多い。

　珍しい物などを見ながら街を歩き、そして見学をする予定のギルガッド学園へと到着した。

　学園では合同で授業を受ける事になっていた。

　案内された教室は、五十人程が入れる部屋で、片隅に二十人ほどの空席がある。

　生徒は三十人程度であろうか、男女半々ほどおり、カイン達は案内されるまま、その席へとついた。

「おぉ……美人が何人もいるぞ」

「あの人格好いい……」

　ギルガッド学園側からの生徒からも、そんな声が上がる。

「ハイハイ、みんな静かに。今日はエスフォート王国から生徒たちが見学に来てますからね。しかもっ！　王国で一番レベルが高い王立学園のＳクラスの生徒さん達です。ちゃんと勉強しましょうね」

「「「「「はーい」」」」」」

「それでは授業を開始します。では────」

　授業の内容は王国と変わらなかったが、イルスティン共和国の仕組みについても触れられることが多々あった。

　それぞれの街が独立した国となっていたのが起源で、各街同士で貿易をしていたが、それぞれの街の良い所を共有しようという事になり、現在の体制となっている。

　議会制を採用しており、各街に代表議員がおり、最高権限の議長は各街の議員が持ち回りで行われていた。




　南のガザールは貿易を。

　北のリボルームは傭兵を。

　東のバルザーナは工芸を。

　西のティレーゼは農業を。

　そして中央に議会の街、タンバールがあった。

　このイルスティン共和国は、衛兵以外の兵士を持たず、全てリボルームからの傭兵で賄われている。

　各街から補助金をリボルームに出し、そしてリボルームからは傭兵を派遣し助け合う関係であった。




「────それでは今日の授業は終わりです。これから歓迎会がありますから、生徒の皆はホールに移動してください」

　終了のチャイムがなり、教師から今後の説明がされ、カイン達エスフォート王国生徒一行は、教師と共に大きなホールに案内される。

　体育館程度の大きさがあり、すでに数十人の生徒たちがいた。

　テーブルがいくつも配置され、立食パーティーの用意がされており、カイン達も指示されたテーブルに四人ずつに分かれていく。

　もちろん、カインの周りにはテレスティア、シルク、リルターナである。

　同じ教室にいた生徒たちもいくつかのテーブルに分かれ、配られたドリンクを受け取った。

　準備が出来たところで、壮年の男性が前のステージに立った。

「ようこそ、エスフォート王国の生徒の皆さん。私はこの学園長をしている、バルガ・ランデムです。長旅でお疲れだろうが、今日は歓迎の準備をさせていただいた。当学園の生徒たちとも交流ができたらと思う。それでは乾杯！」

「「「「「「「「「「乾杯!!」」」」」」」」」」」

　生徒たちは金属製のグラスを掲げ、乾杯をすると生徒たちは、テーブルに置かれている料理に手をつけていく。

「カイン様、このサンドウィッチも美味しいですよ」

　さすが王女ともいうべきか、少しずつ口へと運んでいく。カインも同じように一つ取り口へと運ぶ。

「うん、美味しいね」

　そんな話をしていたが、周りからの視線がカイン達のテーブルに集まっている。

　ゾロゾロと生徒たちがカイン達の周りに集まって来た。

　そしてその中で一人の美少年が一歩前に出て声をかけた。赤い髪を靡かせ、クールに笑う。

「失礼、美しいお嬢様方、僕はこの街の代議員の嫡男で、ラルフ・バンテーガと言います。お名前をお伺いしても？」

　集まって来た生徒たちの視線は、カインではなく同じテーブルにいるテレスティアたちに集まっていた。

（確かにテレスティア達を見たら三人とも美少女だもんな……）

　カインも三人の周りに十人以上集まっていく生徒たちを見て苦笑する。

「テレスティア・テラ・エスフォートですわ」

「シルク・フォン・サンタナです」

「リルターナ・ヴァン・バイサスです」

　三人がそれぞれ自己紹介をすると、生徒たちから盛大な歓声があがる。

「おい、王女様と皇女様だぞ。しかももう一人もサンタナ家なら公爵家だ」

「まじかっ……、全員逆玉じゃねーか」

　そんな声が生徒たちから上がる。

「おぉ、王女殿下に、皇女殿下、そして公爵令嬢であらせられましたか。宜しければこの後もまたお話しができましたら……」

　自信満々に言うラルフであったが、テレスティアが首を横に振る。

「残念ですわ。明日にはもう街を出てしまいますので」

「それでは、ご連絡を。手紙をお送りしますので受け取っていただけますか？」

「……残念ですが、もう──婚約者がおりますので」

「そう、私も婚約者がいます」

　テレスティアとシルクの言葉に、ラルフはむぐぐと唸るが、未だに諦めてはいないようだった。

「その、婚約者はどんな方なのですかっ!?　もしかして……政略結婚では!?」

　引き下がらないラルフに、テレスティアとシルクはカインの両側につき腕を絡めていく。

　カインは「えっ!?」と思ったが、すでに遅い。

「このカイン様が婚約者ですわ」

「そうそう。カインくんが相手なのでごめんなさい」

　男たちの嫉妬の目が一気にカインに集まったのだった。




　男たちの嫉妬の視線をカインは受け、顔を引き攣らせる。

「ふ、二人ともだと……。も、もしかして、リルターナ皇女殿下も……!?」

　その言葉に、無言でリルターナは頬を染めカインに視線を送る。

「な、何だと……」

「あの美少女三人をだと……」

「許せないだろ……」

「燃えちまえ」

「禿げろ、畜生」

　生徒たちから恨めしい視線の中、ラルフは敵視しながらも、カインの前に来て挨拶をする。

「良ければ名前を聞かせていただいても……？」

「カイン、カイン・フォン・シルフォードです」

　制服を着ているカインであったが、動きはやはり貴族なだけあり洗練されている。

　しかし、それで簡単に諦められる程、ラルフはまっすぐな性格ではなかったが、この場では引き下がるしかなかった。事前に貴族に関しては知らされており、その中にはシルフォードの名前も記されている。もちろん、『伯爵家』として。平民ならばどうにでもなるが、貴族の子息ならば蔑ないがしろにできるはずもないからであった。

「そうですか……。わかりました」

　悔しそうにしながらラルフは生徒たちの中に消えていくと、他の生徒たちも諦めたのか、他のテーブルに散っていった。

　カイン達四人はホッとし、また四人で軽食を摘み始めた。

　しかし、今度はターゲットが──カインになった。

「あの……。良ければ少し私たちともお話ししませんか……？」

　振り向くと今度はギルガッド学園の制服を着た少女が五人ほどカインに集まってくる。

　イルスティン共和国も一夫多妻制である。ラルフは婚約者がいると聞いて引き下がったが、少女たちは当てはまらない。

　王女や公爵令嬢の婚約者ということは、エスフォート王国でも上級貴族の子息であると推測はすぐにできる。

　もし、気に入ってもらえれば、側室だとしても将来は安泰であると少女たちも理解していた。

「えっ……、僕と!?」

　頷く少女たちを見るが、テレスティア達三人には及ばないがそこそこの美少女である。

　思わず「いいよ」と言いそうになったが、後ろから殺気を感じ、思わず振り向くと──。

　そこには──笑顔であるが、目は全く笑っていないテレスティアとシルクがいた。

　まずいと思ったカインは、すぐに前を向き、後ろにいる二人に気にしながら返事を返す。

「良ければ……みんなで一緒に話さないかな？　テレスもシルクもみんなと話したいと思うし」

　カインにとってはそれが振り絞ってなんとか出した答えだった。

　少女たちも王女や皇女などと話す機会など皆無である。喜んで頷き、同じテーブルを囲んで雑談に花を咲かせたのだった。




　歓迎会も終わり、解散となったカインたちは午後から自由時間となった。

　テレスティアたち三人は買い物に行くことになり、カインは同行しようかと思っていたが。

「たまには私たちだけで行くのもいいかなと。えっと……そ、そう！　カインくんに見せられない物を買う予定だし。お洋服だけじゃなく……えっと……」

「そうですわ……さすがに恥ずかしいので……」

　ガザールは貿易の街であり、各国からの輸出入の場となっている。

　宿から学園まで向かう間にも色々な店があり、目を引く商品も多かったのだ。

「うん、わかったよ。僕もちょっと街を見てくるね」

　カインは宿を出て、街を散策する。雑貨店などを見たが、バルザーナから取り寄せた民族工芸や、他国から輸入された商品も並んでいた。

「あ、リバーシもあるんだ……」

　カインは呟くと、後ろから店員に声を掛けられる。

「おぉ、その商品はリバーシといって、エスフォート王国から取り寄せられた遊戯商品です。お一つどうですか？」

　カインはまさか自分が考案者です、とも言えず苦笑しながら首を横に振る。

　店を出て、街を歩くが、ふと視線を感じた。

（うん？　尾行されている……？）

　一度立ち止まり、振り返ると視線は散っていく。

（まぁいいか……）

　カインは街を歩くと、見慣れた看板を見つけた。盾に剣をクロスさせた看板、冒険者ギルドである。

（どんな依頼があるんだろ……さすがに依頼を受けるにもいかないけど……）

　扉を開け中へ入ると、視線が一瞬だけ集まるが、カインは制服を着ており、まだ幼い冒険者が来ただけだろうとすぐに視線は散っていく。

　依頼票を眺めていると、魔物駆除や素材採集もあるが、やはり護衛の依頼が多かった。近くの街の場合は低ランクでも受けられる。

　危険が伴う場所を通る場合はＣランクからとなっていた。

　カインが依頼を眺めていると、後ろから声が掛かる。

「ガキ、邪魔だ、どけっ」

　振り向くとそこには冒険者が四人いた。全員が二十代中頃だろうか、剣士二人に盗賊、あとは魔法使いであろう。

「あ、すみません……」

　機嫌の悪い冒険者に対して、カインはそっと横に避ける。冒険者たちはそのまま貼られている依頼を吟味していく。

　依頼を見ることができたカインは満足し、そのままギルドを後にした。

（やっぱりつけられてる……）

　そう感じたカインは後ろからの視線を感じながらも、不自然にならないように路地へと入っていく。

　探査サーチで探りながら進んでいくと、人気のない路地だからだろうか、隠れるつもりもないのか、五人の男が姿を現した。

「──何か用ですか……？」

　男たちはカインの言葉ににやりと笑う。全員が冒険者なのであろう。皮の鎧を着て、腰から剣をぶら下げている。

「いやぁ、ちょっと質のいい服を着たガキがいるから、お小遣いでももらおうと思ってな……。学生がこんなところにいたら……な？」

「そうそう。俺たち依頼を失敗してよぉ。少し恵んでくれないかな？」

　男たちはニヤニヤと笑う。

「それなら、自分のレベルにあった依頼でも受けたらどうでしょう？　こんな事をしたらギルド証剥奪の上、犯罪奴隷行きですよ？　僕も冒険者なのでそれくらいはわかっています」

　カインの言葉に少し呆気にとられた冒険者であったが、正論過ぎて大笑いを始めた。

「お前も冒険者か……。まぁ冒険者ギルドなんぞ、手を回せば何とでもなるし……な」

　言葉と同時に、一人の男がカインに殴りかかっていく。右の拳が向かっていくがカインが一歩横にずれ左手を添えて相手の体を横に逸らす。

　呆れたカインはフゥとため息を一つ吐いた。

「言っても駄目ですか……」

　男たちは躱されると思っておらず、少し驚きながらも警戒を強めていく。

　カインを囲むように広がり、そのうち二人は剣を抜いた。

「あっ……剣抜いたら、もう終わりですよ？　弁明の余地もなくなりますし」

　冒険者同士で剣を抜いたら、──殺し合いを意味する。

　それは規約では明記されていないが、冒険者たちの中では暗黙の了解である。

　カインを襲った男たちにとっては、ただの脅しのつもりかもしれないが、抜いてしまったら何をされても仕方ない。

「ふんっ、殺しはしねーよ。腕の一本は……もらうかもしれんがな」

　カインを囲む五人にとってみたら、ただの遊びかもしれないが、自分たちが囲んでいる少年が、まさか化け物だとは知る由もない。

　一瞬にしてカインが動き、腹に一撃いれ、一人の意識を刈り取る。そしてもう一人は足首に蹴りを入れ、骨を砕く。

　剣を抜いていた二人は戦線離脱となった。

「──残り三人ですね？」

　カインの言葉と予想外の出来事に男たちは固まる。

　ちょっとした遊びのつもりが虎の尻尾、いや……ドラゴンの尻尾を踏んだのである。

「────失敗したな。くだらない依頼を受けなければよかったよ……」

　リーダー格と思われる男はため息をつきながら剣を抜く。

　しかしカインはその小さな声を聞き逃さなかった。

「──依頼？　僕を襲うのが……？　それなら……余計に依頼主を吐いてもらわないといけませんね」

　カインの殺気が一気に広がっていくと、男たちが震えはじめる。

「ば、化け物かよ……畜生……」

　その言葉を最後に残った三人は一瞬にしてカインによって意識を刈り取られた。

　カインの周りで転がっている五人を見下ろし、どうしようか悩む。

　全員をロープで縛ってギルドに連れていく事はできるが、いくら近いとはいえ、目立つに違いない。

　そう思っていた時、路地に新たに四人が現れた。

「おう、殺気を感じて来てみたら面白い事になってるな……ってお前、あのギルドにいたガキじゃねーか」

　路地に新しく現れた男たちは、カインがギルドで「どけ」と言われた冒険者であった。

「見慣れない服着てるな。……違う国のもんか。──それにしても」

　現れた彼らは倒れている襲撃者達の顔を確認していく。

「こいつらって……確かＣランクの奴らじゃなかったか？」

「見たことあるな。まぁギルドに連れて行けばわかるだろ？」

「それもそうだな」

　彼らはカインを余所に話を始めた。

「……あの、こいつらは？　知っているんですか？」

　問いかけるカインに、一人が頷いた。

「確かに見たことはあるな。直接は知らん……。それにしても、Ｃランク相手に完勝とは、小さい割りにやるのな、お前。えっと……」

「あ、カインです」

「カインだな。こいつら運ぶだろ？　それくらい手伝ってやるよ。今日はまともな依頼なかったしな。お前じゃ五人を運べないだろ……その代わり、酒場で奢れよ？」

　先ほどまでの不機嫌さが嘘の様に、男は無邪気な笑みを浮かべた。

「あの……名前を聞いても？」

「あ、確かにそうだな。俺はネイルだ。コイツらはリッグ、ジル、ブランだ」

　全員が紹介された時に頷く。

「よし、コイツらギルドに運んだらそのまま酒場だっ！　カイン、お前も一人持っていけよ？　コイツら相手に楽勝だったら問題ないだろ」

「あっ、はい。確かに……」

「よし、行くぞっ」

　剣士の男──ネイルが意識のない一人を担ぎ、その後、全員が一人ずつ肩に担いでいく。

　カインは、リーダー格だった男の片足を持ち、──そのまま引きずった。

　許すつもりもないカインとしては、問題ないと感じていた。

「うわっ……痛そうだな」

　ネイルは引きずられている襲撃者を見て痛そうな表情をするが、気にせずにカインは歩く。

　冒険者たちとカイン、肩に背負っている襲撃者に住民の視線がいくが、その後をカインが引きずっている男を見て更に目を見開く。

　そんな視線を浴びながらも街中を歩きギルドへと辿り着いた。

　ネイル達は特に気にした様子もなく、ズカズカと中へ入り、空いたスペースに担いでいた襲撃者を転がした。

　転がした男たちを見てギルドの受付嬢がすぐにカウンターより出てくる。

「ネイルさんっ!?　これは一体!?　……しかも、この人たち、バンザさん達じゃないですか!?」

「詳しい事はそこの坊主、──カインに聞けばわかる」

　ネイルの言葉にカインに視線が集まった。

　受付嬢はカインに疑惑の視線を送り尋ねた。

「君がやったのかな？　ちょっと話を聞かせてくれるかな？　ネイルさんも出来れば一緒に説明を聞いて欲しいのですが……」

「面倒だけど仕方ねぇか……。俺が出るからリッグ達は酒場で席取っておいてくれ」

「あぁ、わかった。先にやってるぜ？」

「ったく。仕方ねぇ。早くやっちまおうぜ。とりあえずそいつらぶち込んでおけよ？」

　受付嬢は奥で職員に伝えると、数人が出てきて転がっている男たちを運んでいく。

　理由がはっきりするまでは、地下にある留置所で一度預かる事になった。

　カイン達は受付嬢に連れられて、個室に案内された。

　カインとネイルが隣同士で座り、対面には受付嬢と、あと一人三十代の男性が座る。

「まずは自己紹介だな。私はこの街のサブギルドマスターをしている、フォルトと言う。隣に座っているのはカエラだ」

「カエラです。よろしくお願いします」

　カインは頷くと自己紹介をする。

「カインです。エスフォート王国の学生で、今回、研修でこの国に来ています」

「Ｂランクのネイルだ」

　全員の自己紹介が終わると、フォルトが口を開く。

「それで、最初から説明してくれるか？」

「はい、実は────」

　この冒険者ギルドを出てから、つけられていて路地に入ったら襲われたこと。

　返り討ちにしたところに、ネイルが現れてギルドまで運ぶのを手伝ってもらったことを説明した。

「──わかった。ネイル、間違っていないか？」

「あぁ、カインの言ったことであってる。まぁその前の事は知らないけどな」

「あと、あの襲撃者達は〝依頼〟だと言っていたんですが……」

　カインの言葉に二人の表情は固まる。

「──そうか、カエラ。あいつらが誰と繋がっているか調べてもらえるか？」

「わかりました。すぐに調べるようにします」

「うむ、頼む。それにしてもバンザ達は仮にもＣランクだ。君一人で返り討ちに出来るほどの実力の持ち主には見えんが……。確か、冒険者登録をしていると言っていたね。カードを提示してもらえるかい？」

　その言葉にカインの表情は固まった。

　確かにギルドカードを出せば実力的に問題ないと、すぐに理解してもらえるだろう。

　しかし、隣にネイルも座っていることに戸惑いを見せる。

　カインは余りおおっぴらにはしたくはなかったが、仕方ないとため息を吐いた。

「……この部屋の中だけにしてもらっていいですか……？」

　カインの言葉にフォルトとカエラは不思議そうに首を傾げる。

「基本的に職員は守秘義務を課している。問題ないはずだ。ネイルよ、お主もそれでいいな？」

「あぁ、わかったよ」

　カインはため息を一つ吐き、ギルドカードをテーブルの上に置いた。

　そのギルドカードを見て、カイン以外の全員が目を大きく見開いた。

「え、Ｓランクだとっ!?　これは本当かっ!?」

　フォルトはなんとか言葉を絞り出すが、カエラとネイルは絶句だった。

「……カイン、マジかよっ!?　Ｓランクだとっ!?」

「私、初めてＳランクの冒険者と会いました……」

　フォルトはギルドカードをまじまじと確認した後、テーブルに戻す。

「確かにＳランクで間違いない。これなら五人を返り討ちにしたのは不思議ではないな。それにしてもバンザ達も馬鹿な事をしたもんだ。知らないとは言え、Ｓランクを襲うなんて一人でドラゴンに挑むようなモノだしな」

「Ｓランクは〝天災〟と同じだと私も聞いた事あります。こんなに見た目可愛いのに……」

「あっはっはっ。バンザも馬鹿だな。まぁ命があっただけいいか」

　その後も今後の対応について話し合い、バンザ達に誰が依頼をしたのかを吐かせるのは、ギルドが責任を持ってすることになった。

　カインはお任せして、ネイルと共に個室を後にした。

「カイン、他のやつには一応黙っておく。面倒な事になりそうだからな」

「その方が助かります。色々とあるので……」

「その歳でＳランクならあるよな……」

　二人で酒場に向かうと、リッグ達はすでに飲み始めていた。

「二人とも遅いから先にやってるぞー」

「待たせたな。カインは……流石にその格好じゃ飲めないか」

　カインは制服のままであり、飲むわけにもいかない。

　果実ジュースを頼んで席に座り、全員分の飲み物が行き届いたところでネイルが席を立つ。

「まぁ、色々あったけど面白い出会いに乾杯！」

「「「「乾杯！」」」」

　ジョッキを掲げ、ゴクゴクと流し込んでいく。カインも果実ジュースを味わいながら会話に入る。

「そうだ、ネイル。ギルドの方はどうだったんだ？」

「ん？　あぁ、それはギルドの方で調べていくことになった。俺らはもう用済みらしい」

「ふーん、そんなもんか」

「あぁ、そんなもんだ」

　ネイルはそのままジョッキをあおる。

　下手に話して興味を持たれるよりも、何も話さずギルドに丸投げしたと言えば、他のメンバーも納得してもらえるだろう。

　カインを含めた五人がテーブルを囲んで話していたが、後ろから急に声が掛かった。

「あれ？　カイン、お前こんなところにいていいのか？」

　振り向くと、笑顔のクロードが立っていた。隣にリナがおり、その後ろにはミリィとニーナもいた。

「あ、クロードさん。こんにちは」

　カインは気軽に言葉を返すが、一緒にいたネイル達の表情に緊張が走る。

　そして四人は立ち上がり、起立したと思ったら勢いよく頭を下げた。

「クロードの兄貴！　ご無沙汰してます！　それにしてもカインのこと知ってるんですか!?」

「あぁ、今回、こいつらの護衛でこの国に来てるんだしな。あと、隣いいか？」

「どうぞどうぞ。今テーブルを寄せますから」

　今までの悪態が嘘のように四人はテキパキと隣のテーブルを動かし、全員が座れるようにした。

　その変わりようにカインは驚きの表情をするのだった。

「クロードさん、ネイルさん達と知り合いだったんですか？」

　カインの言葉にクロードは懐かしそうな表情を浮かべ、逆にネイルは少し照れ臭そうな表情をする。

「何年前だったかな……。護衛依頼でこの街に初めて来た頃だったかな？　リナとミリィ、ニーナの三人がコイツらにナンパされてな。ちょっと教育したんだよ。それから、こんな感じだ」

「兄貴！　恥ずかしいじゃないですか。そんな何年も前の事。それにしても兄貴がカインの事知ってるとは驚きですよ……。カインは有名なのかもしれないけど……」

　最後は言葉を少し濁す。他のメンバー達はカインのランクを知らないから、ネイルは少し配慮した。

「カインは幼い頃に、ミリィとニーナが家庭教師をしてたんだよ。俺は王都に来てからの付き合いだけどな。それよりも、ネイル達はなんで知り合ったんだ？　もしかして……コイツに絡んだとか……？　五体満足で良かったな」

　ガハハと笑うクロードに、全員が苦笑をする。

「いやいや、路地裏でカインの事を襲った冒険者がいて、逆に全員のされてましてね。ギルドに運ぶの手伝ったとこだったんですよ」

「……カインを襲撃。馬鹿な奴もいたもんだな……ご愁傷様としか言えないな」

「本当よね……。アースドラゴンを相手にしてた方がよっぽど楽だし」

　リナの言葉に、ミリィとニーナも頷いた。

　その言葉にネイルは生唾を飲み込み、カインに視線を送る。

　理解ができないリッグ達は首を傾げながらも話に聞き入る。

「それで……襲撃した奴らは？　コイツを襲ったならそれなりの処罰が下るだろ？」

　クロードの言葉に、ネイルは口を開く。

「街中の襲撃なら、基本はギルドカード剥奪の上、犯罪奴隷行きですね。でも今回は──」

「その事だけど、襲撃した奴らは〝依頼〟と言ってたんですよ。それでギルドが調査をすることに……」

　補足したカインの言葉にクロード達の表情は引き締まる。

「依頼でカインの事を襲撃だと……？　依頼者はこの街を滅ぼしたいのか。それか王国に戦争でも仕掛けるつもりか……？」

「クロードさん！　言い過ぎですよっ。僕がそんなことするわけないじゃないですかっ！」

　クロードの言葉をカインは即座に否定する。

　しかし、リッグ達の視線はカインに集まる。

　正体を知らないリッグ達は、カインに襲撃するという事は、街を滅ぼす事や戦争に繋がると言われたら、畏怖の念が出るのは仕方ないことだった。

「クロード、言い過ぎよ。確かにこの街を一人で滅ぼすのはできるかもしれないけど……。カインはそんな子じゃないし」

「──確かに言えてるな」

　クロードとリナの言葉に、ミリィとニーナが頷くが、ネイル達は驚愕の表情をする。

　出来ないではなく、しないだけだと言う。それだけの実力があるのだと察せられた。

（確かに……魔法一発でこの街を吹き飛ばすのは可能といえば可能だけど……）

「まぁ、そんな事を言っても始まらないしな。それよりも──カイン。そろそろ夕飯の時間だけど、宿で食べなくていいのか？」

　その一言にカインはしまったとばかりの表情をする。

　午後は自由時間となっていたが、それは夕食の時間までである。

「あっ。すぐに宿に戻りますっ！　ここの支払いはこれで払っておいてください」

　カインは金貨を一枚テーブルに置いて席を立ち、挨拶をした後、急いで駆けていった。

「さすがカイン。Ｓランクの冒険者だけに太っ腹だな」

　しかし、その言葉にリッグ達は目を見開く。ネイルだけは知っていたからか、表情を変える事はなかったが。

「……兄貴……。今、Ｓランクって言いました……？」

　リッグから疑問の声が上がった。

「あれ？　ギルドカードの提示させられるから知ってるんじゃなかったのか？」

「いや、俺は立ち会ったから知っていたけど、リッグ達には知らせてなかった……です」

　小声で言葉を返すネイルとは別に、リッグ達三人はガチガチに固まった。

　リッグ達もギルドランクによる強さの基準は理解している。自分たちもＢランクであり、Ａランクである、クロード達の実力に関しても。そしてＳランクの冒険者というものが天災級であり、各国に片手の指が余る程しかいない。

　先ほどまで目の前にいた、まだ成人もしていない冒険者がＳランクなど、普通、信じられるものではなかった。

　もしも、自分たちがあの襲撃者の立場だったら……と、思うとゾッとする。

「ハイハイ、もうカインはいないからこの話はお終い」

「……そうだな。お前たちはどうだったんだ？」

　リナの言葉で締められ、話題を変えられていく。

　リナからしたら、カインはいくら知り合いとはいえ、エスフォート王国の伯爵であり、上級貴族当主である。

　先程までの話の流れで、カインが自分の事を話しているようには思えなかった。

　性格的に何を言っても不敬罪となど言うとは思えないが、それでも自粛は必要だと考えた。

　特にクロードは、いつも一言多く、リナに説教をされるほど勢いで言ってしまう。先程のＳランクの件についてもそうだった。

　もし、酔った勢いでカインの素性などを話してしまう可能性もあったので、ここは自分が引き締めていかなければ、と思うリナであった。

　そしてカインがいなくなった酒場では、豊富な資金を元にその後も飲み会が続いたのだった。




　なんとか夕食の時間に間に合ったカインは、テレスティア達と雑談を交わす。

　三人は買い物をして満足そうにしていた。各国と貿易をしているこの街には、女性の心をくすぐる商品が多々あり、年頃になったテレスティア達にとっては堪らないものだったらしい。

　食事が済んだカイン達は、次の日の予定を教師から伝えられ、早々に部屋に戻った。

　そして、時間がそこまで経たないうちにカインは教師から呼び出しを受けた。

「カイン、ギルドの方がお見えになられている。出来れば同行してほしいとのことだが……。何かあったのか？」

「……特には。僕も冒険者ですし、ランクがランクですからそういう事もあるのかもしれません」

「そうか……。明日の朝にはこの街を出るから、早めに帰るようにするんだぞ」

「……はい」

　教師もカインがＳランクの冒険者である事は知っている。高ランクの冒険者が街に来たら、その街のギルドは挙こぞって囲い込みをするだろう。しかし、カインはエスフォート王国の貴族である。

　他国に移る事はないと分かっているが、ギルドからの呼び出しには応じないといけないのは理解していたので、素直に送り出してくれた。

　迎えにきた受付嬢、カエラとともにギルドへと向かう。

「カイン様、申し訳ございません。実はすぐに襲撃犯のバンザさん達に依頼した者についてはわかったのですが……」

　歩きながら説明をするカエラの表情は冴えない。きっとそうなる理由があるのだろう。

　十五分程歩き、ギルドへ到着すると、カエラは一番豪華な個室へとカインを案内した。

「少しここでお待ちください。すぐに呼んできます」

　カエラが退出して数分で扉が開いた。

　入ってきたのは、サブギルドマスターのフォルトと、恰幅の良い四十代手前に見える男性、そして護衛と思われる二人だった。

　カインの対面に二人が座り、護衛の傭兵はフォルト達の後ろに控えた。

「カイン殿、この時間にきてもらって済まなかったな」

　フォルトが軽く頭を下げる。

「それで……どうなったのでしょうか？　昼間の件ですよね」

「あぁ、その事なんだがな……」

　フォルトは苦虫を嚙み潰したような顔をし、隣の男に視線を送る。

「わしが、この街の代議員のマルフ・バンテーガという。今留置所にいる冒険者達を即座に釈放してもらいたい。要は──なかった事にしろと言う事だ」

「…………はぁ？」

　カインはマルフから出た予想外の言葉に思わず声が漏れたのだった。

　予想外の言葉にカインは思わず、フォルトに視線を送る。

「言っている事の意味がわかりませんが……？　街中での襲撃であれば、今回はギルドカード剥奪の上、犯罪奴隷ですよね？　しかも今回は依頼者もいる。その依頼者含めて同じ処分の筈ですが」

「あぁ、規約的にはそうなる……」

　カインの言葉に、フォルトは頷く。

「だから、わしが出てきたのだ。この街の代議員のわしがな。それだけでお主の面目も立つだろう」

　自信満々に言うマルフにカインはため息を吐く。

「一体……どういう事なんですか？」

　カインの問いにフォルトは渋々ながら真相を話し始めた。

「襲撃を依頼した者は、ラルフ・バンテーガ。マルフ殿の嫡男だ。それはバンザ達がすぐに吐いた。それでマルフ殿に連絡をしたのだ」

「まずその名前に聞き覚えがありませんが……？」

　依頼者の名前を聞いても、カインは全く聞き覚えがなかった。

　思い出すために悩んでいるカインにフォルトが助言をする。

「今日、学園で会っているはずだ。歓迎会でな……」

　その言葉でカインは思い出す。テレスティア達を口説こうとしていた男だ。サクッと振られ面目を潰されて引っ込んだのを思い出した。

「あー、テレス達に声を掛けて振られた人ですね。……あ、それで……」

　頭の中で一本の線が繋がった。カインはなぜ、この街で襲われるのかわからなかったが、あの場でカインに面目を潰されて、その仕返しの為に冒険者に依頼をし、襲撃をしたのだと。

　納得して頷くカインに、マルフが口を開いた。

「確かにうちの馬鹿息子ラルフが依頼したようだ。しかし、依頼したのは脅すだけと本人は言っている。だからこそ、この街の代議員であり、国の重鎮であるわしがわざわざ出向いたのだ」

　カインは自信満々で言うマルフの言葉にため息を吐き、フォルトに視線を送る。

「この場合ってどうなります？　僕はエスフォート王国の人間なので、この国の法律には詳しくありません」

「多分、基本的には同じであろうな。結果に拘らずな。依頼した内容が脅すだけだというのは情状酌量の余地はあるとは思うが……」

「そうですか……ちなみに僕の事はどこまで知られています？」

「それについては、襲って返り討ちにした冒険者登録をしている、エスフォート王国の学生だとだけ」

　マルフを他所にカインとフォルトは話し続けていると、後ろで控えていた護衛が我慢出来なかったようで、口を挟んできた。

「おい、マルフ様がいるのにその態度はなんだ？」

　怒りに満ちた顔をする護衛に視線を送り、ため息を吐く。

「僕はエスフォート王国の人間です。明日にはタンバールに向かいますが、そこで今回の話を上層部の方にさせてもらっても？」

　騎士はムググと言いながら、後ろに下がった。

「──わかった。お前はこうやって金を引き出そうとしているんだろ？　幾ら欲しいんだ。大銀貨か？　それとも金貨か？」

　的外れな事を言い始めるマルフに、カインは何度目かの大きくため息を吐く。

「お金の問題ではないと思います。ここに本人も来て謝罪するなら、まだ情状酌量の余地はありますが、代議員という立場を使い脅迫紛いの圧力をかけているんです。親として謝るならまだしも……」

「お前、ふざけているのか!!」

　我慢が出来なかったのか、護衛は剣の柄に手を掛けカインに殺気を放つ。

「フォルトさん、この場で殺気まで放たれ剣を抜いたらどうします？　ギルドとして……」

「それは……。マルフ殿引いてもらえませんか？　カイン殿はエスフォート王国で──Ｓランクに登録されている冒険者です。言っている事はわかりますよね？　もし、カイン殿が本気になれば、一瞬にしてこの場は──死体の山になりますよ」

「…………なんだ……と？」

　先程まで息巻いていたマルフは驚きの表情をする。

　カインは証明の為に、ギルドカードをテーブルに置いた。

「──Ｓランク冒険者のカインです」

　その言葉と同時に、後ろに控えていた護衛の殺気は一瞬にして散り去った。護衛の男は冒険者ギルドと異なるが、そのランクによる度量についてはわかっていた。Ｓランクがどういうモノであるかを。

　しかし、マルフは自分の息子のために引き下がるわけにもいかない。

「高ランクの冒険者なのはわかった……。そのランクでは、金貨なぞ、はした金であろう。だからな……代議員特権でこの件は無かった事とする」

　にやりと笑うマルフに、カインはフォルトに視線を送る。

「そんな法律がこの国には……？」

「あぁ、一応はある。使えない場合もあるがな……」

　フォルトはその権限について、カインに説明を始めた。

　代議員および親族が簡易的な罪を犯した場合、相手が貴族の子弟、または平民の場合は取り消せる場合がある。

　しかし、その権限を発した際には、街への献金を行う必要がある。また相手の立場によって金額が異なる。

　貴族の子弟が被害者の場合、街からいくらか手数料が引かれて、その貴族家に支払われる。

　今回については、被害者のカインは無傷であり、撃退した事で簡易的と判断される場合が大きい。

　説明を終えると、フォルトは申し訳なさそうな表情をする。

「いくらＳランクの冒険者と言えど、これは……我が国の法律だ。法律には従わなければなるまい」

　マルフは自信を持ち、高々と話す。

　しかし──。

「それでは、今回は──適用できませんね」

「?!　……なんだとっ！」

　驚く表情をする彼らの前に、カインは豪華な飾りがついた貴族証を置く。

　その貴族証を見た全員の表情が凍りつく。
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「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵。それが僕の正式な名前です」

　権限には、貴族の子弟は含まれているが、貴族当主は含まれていない。

　その前に貴族当主にそんな対応をすれば、それこそ不敬罪で処分されてもおかしくない。

　ましてや、今回は他国の貴族当主。しかも上級貴族である伯爵相手に襲撃者を差し向けたのだ。

　被害がないとはいえ、死罪でもおかしくない。

「……そんな……」

　先程までの強気の表情はすでになくなった。

「ちなみに、ご子息が声を掛けたのは、僕の婚約者でもあり、エスフォート王国の王女殿下、公爵令嬢、そして留学に来ているバイサス帝国の皇女殿下ですよ」

　カインの駄目押しするような発言に、マルフ達の表情は真っ青に変わっていく。

　エスフォート王国に戦争を売る。そう言われても仕方ない。

　ましてや大国であるバイサス帝国の皇女もいる。

　これが明るみに出れば、代議員辞職だけの騒ぎだけでは済まないであろう。

　下手すれば、二つの大国に戦争を仕掛けたという『国家転覆罪』という、一家共々処刑というこの国で一番重い罪に問われる可能性さえあった。

　マルフは身体を震わせ……そして叫ぶ。

「今すぐ、ラルフを連れてこいっ!!」

「はいっ!!」

　護衛の一人が駆けるように部屋を出て行く。

「シルフォード卿……この度は……」

　先程までの勇ましさは、今のマルフには、すでにない。

　打って変わって低姿勢になり、上司にゴマをするような態度に変わっていた。

　フォルトも、ギルドランクは知っていたが、『カイン』として登録されている事から、伯爵当主など知る由もない。

　待っている間に、フォルトがカエラを呼び紅茶を淹れ直すように指示していた。

　しかも新しく淹れた紅茶は香りも良く高級品だという事が伺えた。

　一時間も経たずに、扉がノックされ、護衛に連れられたラルフが入って来た。

　カインの顔を見るなり、眉間にシワを寄せる。

「父上、急にお呼びとのことですが……」

　バチ──ン！

　その言葉と同時に、マルフは立ち上がり、ラルフの頬を平手打ちした。

「ラルフ！　お前は誰に手を出そうとしたかわかっているのかっ!!」

　マルフに平手打ちされ、転げたが、頬を押さえ立ち上がる。

　しかし平手された理由については、わかっていなかった。起き上がるとカインを睨み付けた。

「……脅すように依頼はしたけど、問題になっても父上の権力で何とでも……」

　バチ──ン!!

　再度、マルフに平手打ちされる。

「お前は……エスフォート王国の伯爵に手を掛けようとしていたのだぞっ！　その意味は分かっているのかっ！」

「?!　……伯爵……？　子息では……？」

　全く分かっていないラルフに、マルフがエスフォート王国の伯爵当主である事を説明する。

　しかも、Ｓランクの冒険者であることも。

　その真実を知ったラルフは唖然とし、膝から崩れ落ち下を向いて動かなくなった。

「……それで、今回の場合は……？」

　カインは紅茶を一口飲み、カップをテーブルに置く。

「最低でも、マルフ殿は議員辞職。そして国を代表して、カイン……いや、シルフォード卿及び、エスフォート王国への謝罪と賠償金だな。まぁ、それを決めるのはタンバールの議会で決める事となるが。国としても王国に戦争を仕掛ける事はあるまい。多分、賠償金になると思う。相当な金額になると思うが……」

　身体を震わせて言葉を発する事が出来ないマルフに代わり、フォルトが説明をする。

「……そうですか。僕も国同士の戦争まではして欲しくありません。その条件でいいかと」

「そう言ってもらえると助かる」

　カインとフォルトは納得し頷く。

　そして、マルフは崩れ落ちているラルフの隣に土下座し、頭を下げた。

「シルフォード卿。この度は……申し訳ない。ほら！　お前も頭を下げろっ!!」

　マルフはラルフの頭を床に押さえつけるようにする。

「……シルフォード卿……この度は……申し訳ありません……でした……」

　頭を下げる二人に、カインはフォルトに視線を送る。

「申し訳ないが、謝罪だけは受け取ってもらえるか……。この後、議会にかかるとは思うが……」

「わかりました。謝罪は受けましょう。あとの手筈はフォルトさんにお願いしても？」

「責任を持って対応させてもらおう。統括エディン殿に何を言われるかわからんからな……」

「あ、エディンさんをご存知で……？」

「あぁ、もちろん。この街のサブギルドマスターに命じられたのもエディン殿だからな。それと、シルフォード家の神童なら、エディン殿の妹君の近衛騎士団長も婚約者ということだよな……」

「その事まで……知ってましたか」

「ギルドは情報が命だからな」

　二人は頷くと、フォルトに「後のことは任せてくれ」と言われ、ギルドを後にし宿へと戻った。

　宿に戻ると、ギルドに呼ばれたことを心配そうに、テレスティア、シルク、リルターナの三人が待っていた。

「あ、カイン様。大丈夫でしたかっ!?　急に出かけて行ったので。先生に聞いても何もわからないと言われるし」

「カインくんがまた何かやらかしたのかと思ったよ……」

「そんな、他国に来てまで……大丈夫？」

　カインは黙っているつもりだったが、表情を見ていた三人はすぐに気づいた。きっと何かをやったんだと。

「カイン様、とりあえずお部屋でお話を聞かないといけませんね。カイン様は相部屋ですから、私たちの部屋に行きましょう」

「そうだね、カインくん。そんな誤魔化してもすぐにわかるんだからね？」

　両手をテレスティアとシルクが掴み、カインは部屋に連れていかれるのであった。
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　屋敷に戻ったマルフは激昂していた。椅子を蹴り飛ばし、持っていたグラスも壁に投げつけた。

「ふざけるなっ！　せっかくの今までの地位をそう簡単に捨てられるかっ!!　これもラルフ、お前のせいだっ！　お前は少し謹慎してろっ！　こいつを連れて行けっ！」

　マルフの言葉に、護衛の兵士がラルフの両腕を掴み部屋を退出させる。

　一人になったマルフは考えた。どうやったらこの状況を抜け出し、議員としての地位を残せるか。

　そんな時従者がノックをし、部屋に入ってきた。

「何で入ってきた！　誰も許可を出しておらんぞっ！」

　怒るマルフに恐縮しながらも従者は口を開く。

「それが──エスフォート王国のコルジーノ侯爵からの使者がお見えに……」

「エスフォート王国だとっ!?　しかも……コルジーノ侯爵かっ。これは──」

　先ほどまでの怒りはどこへいったのか、マルフはにやりと笑う。

　マルフはコルジーノ侯爵とは深い縁がある。最近は入荷が途絶えているが、マルフはコルジーノ侯爵の人身売買を目的とした入国を許可していたのだ。

　攫った者を犯罪奴隷として、イルスティン共和国に入国させ、裏で手を回し売買を仲介し、手数料を得ていた。

　自分の身が危なくなったら、コルジーノ侯爵の今までの事をぶちまけると言えば……。

　マルフは脳内をフル回転させ、今回の危機を脱却するために知恵を絞る。

「それで使者は……？」

「応接室にご案内しております」

「よし、すぐに会おう。案内してくれ」

「わかりました。では」

　従者とともに応接室へと入ると、使者はまだ二十代に見える若者であった。

「おまたせしてすまんな。色々とあったのでな。それで使者殿、今日のご用件は？」

「急に尋ねてきて申し訳ございません。実は折り入って話が──」

　使者はちらりと従者へ視線を送る。それを察してか、マルフは部屋を出るように伝えた。

「それでは失礼いたします」

　扉は閉められ、二人だけとなる。

「ご配慮ありがとうございます。私はコルジーノ侯爵の従者で、リガンと申します。それで、今回、お伺いした件ですが────」

　マルフはリガンが話を進めるにつれ、頬を次第に緩めていく。賠償金などで多額の費用が掛かるが、それが戻ってくる可能性もある。

「わしの方でもすぐに手配しよう。実はわしの方でも問題があっての……成功すれば、今の立場のままでいれると思う」

「それはそれは。私たちも危ない橋を渡ろうとしておりますので、全力でいく予定でございます。では、細かいことを詰めていきましょうか──」

　二人の密談は長い時間続いた。従者にも入室させず、マルフ自ら飲み物を淹れるほどである。

　打ち合わせは二刻ほど続き、終わった時には疲れ果ててはいたが、マルフは満足した笑みを浮かべていた。

「それではリガン殿、頼んだぞ。わしの方も明日からさっそく手配させてもらう」

「えぇ、こちらの方も抜かりなく。これでコルジーノ侯爵の目の上のたんこぶが無くなると思えば──」

　二人はにやりと笑い固く握手してから、リガンは一礼し屋敷を後にする。

　一人になったマルフはにやりと笑みを浮かべ、ご機嫌で新しいワインをグラスに注いでいく。

「これが上手くいけば、わしの立場はそのままでいれる。もし、ダメだとしても使いきれないほどの金が入るな……」

　ソファーに座り込み、満面の笑みでワインを飲み始めた。計画が上手くいった時の事を思い浮かべて。

　二人は、いや、コルジーノ侯爵やバルド子爵も含めてわかっていなかった。

　カインのことを普通の冒険者の基準として認知していた。たとえＳランクとはいえ、人の領域であると。

　それを知っているのは、エスフォート王国の中でも、国王を含め数人である。




　カインの知らないところで、彼らの崩壊までのカウントダウンは始まったのだった。
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　朝を迎え、生徒たちは馬車に乗り込みガザールの街を出発する。

　これから向かう場所は、議会の街であるタンバールである。

　生徒たちはそこで議会の見学などが予定されていた。同時に今回の事件についても、早馬でフォルトからダンバールに詳細が届けられることとなっていた。

　カインも気が重いと思いつつも、馬車の中で盛り上がるテレスティアたちの話に相槌を打っていく。

　途中、一日宿場町に泊まり、二日目の夕方にはタンバールの街へと到着した。

「ここがタンバールかぁ……」

　街の中心には大きな建物が建っている。この国の象徴である議会会館が入り口からでも見えた。

　見学は明日からになっており、宿に到着すると部屋割をされ各自寛いでいく。

　夕食が済んで全員が部屋に戻るが、カインにはやる事があった。

　フォルトから街へ着いたらギルドに顔を出すように言われていたのだ。

　カインは教師に事情を少しだけ話し、宿を後にしてギルドへと向かう。

　教師にはテレスティアたちには絶対に伝わらないように念押しをした。




　冒険者ギルドは街の中心から近い場所にあり、住民に尋ねるとすぐにわかる場所であった。カインは扉を開け中へと踏み込む。

　すでに外は薄暗くなってきており、依頼の報告をすでに終えたのか、隣に併設されている酒場からは笑い声が聞こえてきていた。

　少なからずいる冒険者たちも、依頼が貼られている掲示板で、次の日の依頼を探しながら相談している者もいた。

　カインが入ってきたことで、一瞬だけ視線が集まるが、制服姿の子供にすぐに興味はなくなり、視線はすぐに散っていく。

　カインはそのまま空いているカウンターに向かい、受付嬢に声を掛ける。

「あのぉ……。フォルトさんからギルドに顔を出すように言われて来たんですけど……」

「フォルトさん……？　ガザールのサブギルドマスターのフォルトさんですか？」

「えぇ、そうです」

「お名前を伺っても？　確認をしてきますので」

「カインです」

「カイン様ですね。では確認してきますので、少しお待ちください」

　受付嬢は、中へ入っていき奥に座っている上司と話し始めた。

　上司はカインの名前を聞くと、勢いよく立ち上がり、カウンターへと出てきた。

「おまたせしてすみませんっ！　シルフォー……カイン様ですね。フォルトより早馬で手紙が来ており内容については聞いております。ギルドマスターを呼びますので個室へご案内いたします。ほら、すぐにお茶の用意をしてっ」

　上司のあからさまな対応に、受付嬢は首を傾げるが、カインのことを個室の応接室へと案内する。

「では、こちらでお待ちください。すぐに参りますので」

　紅茶を用意した受付嬢は一礼し、退出していく。

　そしてすぐに扉がノックされ、二人の男性が入ってきた。一人は人間族の男性で、もう一人はエルフの男性であった。

　二人は笑みを浮かべてカインの目の前に座る。

　カインはその顔を見て、目を見開く。

「その顔は驚いているようだね、シルフォード卿。いや、義理兄にいさんと言った方がいいかな。ここのギルドマスターをしている、ラディンです。隣にいるのはサブギルドマスターのゴサックだよ」

「ゴサックです。シルフォード卿、よろしくお願いします」

　笑みを浮かべるギルドマスターと名乗った青年は、エディンと変わらない容姿であった。

　カインが驚くのも無理もない。

　それよりも大事なことがあった。

（今、義理兄にいさんって呼んだよね……？）

「も、もしかして……」

「うん、想像通り。ティファーナ姉さんの弟ですよ。すぐ下のね」

　想定外の事にカインは驚くが、気にした様子もなくラディンは話を始めた。

「フォルトから手紙は受け取っています。マルフ議員も一番手を出したらいけないところに手を出してしまいましたね」

「本当に……。これは議会が確実に大荒れになりますね。賠償金額もとてつもない金額になるかと……」

　二人の説明では、議会で前世の裁判のように判決が言い渡されるらしい。一応はその場で釈明を聞くことになるが、今回については当事者を含め、全員が聞いており言い逃れはできないということだった。

　すでに議会に事前に説明がいき、もう日程の調整もされていた。

　そしてその日程は──カインたちエスフォート王国の生徒たちの見学の時間に当たっている。

　実際に裁判を公聴するという、研修内容である。

「……まさか……」

「うん、その日、エスフォート王国の生徒たちの見学もあるよね。その日程に合わせていると思う。他の生徒たちがいる手前、あまり強く言えないだろうと思われているんだろうね。マルフ議員もそれを狙って時間を指定したのかもしれない」

　元々あまり大ごとにはしたくなかったカインは、一人で議会に行って早々に決着をつけようと思っていた。

　教師には説明はしているが、他国で襲撃があったなどと広まれば、イルスティン共和国としてもイメージダウンに繋がる。それを避けるためと考えていたのだが、マルフの考えは違っていた。

　ラディンによれば、同情を誘うようなことを言い出すだろうと説明がされていく、それで罰金が少しでも減れば、ということだ。

「実際に、罰金ってどれくらいなんでしょう？　この国の制度についてはわからないので……」

　カインの問いに、ラディンは少し考えて口を開く。

「五十枚、そんなところだろうね」

「金貨五十枚……。かなりの大金ですね」

　金貨五十枚といえば、日本円にしても五千万円になる。それなりの金額だ。交通事故の示談金としてはもしかしたらもっと高額になるかもしれないが、幸いにしてカインは怪我もしていない。

　しかし、ラディンは首を横に振る。

「いや、白金貨五十枚だよ。全部がシルフォード卿にいくわけではないが……」

「えぇぇっ!?　そんなに……」

　罰金──五億円。

　相当な金額である。カインも街の投資をして相当な資産を持っているが、それでも簡単に出せる金額ではない。

「多分、議会に罰金として白金貨十枚、シルフォード卿に二十枚、そしてエスフォート王国に謝罪を含めて二十枚ってとこだね」

「罰金ってそんなに高いんですか……」

「いや、今回は特別だと思う。他国の上級貴族にあたる伯爵当主に襲撃をかけたんだ。たとえ息子が原因だとしても、それは情状酌量の理由にならない。ましてや、この国の議員だしね。殆どの資産は没収になると思うよ」

　その後も議会で起こりうることなどを話し合った。

「ラディンさん、ゴサックさん。ありがとうございます」

「いいよ。義理兄にいさんになる人だしね。フォルトも明日にはこっちに来る筈だよ。当日は出廷する予定だから」

「わかりました。では、当日に」

　カインは二人と握手をし、ギルドを後にして宿へと戻った。

「また陛下に何言われるか……」

　そんな事を思いながら宿に戻ったカインは眠りへとついたのだった。




　朝を迎え、食事を済ませたカイン達生徒一行は街の見学となった。

　問題となる議会の見学は明日となっており、今日は教師の引率でタンバールの各施設を見学する事になっている。

　教師の先導の下、カイン達は街を歩いて行く。

「タンバールは議会だけじゃなくて、娯楽も多いと聞いてます。オークションがあったり闘技場もあったり……ってカイン様、絶対に出たらだめですからね」

　テレスティアの言葉に思わずカインは苦笑する。

　たとえ誰が来ても負けることはないが、学園の研修で闘技場に出ることなど、まずない。もし出場などしたら、国に戻った後に国王から何を言われるかわかりきっている。

　闘技場には行くが、今日は観客として見学する事になっていた。

「面白いのが観られるといいなぁ……」

　カインはそう呟きながら街を見学していく。

　様々な施設を見学して、昼食を済ませ、そして──闘技場の見学となった。

　観客席はどこから集まったのか、すでに満員の状態である。

　老若男女問わず賑やかな声援が響きわたっていた。

　生徒達はエスフォート王国からの見学ということで、貴賓席に案内され、少し高い位置からの見学となる。

　貴賓室は、常にメイドが常駐しており、飲み物等は頼めばすぐに出してもらえる。

　また、席も観客席のベンチとは違い、一人掛けの椅子が用意され、屋根もついており快適な環境となっていた。

「そろそろ始まりそうですね。えっと……最初の試合は……えぇっ!?」

　テレスティアが配られたプログラムを確認し、声を上げる。

　カインも手に持っていたプログラムに視線を落とし思わず口元を緩めた。

　最初に出てきたのは、冒険者三人組と──鎖に繋がれたオーガであった。

　係員数人で鎖を引っ張り中央の位置までオーガは運ばれていく。

　そして司会の声が会場に響き渡った。

「それではお待たせしましたっ！　本日最初の試合です！　オーガ対Ｄランク冒険者の戦いです。それでは──はじめっ！」

　司会の言葉と同時に、鎖から解き放たれオーガは雄叫びを上げる。

　三メートルを超える身体から、響き渡るような雄叫びが上がると、観客達はさらに熱狂した声援が上がる。

　それに合わせたように冒険者たち三人は広がっていき、二人は剣を構え、一人は魔法の杖を構え詠唱を始めた。

　オーガは三人を獲物として認めたのか、一人の冒険者へと向かっていき拳を振りかぶる。

　その拳を交わした冒険者はそのままオーガの腕を斬りつけた。腕から血を流し後ずさるオーガに、観客席の声は大きくなっていく。

　続いて魔法使いから頭サイズの火球ファイヤーボールが放たれ、オーガの顔面に直撃すると、それに合わせて二人がオーガに斬りかかっていく。

　数分後にはオーガは息絶え地に伏せていた。

　冒険者たちは観客の声援に剣を振りながら応える。




「すごい戦いでしたね……」

「うん、本当に」

　生徒達からも声が上がるが、カインにとっては所詮ただのオーガであり、気にする相手でもないのでのんびりと眺めていた。

　その後も、いくつかの戦闘が行われていく。

　Ａランクの地竜アースドラゴンが出てきた時には、観客の声援も最高潮となった。




「それでは今日、最後の一戦となります。まずは戦士の紹介をしましょう！　イルスティン共和国で最高のＳランクの冒険者、赤竜の牙のガームズだぁぁぁぁぁぁ！」

「「「「「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああ！！！！！！」」」」」

　空が割れんばかりの声援が上がった。

　そのガームズと紹介されて登場した男は、鍛え上げられた身体を皮鎧で身を包み、自分の身長ほどの幅広な両手剣を肩に載せゆっくりと現れた。

　この世界で現在の最高ランクはＳランク。

　各国が好待遇を持って囲い込みをする程に貴重な存在である。

　Ａランクとは一つしか違わないが、実力については格段の差があり、国が認めない限り選ばれることはない。

　カインはチートな能力でそれ以上あるが、普通の人がそこまで成り上がるには、実力だけでは不可能である。

　ガームズへと送られる声援はやむことはなかったが、それを止めるかのように司会は言葉を続ける。

「ガームズの相手をするのは────先日、捕らえられた〝魔族〟だっ!!」

「「「「「おぉ！！！！」」」」」

　闘技場の大きな扉が開かれ、頑丈な檻が運ばれてくる。

　そして、中央近くに置かれた。

（魔族って……セトたちのことだよね……）

「ちょっと教えて欲しいんだけど、この国での魔族の存在って……？」

　カインの言葉に後ろに控えていたメイドが口を開く。

「この国では、見つけたらすぐに捕縛して処刑になります。一律に魔族は〝悪〟として見られています」

　一礼して下がるメイドに礼を伝え、闘技場に視線を送る。

　表情には出さないがカインの中では葛藤が生じる。カインにとっては魔族に嫌悪感はない。

　逆に無理矢理捕らえた魔族を処刑することに嫌悪感を抱いたのだ。

　しかし、国の方針によって敵対する種族は異なる。魔族だけでなく、獣人を敵視する国もある。

　特にマリンフォード教国では人族以外は認められないというほどであった。

（もし、これをセトが知ったら……、もし知ったら確実に戦争になり──この国は確実に終わる。どうにかして止める方法は……）

「カイン様、顔色が悪いですよ……？　大丈夫ですか？」

　隣の席についていた、テレスティアから声が掛かる。考え込んでいたカインの表情は険しくなっていたのだ。

「……うん、大丈夫。ちょっと考えることがあったから……」

　視線を檻へと向けながら返事をする。

　そして魔法鍵が開けられ、檻が開かれた。




　そこから出てきたのは────一人の女性だった。

　年はカインよりも上であるとわかるが、まだ成人を迎えたあたりであろう。

　腰まで伸ばした真っ白なストレートな髪、真っ赤な瞳、黒いローブを羽織っていた。

　そして────額から出ている五本の角。

　顔の作りは美人といえる。いや、相当な美女だった。

　そしてその姿に観客はヒートアップする。

「──角が五本、上級貴族以上が角が四本って言っていたけど……」

　以前にセトから聞いていた言葉を思い出し、カインは呟く。

　確実に事が明るみに出たら問題になることはわかりきっている。

　どうにかして止める事はできないかと考えている中、闘技場の戦いは開始されたのであった。




　開始のかけ声と共に、ガームズは剣を担いだまま少しずつ魔族の女性へと近づいていく。

　自分の手を見て苦々しい表情をしながらも、魔族の女性は距離をとるように動いていった。

「あれ、魔族って魔法が得意じゃないのかな……」

　カインが小声で呟くと、後ろにいたメイドが説明をする。

「結界を張っておりますが、強力な魔法では観客に被害が及ぶ可能性がある場合、念のため魔法封じの腕輪をつけております。一割程度の威力しか出ないものと思われます」

「……そうですか、ありがとうございます」

　カインは説明してくれたメイドに礼を伝え、視線を魔族の女性へと送る。

　その魔族の女性の手首には、金属で出来た腕輪が巻かれていた。

（あれか……。なんとかして解放出来ればいいんだけど……）

　ガームズは剣を構え、一気に詰め寄っていくが、魔族の女性は逃げるように距離を取ろうとする。

　しかし、さすがＳランクの冒険者というべきか、逃げる方向へ咄嗟に向きを変え、剣を振りかぶる。

　衣が一枚斬られながらも、魔族の女性は身を躱していく。

「ふんっ、なかなかやるな。さすが魔族ってことか……」

「この腕輪さえなければ、お主など数秒で灰にしてやるものを……」

　苦々しい表情で自分の腕につけられた腕輪に視線を送り、また、ガームズを警戒する。

　魔族の女性は火魔法を使うが、現れるのは頭ほどの大きさの火の塊である。それが三つほど現れ一気にガームズへと飛んでいく。

「こんなもんか。ふんっ」

　ガームズは剣で火の塊を一気に斬り払った。

　それからはガームズの一方的な攻めが続いていく。

　観客達はそれに伴い盛り上がっていくが、一緒に見学している生徒達の表情は険しい。

　魔物との戦いでは盛り上がっていたが、魔族とは言え外見が人間と大して違うわけではない。

　テレスティアたちも揃って顔を少し青ざめさせ、ハンカチで口を押さえ動向を伺っていた。

　次第に魔族の女性はガームズの刃の餌食になっていく。

　あちこちが斬られ、流血が地面を濡らしていく。

　カインは見てられず、「ちょっと席を外す」と言って部屋を出て、トイレへと向かった。




　その数分後。

　銀色のマスクをして、黒いフード付きマントに覆われた者が突如、闘技場の真ん中に姿を現した。

　突如、人が現れれば観客も驚きの声が上がる。

「いきなりの乱入者だぁぁぁぁぁぁぁ!!　誰もいなかったはずなのにどこからっっ!?」

　司会の声が観客席に響き渡った。

　しかしガームズは気にした様子もなく、その男に声を掛けた。

「なんだい？　ショーの邪魔をしに来たのか……？　なら、お前から先に始末させてもらうぜ？」

　剣を振りかぶり仮面男に斬りかかるが、仮面男は一歩だけ動いてその剣を躱す。

　そして後ろに飛び、距離を取ったところで、やっと仮面男が口を開く。

「この魔族の女性は僕がもらっていきますね。この人に何かあったら、多分────人族と魔族は戦争になると思いますし」

「……うん？　随分若い声をしているんだな。まだ──ガキだろう……。それに戦争、大いに結構じゃねーか。それだけ斬れるってことだろ」

　にやりと笑うガームズに男はため息をつく。

「それは困るんですよね。色々と……。それに戦争になったら、この国は滅びますよ？　簡単にね」

「…………お前も魔族か。それだけ知っているってことは」

「……そこは関係者ってことで」
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「まぁ、いいや。お前から相手にしてやるよ」

　その言葉を最後に、ガームズの殺気が一気に膨れ上がる。そして男へと一気に詰め寄った。

「仕方ないよね……」

　男はそう呟くと、頭から勢いよく振り下ろされる剣を片手で掴む。

「なっ!?」

　その瞬間に、男はガームズの懐に入り込み、腹に拳をめり込ませる。

　ガームズの身体はくの字に折れ曲がり、そのまま宙を舞い十メートルほど飛んだところで地面に転がり、そのまま失神した。

「なんということだっ!?　フードの男は一体!?　あの、ガームズが一撃だとっ！」

　観客達は盛り上げるためのイベントなのかと思い、大いに歓声が湧く。

　そしてフードのままの男は、魔族の女性へと近づいていく。そして数歩のところで立ち止まった。

「お主は魔族では──ないな？　同じ人間であろう。なぜ妾を助けた……？」

　腕から流れる血を押さえながら話す魔族の女性に男は言葉を返す。

「魔族には知り合いがいてね。一緒に来てもらってもいいかな？　回復魔法も掛けたいし。その腕輪も邪魔でしょう」

「確かに……。名も知らぬお主についていくのも良いかもな。ここにいても同じ事になりそうだしのぉ」

　男はフードを被ったまま、軽く頷くと、魔族の女性の肩に手を置き『転移』で一瞬にして消えた。

　その場は意識を失っているガームズだけが取り残されたのであった。
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　転移した先は、誰も居ない応接室。

「随分といい部屋じゃの。妾をこんなところへ連れてきて何が目的じゃ？」

　魔族の女性の問いに男はフードを脱ぎ、仮面を外す。

　その男の正体に魔族の女性は目を見開く。まだ成人も迎えていない少年であったのだから。

　カインは特に気にした様子もなく、笑みを浮かべた。

「まずは、回復魔法を掛けますね。『ハイヒール』これくらいの傷なら問題ないでしょう」

「……まだ少年とはな。その年で転移魔法までも……感謝するのじゃ」

　自分の傷を確認しながら、魔族の女性は笑みを浮かべ感謝を述べる。

「あと、その腕輪があったら魔法も使えないでしょうから外しちゃいますね。ここは僕の家だから壊さないでくださいよ？」

「そこまで恩知らずではないのじゃ。身を守る時は仕方ないがのぉ」

　カインは腕輪の魔法を解除すると、腕輪は何事もなかったのように外れて床に転がった。

　そのままソファーに座るように促し、カインも対面に座る。

「まずは、自己紹介をしますね。僕の名前はカイン・フォン・シルフォード・ドリントル。エスフォート王国で伯爵の位にいます。先ほどまでいたイルスティン共和国の隣の国ですね。カインと呼んでもらって構わないです」

「妾もせねばならぬな。妾の名前は……リザベート・ヴァン・ベネシトスじゃ。お主ならリザと呼ぶことを許可しよう」

「なら、リザって呼ばせてもらうよ。すぐに紅茶の用意をさせるから、すぐに来ると思うし」

　そのカインの言葉と同時に扉がノックされた。

　カインが許可を出すと扉が開き、ダルメシアが入ってくる。

「カイン様、お戻りで。お客様です……ね……」

　その言葉と同時に、ダルメシアはその場で膝をついて頭を下げたのだった。




　いきなり膝をつき頭を下げるダルメシアにカインは困惑する。

　カインの従者になった時でさえ、このような対応はした事がない。

　しかし、リザベートはソファーに座り込んだまま、ダルメシアを見下ろし目を細める。

「ぬしは妾のことを知っているようじゃの……。もしや、同輩かの？」

　その言葉にダルメシアは少しだけ肩を震わせて頭を更に下げる。

「ちょっと、ダルメシアがこんなになるなんて、リザは……？」

　カインの言葉に少しだけ、リザベートは口元を緩める。

「カインはそのままで構わんぞ。なんせ、命の恩人じゃしの」

「……うん」

　立ち上がったダルメシアは、そのまま紅茶の準備をして二人の前にカップを置いていく。

「僕も急に抜けてきたから、すぐに戻らないといけないんだ。少しの間、この屋敷で寛いでくれて構わない。でも──もしダルメシアみたいに変身できるなら、お願いできるかな？　他の使用人が驚いちゃうから」

　カインの言葉に顎に手を当て、少しだけ考えてリザベートは笑みを浮かべ頷いた。

「恩人の頼みじゃ。無碍にもできんしの。わかったのじゃ」

　そう言って、小声で何かを唱えると、角は隠れ真っ白な綺麗なストレートの髪だけとなり、どこから見ても絶世の美少女ともいえるリザベートが座っていた。

　その美しさにカインは思わず喉を鳴らす。

「それでいてくれると助かる。細かいことはダルメシアに聞いて貰えればわかるから。それにしてもリザって……」

　先ほどのダルメシアの対応といい、確実に魔王クラスの存在だとすぐにカインは理解していた。

「妾は一国の姫ではあるが、何かをしているわけではない。自由なのじゃ」

　ダルメシアに視線を送ると、少しだけ顎をひき、同調の意思を示す。

「なら、セトとかも知っているの……？」

　その言葉にリザベートは少しだけ目を見開く。

「セト殿も知っているのじゃ。そうか、お主はセト殿の配下であったか？　それにしてもカイン、お主は魔族に忌みする気持ちはないのかのぉ？」

「なんで？　魔族も、エルフや獣人と同じ、一つの種族でしょ？　見た目がちょっと違うだけだと思うけど……」

　カインの答えに、リザベートを大笑いする。

「あっはっはっは。そうかそうか、主はそんな考えなのじゃな。わかったのじゃ。それにしてもセト殿を〝セト〟と呼んでいるあたり、セト殿の配下ではないようだが……？　アレも一応〝魔王〟の一人であるのじゃが……」

「うーん、セトは友達みたいなもんかな……。色々と手伝って貰っているけど、ダルメシアもセトの紹介でこの屋敷に勤めてもらっているんだ」

　楽しそうに交わす会話の中、ダルメシアは冷や汗をかいていた。ダルメシアはこのリザベートの正体を知っている。魔族の中でどんな位置にいるかも。しかし、本人が言わない以上、ダルメシアが話せることではない。

「魔王を〝友達〟と言えるのか。主は面白いのぉ。どうじゃ？　妾とも──その友達にならんか？」

「うん、それは構わないよ」

　カインはそう返事をすると、右手を差し出す。

「これはなんじゃ……？」

　リザベートの問いカインは首を傾げる。

「握手とか知らない？　お互いの手を握るの。友達の挨拶みたいなもの。ほら、手を出して！」

　不思議そうに右手を差し出したリザベートの手をカインは握る。

「こんな感じ」

　握ったままの手を見下ろして、リザベートは少しだけ頬を緩める。

「これが握手というものか。悪いもんでもないのぉ。初めてやったのじゃ」

　手を離し、お互いにまた座ると、カインは今後の説明を始める。

「夜にはこっちに来れるけど、僕はちょっとさっきの場所に戻らないといけないから、ゆっくりしていて。ダルメシア、部屋の用意とか頼んだよ」

「かしこまりました。すぐに準備いたします」

　カインは、リザベートのことをダルメシアに任せて、その場から転移していった。




　リザベートとダルメシアだけ残った部屋で、リザベートは笑みを浮かべる。

「ダルメシアとやら、カインは面白い存在じゃの？　少しの間、世話になるのじゃ」

　リザベートの言葉に、姿勢を正してダルメシアは深々と頭を下げる。

「恐れながら、仰せつかった大役、誠心誠意努めさせていただきます、皇女殿下」

「うむ、頼んだのじゃ。まずは……食事を頼んでもいいか？　まともな物を食わせてもらってなかったのでな……」

　その言葉にダルメシアはすぐに食事の準備に走ったのだった。
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　二人が消えた後の闘技場は沈黙が支配した。

　突如として消えた魔族と謎の男。そして、一撃で失神して転がっているイルスティン共和国最強のＳランクであるガームズ。

「…………これは一体……？」

　司会の声が沈黙の会場に響き渡る。

　それは観覧席で観ていたテレスティアたちも一緒だった。

「一体何があったんだろう……あのガームズさんは、この国で一番強いって言っていたけど……」

「……うん、そう言っていたね」

　テレスティアの問いに、リルターナが答える。

　シルクだけは無言で何かを考えていた。

　係員が闘技場に出てきて、ガームズに回復魔法を掛け、タンカーに乗せられてそのまま運ばれていく。

　そして司会からの放送が続いた。

「えっと……主催者からの連絡です。本日はこれで全てが終了となります。気をつけてお帰りを」

　釈然としない観客たちも、終了の合図とともに次々と席を立って帰路についていく。

　そんな時、扉が開かれカインが戻ってきた。

「いやぁ、お手洗い混んでてさ……お待たせ。って、あれ？　もう終わり……？」

　貴賓席から観客が帰って行く姿を見て、カインが首を傾げる。

「カイン様、遅いです！　大変なことがあったんですよっ！」

「そうなんだ……見逃しちゃったな……」

　カインは苦笑しながら、指先で顎をかく。

「それでは、観覧も終了なので次の場所へ向かいますよ」

　同伴した教師の言葉にテレスティアを含めた生徒たちは席を立った。

　予定より少し早いが、次の場所へ向かう事になっている。

　カインは他の生徒たちと一緒に案内について歩いて行く。そんな時、後ろから肩を叩かれてカインは振り返った。

　そこには──笑みを浮かべた、シルクが立っていた。

「シルク、どうしたの？」

　その言葉にシルクはニコリと笑って、カインの耳元に顔を寄せた。

「さっきの────カインくんだよね？　テレスたちは気づいていないけど。あとで教えてね」

　一言だけ残して、テレスティアの元へ走って行く。

「……なんでバレたんだ……？」

　唖然としたカインは、係員から声を掛けられるまでその場で立ち尽くしていた。
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　執務室の一角には処理をされるのを待っている書類の山ができていた。

　その中で、机に座りひたすら書類の決済処理を進めていく一人の青年──アレク・フォン・シルフォードがいた。

　領主、カインの夢物語かという無茶な計画を聞いた時は、何十年掛けてこの街を整備するのかと思っていたが、予想外の早さで街の整備は進んでいった。

　街が大きくなれば、それだけ処理する仕事も増えていく。

　当初、内政官として建築の計画などを立てていたルーラにも、予想外の頭の良さにアレクは舌を巻いた。

　ドリントルに城を建てるなどと、想像がつかないような発言をしていたが、カインの魔法をフル活用し、数ヶ月のうちに完成させてしまった。

　思わずアレクでさえ「天才がここにもいた」と思わせるほどの美しさを感じさせる程の城である。

　実際は、前世で建築専攻をしていたルーラが、趣味の海外旅行で世界の城を巡って記憶に残していたものを、いいとこ取りしただけなのだが、この世界の住民にそれは気づくことはない。

　更に言えば、カインに質問することにより、カインの『世界事典ワールドディクショナリィ』によって正しい答えが返ってくることにルーラは味を占め、このような城ができることになったのだ。

　しかし肝心の領主であるカインは未だ学生である。基本的にアレクが街を運営することになっていた。

　半ば納得できないと思いつつもアレクは処理を進めていた。

　領主邸という名の城では、使用人も増えていく。ここまで急速に発展すれば手が回るはずはないのだが、採用から教育までダルメシアに一任したことにより優秀な使用人が揃っており、今のところ問題は出ていない。

　そして忙しい最さ中なか、自分の婚約についても着々と話は進んでいた。

　あと数ヶ月もしないうちに、レリーネが嫁いでくることになっている。領主邸城の横には、他の街では領主邸と言っても過言ではないほど立派な代官邸も新築されており、すでに妻に迎える準備を終わっていた。

　数週間前に打診があった、王立学園の生徒達の宿泊についても無事に終わり、教師、生徒共に満足してイルスティン共和国へと向けて街を旅立っていった。

　カインとルーラが意見を出し合って基本的な事は決めていったが、想像もつかない食事方法など、効率的で温かい料理が食べられるのは今後においても役に立つとアレクは考えていた。

　二人の意見はアレクには理解できないことも話していたが、二人がわかりやすく説明していく。地頭のいいアレクはすぐに飲み込んでいったのだった。

　仕事をこなしていると、扉がノックされルーラが焦ったように執務室へと入室する。

　そして開口一番で────。

「カイン様が女性を連れ込みました！　しかもすごい美女を！」

「な、何っ!?」

　思わずアレクは席を立つ。

　カインの転移魔法については知っている。スケジュール的にはもうイルスティン共和国の首都へと到着しているはずであろう。

　すぐに戻ってこられるのは理解していたが、なるべく生徒達と寝泊まりを共にし、ドリントルへと戻ってこなくても問題はないと伝えていたのだが……。

　そんな中、カインは戻ってきた。美女を一人連れて……。

「カイン様、また妻を増やすつもりなのですかね……」

　ルーラの言葉にアレクはため息をつく。

　この国は重婚が認められているので、確かに問題はない。経済力的にもカインであれば数十人の妻を娶っても問題はないだろう。

　ただし、カインの婚約者は王女と、公爵令嬢二人である。さらに、聖女までがカインに嫁ぐと断言している。

　その中に加われるだけの女性なんてそうはいない。

「……さて、どうするか……」

　悩むアレクであったが、扉がノックされたことで思考は中断する。

　許可を出して部屋に入ってきたのはダルメシアであった。

「アレク様、客人に最上級の部屋を使っていただこうと思っております。よろしいでしょうか」

　ダルメシアの言葉にアレクは疑問が浮かぶ。

　この領主邸城の客間はグレードがいくつかに分かれている。最上級はエスフォート王国の王族や、国賓である、国外の王族まで対応できるであろう部屋から、上級貴族、下級貴族とグレードが分けられている。

　その中で、カインが連れてきた女性にダルメシアが最上級の部屋を用意するのかが、理解ができなかった。

「ダルメシア、カインの連れてきた女性はそこまでの人なのか……？」

「──はい、アレク様は私が魔族ということを知っておられますよね。カイン様が招かれた客人は────」

　ダルメシアの説明が終わったあと、アレクは額に手を当て天を見上げた。

「まさに『ｏｈ！　ｍｙ　ｇｏｄ！』ですね！」

　ルーラの言葉にアレクは首を傾げて質問をする。

「ルーラ、なんだ、そのオーマイゴッドというのは……」

「あ、簡単に言えば『なんてこった！』みたいなものです」

「……まさにその通りだな……」

　思わずアレクは苦笑する。

「それでは……」

「あぁ、最大限のもてなしを頼む。ここはダルメシアの方が向いているだろう。メイド達にもそのように伝えておいてくれ」

「ありがとうございます。それではすぐに手配を」

　ダルメシアは優雅に一礼すると退出していく。

「──何か問題を起こさないかと心配はしていたが、いきなり爆弾を落とされた気分だよ」

「これだけで済めばいいですね……」

　アレクとルーラの二人は大きくため息をついて、これ以上カインが問題を起こさないことを祈ったのだった。
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　カインは先に進んで行く生徒たちに気づき、少し遅れながらも後を追って行く。

　闘技場を後にして、その他の施設を見学した。

　そして一日の日程を終え、宿へと戻る。

　ベッドの上で転がりながら、夕飯の時間まで今後の事を思い浮かべる。

「勢いで助けちゃったけど、この先どうしようかな……。とりあえず少しゆっくりしてから、セトにでも任せるしかないか。セトの事も知っているようだったし」

　そんな時に、扉がノックされる。許可を出すと、扉を開け部屋に入ってきたのはシルクだった。

「カインくん、さっきの事、聞きにきたよ」

「やっぱりそうなるよね……」

　カインは小声で呟きながら、部屋にある椅子に座るように進めて、自分はベッドの上に座る。

　なんて説明していいか悩み、そしてそのまま打ち明ける。

「魔族に知り合いがいるんだ。以前にグラシア領であった魔物の氾濫でも助けてもらったし。もし、知り合いだったらと思ってね……。かと言ってそのまま助ける訳にもいかないからあんな格好で……」

　カインは苦笑しながらも答える。

　フード付きのマントを被り、仮面を被って登場すれば、どこの頭のおかしい人かと思われても仕方ない。

　そんな事を気にした様子もなく、シルクは頷いた。

「ふーん、そうだったんだ。カインくんがいない間に会場は大騒ぎになったんだよ。いきなり現れて、この国で一番強い冒険者が一撃で倒されて、すぐに消えちゃったんだもん。もしかしたら魔族の襲撃がこれからあるかも？　とか、噂をしている人もいたし……」

「もし、あの魔族の女性が怪我をしていたら……。それが発覚したら戦争になってもおかしくないかも。聞いたら魔族の国の姫様だったみたいだし……」

「──そっか。なら良かったのかな？　それで彼女は……？」

「うちの屋敷で療養してもらってる。捕まってからずっと奴隷のように扱われていたらしいし……。ダルメシアに任せてあるよ」

　カインの言葉にシルクは安心したような表情を見せる。

「カインくんって……本当にお姫様とかと縁が多いよね。私はあんまり気にしないけど、あんまり婚約者を増やしたりすると、テレスがまた嫉妬するよ？」

　その言葉に思わずカインは噴き出す。まったくそんな事は想定していないからである。確かに美女であることには間違いはないし、魔族の国でもそれなりの国の姫なのであろう。あのダルメシアの反応からして察することができた。

「それはさすがにないよ。少しゆっくりしてもらったら、国に帰ってもらうつもりだし」

「それならいいんだけど……。まぁいっか。テレスたちには内緒にしておいてあげるねっ！」

　シルクは席を立ち扉へと向かい、ドアノブに手を掛けると、最後に振り返る。

「あと、あの仮面姿、──やっぱりちょっと恥ずかしいよ？」

　それだけ言い残してシルクは部屋を出ていった。

　一人残されたカインは大きくため息をつく。

「やっぱりそう思うよね……」

　小さな声で呟きながら着替えを済ませドリントルへと転移をする。

　執務室に転移すると程なくして、扉がノックされた。

　許可を出し、扉が開くと少し疲れたような表情のダルメシアが入室してきた。

「ダルメシア、大丈夫……？　疲れているようだけど……何か問題があった？」

「カイン様……、あ、貴方は何て人を連れて来るんですかっ！」

　珍しくダルメシアが疲れきった表情をする。普段見せない表情にカインは首を傾げた。

「うん……？　リザベートの事？　何か問題が……。もしかしてセトの国と敵対している国だったり？」

「そんな問題じゃありません。リザベート皇女殿下は──」

　ダルメシアの言葉を遮るように扉がノックされた。

　扉を開けて覗き込むのはルーラだった。

「カイン様が来てる気がするとリザベート様が……」

　ルーラと同様にリザベートが部屋を覗き込んだ。

「ほら、やっぱりカインがいたのじゃ」

　ニコリと笑みを浮かべて部屋へと入る。カインとダルメシアは大きくため息をついた。

　カインは執務室にあるソファーへと座るように促すと、機嫌が良さそうにリザベートは真ん中に座る。

　カインが対面に座り、ダルメシアは紅茶の準備を始めた。

「カイン、この屋敷が気に入ったぞ。食事も満足じゃ。妾は当分ここに世話になることにしたのじゃ」

　リザベートはご機嫌良さそうにそう答える。

「うん、それは構わないけど、その前になんであんな状態に……？」

　カインがリザベートを初めて見たのは檻に入れられ、魔力封じの腕輪をつけられていた状態だった。

　しかも魔族の国とはまったく違うイルスティン共和国でだ。不思議に思わない訳がない。

「言わないとダメかのぉ……。まぁカインには世話になることじゃし、仕方ないか……」

　ポツリポツリとリザベートは事情を話し始めた。

　殆ど屋敷から出ない生活に飽きてきたところで、とある問題で兄妹喧嘩をし、路銀代わりに屋敷にあった魔石をいくつか持って家を飛び出したこと。

　空を飛び、海を超えて人族が住む大陸まできて、魔石を路銀に交換して、それから一人で各国を巡ってたこと。

　そして何処かの街で、冒険者たちと飲み比べをした時に、酔い潰れて変身を解いてしまい、気がついた時には捕らえられて、イルスティン共和国の奴隷商に売られてしまったこと。

　転移魔法を使えることから、いつでも逃げられると思っていたら、魔法封じの腕輪をつけられていたこと。

　そして、闘技場であの戦いになったことまでをリザベートは話した。

「──カインのお陰で助かったのじゃ。流石に妾は命を失う訳にはいかなかったからのぉ」

　話し終えたリザベートは目の前に置かれた紅茶の入ったカップを手にとる。一口飲んでフーっと一息ついた。

「なら、いつでも自分の国には帰れるってことだよね。少しの間ならこの屋敷にいてもいいけど、一度、自分の国に戻って話してきたほうがいいんじゃないかな？」

「……他にも戻りたくない理由もあるのじゃがな……。仕方ない。少し世話になったら一度戻ることにしよう」

　自分の国に戻ることが少し嫌そうな表情をしながらも、渋々ながらリザベートは頷く。

　その後、街へと出る場合は必ず、護衛をつけることをお願いした。

「頼んだよ、ダルメシア」

「……はい、微力ながら承りました」

　ダルメシアには珍しく、少し嫌そうな表情を浮かべながらも頷いた。

「それにしても、カインよ。この街といい、この屋敷城といい随分立派な領地を治めているのじゃな。人族としてはまだ若いじゃろう」

「うん、最初はもっと小さな街だったんだけどね。みんなに手伝ってもらってここまで大きくなった感じかなぁ……。あと、城って言わないでね。一応〝屋敷〟だから。ちょっとだけ大きく造りすぎちゃってね」

　カインは、ドリントルの領主になった最初の頃を思い出し懐かしんだ。

　色々な問題が発生し、それを解決しながら街を広げていったが、他の街とは違い、大量の資金とチートな魔力、そして前世の知識を駆使して一気に造り上げたのだ。

　他の街を治める領主からしたら信じられないようなことである。

　あくまで国王から「もう好きにしていい」という言葉をもらったからこそ出来たことである。

　しかし、さすがここまで大きくなるとは国王、宰相含め誰も想像してなかったことだろう。

「ふむ……。カインにそれだけの甲斐性があるということかのぉ」

　その言葉の後に小声でブツブツとリザベートは独り言を始め、一人で納得したように大きく頷いた。

「とりあえず、少しの間はゆっくりしてもらってかまわないよ。あと数日でイルスティン共和国を出る予定だから、そうすれば戻ってくる予定だし」

「そうじゃ、お主は人族では珍しく転移魔法が使えるのじゃったの。上位魔族であれば珍しい物ではないが、人族で使える者には初めて会ったのじゃ」

「そこら辺は色々とあってね」

　まさか、自分で考えて『創った』とも説明するわけにもいかず、カインは言葉を濁す。

　その後も雑談は続き、夜も更けてきたので解散となった。

　カインはダルメシアに後のことをお願いし、自分の泊まっている宿へと転移しベッドの中へ潜り込む。

「そういえば、ダルメシアにリザベートの事聞いてる途中だったな。また今度聞けばいいか……」

　ダルメシアの心労など気にしていないカインは、次の日の議会に向けて眠りにつくのであった。




　次の日。

　いよいよ議会で先日の騒ぎについての審議が行われることになっている。

　カインは身支度をし、教師に説明をした後、一人別れ、迎えにきた馬車へと乗り込んだ。

　一人で乗る馬車は少しだけ寂しく、小窓から街並みを眺めていると十五分ほどで議会会場へと到着した。

「シルフォード伯爵、こちらへどうぞ」

　案内する係員の後を追い、個室に通される。そこにはサブギルドマスターのフォルトともう一人、壮年の男性が座って待っていた。

「シルフォード卿、こちらにお座りください。まずは紹介します。このイルスティン共和国の議員を統括している──」

「そこからはワシが言おう。この国の議員の代表をしているザブマールじゃ。この度は迷惑を掛けたな」

　ザブマールは白髪を後ろに流し、威厳のある顔つきで軽く目礼をする。

「カイン、カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵です。こちらこそ色々とご迷惑を……」

　カインは軽く頭を下げて席に座った。

「それでは、これからのことを説明しますね。議会では事実確認が行われます。今回については、粗方内容については分かっているので、あくまで賠償金についてと、バンテーガ親子の処罰が主になると思います」

　フォルトがこれからについて説明していく。カインは他国の議会など知る由もなく、ただ頷いていくだけであった。

　そして雑談をしているうちに時間は流れ、扉がノックされた。

　ついにカインの出番となり、会場へと向かうことになる。

　係員の案内され、廊下を数分歩くと大きな扉の前に立たされる。

　カインの後ろにはフォルトが立っている。一緒に入場し、証人として発言をする事になっていた。




　そして扉が開かれた。

　中へ進むとすり鉢状に議員席があり、中央に議長と思われる老人、その前に向かい合うように席が並んでいる。

　議員席はすでに数十人が座っており、ザブマールもその席に移動していた。その更に奥には観覧席があり、学園の生徒たちも座って観覧している姿が見受けられる。

　すでにバンテーガ親子は補助者を伴って着席しており、カイン達二人は係員の指示のもと、指定された席につく。

　全員が席についたことを確認した議長が周りを見渡し頷く。

「それでは本日の議会を開催する」

　議長の一声で議会は開催される事になった。




「まず、今回の事案について説明をしてもらえるか」

　議長の言葉で、控えていた男性が席を立ち説明を始めた。

「そこに座られているエスフォート王国の伯爵であられるシルフォード卿が、ガザールの街で襲撃にあった事が事の発端となります」

　その説明だけで、議員席に座っている議員達は騒つく。他国の貴族当主が自分の国で襲撃を受けたとすれば、その情報は各国へと広まってしまう。自分たちの国の風評に関わる事からして、重大な事案だということがすぐに理解できていた。

「続けます。シルフォード卿はガザールで登録されているＣランク冒険者五人に襲撃されましたが、これを撃退。全員の捕縛を行いました」

　今度は議員席から歓声があがった。席に座っているカインはどこから見てもまだ成人していない少年である。それを一人前とされるＣランク冒険者五人の襲撃を撃退したのだ。興味の視線はカインに集まった。

「そして捕縛された冒険者達を尋問したところ、そちらに座るガザールの議員、マルフ・バンテーガ氏の嫡男、ラルフ・バンテーガの依頼と発覚しました。本人はすでにギルドで依頼した事を認めています」

　議員の嫡男が他国の貴族当主に襲撃を掛ける。

　これはどんな事を意味するか、議員席に座っている者なら誰でも理解できる。『戦争を仕掛ける』のと同じ意味だ。

　議員達は思わず喉を鳴らした。

「異議あり！　議長、発言をよろしいでしょうか」

　マルフ側に座っていた一人が手を挙げ立ち上がった。

「よろしい、発言を許可する」

　議長の許可を出た事で、男は口を開く。

「ラルフ・バンテーガはあくまで、『少しだけ脅してくれ』と依頼したに過ぎません。襲撃や暴力を振るうなどの野蛮な依頼をしておりません。あくまで冒険者たちの意思であり、ラルフ・バンテーガと襲撃は関係ございません事を説明させていただきます」

「シルフォード卿、申し訳ないが襲撃時の事を説明してもらえるか」

　カインはフォルトと視線を一度合わせ頷くと席を立つ。

「はい、議長。では、説明させていただきます。路地で襲われた時、いきなり剣を抜かれました。確かに『殺しはしない』と発言はしていましたが、『腕の一本はもらう』と言われました。幸い、僕も冒険者ですから撃退できましたが、もし他の人でしたら……簡単な怪我では済まなかったと思います」

　カインは発言を終えると席に座った。

　その時、議員席から一人の議員が手を挙げた。議長が許可をすると、立ち上がり口を開く。

「その前に疑問なのですが、そこにおられるシルフォード卿はＣランクの冒険者五人を撃退したとなっています。いくら同じ冒険者登録をしているとはいえ、まだ未成年の学生が五人を撃退できたのでしょうか？　もしかして他にも人がいたとか」

　きっと議員席に座っている誰もが同じ気持ちであったであろう。カインは年相応の少年にしか見えない。しかも貴族当主であることでさえ疑わしい。貴族の子息であるなら理解はできるが。

「その事については、私から申し上げます」

　フォルトは手を挙げ立ち上がった。

「冒険者ギルドガザール支部サブギルドマスターのフォルトです。シルフォード卿は、エスフォート王国の冒険者ギルドにて──Ｓランクの冒険者として登録されております。これにつきましてはギルドでも把握できておりますので間違いありません」

　フォルトの言葉に議員席から今までにないほどの声が上がる。




　──Ｓランクの冒険者。

　これが意味するモノは誰に聞いても嫌という程理解ができていた。

　各国で最強に近いということであり、一人、若しくはパーティーでドラゴンを退治出来る実力があることの証明でもある。

　そしてイルスティン共和国で最強と言われる、ガームズと同等の実力を持っているという事でもあった。

　襲撃を掛けた相手が悪過ぎた。全てはこれに尽きる。

　質問した議員も納得して席についた。

「それでは説明を続けさせていただきます。襲撃の後、依頼者がすぐに発覚した事で、ギルドにて話し合いが持たれました。その時にマルフ・バンテーガ議員は、シルフォード卿を貴族当主だと知らず、議員特権の発動を口にしました。まぁ、シルフォード卿が当主であられますので、無効となりましたが。説明は以上となります」

　説明に議員席からはため息しかでない。

　議員特権とは特別なものである。相手を見ずに発動して無効化されるなど恥でしかなかった。

「わかった……。それで判決についてだが。過去事例に照らし合わせることとする。まずは、五人の冒険者については犯罪奴隷とする。そして依頼者のラルフ・バンテーガ。主はまだ未成年であることから、犯罪奴隷は免除とする。しかし、成人後五年間奴隷として奉仕を務めることとする。そしてその責任は保護者が負う事とし、マルフ・バンテーガは議員資格の剥奪。今回の賠償金として、シルフォード卿に白金貨二十枚、エスフォート王国の貴族であることから、迷惑料としてエスフォート王国へ白金貨二十枚、そしてイルスティン共和国に白金貨十枚納めることとする」

　罰金合計白金貨五十枚、日本円換算で五億円。

　ちょっとした気持ちで依頼した事に対しての代償。そして肝心の親は議員の権利さえ剥奪される。

　ラルフは顔を真っ青にしたまま下を向いていた。

　マルフは苦虫を嚙み潰した様な表情をしながらも、怒りの視線をカインに向けた。

「この件は、これで終わりとする。退廷するように」

　カイン達は席を立ち、入ってきた扉へと向かった。

　その後ろ姿を睨みつけながらマルフは「今に見てろよ」とだけ小声で呟き、ズカズカと退廷していった。
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　傍聴席にいたエスフォート王国の教師や生徒たちは、真剣な顔をして判決までの時間を過ごしていた。

　どの様な議会かを見学する予定だったが、出廷してきたのは一緒にイルスティン共和国へ訪れたカインであったからだ。

　教師も今回の件は詳しいことはカインから説明されていない。別行動をした理由も「貴族当主の仕事」としてあった。

「カイン様が襲撃を受けていたなんて……」

　テレスティアが手を握りしめ身体を震わせていると、シルクがそっと肩に手を置く。

「テレス、心配ないよ。カインくんだよ？　私たちを救ってくれた時を思い出して。どんな時でもきっと大丈夫だから」

「……うん、ありがとうシルク。少し気が楽になったわ……それにしても……」

　二人は視線を合わせ深く頷いた。

「「たっぷり反省が必要ですわね（だね）」」

　またしてもカインの知らないところで、反省会が決まったのであった。
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　別行動をしていたカインは宿で生徒達と合流した。

　教師達もまさか議会の見学で、自分の生徒の裁判を傍聴するとは思ってもいなかったらしく、ましてや研修中の襲撃事件となればただ事ではない。個別に呼ばれ引率の教師たちに説明する事になった。

「────以上です」

　カインは事の始まりからの説明を終えると、少し冷えた紅茶を口に含み喉の渇きを潤した。

「──まさかそんな事が……」

　教師たちも事情を聞いて、大きくため息をつく。今回は議員の息子であるラルフの短慮から起きた事件であったが、もし、カイン以外が同じような事があったのなら無事では済まなかったはずである。

「カイン、君がＳランクの冒険者であることは、今まで生徒たちには秘密となっていたが、今回の議会で公おおやけになってしまった。たとえ非がなかったとはいえ王国に戻り次第学園長含め協議をする事になる。場合によっては君の処罰も検討しなければならない」

「……それについてはわかっています」

　さすがに非がないとはいえ、研修中に起こしてしまった事である。カインはそれについては素直に受けようとしていた。教師から解放され、ため息をつきながら自分の部屋へと戻る。

　しかし、部屋の前には無表情とも言える三人が待っていた。

「……やっときましたね。それではじっくりとお話しをしましょうか」

「カインくん、色々と教えてくれるよね？　もちろん」

　さすがにリルターナは突っ込むことはできないが、無言の圧力がカインに迫る。

　手招きされるがまま、カインは力なく部屋へと吸い込まれていったのだった。




　出立当日、壮年の議員の一人が護衛を伴って、カインの宿泊している宿へと現れた。

　応接室もない宿であるので、まだ人がいない食堂を借りて向かいあって座る。

「これが賠償金の白金貨二十枚になる。この度はこの国の議員が、いや、元議員がご迷惑を掛けた」

　カインはテーブルに置かれた豪華に仕上げられた箱を開けると、そこには白金貨二十枚が綺麗に並べられていた。

「確かに受け取りました」

　カインは蓋を閉じると、議員は一枚の羊皮紙を取り出し広げた。

「では、受け取ったサインをいただけるか」

　カインは羊皮紙に書かれている内容を読み、問題ないと確認するとサインを書き込んでいく。

「これで問題ない。議会の方には私の方から提出しておこう。それにしてもまったく……王国と問題を起こせばどうなるかわかるだろうに……」

　議員は愚痴を言いながら、カインから羊皮紙を受け取ると、中身を確認し丸めて筒に入れると、護衛の一人に手渡した。

「それでは失礼する。今日、この街を出立すると聞いた。道中気をつけてくれ。それなりの大金を渡した事になるからな。まぁＳランクの冒険者に喧嘩を売る馬鹿な奴らはいないと思うが……」

　これ以上はイルスティン共和国としても問題があったら庇い切れるものではない。

　国家として隣国に喧嘩を売る馬鹿な者はいないと考えているが、白金貨二十枚は相当な金額となる。

　狙われないとは言い切れるものではなかった。

　議員と護衛たちを見送ったカインは白金貨の入った箱を早々にアイテムボックスへと仕舞い込む。

　そして部屋に戻り出立の準備を行った。
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　宿の前には馬車が何台も並んでいた。生徒たちは各自乗り込む馬車へ荷物を積んでいく。

　帰りの日程は、まずはガザールへ向かい、そこで一泊した後、イルスティン共和国を出国し、テレンザの街へと向かう。

　帰路はドリントルの街に寄らずにテレンザから直接王都へと帰る日程となっている。

　生徒たちはドリントルで泊まれないことを残念がっていたが、カインは逆にホッとしていた。

　ドリントルの街には闘技場から連れ去ったリザベートも滞在しており、屋敷にいたら確実に顔を合わせる事になる。

　シルクには事前に知らせてはあるが、テレスティアに事情を説明するのに、また話がこじれる可能性があり、カインとしては直接王都に戻れることに安心していた。

　荷物の積み込みが終わり、生徒たちは馬車へと乗り込んでいく。

　カインは行きと同様にテレスティア、シルク、リルターナと同じ馬車となった。

　他の馬車が良いと思っていたが、カインは三人の護衛の役目もある。渋々ながら馬車へと乗り込んだ。

　護衛が前後に着き、馬車は出発する。

　街をゆっくりと進み、タンバールの街を後にした。

　何事もなく馬車は進んで行き、宿場町で一泊し、二日目の夕方にはガザールの街へと到着した。

　本来なら、再度ガザールの学園と懇親会の予定があったが、襲撃事件が影響して中止となっていた。

　ラルフが襲撃を依頼したのも衝撃的な事件であったが、議会にかけられ奴隷になることが決まり、親のマルフも代議員の失職である。

　これ以上の失態はできないと、ダンバールからの圧力により、ガザールの学園側から中止の申し入れがあり、同行の教師が承認したのだった。

　生徒たちの心情を考えても、素直に楽しめないという配慮でもあった。

　馬車を降りた生徒たちは、荷物を持ち宿屋へと入っていき、割り当てられた部屋へと向かう。

　ちなみに今回の事件があったお陰で、自由時間はなくなった。

　多少の不満は出たが、事件性を考えれば生徒たちも納得するしかない。ましてや上級貴族当主であるカインに向かって本気で文句を言える者など、テレスティア達三人以外にはいなかった。

　食事を宿で済ませると、カインは部屋のベッドで横になり、リザベートの今後について考える。

「とりあえず、ダルメシアがいるから何とかなると思うけど、いつまでも屋敷に置いておくのはなぁ……。これから戻ってもいいけど、とりあえず王都に戻るまではお任せだな」

　顔を出してもまた何か問題が起こる可能性もあり、カインはダルメシアなら何とかしてくれるだろうと期待を込めて眠りにつくのであった。




　ガザールの街を後にし、これから三日掛けて国境の関所へと向かう。道中はキャンプをしながらの日程になる。

　何事もなく一泊目を終え、二日目は森に沿ってできている街道を馬車は進んでいく。

「明日にはもうエスフォート王国の国境ですね。長いようであっという間だった気がする」

「確かにね。まぁカインくんが一番忙しそうだったけどね」

　シルクは笑みを浮かべながらウインクする。闘技場のことを話すわけにもいかずカインは苦笑した。

「カイン様、いくらカイン様が強いとはいえ、無茶をして怪我などしたらダメですからね」

　少し頬を膨らませながら怒るテレスティアにカインは頬を緩めて頷いた。

「それにしても────あっ……」

カインはそこで言葉を止めた。そして、いきなり馬車の扉を開けて飛び降りた。

　馬車を飛び降りたカインは、クロードに向けて叫ぶ。

「クロードさんっ！　襲撃があるかもっ！」

　カインの叫びに先頭を進んでいたクロードが全体に停止指示を出して、馬を操りカインの元へと向かった。

「カイン……襲撃か？」

「はい、もしかしたらそうかもしれません。まだ距離はあるので、実際に見ないと何とも言えませんが」

　二人の会話に御者台で聞いていた従者達は顔を引攣らせる。

　護衛の冒険者は合計八人。クロード、リナ、ミリィ、ニーナの一組と、Ｂランクの冒険者パーティー四人である。それと護衛の騎士が十人ついて、戦力としては十八人になる。

「全員馬車をまとめてくれ。襲撃があるかもしれないっ！」

　クロードの言葉に、御者達は馬を操り馬車を街道に並べていく。生徒たちは何かと顔を出すが、教師から馬車にいるように指示された。

「カイン、襲撃というのは本当か……？」

　カインとクロードの会話の輪に一人の教師が入ってきた。

「多分、襲撃かと。実際は見てみないとわかりませんが。まだ距離はありますが普通の人数じゃなさそうなので……」

「カイン、どれだけきそうだ？」

　その言葉に教師は唾を飲み込む。

「……多分、二百人以上……いると思います」

「?!　……何だとっ!?」

「カイン、マジか……」

　クロードは顔を引攣らせ、教師は絶句である。

　護衛は騎士を含めても十八人。対する相手は二百人以上。

　聞くだけで教師の顔には絶望感が浮かぶ。

「……他の生徒たちはどうする……？」

「何かあって怪我されても困るから、馬車から降りてもらって僕がこれから出す〝乗り物〟に乗っていてもらえれば安全かと」

「カイン、お前、またとんでもない物を出すつもりじゃないだろうな……？」

「いやいや、ただの乗り物ですよ。先生には生徒たちの誘導をしてもらってもいいですか？」

「……わかった。戦力にはなれそうにないのでな。すぐに取り掛かる」

　教師は走って行き、各馬車へ行き生徒に馬車から降りるように伝えていく。

「では、ここに」

　カインは少し離れた場所に、アイテムボックスから乗り物を取り出した。

　見た目は──護送車。

　バスのような形で全体が金属で覆われており、窓は透明なガラスに鉄のメッシュで覆われている。

「カイン……これは一体……？」

　ポカンと口を開けたクロードにカインは説明する。

「本当は捕まえた人に逃げられないようにする物なんですけどね……。逆にここの中は安全ですから。硬質化して剣では傷すらつけられないし、魔法防御もされているので、問題ないかなと。勿論一応自走も出来ますよ。全員乗っても席は十分確保してますし」

　自信満々に言うカインにクロードは呆れるしかない。

　ミリィとニーナは実際に目の前で見ているので、カインの非常識さは理解しているが、クロードやリサは強いのは理解しているが、ここまで非常識だとは理解していなかった。

　それは、教師や生徒たちも同じである。どこから取り出したかわからない金属の塊がいきなり目の前に現れたのだ。

「カイン様、またそんな非常識な物を……」

「カインくん、これ大きいね！」

　テレスティアは呆れ、シルクは喜び、リルターナは絶句である。

「それより早く乗り込んで！　もうすぐ見えるはず」

　生徒や御者、教師達は順番に乗り込んでいく。

「……見えてきた」

　カインの指差す方に、土埃を巻き上げエスフォート王国の一行に向かってくる集団が見えてきたのだった。




　エスフォート王国一行に向けて駆けてくる騎馬が次第に近づいてくる。

　クロード達護衛の者は最背後に集まり、護衛の騎士は生徒や教師が乗り込んだバスを守るように立つ。

　勿論カインは王国、いやこの世界で一番の強者である。

　クロード達を伴って向かってくる騎馬を迎える為に冒険者達と並んで立つ。

「それにしても襲撃とはな。馬鹿なことを考えるやつもいるもんだ」

「まぁ、こっちには最終兵器カインがいるしね」

　クロードも自信満々に剣を構え、リナも杖を構える。ミリィとニーナもそれぞれの武器を持ち身構えた。

　──そして一行の前でその騎馬達は止まった。

　その者達は私兵、冒険者だけでなく、いかにも裏の世界にいるであろうという者までいる。

　二百人以上がそれぞれの武器を抜き、いつでも戦闘が行える状態で身構える中、そこから一人の男が出てきた。

　にやりと笑みを浮かべた男はマルフ・バンテーガだった。

「シルフォードは──いるようだな。お主のせいでわしの貯め込んでいた財産の大半を失った。身を以て返してもらわないといけないからな」

「こいつらを処分したら、女達は好きにしていいんだよな？」

「王女たちは駄目だぞ。あれは奴隷にしたら高く売れるだろう？　他の奴らは好きにしていいぞ。だが、あの銀髪の小僧だけは確実に殺せ」

「あぁ、それは分かっている」

　闇ギルドであろう黒尽くめの男とマルフの会話にカインはため息をつく。

　同じようにクロード達四人も大きくため息をついた。しかし、カインの事をあまり知らない四人のＢランク冒険者は、緊張しながらもクロードに問いかけた。

「クロードさん、こっちはこれだけの人数だがどうするんだ!?」

　不安そうに問いかけた冒険者にクロードは歯を見せて笑う。

「全く問題ないぞ。というか、カインがいれば俺たちも必要ないからな」

　クロードの答えに、冒険者たちは驚き、カインは苦笑する。

「?!　カインってその生徒か？　小僧一人でどうにかなる人数じゃないだろ」

「いや、本気を出せば……俺たちが敵になってもきっと瞬殺されるだろうぜ。Ｓランク冒険者様だしな」

「え、Ｓランクだってっ!?　マジかよ。それなら……」

　普通に考えたら、この人数相手にするのは難しい。確実に生きては帰れないと覚悟をしていた冒険者であったが、クロードの余裕にホッと胸を撫で下ろす。

　カイン達が話している間、マルフ達は囲うように動いていたが、襲ってくる様子は見せなかった。

　カインとマルフの視線が交差すると、マルフはニヤリと笑った。

　それと同時に背後からは、騎馬の駆ける音が聞こえてくる。咄嗟に探査サーチを使うと、背後からも数百にも及ぶ人の反応があった。

「どうやら間に合ったようだな」

　マルフはニヤリと笑いながら呟いた。

「クロードさん、後ろからも敵が……数百はいるかと」

「何っ!?　カイン……どうする？」

　クロードも前後から挟まれるとは思っていなかったようで、余裕の表情は消えていった。

「とりあえず、後ろは僕が対処してきます。その間、ここを死守してください」

「それなら大丈夫だな。ここは任せておけ」

　クロードの言葉に頷き、カインは踵を返す。

「あ、そうだ。これだけやっておきますね」

　カインはそう言うと、剣を抜き一振りする。

　それだけで、地面には二メートルほどの幅で二十メートル以上に渡って裂け目ができた。

「「「「…………」」」」

　クロードやリナ、ミリィ達、そして相手側も唖然とする。

　────たった一振り。

　それだけでこの威力があるのだ。

「あとはお願いします」

　カインは一言を残し、背後から迫る襲撃者側へと駆けていった。

「やっぱりカインはとんでもねーな。よし、リナ、ニーナ。ここを死守するぞ」

　八人の冒険者は敵対する相手に視線を送り、身構えたのであった。




　カインは一人で駆けてきた兵士達を出迎えた。

　護送車の護衛をしていた騎士達は、その兵士の鎧を見て少し安堵の表情をする。

　しかし、カインの一言で脆くも崩れることになった。

「あれは、多分敵です。気を抜かないように。他のみんなを頼みますね」

「はい、命を賭けても殿下たちをお守りします」

　カインは頷くと、一人で先頭に立ち、向かってくる兵士たちを出迎えた。

　その先頭には見覚えがある顔があった。

「おぉ、シルフォード卿、ご無事であったか」

　先頭を駆けてきたのはテレンザの領主である、バルド子爵であった。

「えぇ、護衛が今対峙してます。それにしても、何故この場所へ……？　ここはイルスティン共和国の領地でしょう。それにしてもなんで僕たちが襲われていることを？」

「……それは、とある情報筋から、とだけ。それで兵士を集め王女殿下を含め、救出に向かうために駆けてきたのだ」

　救援にきた兵士たちは三百人近くいるだろうか。

　冒険者と見受けられる者はおらず、兵士とあとどこから見ても裏世界にいるであろう風貌の者が見受けられた。

「……そうですか。では、救出のために、なぜ──闇ギルドのメンバーがいるのでしょう？」

　カインの一言で、兵士たちに緊張が走った。そしてバルド子爵はニヤリと笑みを浮かべた。

「フッフッフ。やはり気付かれたか。そうよ。この兵士達は────お主を討つために集めたのだ。シルフォード卿、お主の命は貰い受ける。王女殿下たちは私たちに任せて貰えばいい。いい値段の奴隷になるだろうよ」

　豹変した態度のバルドにカインはため息をつく。

「マルフとつながっていたわけですね。貴方の上のコルジーノ侯爵もこの件は知っていると……」

「勿論だ。お主の首を持ち帰らんといけないからな」

（コルジーノもか……完全な反乱だな……。とりあえずクロードさんを助けないといけないから……）

　カインはこの後について考えていく。

「そうですか……。これは完全にエスフォート王国に対しての反乱として受け止めていいですね。それでは僕も容赦なくやらせていただきます」

「一人で何ができるのだ。これだけの人数を相手に……」

　カインはその言葉を待たずに、地面に手を当て魔力を流していく。




『落とし穴アースフォール』




　その瞬間、バルド子爵を含む兵士達のいた場所が、地震のように揺れ地面が沈んでいく。

　直径にして五十メートルほどであろうか、円形に沈んだ地面の深さは十メートルにも達していた。

「これは何だっ!?」

「ここから出せっ!!」

　カインは上から覗くと、憤慨する兵士達が叫んでいた。

「とりあえず後で相手するから、そこで大人しくしておいて」

　カインは、護送車の護衛をしている騎士に声をかける。

「多分出てこれないと思うけど、もし出てきたら対処を頼む。合図をくれれば駆けつけるから」

「は、はいっ。わかりました」

「では、頼んだよ。僕はあっちの相手をしてくるから」

　カインは兵士に監視を頼み、すぐにクロードたちの方へと駆けていった。

　残された護衛や、護送車から心配そうな表情をしながら眺めていた生徒と教師たちは、その非常識さに唖然としていた。

「ねぇ、シルク。普通にあんなことができるの……？」

「テレス。カインくんしか無理だと思うよ」

　護送車から見えるのは、いきなり現れ兵士達を飲み込んだ大穴と、底から叫ぶ声だけだった。




「おまたせしましたっ」

　カインが戻ってきた時にはすでに戦闘は始まっていた。

　裂け目を避けるように、襲撃者たちは二手に分かれている。

　クロード、リナで分かれ、もう一方をミリィ、ニーナ、そして四人の冒険者たち。

　リナとニーナが分かれて魔法を放つことによって、襲撃者たちは近づくことも出来ない状態であった。

　それでも魔法の合間に近づく者はクロードの剣の餌食となっていた。

「おせぇぞ！　それであっちはどうなった？」

「とりあえず、全員出てこられないようにしてますから、後で対処します」

「あっちも敵だったか……」

「はい、バルド子爵の手勢でした」

「マジかよ……」

　剣を振るいながら口を開くクロードに、カインは自分の剣を抜きながら答える。

「わかった、まずこいつらをやっちまうぞ」

「はいっ！　とりあえず……」

　同じようにカインは地面に手を当てる。

『泥沼』

『落とし穴アースフォール』

　バルド子爵たちと同じように、襲撃者たちが泥沼によって動きを止められ、そのまま飲み込むように地面は沈んでいく。

　あっという間に全員が穴の底に閉じ込められた。

「「「「…………」」」」

　クロード達も口をポカンと半開きにし、そしてカインに視線を送る。

「取り敢えず、こんな感じで……」

　しかし、クロードやミリィ達からの冷たい視線がカインを突き刺す。

　他の冒険者は、何が起きたのかわからない状態であった。

　突如としてできた大穴に閉じ込められた襲撃者たちも、同じように唖然としていた。

「……規格外のＳランクなのが良くわかったよ……」

　クロードは頭を搔きながら苦笑し、穴の中に閉じ込められている襲撃者たちを見下ろす。

「それで、どうするんだ？　こいつら……」

　穴の中からクロードに向かって火球が飛んでくるが、一瞬にして斬り捨てる。

「しつこいから全部燃やす？」

　ニーナが恐ろしい事を言うが、カインは首を横に振る。

「取り敢えず国に引き取って貰おうかと。このままだと戦争になりますからね……」

「だよな……。俺たちじゃ荷が重すぎる」

「全部灰にするとか？」

「ニーナ！」

　手の平に炎を浮かべるニーナに、ミリィが止めにかかる。

　そんな時、カインの探査サーチにまた新しい集団が、エスフォート王国側から向かっているのを感じた。

　カインは王国側を眺めながら呟く。

「もしかして……また新手が来たかも」

　カインの言葉に全員が耳を傾ける。

「ここは私たちで見てるわ。クロード、カインと向かって」

「おう、カイン行くぞ」

「はいっ」

　リナの言葉に二人は頷き、バルド子爵が閉じ込められている方向へと向かう。

　カインたちに向かってくる集団は、一騎が先頭を駆け、それを追うように二十騎ほどが駆けている。

　しかし、その先頭を見てカインは頬を緩める。

　先頭を駆けているのは、騎士服を身にまとい、緑色の髪を靡かせている女性、カインの婚約者でもある──ティファーナであった。

　バルド子爵達が閉じ込められている大穴の前で馬を停めると、ティファーナは上から見下ろしてため息をつく。

　そして、大穴を大回りするようにカインの近くへと駆け寄って、馬から降りると勢いよくカインに飛びついた。

「カイン、会いたかったぞっ！　それにしても……これはなんだ？」

　視線を大穴の底で何もできずにいるバルド子爵達に一度視線を送り、カインに質問する。

「両方から襲撃を受けたので、取り敢えず閉じ込めておこうかと……」

　クロードも閉じ込められた兵士達を見下ろし、ため息をつく。

「反対側もこんな感じだ。全員閉じ込められている」

「そ、そうか……。やはり私の婚約者なだけあるな」

　カインの頭を撫でながら答えるティファーナも少しだけ呆れていた。

「それで……ティファーナはなぜここに……？」

　思い出したかのようにティファーナは口を開く。

「そうだっ！　バルド子爵の企みの情報を掴んで、すぐに王城を飛び出したんだ」

（王都を放ったらかして近衛騎士団長が飛び出したらマズイでしょ……）

　ティファーナから王都でカイン達の襲撃の事を知り、エリック公爵だけに伝えて近衛騎士団を半分に分けて、王都を出たということを聞く。

「それでこいつらは……」

「勿論、全員捕らえて王都まで運ぶ予定だ」

「反対側の襲撃者はイルスティン共和国の元議員を含めて、闇ギルドもいるみたいです」

「むむ……それでは勝手に王国へ運ぶ事もできないな……」
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「取り敢えず国境の砦の監獄に閉じ込めておくのはどうかな？」

　悩むティファーナに、カインが提案すると、大きく頷いた。

「そうしよう。しかしバルド子爵は別に話を聞かないとダメだな……」

　ティファーナは鋭い視線を大穴の下で何もできないバルド子爵へと送る。

　カイン達が話していると、ティファーナを追いかけてきた近衛騎士団も到着した。

「団長！　速すぎですよっ。いくらカイン様が襲われるからといっても……。ってこれはっ……」

　到着した近衛騎士団も、大穴の中に閉じ込められている襲撃者達を見下ろして唖然とする。

「……流石にこれはないでしょ……」

「だよな……。戦いにもならないぜ、これ……」

「剣でも勝てないけど、魔法も規格外これかよ……」

　到着した騎士団も小声で話し合う。

「よし、まずは全員を捕らえるぞ」

　ティファーナの言葉で、全員が剣を抜き戦闘の準備をした後、カインは大穴の底で何もできないバルド子爵たち襲撃者に向かって声をかける。

「全員、武器を捨ててください。これから全員を捕らえます」

　しかし、カインの言葉に武器を手放す者などいない。

　逆に罵倒する言葉が返ってくる。

「ここに閉じ込められたって、負けた訳じゃないっ！」

　兵士たちは口々にするが、その言葉は──一瞬で消えた。

　カインの上には、数メートルはあろうかという火の球が浮かんでいる。

「そうですか……なら……」

　にやりと笑うカインに、一人が武器を投げ捨てると、次々と兵士たちは武器を投げ捨てて行く。

　全員が武器を手放し両手を挙げた。

「ちょっと待ってくれ！　武器は捨てたっ！　頼む。それだけは……」

　武器を捨てたことに、カインは頷いて火の球を拡散させると、襲撃者たちも少しだけ安堵した表情をする。

「それでは、階段を作るので、指示に従って、一人ずつ上がってきてください」

　カインは大穴の脇に手をかざし魔法を唱えると、土が盛り上がり、一人が通れる位の階段が出来上がってくる。

　誰もがその状況に息を飲んだ。

「では、バルド子爵、先に上がってくるように」

　ティファーナの言葉に、苦虫を嚙み潰した表情をしながらも、一歩ずつゆっくりと階段を登る。

　そして、階段を登りきる直前に懐から短剣を取り出した。

「こうなったら……無念」

　覚悟した表情をしたバルド子爵は、剣先を自分に向けて一気に自分の首に突き刺した。

　近衛騎士たちは、その様子に驚くが、カインは一気に近づき首から短剣を引き抜き、投げ捨てた後、回復魔法をかける。

「そう簡単に死なれたら困りますよ……」

　自死を選んだつもりであったバルド子爵は、首に刺した跡を手で触り、傷がふさがっていることを確認すると諦めた表情をして、そのまま力なく膝をついた。




　バルド子爵を捕縛すると、同行した兵士たちは諦めたようで指示通りに一人ずつ階段を登り始めた。

　自害されては困るので、バルド子爵だけは早々に猿轡までとりつけられていた。

　上がってくる兵士たちをティファーナが引き連れてきた騎士たちが順次捕縛していく。

「こちらは大丈夫そうですね。クロードさん、あちらに戻らないと」

「だよな。まぁ外に出れるとは思えないけど、な……」

「私も確認しに行こう。一応他国でもそれなりに名前は知れ渡っているからな」

　確かにカインは伯爵ではあるが、エスフォート王国に伝手があり、ドリントルの状況を知る者でなければその存在は軽い。

　しかし、ティファーナは長年に渡り、王国で近衛騎士団長としての役目を果たしており、他国からも一目置かれている状況であった。

　圧倒的な武力と美麗さのため、婚姻の申し込みが多々あり、全てを断ってきた者が、突如として婚約を発表したのだ。

　その噂は瞬く間に各国に広がっていったのは言うまでもなかった。

「うん、ティファーナも来てくれると助かるよ」

「そうだろうっ！　たまにはカインの役に立たないと、殿下たちに遅れをとってしまうからな」

　一人で腕を組み満面の笑みで頷いているティファーナにクロードは苦笑する。

　ティファーナといえば、エスフォート王国の冒険者も知らぬ者はいない。

　それが、カインと一緒にいる時は、そこらにいる恋する女性と同じになるのだ。

　クロードの中でもイメージは崩れていく。

　しかし、今はそんなことを考えている場合ではない。クロードは表情を引き締めカインに声をかける。

「カイン、早く戻るぞ」

　クロードの掛け声で三人はイルスティン共和国側の大穴へと向かって行く。

「待たせたな。こっちは援軍だった」

　クロードの言葉に、リナたちは安堵の息を吐くが、カインの後ろについている女性、ティファーナを見ると一瞬にして固まった。

「……まさか、エスフォート王国最強の近衛騎士団長のお出ましとはね……」

　リナの言葉に皆が驚きながらも頷く。

　カインは大穴の底を覗くと未だ諦めていないようで、各自が武器を持ち、魔法が使える者はいつでも放てるように待機していた。

　そんな中、ティファーナが襲撃者たちに見えるように立つ。

「エスフォート王国、近衛騎士団長ティファーナ・フォン・リーベルトだ。襲撃者たちに告げる。今すぐに武器を捨てて投降しろ。そうでなければ、これはイルスティン共和国からのエスフォート王国への宣戦布告とみなす」

　ティファーナの言葉は効果覿面であった。

　襲撃者たちの顔色は一気に悪くなっていく。それほどまでにティファーナの名前は他国まで通っていた。

　主犯のマルフでさえ信じられない表情をしている。

　本人としては、息子のラルフがきっかけをつくり、いつのまにか自分の立場も財産も剥奪され、それを取り戻すために今回の襲撃を計画した。

　コルジーノ侯爵からの助言を貰い、共に宿敵であるカインを陥れる予定だったのが、いつのまにか近衛騎士団長まで現れ、イルスティン共和国とエスフォート王国との戦争まで話が発展してしまっている。

　こうなったら、議員資格剥奪と罰金だけで済む話ではない。一族揃って死罪になるのは目に見えていた。

　絶望から力無く膝をつくマルフであったが、他のメンバーはそういう訳にもいかない。

　私兵も闇ギルドに関しても、マルフの口車に乗せられ今回の計画に参加した。

　莫大な褒賞が貰えると思っていたが、何もせずに大穴に閉じ込められたのだ。もちろん計画が失敗したら約束も反故されることは目に見えている。

　しかしこの閉じ込められている大穴から逃げ出す手段さえない状態であった。

「クソっ。なんでこんな事に……」

　捨てセリフを吐く闇ギルドのマスターであったが、ふと周りを見ると、今回用意した襲撃者がバタバタと倒れて行く。

「一体何が──」

　その言葉を最後に闇ギルドマスターの意識は途絶えた。
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「カイン、一体何をしたんだ……？」

　大穴の底で全員が倒れたのを確認して「よし、成功だ」と言うカインにクロードが声をかけた。

　ミリィやニーナも不思議そうな表情をする。

「あのままでは、投降してくれそうもなかったので、酸素の比率を魔法で変えてみました」

「サ、サンソ……？　なんだそれは……？」

　カインの言葉に理解できる者はいない。

　前世で高校二年生までは通っていたのだ。酸素が薄まると二酸化炭素が増え、比率が変われば意識を失うくらいの知識はある。ちょうど大穴だったので思い出して利用させてもらった。

　空気の質量については、実際に見えることはない。しかしこの世界でも呼吸していることに変わりはないので、確証はないが試してみたのだ。

　そして予想通りに襲撃者の意識を刈り取ることができた。

「うーん、呼吸している空気を薄くしたと思ってくれればいいかな……」

「「「「…………」」」」

「まぁ、大穴の中だったから簡単にできたんですけどね」

　この場所にいる全員がカインの言葉に絶句した。

　簡単に言えば、いつ、どこでも、誰に対しても意識を失わせる事が可能だと言っているのだ。

　もし、敵対したら何も出来ずに負けるということを全員が理解した。

　クロードは生唾を飲み、絶対にカインと敵対しないようにすると心に決めたのだった。

「あ、そのうち意識を取り戻しちゃうから、その前に捕縛してもらってもいい？」

　カインの言葉にティファーナはハッとする。ティファーナでさえ信じられない光景であったのだ。

「そ、そうだな。あっちにいる騎士をこっちに呼ぶか」

　ティファーナはそう言って風のように疾走していく。

「その間に戻しちゃうか……」

　カインはそう言うと、地面に手をつき、魔力を流していくと、大穴が次第に盛り上がっていき、平らな地面が出来上がった。

「これで簡単に縛り上げることができるね」

　カインの言葉に誰も反応することは出来ず、ただ全員がカクカクと頷いた。

　そうしているうちに騎士が十名ほど駆けてくる。

　カインも捕縛のためにアイテムボックスから取り出したロープを適度な長さへと切って並べていく。

　数百名からの襲撃になる。どう考えても助けにきてくれた騎士団が用意したロープでは足らないと思ったのだ。

「待たせたな……って、あの大穴はっ!?」

「それなら戻しておいたよ。縛るのに邪魔でしょ？」

「まぁ……確かに」

　ティファーナも少し納得いかない様子であったが、騎士たちに指示をし、次々と襲撃者を縛り上げていく。

　一刻もしないうちに襲撃者の捕縛は全て終わった。

「さて、これはどうしたものかな……」

　ロープで縛られている襲撃者の数は五百名を超える。

　そう簡単に運べる人数ではない。

「砦まで運べればな……」

　ふと呟いたティファーナにカインは、思い出したかのように手を叩いた。

「全員運べればいいんですよね……それなら」

　カインはアイテムボックスから護送車をもう一台出す。

「座席は足りないけど、ぎゅうぎゅうならそれなりの人数を入れられるかな」

　念のためにカインは護送車を二台用意していた。

　すでに襲撃者の撃退は終えているので、教師や生徒達も護送車から下りていたが、襲撃者の数を見て皆が顔を青くする。

　もし、カインがいなかったら──。

　そう思ったのかもしれない。

　生徒達から次々とくる感謝の言葉にカインは苦笑した。

（いや、僕がいなかったら襲われることはなかったんだよね……多分……）

　騎士達が護送車に次々と襲撃者たちを運び込むが、さすがに五百人の襲撃者は乗せることはできなかったので、カインはアイテムボックスから新たに檻を一つ出す。

「残りはここにいれてください」

「カイン……。檻はわかるのだが、こいつらをどうやって運ぶのだ……？」

　ティファーナの言葉にカインは少しだけ頭を悩ませる。正直転移魔法を使用すれば簡単に王都へと運ぶことはできる。しかし、国王より口止めされており、クラスメイトや教師たちに簡単に見せることはできなかった。ただ、この状況でそんなこと言ってられない。

　カインが悩んだ末に出た結論は────仕方ないと。

「仕方ないから────転移魔法で運ぶつもり」

　悩んでいたカインが出した答えに、さすがのティファーナさえも絶句したのだった。

　ティファーナもカインが伝説と言われる転移魔法を使えることは知っていた。

　王国でもごく一部の者しかその事実は知らず、エスフォート王国の近衛騎士団長として上層部より説明をされていた。

　しかし説明を受けたときは「カインなら仕方ないか……」と驚きながらも納得していたが、それは大量の魔力を消費し、数人が転移する位だと認識していた。

　この檻ごと数百人を同時に転移させられると、誰も想像など出来るものではない。

　しかし、他の生徒や教師がいる前で行うことは流石になかった。

　檻に入れられている数百人にものぼる襲撃者たちに、生徒達の表情は暗い。

　いくら撃退して危機は終わったとはいえ、一歩間違えたら自分たちの運命は変わっていたかもしれないのだ。

　護送車を降りたテレスティアたちも縛られている襲撃者たちを横目にカインのもとへと移動する。

「カイン様、今回の襲撃はいったい……？」

　カインはテレスティアとシルクには話さないといけないと思い、リルターナだけは少し席を外して貰った。

「実は────」

　コルジーノ侯爵とバルド子爵が王国側からマルフ元議員と結託し、イルスティン共和国側より襲撃を企てたこと。他の生徒達はイルスティン共和国の闇ギルド側にて、奴隷として拉致される予定だったことを淡々と説明していく。

　カインの説明を最後まで聞いた二人の表情は青醒めていた。

「も、もしかしてこのままだったら戦争に……」

「うん、誰かに何かあったら戦争になるだろうね……。正直、テレスとシルク、リルが乗っている馬車に向かって襲撃を計画した時点でもう戦争になってもおかしくない」

　エスフォート王国として、近衛騎士団長のティファーナもいるが、この場で結論を出すことはできない。

　早々に王国へと戻り、国王を含めて協議をすることになった。

　カイン以外の生徒や教師は、ティファーナが連れてきた近衛騎士団の半分が護衛として先行して王国へと出発した。

　テレスティアやシルクは不満げであったが、この大人数の捕縛をして半分となった近衛騎士団だけでは移送するのにも問題があり、渋々ながら馬車が出発していく。

「よし、それでは始めるか……」

　二台の護送車、そしていくつかの檻にタコ詰めになった襲撃者たちに視線を送る。

「バルド子爵達やマルフたちも王都でいいんですね？」

「うん、それで構わない。流石にこの人数の監視を分けるわけにもいかぬからな」

　当初はマルフ達を国境の関所で捕らえておく予定であったが、兵士を分割するわけにもいかず、一度王都へとまとめて連行することになった。

　まずはバルド子爵たちを乗せた護送車に手を触れ、反対の手でティファーナの手を繋ぐ。

『転移』

　その場から護送車一台とカイン、ティファーナの姿が消えた。
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　王都の近衛騎士団は緊急事態で全員が武装していた。

　ティファーナが掴んだ情報により、カイン達王立学園の一行が襲撃されると知り、ティファーナは王都を飛び出し、残った騎士団は王城の守備をしていた。

　──そして訓練場にいきなり鉄の箱が現れた。

　残っていた騎士は、笛を吹き緊急事態の合図を送りすぐに剣を抜き警戒をする。

　そしてゾロゾロと勢いよく武装した騎士団が訓練場へと押しかけてきた。

　そこに現れたのはティファーナとカインの二人。そしてバルト子爵を含めた襲撃者が詰め込まれた護送車だ。

　カインの姿を見た騎士団は「やっぱりシルフォード卿か……」とため息をつく。

「すでに襲撃者たちは捕縛された。あと何往復かして襲撃者達を運ぶ！　牢の準備をしておけ」

「「「はいっ」」」

　ティファーナの言葉に騎士団の団員はテキパキと襲撃者たちを降ろし、牢屋へと連れて行く。

　カインは転移を繰り返し、全ての襲撃者たちを王都まで運ぶこととなった。

　襲撃者の処理が終わり、ティファーナの前には王都に残っていた騎士団が整列する。

「それではこれより────コルジーノ卿の捕縛へと向かう」

「「「「!?」」」」

　上級貴族であるコルジーノ侯爵捕縛を言い出したティファーナに騎士団は驚きの表情をする。

「何を驚いている。今回の襲撃犯の黒幕はコルジーノだ。それでは行くぞ！」

　カインも同行するつもりであったが、ティファーナに止められた。

「これは騎士団の仕事だ。カインがいれば心強いが、それでは騎士団は意味をなさなくなる。カインは陛下に説明を頼む」

「……うん、わかった。気をつけて」

「────うん」

　ティファーナはカインの事を一度抱きしめたあと、近衛騎士団を引き連れ、コルジーノ邸へと向かい、カインは近衛騎士団一行を見送った後、国王やエリック公爵に説明するために王城へと向かった。
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「ちくしょう!!　なんであれだけの人数がいて失敗するんだっ!!」

　派手な造りの執務室で椅子を蹴り上げて怒りをあらわにするコルジーノがいた。

　その横にはマルフを丸め込んだコルジーノ侯爵の従者が佇んでいる。自分の手の者に王都の動きを監視させており、騎士団がこの邸宅を目指しているのをいち早く察知し、コルジーノに逃亡の助言を与えるために執務室を訪れた。

「仕方ありません、襲撃は失敗したものと……。それにしても何故この距離があるのに……こんなに早く連絡が……」

「そんな事は関係ないっ！　まずは金を持って少し身を隠すぞ。そしてすぐに国外に向かえるように手配しろ」

「はい、仰せのままに……」

　従者が執務室を退出したのを確認すると、コルジーノは絵の額を横にずらし、そこに隠れたスイッチを操作する。

　ゴゴゴゴ……と書棚が横へと動き始め、人が一人通れるほどの通路が現れた。

「とりあえず持てるだけ持っていかねばな……」

　コルジーノはその開いた隙間を通っていく。

　中には階段があり、そこをゆっくりと下りていき、そして厳重に閉じられた扉の鍵を開け、中へと入っていく。

　そこは二十畳ほどのスペースがあり、金貨が積まれた箱がいくつも並び、宝石や希少性が高い物が所狭しと置かれていた。

　コルジーノの隠し部屋であり、今までため込んでいた隠し財産が全てここに保管されていた。

「あれだけの人数で失敗するとは……。せっかく、せっかくここまで登りつめたのにっ！　あんなくそガキのせいでっ！　わしの計画がっ!!」

　怒鳴り散らしながらもコルジーノは金貨の箱を魔法鞄へと詰めていく。

　そんな中、コルジーノ一人しか知らないはずの部屋で後ろから声がかかる。




『負けたくないんだろう……。だったら──』




　頭の中に直接響くような声にコルジーノは振り向き、誰もいない事を確認する。

「だ、誰じゃっ!?　ここはわし一人しか知らないはずなのに……」

『────力を貸してあげるよ』

　その声は蓋が閉じられた一つの宝石箱から聞こえてくる。

「ここから声が……？　この箱は一体……」

　コルジーノはその声のする宝石箱の蓋に手を掛け、勢いよく開いた。
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　カインは説明の為に王城の応接室へと向かった。

　すでに国王含めエリック公爵やマグナ宰相にも連絡は伝わっており、すぐに向かうと従者から説明を受ける。

　二人が応接室で待つこと数分で国王を含め三人が入室してきた。

「カイン、お前、またやらかしたらしいな……」

　捕縛者の大まかな説明はすでに騎士団から行われている。しかし、詳細についてはカインから騎士団にもまだ説明しておらず、「イルスティン共和国、エスフォート王国の一部が結託し生徒達を襲った」という事実だけが伝わっていた。

「カインくん、じっくりと説明してもらってもいいかな……」

　エリック公爵の言葉にカインは頷き、イルスティン共和国までの研修日程について説明をしていく。

　ガザールで起きた議員の息子の計画による襲撃事件の撃退から、裁判について。

　そして帰国途中の襲撃についてカインによって詳細に説明されていく。

　イルスティン共和国のマルフから、コルジーノ侯爵と繋がっており、テレスティアやシルクなど生徒達を含め奴隷にするつもりだったと。

　そして、同時にエスフォート王国からバルド子爵が挟み撃ちにしてきたこと。

　説明が続くにつれ、国王やエリック公爵、マグナ宰相の表情は怒りに満ちてくる。

「コルジーノはどうしてるっ！　すぐに捕縛に行かせろっ！」

「すでに近衛騎士団が向かっていると報告を受けております。捕縛されるのはすぐかと……」

　自分の娘テレスティアを奴隷にするつもりだったと聞き、顔を真っ赤にして怒る国王だったが、エリック公爵やマグナ宰相が宥め、ティファーナを筆頭に騎士団を向かわせていると聞き、大きく息を吐き席に座る。

「陛下、イルスティン共和国に関しては私にお任せを。うちの娘も奴隷にしようと考えるなんてね……。ねぇカインくん？　許されないよね……」

　エリック公爵は和やかな表情をしていたが、目はまったく笑っていない。

　同意を求められたが、黒いオーラが出ているように感じたカインは思わず身震いさせ視線を逸らす。

「よし、エリック。宣戦布告だっ！　すぐに兵を集めるんだ！」

「ちょ、ちょっとお待ちください！」

　戦争を始めるつもりの国王に、マグナ宰相が止めに入る。

「まずは王国内をまとめないといけません。コルジーノ一派を抑えてからが良計かと」

「うーむ、マグナの意見が正しいな……。仕方ない捕縛の報を待つしかないか……」

　そんな時、カインは大きな魔力を王都内で感じた。

（なんだこの魔力は……。人じゃない。魔物でもない。この魔力は……）

　それと同時に、地震が起こったかのように城が揺れる。

　応接室についている窓から王都を見下ろすと、そこには────。

　天まで上りそうな火柱があがっていた。

「あれは……」

「あの方角はコルジーノ邸じゃないのか？」

（あの魔力は危険だ。ティファーナが危ない）

「陛下、あそこに魔力が集まっています。僕は応援に行きますので、これで……」

「うむ、わかった。騎士団の援護を頼む」

　カインは一礼した後に、コルジーノ侯爵宅へと転移した。

　以前、一度嫌がらせのために屋敷の下見をしていたお陰で一瞬にしてたどり着く。

　空中から見下ろすと、屋敷はすでに半壊し、騎士団の多くが倒れ、半分ほど残った騎士が身動きできない騎士達を運んでいた。

　その中でティファーナは最前線で剣を構えていた。

　カインは空中から一気に下り立つ。

「みんなを回復させる！　けが人を集めてくれ」

　数カ所に集められた場所へと移動し、次々と回復魔法を掛けていく。

『エリアハイヒール』

　最後の集団に回復魔法を掛けたカインは、屋敷から下がるように伝えティファーナの元へと向かった。

『エクストラヒール』

　カインの魔法にティファーナの身体は光り輝き、その光が消えた後は擦り傷すら全て消えていた。

「カイン、助かった……。屋敷を取り囲んで攻め入ろうとしたら、いきなり屋敷が吹き飛んでな……」

「ここから先は僕に任せて。ティファーナも引いてくれ」

「なっ、私も戦うぞっ！」

　その言葉と同時に、禍々しい殺気が屋敷から広がっていく。

　さすがのティファーナも今までにないほどの殺気に対し、冷や汗をかき恐怖からか表情が固くなる。

　そして大きな入り口の扉が吹き飛び、一人の男性が半壊した屋敷から現れた。

「まさか、ここまで威力が出るとはな……これは予想外だ。まぁわしは新しい力を得てこの国の王になればいいだけじゃがな」

　屋敷から現れたのはコルジーノ侯爵だった。

　しかし、髪は真っ白に染まり、あれだけ出ていた腹も少し引っ込んでいる。

　そして何より目を引くのは、真っ赤に染まった目であった。

「あの目は……」

　思わずカインは鑑定をしてコルジーノの詳細を調べる。

　そしてその結果に目を大きく見開いた。

「まさか……『使徒』とは……」

　コルジーノ侯爵のステータスの称号には『邪神の使徒』と記されていた。

　コルジーノは周りを見渡し、カインがいることを確認するとにやりと頬を緩めた。

「おぉ、シルフォード卿がいるではないか。最初にお主の首を切り飛ばさないとな……。お主のお陰でこの身体を手に入れたのじゃがな……」

　コルジーノ侯爵は自分の身体を見下ろし、笑みを浮かべカインへ向かって魔法を放つ。

『真空刃エアカッター』

　一瞬で放たれた魔法にカインは反応して、同じ魔法を放ち相殺する。

「まさか、神の使徒となったわしの魔法を相殺するとはな……」

　自分の魔法が相殺された事に少しだけ驚きの表情をするが、それよりも自分が『使徒』となった事への喜びからか、表情を崩し、両手を広げ自分の身体を確かめていた。

「し、使徒だって……」

　ティファーナは驚きの表情をし、カインの方を向いた。

『〝使徒〟とは神の意思を伝える代理人である』

　国の誰もが知っていることだ。

　もし、現れたら国王ですら膝をつかないといけない。

　カインとティファーナの目の前にはその使徒が立っていた。

「まぁ使徒と言っても────邪神の使徒だけどね……」

　カインは剣を抜き、コルジーノ侯爵へと向けると、ティファーナはその表情を崩さないカインに驚きながら、同じように剣をコルジーノ侯爵へと向けた。

「神の使徒とわかってもなお、わしに剣を向けるのか……」

　コルジーノ侯爵も使徒となった事により、誰よりも偉い存在であると認識していた。

　この国、いや世界が彼に頭を下げるのだと。

　しかし、目の前にいる二人は使徒と知っていても剣を向けたままであることに次第に苛立ちを覚えていく。

「騎士団長はそのまま貰い受けるか……。シルフォード卿くそガキは生け贄になってもらうぞ」

　コルジーノ侯爵はにやりと黒い笑みを浮かべた後、一気に加速しカインに襲いかかる。

　そのスピードに全く動じず、カインはついていく。殴りかかる腕をはじき飛ばし、空いている懐に入り込み、鳩尾に蹴りをたたき込む。

　ティファーナですら目で追えないスピードで攻守は繰り広げられていく。

「まさかこの使徒となったわしについてこれるとは……お前は一体……!?」

　流石に信じられない表情をするコルジーノ侯爵に、カインは笑みを浮かべた。

「使徒は────〝一人〟じゃないって事だよ」

　その言葉にコルジーノは驚きの表情をした。

「ま、まさか……。そうか、そうだったのか……。だからお主は──」

　その言葉の先はなかった。

　驚いた表情のコルジーノの首が、身体からゆっくりとズレ落ちて地面へと転がり、そして首のなくなった身体はゆっくりと前のめりに倒れていった。

「──戦闘中に話してばかりじゃね。隙だらけだったよ」

　隙を見て一瞬でカインは剣を振り抜いて、コルジーノ侯爵の首を刈り取っていたのだった。

　唖然とするティファーナや騎士団たち。

　そして剣を鞘に収めたカインはコルジーノだった首を見下ろす。

（なんで邪神に魅入られたんだろう……）

　そんなとき、予想外の声がカインにかかった。

『まさかね、創造神じじいどもの使徒がいるとはね……』

　カインは驚きの表情をし、その言葉を発した先から距離をとった。

　首だけとなったコルジーノは、目を開いたまま口を動かす。

『きみ、面白いね。創造神じじいたちの使徒なんてやめて僕の使徒にならないかな……？』

「……断る。邪神の使徒なんて迷惑以外の何物でもない」

　カインの言葉に予想外だったのか、首だけとなったコルジーノは笑みを浮かべた。

『そうか……うん？　きみの魂は……。ん？　そうか……きみは……あの二人の────』

　その言葉が終わる前にカインは魔法を放ち、コルジーノの首を焼いた。

　そして炎に覆われている中から最後の声が響き渡った。

『僕の名前はアーロン、昔は遊戯神と名乗っていたよ。また会おう。僕を封印した者達の子孫よ』

　──それが最後の声だった。

　炎が消えたあとには、コルジーノの首だった物は灰となっていて言葉を発することはなかった。

「それよりも……」

　まだ屋敷は燃えていた。

　カインは気持ちを切り替えて水魔法を放ち消火にあたる。水魔法を使える衛兵たちも次々と水魔法を放っていく。

　十数分後、カインや衛兵の魔法によって火は全て消え、消火によって発生した白い煙がモクモクと空高くあがっていた。

　そして探査サーチを使い、生きている人がいないかを確認していく。

　その中で小さいながら二つだけ反応があった。

　カインは急いで消火が終わったばかりの建物に入っていく。

「ちょっとまだ危ない──」

　衛兵たちの言葉に耳を貸さず、カインは屋敷に飛び込むと二階まで駆け上がり、目的の部屋の扉を蹴り飛ばす。

　そこには腹から血を流し、倒れている二人がいた。

　メイドともう一人、コルジーノの嫡男ハビットだった。

　カインは二人を担ぎ上げ、そのまま窓を蹴り破り飛び下りる。

　突然二階の窓から人を担いで飛び下りるカインに衛兵は驚くが、カインは気にした様子もなく二人を地面に寝かせた。

「ちょっと待ってろ……」

『エリアハイヒール』

　カインが魔法を掛けると二人の傷口が塞がっていく。

「これで大丈夫だと思うけど……」

　カインの魔法が効いたのか、二人の呼吸は穏やかになっていく。

「二人は……？」

　後ろからティファーナに声を掛けられてカインは振り向いた。

「探査サーチで探したけど、生きているのはこの二人だけです。こいつは、嫡男のハビット、同級生……」

　正直、カインとしても助けたのが正解かはわからない。

　コルジーノ侯爵の今回の反乱の手助けをしたのはすでに明白であり、場合によっては一家全員死刑もありえる。もし、助かったとしてもそれなりの重刑が科せられると安易に想定できる。

　その場合は、ハビットも嫡男として責任をとる必要もあった。

（こればかりは陛下に任せるしかないよな……）

　助かったバビットとメイドは衛兵たちに王城へと運ばれていく。

　首のないコルジーノの死骸も同じように白い布に巻かれて運ばれていった。

「カイン、一度王城に戻るぞ。陛下に説明をしなければならない」

「うん、そうだね……。飛び出してきちゃったし」

　ティファーナと二人無言で王城へと向かった。
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　王城の応接室の一つ。

　その中で国王は腕を組み、眉間のシワを寄せ悩んでいた。

　ティファーナとカインからの説明を聞くと、信じられないような表情を浮かべる。

「まさか……邪神が復活するのか……？」

　国王の問いにカインは首を横に振る。使徒ではあるが、復活することは確定しておらず、カインも安易に答えは出せない。

　答えを出すにしろ、一度、神達と相談をする必要があった。

「そうか、まだ復活しないのなら安心か。それにしてもカイン、邪神の使徒討伐、ご苦労じゃった」

「そうだね。カインくんが報告のために王都に転移してなければ、大変なことになっていたかも」

　確かに、カインはコルジーノ侯爵の隙をついて一気に片をつけたが、コルジーノの宿していた魔力は禍々しく、そして強力であった。使徒となり大きな力に酔っていたからこそ早々に勝負がついたが、もし、コルジーノ侯爵が最初から気を引き締めていたら結果はどうなっていたかわからない。

　カインがいない間に王都で暴れていたら、きっと誰にも止められなかったであろうといえる程であった。

「詳しいことは生き残った息子から事情を聞くことにしよう。それではイルスティン共和国に対してだ」

　カインも思い出したように頷く。

　邪神の使徒が出たことで王城を飛び出してしまったので、話は途中であった。今回の事は、相手国の出方次第では、戦争となることが誰もがわかっている。

　戦争を避け、平和的に解決するためには交渉する担当を決めなければいけない。

　しかも今まではコルジーノが他国との交渉を担当していたのだ。

「イルスティン共和国との交渉は私の方でいたします。まずは今回の詳細をまとめてからになると思いますが」

　エリック公爵の言葉に国王は頷く。

「うむ、エリック。頼んだぞ」

　そしてその日は解散となり、カインは屋敷へと戻る。

　次の日より、王城は厳重警備の下、襲撃者たちの尋問が行われていた。

　バルド子爵も最初は黙秘を続けていたが、すでにコルジーノ侯爵が死亡した事を知るとがっくりと肩を落とし、少しずつ事件のあらましを語り始めた。

　同時に尋問が行われていたマルフについては、すぐに自供することになった。




「…………そうか」

　事件の詳細がまとめられた書類が、会議室でマグナ宰相によって配られ、要点だけ読み上げられた。

　この部屋にいるのは、国王、エリック公爵、マグナ宰相、ティファーナ騎士団長、ダイム副団長である。

　国王はカインの父親のガルムもいればと思っていたが、あいにくグラシア領に戻っており、不在であった。

　カインが「ちょっと連れてきましょうか？」と聞いてみたが、王都内での事なので不在のまま会議は進めることになった。

「直接手を下したのはマルフ元議員ですが、コルジーノの指示の下、子爵たちがイルスティン共和国へ越境したことについてはこちらも問われることになるかもしれません。それでも、王女殿下含め貴族の子息を不法奴隷にしようとしたことは、こちらの攻める口実になるでしょう」

　マグナ宰相の言葉に国王は難しい表情をして悩む。

　対応を一つでも間違えば確実に戦争になる。正直カインがいるので一人いれば戦争は勝てる。

　しかしながらカインは未成年であり、戦争が起きたとしても戦地に立たせるわけにもいかない。

　エスフォート王国の法律でも、未成年者が戦争に赴くのを禁止していたのだった。

　次々と出される案をまとめていき、それをまとめた書状をイルスティン共和国の議会へと届けられることになった。

「うむ、これでいいな。そういえば、カイン。一応戻れるならまだ研修中であろう。テレスたちの護衛は追加しておるが、何かあった時のためにお主も合流していてくれると助かる」

　その言葉にカインは自分がまだ帰国中であることを思い出した。

　あと数日で王都まで帰ってくるであろう生徒達を、王都で出迎えたらどう思うのだろうか。

『なぜ、生徒達を見送ったカインが王都で皆を出迎えることが出来るんだ？』

　誰もがそう疑問に思うだろう。転移魔法については王国の上層部と、ごく一部だけの秘密としており、噂を広めるわけにもいかない。

　実質、転移魔法で襲撃者を運んだが、すでに全員の死刑が確定している。

　実際に目の当たりにした近衛騎士団についても、カインの魔法については箝口令が厳しく敷かれていた。

「そうですね。さくっと合流して一緒に戻ってきます」

「そうしてくれると助かる。お主がいれば何が襲撃してきても無事であろうからのぉ」

「わかりました。では、着替えてからすぐにでも」

　カインは許可をもらいその場で転移魔法を唱えた。

　なるべく国王から従者に見られる事のないように言われており、特例的に王城での魔法使用許可を貰っている。

　カインは屋敷に戻り、制服に着替えたあと、コランとシルビアに一言残し、その場で転移した。

　転移した先は、国境の砦である。

　生徒達はすでにエスフォート王国に入国しているはずであった。

　バルド子爵が治めている街、テレンザへは寄らず、王都に直接戻るかカインの治めるドリントルに寄る予定であった。

　カインは一人でエスフォート王国へ入国するために砦を通る。

　いや、その上空を素通りしたと言った方が正解であろう。

　そのまま道なりにゆっくりと空を飛び、二時間後、生徒達を乗せた馬車を見つけた。

　何事もなさそうに進む馬車に、カインはホッとしその近くへと降り立ったのだった。







[image: ]




　馬車から気づかれないところで着地したカインは、駆け足で馬車へと近づいていく。

　本気を出せば気づかれないスピードで走ることもできるが、流石にそうもいかず馬車より少し速いペースで駆け寄っていく。

　後方で護衛をしていた冒険者達は、走ってくる者に警戒をし、剣を構え前方へと合図を送った。

「待ってください。カインですっ！」

　カインは両腕を大きく広げ、手を振りながら近づいていく。

　制服姿と忘れられないような偉業を成し遂げたカインの顔は、護衛の冒険者達もすぐに気づいた。

　護衛たちは慌てて馬車を停めるように指示を出す。

「ふぅ、気づいてくれて良かった」

　安心するカインに、停まった馬車からは教師や生徒たちが次々と降りてきた。

　教師たちもカインの顔を見て安心したかのように頬を緩ませ、生徒達も同様であった。

　しかし、テレスティアとシルクはカインへと走り寄り──そのまま抱きついた。

「カイン様、心配したのですよっ！　すぐに馬車で出発してしまいましたし……」

「そうだよっ！　みんな心配したんだからね」

「ごめん。でも、もう片付いたから。騎士団に任せたから大丈夫だと思う」

　確かに襲撃者たちはすでに王都に連行し、騎士団に引き渡したから問題はなかった。

　王都にいるコルジーノ派の貴族達も、すでに国王の指示のもと近衛騎士団が捕縛へと向かっている。

　何もないことを祈りながら、カインは皆に挨拶をする。

「みんな、色々と迷惑をかけてすみませんでした。バルド子爵の件がありますし、テレンザの街は寄れないから、良かったらドリントルで疲れを癒やしてくれれば……。もちろん先生達の許可がもらえたらだけど……」

　カインの言葉に生徒たちは歓喜する。

　襲撃もあり精神的にも疲れていた生徒達は多数いた。生徒のほぼ全員が貴族の子息であり、戦闘を初めて見た者もいる。

　教師たちもストレスを懸念しており、どこか安心して休める街を探していたのも事実だ。一番近くの街はテレンザであり、襲撃犯の治める街になど入れる訳がなかった。

　さらに、この人数がいきなり街を訪れ、王女や貴族令嬢を泊めてもらえる場所などないに等しい。

　カインの提案に教師たちも快く許可を出した。

　教師達は生徒を馬車へと戻るように伝え、カインは先頭で護衛をしている近衛騎士団とクロード達に挨拶をする。

「クロードさんお待たせ。護衛ありがとうございました。とりあえずは何とかなったよ」

「まぁ、カインなら何が出ても問題ないとは思ってたけどな。とりあえずドリントルの街へ向かえばいいんだな」

「クロードったら、また忘れてる。カインは今、伯爵様なんだから言葉使いに気をつけなさいって何度言えば……」

「リナさん、大丈夫ですよ。一応護衛の任務も受けてますしね」

　カインの言葉にリナは大きくため息をつき、クロードへの小言は終わった。

「ミリィ先生、ニーナ先生も護衛ありがとうございました」

「いいんだよ、襲撃の時は助かったしな。カインがいなかったらあの人数は流石にな……」

　ミリィは苦笑し、ニーナは無言で頷く。

　その後、近衛騎士団にも行き先を伝え、礼を言ってからカインは馬車へと戻った。

　近衛騎士団はカインの実力を再度確認し、緊張した様子でキビキビと返事をしていた。

　そしてカインはため息をつきながら馬車の扉を開けた。

　勿論乗っているのはテレスティア、シルク、リルターナである。

「みんなお待たせ」

　カインは席に座ると、馬車はゆっくりと進み出す。

　三人の表情は真剣であった。

　そしてテレスティアが口を開く。

「カイン様、何をしてきたのか教えてもらえますか？」

　テレスティアの問いかけにどこまで答えればいいのか少し悩み、搔い摘んで説明をした。

　今回、マルフ元議員とコルジーノ侯爵が裏で手を組み、襲撃事件を起こしたこと。

　コルジーノ派であった、バルド子爵の手勢が加わり襲撃が行われたが、全員捕縛されて王都へと輸送中であること。

（まさか、もう王都に運んだとは言えないよな……）

　カインの説明に、テレスティアとシルクは眉間にしわを寄せる。

　王族への襲撃は死罪である。公爵令嬢や他国の皇女までいるのだ。

　どんな事情があったにしても、これは覆るものではない。

「これはお父様に伝えて、然るべき処分をしていただかねばなりません」

「……うん、そうだね」

　もう伝わっているとはカインは言わない。

　そして二人からの質問攻めにあいながらも、数日を要してドリントルへと到着したのだった。

　ドリントルへ行くことは、野営の際に転移魔法ですでにダルメシアに伝えてある。

　入口で止められることもなく、馬車は領主邸城まで進んでいく。

　すでに屋敷の前には従者一同が並んで待っていた。

　馬車から下りる教師や生徒たちは、その屋敷城を見上げる。

「相変わらずこの城すごいよな……」

「本当に……。王城と変わらないよね……」

　生徒たちの言葉にカインは苦笑する。

（頼むから〝城〟って呼ばないでよっ）

　そんなカインの思いは通じることもなく、生徒たちは城の話で盛り上がりながら従者の案内によって屋敷へと入っていく。

　テレスティアたちも行くときと同じように部屋に案内され、湯浴みと着替えを済ませた後、応接室でダルメシアが淹れた紅茶を楽しんでいた。

「ふぅ、やっと落ち着けましたね」

「うん、そうだね。今回は本当にどうなるかと」

「でも、こうして無事ですし」

　テレスティア、シルク、リルターナの三人はのんびりと今回の出来事を話し合っていた。

　カインも誘われたが、代官のアレクと打ち合わせがあると一度席を外している。

　学園の研修とはいえ、貴族当主にはいろいろなしがらみもあり、貴族としての役目を行うことは咎められることはない。

　基本的に貴族の子息であることが多く、当主が学生なこと自体珍しいことであったが、前例がないわけでもなかったことが幸いした。

　カインは打ち合わせをさっさと済ませ、テレスティアたちがいる応接室をノックして入る。

「みんなお待たせ」

　カインは空いている席に座るとダルメシアがそっと紅茶を目の前に置いていく。

「二日ほどこの街にゆっくりしてもらうことが決まったよ」

　カインの言葉で彼女たちは頬を緩ませる。

　そしてカインは言葉をつづけた。

「もしよければ明日はドリントルの街を案内しよ──」

　その瞬間、急に扉が開かれた。

「カインが帰ってきてると聞いたのじゃが……。おぉここにおったのか！」

　扉を開けて入って来たのは、────リザベートだった。

　リザベートは気にした様子もなく、カインが戻ってきたことに嬉しそうな表情しながら部屋へと入ってきた。現在の姿は魔法で変身し、角は隠している。

　その姿に絶句する──テレスティアたち。

「か、カイン様……も、もしかして、もう女性を囲って……」

　困惑するテレスティアの言葉とともに、三人の冷たい視線がカインに突き刺さる。

「いや、これは……。あ、シルク！　シルクは知っているよね……？」

　シルクは少し悩んだ様子をして、それから少女の顔を見て驚きの表情をした。

「カインくん、も、もしかして……その少女って……あの時の……？」

　シルクの言葉にカインは大きく頷いた。

「ちょっと、シルク。二人だけずるい！　私にも教えてください」

「私も知りたいです……」

　シルクに詰め寄る二人にカインは諦めて大きなため息をつく。

「今から話すから落ち着いて。リザベートも隣に座ってくれるかな」
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「うん……？　なんじゃ。まあよかろう」

　カインの隣に座ったリザベートは三人を気にした様子もなく、テーブルに置かれたお菓子に手を付ける。

「相変わらず、この屋敷で出る菓子は美味いのぉ」

　ニコニコとしながらお菓子を食べるリザベートを横目にカインは口を開く。

「実はね、まぁこれを見てもらうのが一番早いんだけど……」

　カインはアイテムボックスからお面を一つテーブルに置いた。

「……これって……？　どこかで見覚えが……。あっ！　もしかして……」

「もしかしてあの時の……」

　テレスティアとリルターナの二人は察したようだった。

「そうそう、あのイルスティン共和国の闘技場で出てきた謎の仮面！」

　シルクは面白そうに笑みを浮かべた。

「では、隣に座っている女性はもしかして……」

「うん、そう。リザベート、一度姿を見せてくれるかな？」

「仕方ないのぉ。その三人はカインが信用してそうだしの……」

　カインの言葉にリザベートは頷き、そして魔法を解いた。

　その瞬間、リザベートは一度光り、角を五本生やしている元の姿に戻った。

「やはりあの時の魔族の……」

　リザベートの正体を知ってテレスティアとリルターナの二人は、緊張し肩を強ばらせる。

　カインは他にも何人も魔族の知り合いがおり、まったくの偏見はないが、この世界ではそうではない。

　魔族の一人一人がとてつもない力を持っていて、一人によって街が滅ぼされたこともあると言い伝えられていた。

「そんなに警戒しなくてもよい。妾は特に人間を敵視しておらんしのぉ。特にカインは友達だし」

　ケラケラを笑いながら、再度魔法を唱え、人間と変わらない姿に戻りお菓子を食べ始める。

「カイン様、どうして彼女を助けたのか教えてもらえますか……？」

　テレスティアは一度大きく深呼吸しカインに尋ねる。

「僕は魔族に何人も知り合いがいるから、最初は助けたい気持ちだけで闘技場あそこに飛び込んだんだ。それで──」

　カインはリザベートを保護し、この街へ連れてきたことを説明した。

「そして、あとから知ったことだけど、リザベートは魔族の国の皇女様でもあるみたいなんだ……」

　カインの言葉にテレスティア達三人の表情は一気に険しくなる。

「……もしかして、あの時、リザベートさんがそのままあの冒険者の手にかかっていたら……」

「うん、多分、人間と魔族は──全面戦争になるかもしれない」

　カインの言葉に三人は喉を鳴らした。

　人間対人間ではない。魔族対人間。一人で街を滅ぼせるような魔族が幾人も送り込まれたら、この王国を含め大混乱になることが容易に想像できた。

　直接手をかけたイルスティン共和国を含め、近隣諸国も関係なく攻めこまれるだろう。

　カインの行動はその場しのぎだったのだが、結果として戦争を避けられたことになる。

「わかりました。では、エスフォート王国の王族として、リザベート様を王城で正式に保護いたしましょう」

　テレスティアは立ち上がり、力強く手を握りそう宣言する。

「うん？　妾はここから動くつもりもないぞ？　ここはカインの住処であろう……。その前にお主も王族なのかのぉ？」

　首を傾げるリザベートに、三人は自己紹介していないことに気づく。

「挨拶をまだしていませんでしたね。カイン様がいるこのエスフォート王国の第三王女である、テレスティア・テラ・エスフォートでございます。そしてカイン様の婚約者でもあります」

「次は私ね。同じく、この国の公爵の次女、シルク・フォン・サンタナです。そしてカイン君の婚約者でもあります」

「えっと……。隣の国、バイサス帝国の第六皇女、リルターナ・ヴァン・バイサスです。カイン様とは……」

　テレスティアは婚約者の部分を強調し、シルクは笑顔で。そしてリルターナは少しだけ緊張しながら自己紹介をしていく。

　リザベートはその自己紹介にほぅと納得し、カインを横目で見てから笑みを浮かべる。

「三人ともカインのことを好いておるのか。しかも二人は婚約者とは。それは妾も自己紹介しないとのぉ」

　リザベートは立ち上がり、一度咳払いをする。

「妾は〝ベネシトス魔皇国〟の皇女、リザベート・ヴァン・ベネシトスじゃ。見識を深めるため、この世界を旅していたのじゃがのぉ……。まぁ色々あって奴隷となり、カインに助けられて今はこうしておる」

　自己紹介を終えると席につき、またお菓子に手をつけていく。

「一応、ここでゆっくりしてもらってから、リザベートの国に送り届けるつもり」

「そうじゃ、本当ならこのままカインを伴侶としてもらいたいくらいじゃがのぉ……妾にも役目があるため、一度戻らねばならぬのじゃ」

　しかし、今の一言に気づかない三人ではない。

「カイン様……もしかして、また婚約者を増やすおつもりですか……？」

「カインくん、さすがにそれはね……。国際問題になるよ」

「──わ、私もいつか……」

　三人の言葉にカインは思わず苦笑する。

　リザベートは確かに美しい少女だが、魔族であり、皇女でもある。一介の人間の貴族の意思で婚姻を結ぶなど皆無である。しかもカインにはすでに三人、いや聖女を含めると四人の婚約者がいるのだ。

　その後も三人を納得させるためにカインは必死に説明をする。

　カインが解放されたのは、食事の準備によってコランが呼びに来た時で、やっと説明を終えることができた。

　必死に説明する横では、無邪気にリザベートがお菓子を楽しんでいた。




　ドリントルで二日間の休息を経て、カイン達一行は王都へと戻ってきた。

　学園の正門で馬車を下り、一同整列する。

「色々とあったが誰も怪我することなく無事に戻ってこれてよかった。今週は学園が休みとなるが、来週から普段通りの授業を行う。それまでゆっくりと体を休めてくれ。では、解散」

　生徒たちは迎えにきた馬車へ乗り込み、各自の家に戻っていく。

　後日、保護者にも今回の事件について説明すると伝えられていた。

　カインもコランが迎えにきた馬車へ乗り込もうとしたが、後ろから声が掛かり振り向くと、近衛騎士団が数名待ち構えていた。

「シルフォード卿、王城より召集がかかっております。このまま王城へお越しください」

　カインはため息を吐き、コランに視線を送るが、首を横に振るだけだった。

「……コラン、では王城まで頼む」

　近衛騎士団の誘導でカインの馬車は王城へと向かった。

　王城へ到着すると、カインは従者の誘導でいつもの応接室へ案内され、席についた。

「もう説明はしてあるからな……。あと、何かあったかな……」

　程なくして、国王を筆頭にエリック公爵、マグナ宰相、ダイム副団長、そして父親のガルムが部屋へと入ってきた。

　カインは一度立ち上がり、臣下の礼をとる。

「まぁ、座ってくれ。ガルムも到着したばかりで呼び出して悪かったのぉ」

「いえ、陛下からのお呼びとあらば……、それで……今回は……」

　カインがいることに、きっとまた何かをしたのかとガルムの脳裏に不安がよぎる。

「カインがいれば不安になるのも仕方ない。今回は相手の出方によっては、イルスティン共和国と──戦争になる可能性もある」

「な、なんとっ!?　一体何が……」

　カインが同席していることに、不安しかないガルムにマグナ宰相が説明をしていく。

　説明を聞きながらガルムは「またか……」という表情をする。

　しかし、全ての説明が終わった時には、予想以上の出来事と、これからのことを考え表情を引き締めた。

「…………わかりました。すぐに兵の準備を済ませておきましょう」

　エスフォート王国は周りに、バイサス帝国、イルスティン共和国、マリンフォード教国に囲まれているが、敵対していたのはバイサス帝国のみとなっており、辺境伯として独自に兵士を持ち、敵国と戦うことが出来るのはガルム辺境伯が治めるグラシア領だけであった。

　もし、戦争が起きた場合、グラシア領から兵士が駆けつけることになる。

　しかもグラシア領の兵士は、近衛騎士団よりも強いかもしれないと噂が流れるほど屈強であった。

　ガルムは顔を引き締め、大きく頷く。

「まぁ、正直言えばカイン一人いれば戦争は負けることはないんだがな……。だが、カインはまだ未成年じゃ。戦争に参加させることはできん。一番は戦争を回避することなんだがな……」

　国王の一言にカイン以外の全員がため息をつく。

　誰もが否定できない事実であるからだ。

「エリック、交渉については任せたぞ」

「わかりました。お任せを」

　カインも当事者として交渉に参加するつもりでいたが、国王より「ここは大人に任せておけ」の一言で外されることになった。もし、戦争になることがあっても、カインは参加することはないと念押しされて伝えられた。

「そして国内のことじゃが……」

　話題はイルスティン共和国からエスフォート王国、国内の話に変わっていく。

　コルジーノ侯爵の死去、バルド子爵の捕縛。他にもコルジーノ派の数人が不正に関わっており、次々と捕縛され投獄されていた。

　緊急で王都から数人の代官や査察官が、兵士とともに各街へと派遣されている。

　一時、領主としての権限を全て凍結し、直轄領と同じ扱いになっている。

　ガルムも初めて聞いた事案がいくつもあり、腕を組み眉間にシワを寄せていた。

　今、まさにエスフォート王国にとって、緊急の事態となっており、安定した統治を行うために早急な決定が必要であった。

　特にコルジーノ一派が治めている街は、イルスティン共和国側に面しているのが多く、緊張が高まる中、早々に交渉をする必要があった。

　すでに特使を早馬にてイルスティン共和国の議会宛てに向かわせている。

　当初、エスフォート王国側からイルスティン共和国へ交渉を行う代表団を派遣することも議題に挙がったが、今回、王国は被害国であり、加害者側であるイルスティン共和国が来るのが筋であろうということになり、事態の説明を行うための特使が送られている。




　そして二週間後、イルスティン共和国から交渉を行う代表団が訪れた。

　カインも当事者として、一度説明する機会があり、代表団と顔を合わせたが、カインの顔を見た代表団は震え上がっていた。イルスティン共和国としては、マルフ議員の職は解かれていたとはいえ、闇ギルドと結託しイルスティン共和国の者として生徒たちを襲っている。

　しかも生徒の中には、王女、公爵令嬢、そしてバイサス帝国の皇女までいた。

　エスフォート王国、バイサス帝国の二大国家に対して宣戦布告と見なされてもおかしくはない。

　どんな無理難題を言われたとしても、イルスティン共和国の代表団は断ることは出来ない。

　断った先にあるのは────────戦争しかないからだ。

　二国間の交渉は数週間にも及ぶことになった。

　そして交渉の末、莫大な賠償金と、イルスティン共和国内のエスフォート王国に面している領土の一部分割が行われることで決着がついた。

　それでもイルスティン共和国としては、戦争を起こすよりはマシだと結論を出したのだ。

　しかし賠償金額については、莫大となるため、とても一度に払うことは出来ない。

　そこで十年に亘りエスフォート王国へ支払われることになった。分割したとしてもイルスティン共和国には大きな負担になる。

　交渉を主で対応したエリック公爵も満足した様子であったが、イルスティン共和国からの代表団は、憔悴しきった様子で帰国していった。
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　今回の説明を行うことと、国内の貴族を引き締めるためにエスフォート王国の貴族たち全員に緊急で召集がかけられた。何かしらの理由で登城できない者は代理人が務めることとなる。

　王城では貴族たちを迎えるために大忙しとなっていた。

　そんな中、カインは教会を訪れていた。

　邪神の使徒になっていたコルジーノについて聞くために。

　七柱の前で膝をつき、手を組んで祈ると、いつものように視界は真っ白い神の世界へと変わっていた。

　そしてゼノムはカインに席に座るように促すが、神々はいつもと違い渋い表情をしていた。

　きっとカインがアーロンと会話をしているのを見ていたからであろう。

「……カイン、見ていたぞ。まずは感謝する。まさかアーロンが意識を取り戻しているとは……」

「今回は近くにいたので対処できましたが、もしかしてこれが他にも……？」

　カインの問いに、ゼノムは頷く。

「アーロンは封印した宝玉が欠片となり、この世界の各地に飛ばされ隠されておる。お主の住む街の近くにあるダンジョンの奥地でも見たであろう」

　カインはストレスで一度ドリントルの森にあるダンジョンへと赴いた時に出会ったエンシェントドラゴンを思い出した。

（そういえば何かを封印していると言っていたな……）

「そうだ、あのダンジョンのようにこの世界に分散させ封印しているのだ。しかしながら場合によっては発掘され人の手に持って持ち去られてしまっている物もある。それが今回の一つじゃ」

「これから先、同じようなことがあるかもしれないと……」

「うむ、封印はされておるが、宝玉に宿されているアーロンの思念体に魅入られてしまう可能性もある。その力を得たときにどうなるかは本人次第ではあるがな……。悪の手に渡ることだけは避けたい」

「わかりました。もしその時は僕の手で……」

「頼んだぞ、カイン。お主には世話をかける」

　その言葉と同時に意識は反転していく。

　教会に戻ったカインは馬車に乗り、王城へと向かった。

　これから今回の説明が貴族達に周知されるのだ。それだけコルジーノ侯爵が企てた事は大きかった。

　そして、王国の意向はその一派を解体する意味も含まれていた。

　カインは上級貴族である伯爵位にあたるため、ホールに入るとすでに子爵以下、下級貴族たちは中で待っていた。

　いくらカインがまだ成人していない子供であろうが、下級貴族から声をかける訳にもいかない。そう思っているカインに声がかかった。

「シルフォード卿、ご無沙汰してますな」

　振り向くと、その顔を見てカインは頬を緩めた。

「ご無沙汰しております、──サントス卿」

　サラの父親であり、カインの祖父にあたるゲレッタ子爵であった。

「これだけの貴族が勢揃いするとは……。何があったのかのぉ……」

　カインは事の顛末は知っているが、ここで話すべきではないと内容については口を噤んだ。

　しかもイルスティン共和国との交渉については、カインはまったく関与しておらず、どうなっているのかも聞いていない。

「あとで説明があると思いますが……。さすがにこれだけの人数が集まると壮観ですね」

「うむ、そうじゃな。あ、足を止めさせて済まぬな。今度、時間があるときにでもまた話をしよう」

「そうですね。そのときは是非」

　カインは軽く一礼して自分の立つ位置へと移動した。

　貴族が揃い、国王の出る合図がホールに響き渡ると、全員が国王を迎えるために整列し、胸に手を当て頭を下げる。

　そして国王が登場しゆっくりと玉座に座った。

「皆の者、楽にしてよい」

　その言葉に、全員が頭を上げた。

「今回はこの国の貴族全員に説明をする必要があった。忙しい中、王都まで出向きご苦労であった。マグナから説明をさせる」

　国王の言葉に、マグナ宰相が資料を手元に持ち、説明を始めた。

　その内容は衝撃的で、参列した貴族達から大きな声が上がるほどであった。

　コルジーノ侯爵が計画をたて、王立学園のイルスティン共和国の研修の際に起こした、襲撃事件。

　そしてコルジーノ侯爵本人による乱心行為。

　しかも襲撃においては、イルスティン共和国の元議員、闇ギルドと結託し、そして王国側からもテレンザの街より兵を出し襲撃を行ったこと。

　襲撃されたのは、第三王女であるテレスティアをはじめ、バイサス帝国の皇女、リルターナやカインの名前も挙がった。

　そして、カインや近衛騎士団による活躍により、その全ての事件が解決されたとして説明を終える。

　説明を終えたマグナ宰相が下がり、代わりにエリック公爵が前に出た。

「それではイルスティン共和国との交渉の結果について説明する。まずは──領土の譲渡が決定した。イルスティン共和国のエスフォート王国側の領地を一部、王国に譲渡されることとなった。そして────」

　イルスティン共和国との交渉では、領地の譲渡、そして賠償金の支払いだ。

　賠償金に関しては、カインが街で襲撃を受けた賠償金とは桁が違っている。

　賠償金は白金貨一万枚、日本円にして一千億円。

　しかし、そんな費用は一度に払えるはずもない。一度に払ったらその国家は破綻する。

　イルスティン共和国からは、十年にかけて支払いが行われることになった。

　正直、こちらには被害は一切ない。

　しかしながら、王国の王族、貴族当主のカイン、そして貴族の子息含めての襲撃である。

『戦争をしますか』

　そう言っているのと同じであり、脅迫ともいえるものである。

　エリック公爵が説明を終え後ろに下がると、国王が口を開く。

「最後だ。マグナ、説明を頼む」

　再度、マグナ宰相が出てきた。

「──カイン・フォン・シルフォード・ドリントル伯爵、前に」

　いきなりカインは呼ばれたことに愕きながらも、国王の前に行き、膝をつき頭を下げる。

「カイン・フォン・シルフォード・ドリントル、ここに」

「面おもてをあげよ」

　国王の言葉にカインは顔を上げた。

　国王の顔は何かを企んでいるような笑みを浮かべ、そしてカインは不安になる。

「この度の働き見事であった。お主がいなければ──我が娘を含めどうなったかもわからぬ。そして、コルジーノの相手もすまぬな……。マグナ、説明をしてくれ」

「はい、陛下。シルフォード卿、この度の功績を持って辺境伯に陞しょう爵しゃくとする。そして、テレンザの街、そして今回新しく我が国の領地となった場所を治めよ」

（陛下の狙いはこれだったか……）

「────カイン・フォン・シルフォード・ドリントル、必ずや王国の繁栄のために努めていきます」

　しかし、反対の声は必ず上がる。コルジーノ侯爵がいなくなったとはいえ、まだその派閥もいるのだ。

「少しお待ちを。今回のイルスティン共和国での襲撃と、コルジーノ殿の王都での乱心は同時期と説明がありました。そしてそれが二つともシルフォード卿によって制圧されたと……。どう考えてみてもおかしいのではないのでしょうか……。距離を考えても」

　きっと参列している貴族の誰もがそう思ったであろう。

　わかっているのはカインが転移魔法を使えることを知っている貴族だけだ。

　しかし、これについてはすでに打ち合わせ済みであった。

　どうしても事件の説明には矛盾が生じてしまう。そこでマグナから事前に説明を受けていた。

　一日に一度だけ、莫大な魔力を使って転移が行えると公表する、と……。

　未成年のカインに、王国がここまで重要視する理由にもなる。

　テレスティア、シルク、ティファーナがこぞって嫁ぐほどなのである。

　それだけ転移魔法は伝説とされているのだった。

「それについてはわしから話そう。このシルフォード卿は……『転移魔法』が使える。あの伝説と言われるな。そして、今回の襲撃事件の際、説明をするためにイルスティン共和国から王都まで転移魔法で来ておったのじゃ。それでいいか……？」

　国王の言葉に参列者の誰もが──言葉を失う。

　伝説の転移魔法。それは初代エスフォート王国の国王であり、勇者であるユウヤが使っていたとされる魔法である。

「────シルフォード卿は……もしかして……勇者……？」

　異論を述べた貴族も国王の顔色を見て喉を鳴らす。

　しかし、国王はその言葉に首を横に振った。

「それは違う。初代国王は異世界より召喚されたと言われておる。そこのシルフォード卿はガルムの息子であるからな」

「それでも、このエスフォート王国の国防は全てシルフォード家が行うことになってしまいます」

　カインもそれは思っていた。エスフォート王国で現在『辺境伯』と名乗っているのは、父親のガルムだけである。

　辺境伯とは独自の軍を持ち、その意思で敵国と戦うことが出来る。

　ガルムも辺境伯として、トリス子爵とともにラメスタの砦をバイサス帝国より守っているのだ。

　エスフォート王国は、北東にイルスティン共和国、西にバイサス帝国、そして南東にマリンフォード教国に囲まれている。

　マリンフォード教国に面したところに辺境伯を配置したら、それこそ問題となる。

　そして今までは、イルスティン共和国とは貿易を主として交流があり、戦闘も過去になく配置していなかった。

　しかし今回の件により、王国の領土を広げたことで、そこを守る必要がある。

　だからといって、全てシルフォード家に任せてしまえばいいという訳でもない。

　もしシルフォード家が反乱を起こしたら……。そう誰もが危惧するであろう。

「それについては問題ない。シルフォード卿には我が娘、テレスティアが嫁ぐ予定だ。そして、新しく第二王子ロランの正妻に、シルフォード家長女────レイネ嬢を貰い受けることになった」

「えぇぇぇぇぇええええええ!?」

　国王の言葉に、カインは愕きのあまり声を上げてしまった。

　カインの響き渡った声に思わず、国王苦笑しながら咳払いを一つつく。

「し、失礼いたしました」

　カインは焦って頭を下げる。

（まさかレイネ姉さまが……。確かにすでに適齢期ではあるけど……）

「お主にはガルムから伝えられていなかったようだな……」

　カインは静かに頷く。あれだけブラコンであったレイネがまさか婚姻を結ぶとは思ってもいなかった。

　しかし、自分がすでに数人の婚約者がいることを考えれば、カインより年上であるレイネはいつ嫁いでもおかしくなかった。

「下がっていいぞ。詳しくはあとでマグナに聞くように」

「はい……」

　カインは一礼し、元の場所へと戻ると、いくつかの報告がなされ、会合は終了を迎えた。

　もちろんカインはそのまま帰れる筈もない。従者から案内されいつもの応接室へと入った。

　すぐにガルムが現れカインの隣へと座った。

「父上、レイネ姉さまの件、教えてくれてもよかったじゃないですか……。そうすれば、あの場で声を上げないで済んだのに……」

「すまんな。まだ確定ではなかったのと、レイネからも口止めされていてな……」

　申し訳なさそうに説明をするガルムにカインはため息をつく。

「ロラン殿下はな、レイネと同じ年になる。ほら、レイネが学生時代に生徒会役員をやっていただろう？　あの時の生徒会長がロラン殿下なのだ」

　カインはレイネがまだ学園に在籍していた時の記憶を呼び起こす。確かに生徒会の役員として良く仕事をしていた。

　そしてガルムは話を続ける。

「その頃からお互い意識はしていたらしい。そして王家から打診を受けていたのだがな、レイネがカインには伏せるようにロラン殿下にも話していてな。だからテレスティア王女殿下もまだ知らないはずだ。まぁ説明しなかったのは他にも理由があるが……」

「そうだったのですか……。知っていたらもっと祝福するのに……」

　そんな話をしている中、扉が開かれ国王を始め、エリック公爵、マグナ宰相が部屋に入ってきた。

「待たせたな」

　中央の席にどかっと国王が座り、その両側にエリック公爵とマグナ宰相が着席する。

「どうだ？　カイン、驚いたであろう？　いつもお主には驚かされてばかりだからな。たまには仕返しがしたいと思って、二人の婚姻について黙っていたのだ」

　ケラケラと笑う国王に、一番の原因はこの人だとカインは思った。

　しかしそれを表情に出すわけにもいかない。

「……本当に驚きました。──姉のレイネをよろしくお願いします」

　カインは素直に頭を下げると、国王は満足そうに大きく頷いた。

「わかっておる。二人とも仲良くしているらしく問題はないはずじゃ。それよりも本題だ。マグナ、説明を頼む」

「わかりました。では──」

　マグナ宰相は手に持っていた地図をテーブルに広げた。

「今回、コルジーノ派のいくつかの領主は街の自治権を剥奪する。今、内定を進めているが、問題がある領主はそのまま貴族階級の剥奪になる予定だ。そこは王家直轄とするが、テレンザは先程伝えた通りにシルフォード卿に治めてもらう。そして、ここからが新しく我が国の領地になる範囲だ」

　地図にはイルスティン共和国の内部に線がひかれている。ガザールまではいかないがそれなりに広く、いくつかの小さな街や村が含まれていた。

「いやぁ、本当はガザールももらおうと思ったんだけど、そこまでやったら経済が破綻するらしくてね。これだけにしておいたよ。まぁうちの娘に手を出そうとしたんだ、それなりに反省してもらわないとね」

　悪びれた様子もなく軽く言うエリック公爵にカインは苦笑する。

　正直、カイン達に襲撃をかけたのはイルスティン共和国だけではない。自分の国からも出ているのだ。

　それを差し引きしても十分な成果と言えよう。

「お主のところではこれだけ一気に領地が広がっては人手も足りぬであろう。王都から官僚を代官として各街へと派遣させる。それと当面の資金も出すつもりじゃ。そして五年間のドリントルからの税金も免除とする。これからはドリントルを領都とし、まとめてドリントル領とせよ」

　国王の言葉にカインは頷いたのを確認するとさらに言葉は続いた。

「しかし、辺境伯として軍の整備もしないといけないが、それは後々となる。そして、お主が成人を迎えるまでは──戦争は行うな。これだけは守るのじゃ」

　エスフォート王国では成人をしていない者に対し戦争への参加は認めていない。たとえ辺境伯であってもそれは例外ではない。正直、カイン一人がいれば他国との戦争でも問題なく勝利を収めるであろう。

　しかし初代国王から守られているこの法は例外を認めない。

　これはユウヤがこれから未来ある子供に、国の思惑で生死を強制させないためであった。

「あと、カインくんは学園に関しては、卒業まで自由出席でいいよ。正直、学園は将来のために顔を売ることと、領地経営など学ぶために行くところであるけど、ドリントルの発展を考えたら意味がないしね。まぁたまには顔を出してもらいたいけど、シルクも寂しがるだろうし」

「それはもちろん、出来るだけ学園には通うつもりです」

　とりあえずの話は全て終え、国王は次の業務のために、エリック公爵、マグナ宰相を引き連れ退出していった。

　部屋に残ったのはガルムとカインの二人である。

「まさかな、カインがここまでになるとはな……。まぁわからなくもないが……」

　これまで行っていた非常識の数々。それはまだ幼い頃からである。

　色々と問題を起こしてガルムに心配をかけていた。

　それがまだ成人前でありながら、ガルムと同じ辺境伯へとなった。

「──これからは父と子だけでなく、同じ辺境伯として、このエスフォート王国を守っていくぞ、カイン」

「はい、もちろんです」

　ガルムは満足そうに頷くと、右手を差し出した。笑みを浮かべたカインはしっかりとその手を握り返す。

　父親の手は大きかったと、改めて感じたカインであった。
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　辺境伯となりドリントル以外の領地を治めることになったカインであったが、実際のところ生活については変わっていない。

　すぐに領地が引き渡される訳でもなく、現状は王都から代官や査察官が派遣され、街の現状の調査を行い、結果が出てからカインに引き継がれることになっている。

「これからも忙しくなるよね……」

　エリック公爵から学園は自由登校と伝えられているが、カインが学園に登校しなければテレスティアやシルクがへそを曲げるのは目に見えていた。

　だからこそできる限り登校しようと心に決めている。

　そんな事を考えながら執務室で書類に目を通していると、扉がノックされ、許可を出すと部屋に入ってきたのは、ダルメシアを伴ったリザベートであった。

　リザベートはソファーに座ると、ダルメシアが紅茶を淹れてそっと目の前におく。

　カップを口に運び、ふぅと一息ついてから口を開く。

「カイン、妾はそろそろ自分の国へ戻ろうかと思うのじゃ。ここは居心地がいいし、食事も美味いから出来ればもっといたいのじゃが……。さすがに迷惑をかけることになるからのぉ」

　その言葉を聞き、カインは作業を一度やめ、リザベートの向かいの席に座った。

　正直、リザベート一人増えてもたいした出費にはなっていない。

　ダルメシアが気を遣って対応し、ルーラやローラと楽しんでいるので特に気にもしていなかった。

　しかし、イルスティン共和国からこの街へ来てそれなりの日数も経っている。

　イルスティン共和国での生活を含めると長い時間、自分の国を空けていることになる。

「……そうだよね。ご両親も心配すると思うし一度帰った方がいいよね」

　カインの言葉にリザベートは軽く頷くが、その表情は苦虫を嚙みつぶしたようである。

「……それなんじゃがな……、カインも一緒に行ってくれないかのぉ」

　そして後ろで控えていたダルメシアも前に出て頭を深々と下げる。

「カイン様、出来ればリザベート様にご助力いただければ……」

　カインからすればダルメシアが、こうして頭を下げ願い出ることは今までになかった。

　それだけに違和感があった。

「──詳しいことを教えてもらってもいいかな？」

　カインも魔族の国に行くのはやぶさかではない。

　セトという魔王も知っている。セトの治める国には訪れたことはないが、行ってみたいという気持ちもある。

　しかも今後、辺境伯として忙しい時間を過ごすことはわかっており、行けるなら今しかないと考えた。

「──その事について説明しなければならんのぉ。妾がまず国を出た理由についてじゃが────」

　リザベートから国を出た理由が説明されていく。

　兄がいるのだが、その兄と仲が良くないこと。

　二人きりの兄妹であり、どちらかが国を継ぐことになっているが、兄は自分が魔皇帝を継ぐのを絶対的にするために、リザベートを他の国の魔王に嫁がせようと画策していること。

　しかも嫁がせようと思っている相手が、年もかなり離れていて妻が何人もいること。

　それが嫌で国を出たこと。

「あれ、そういえば魔族って一夫一妻じゃなかったっけ……？」

　以前、セトから一夫一妻制だと聞いていた。

「カイン様、魔族も国によって異なるのです。一夫一妻制なのは魔族の国でも二つだけです。ちなみにリザベート様の魔皇国は一夫多妻制となっております」

　ダルメシアからの説明にカインは頷く。

「本来ならば戻りたくはないのじゃがな……。無断で国を出てきておるのじゃ。それでのぉ……」

　リザベートは少しだけ表情を暗くする。

「そのあとは私から。実はカイン様がリザベート様を助けた闘技場に変装した魔族もいたようで……。その者がすぐに魔皇国へと戻り、報告をしたらしいのです。それで────魔皇国内の上層部が……」

「もしかしてこちらに捜しにくると……？」

　恐る恐る聞くカインにリザベートは申し訳なさそうに小さく頷いた。

　皇女とはいえ一人のためにそこまで本格的に捜すのかとカインはそう思った。

「カイン様、リザベート様の国はベネシトス魔皇国といって魔族でも他の国家とは全く違います。他の国は実力によって『魔王』を名乗ることができます。しかし、ベネシトス皇国だけは、代々魔皇国の血筋のみが優先され、そのトップは『魔皇帝』と名乗り、各国の魔王を名乗ることを認める権限も持っております。そして魔皇国だけは数千年と言われているくらいに長い歴史があります」

　ダルメシアの説明にカインは大きくため息をつく。

（それだけの長い歴史……国王、いや、前世でいう天皇家と同じということか……。だから最初に会った時にダルメシアが膝までついたのか……）

　しかし、この場で話し合っても進展はしない。

「──そうだ。セトを呼ぼう！　あっちの様子も聞けるだろうし」

　一国の長であるセトを呼べば、もう少し魔族の事情が掴めるかもしれないとカインは召喚魔法を唱えた。

　魔方陣とともにセトが現れる。

　久々に喚んだセトであったが、その表情はいつもと違っていた。

「カイン様、ご無沙汰しております。しかしながら今は全ての魔族にとって一大事なのです」

　現れたセトはこれから戦闘でもあるかのように、鬼気迫っていた。

「こっちも一大事なんだ。それでセトに相談しようと思ってね……」

　カインの言葉に、セトは少し考え大きく頷いた。

「それなら私からも相談が……。人族にとっても一大事────」

　セトがカインの向かいに座っているリザベートに視線を送り、──そのまま固まった。

　これでもかというほど大きく目を見開き、驚きの表情をする。

　そして、ギコギコという音が鳴りそうな機械的な動きでカインに視線を送った。

「な、な、なんでリザベート様がここに……？」

　動揺したセトをカインは隣に座るように促すが、セトはその場で膝をつき頭を下げた。

「リザベート様、ご機嫌麗しく。ご無沙汰しております……」

　セトの態度に、リザベートは皇女らしく笑みを浮かべた。

「セト殿、久しいのぉ。セト殿の魔王就任の時以来かのぉ」

「は、はいっ！　それにしても、なぜここに……？　今、魔族一丸となってリザベート様のことを……」

「セト殿、まずは席に座るのじゃ。説明をするからのぉ……」

　セトはリザベートの言葉に頷き、カインの隣に座る。

　そしてリザベートからは、魔皇国を出てからのことが説明され、その一言一句にセトは驚き、そして怒りを浮かべ、最後はホッとした表情をする。

　説明が終わるとセトは疲れ果てたように背もたれに寄りかかる。

「それで……セトの方の一大事って……？」

　カインの言葉にセトは思い出したように口を開く。




「実は、魔族国家全てが……人族国家全てに────戦争を布告することになりました……」

　セトの口から衝撃的な言葉が飛び出したのだった。


《了》
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「殿下、用意は全て整いました。皆、馬車でお待ちしております」

　侍女の声に蒼色の髪を腰まで伸ばした皇女が振り向いた。

　胸元がキラリと髪と同じ色の石がついたネックレスが光る。

「わかった、今から向かうわ」

　貴族の旅装とも言える服を着た少女は王城を出て馬車へと向かった。

「待っていなさいよ、カイン・フォン・シルフォード。私の事を忘れていたら許さないからね」

　誰にも聞こえない声で少女は呟きながら馬車へ乗り込んだ。




　数年前

　私は無理を言って商団に混ぜてもらいエスフォート王国へ行くことになった。

　父親である皇帝からは「皇女がそんなことをするのではない！」と叱られたが、私は所詮第六皇女であり、いつかは国の重鎮の子息と結婚するか、他国へ嫁に出されるかの選択肢しかなかった。

　幼少の頃よりそう言い聞かされ育てられたが、私は納得できなかった。

　皇女という足枷のせいで、誰もが私とまともに口も聞いてもらえない。

　私が一言、父親である皇帝に告げれば、どんな処罰を受けるかわからないからだ。

　そんな生活が嫌だった私は、まだ八歳ながらも他の国に行ってみたかった。

　皇女としてはなく、一人の女の子として見てもらうのは、他の国へ行ってみるしかないと幼稚な考えで決めたのだ。

　他国への旅は一ヶ月程の期間を要した。

　城で生活していたこともあり、道中の見る景色の全てが物珍しく感じられた。

　でも、乗っている馬車は家の紋章が入っていることで誰もが私に気を遣う。

　平民は馬車の紋章を見た途端、全員が両膝をつき頭を下げていく。

　途中の街々で出迎えてくれた貴族たちも、私に対して緊張感をもちながら話しかけてくる始末だった。

　やはり皇帝の一言で処罰されるかもしれないという不安なのかもしれない。

　帝国の最南東にある街につき、そこで馬車を乗り換えることになった。

　他国に王族の紋章をつけた馬車で向かう訳にもいかない。エスフォート王国と輸出入をしている商会の馬車に乗り向かうことになった。

　王国に近づくにつれ、何もない草原にただまっすぐ道が伸びている。

　帝国と王国の通路は一箇所しかない。

　通行困難な山々や、魔物の森に挟まれており、一箇所の通り道を抜ける以外は危険を伴うのだ。

　帝国側と王国側には間を開けて砦が設けられており、その間は緩衝地域となっている。

　王国側の砦の街、ラメスタが今回の目的地だ。

「殿下、これから王国に入ります。さすがに『殿下』と呼ぶわけにもいきませんので『お嬢』と呼ばせていただきます。申し訳ありませんがご了承ください」

　商人風の洋服を着た、皇族直属の親衛隊長が頭を下げながら私に伝えてくる。

「わかったわ、それくらい構わない」

　私は納得し、頷いた。

　ホッとした親衛隊長は商団の中に戻っていく。

　砦では検問が行われていた。商会の入国許可証と個人の身分証を確認していく。

　もちろん私も確認された。この街での私は商人の娘『リル』となっている。

「お嬢、許可が下りましたのでこれから入国いたします」

　親衛隊長が私に伝え、馬車を進めていく。

　エスフォート王国のラメスタの街は、唯一、帝国と貿易を行っている街だ。

　数年前に戦争を行ったこともあり、軍は敵対しているが商会同士はそうではない。

　自国の特産品を他国に持ち込めば儲かると商人たちは知っているからだ。

　商品を載せた馬車は街中を進んでいく。

　ラメスタの街では、帝国からきた商人たちの宿は決まっている。

　街の中に『貿易特区』と呼ばれる中のみ行動が自由とされており、そこ以外に出ると捕縛されることになっている。その中に帝国からきた商人の泊まる宿もあるのだ。

　貿易特区内に関しては、両国の商会がこぞって店を出し商売をしている。

　馬車の窓から覗くが、活気があり、並んだ商品を見て思わず胸が躍ってしまう。

　指定の宿で泊まることになっている。

　次の日から特区内を散策することになった。もちろん護衛付きとなっているが。

　通りは屋台が立ち並び、色々な商品が並んでいた。帝国では見ることができない商品などに心を躍らせ、好奇心のまま次々と店を歩き回っていた。

　──そして気づくと一人になっていた。

「あれ？　いつの間に一人に？　まぁそのほうがいっか」

　初めて一人になれたことで、屋台を覗きながら歩いていく。

「お嬢ちゃん、この商品なんかいいよ。お土産にどうだい？」

「……お嬢ちゃん？　お嬢ちゃん……ふふっ」

「お嬢ちゃん大丈夫かい？」

「ううん、なんでもないの」

　皇女としてではなく、一人の女の子として見られたのがとても嬉しかった。

　笑みを浮かべながら次々と店を渡り歩いていく。

「お嬢ちゃん、このフルーツどうだい？　味見でひとついってみるかい？」

　屋台で商人が売っているフルーツをひとつもらい口に入れる。

「甘くて美味しい！」

　思わず笑みを浮かべた私に、商人は「そうだろう、自信の商品なんだ。エスフォート南部で採れるフルーツだよ」と胸を張る。

　私はこれが味わいたかったのだと思った。

　城では毒見係がいて、すぐに料理に手をつけることはない。

　そんな味気のない食事ばかりしていた私には、この状況がたまらなく楽しかった。

　誰も私のことを皇女だと知らない。誰にも気を使われないそんな生活を味わいたかったのだと実感する。

　次々と屋台を巡っていくと、そのひとつにシンプルながらも可愛い宝石を売っている店についた。

　煌びやかな宝石を散りばめたネックレスを贈られたことはあるが、私はそういうのが嫌いだった。ゴテゴテしていて付けても重いだけで可愛くもなかった。

　並べられたネックレスの中で、ひとつ気になったのがあった。

　私と同じ髪色の石がついているネックレスで、シンプルながらも私の趣味にマッチするものだった。

　手を伸ばそうとすると、隣から手がすっと伸びてそのネックレスを取った。

「おじさん、これくださ──」

「あぁっ！！！」

　思わず声が出てしまった。

　ネックレスを買おうと思った少年は、銀髪で少し青み掛かった髪をしている。

　身長は私と変わらないから同じ年くらいかもしれない。

　私は少年が持っているネックレスに視線を送る。先を越されたことで両手は強く握られていた。

「それ、私も狙っていたのにっ！」

「これ、君も欲しいの？　うん、なら譲るよ。君なら髪の色と合ってよく似合うと思うよ」

（えっ、似合っている？　本当？）

　その少年は笑顔を私に向けてくる。本当に無邪気で綺麗な目をした少年に見つめられたことで顔が赤くなっていく。

「なっ！　あっ！」

　自分でも照れているのがよくわかるほど顔が熱くなり声にならない。

「そっ、そんなこと言ったって私はなびかないわよっ！」

（言いたいことはそんなことじゃないのに！）

「うん？　よくわからないけど、買うんでしょ？　おじさんこの子が買うって」

　少年はネックレスを商人に渡した。

「ほいっ！　毎度！　銀貨二枚だよ」

　私は小袋から、言われた通りに銀貨を二枚取り出し、商人に渡した。そして引き換えでネックレスが入った小袋を渡してくる。

　思わず胸で抱え込んでしまった。

　そのまま少年のことを見ていると、不思議そうにこちらをみて首を傾げている。

「どうしたの？　まだ買うものが？」

「ネ、ネックレス譲ってくれたから、代わりに私があなたの選んであげるっ！」

並んでいる商品から同じような色のネックレスを手にとり少年に差し出した。

「こ、これがあなたには似合うわっ！」

「えっ!?」

「なによっ!?　私が選んだのは気にいらないってわけ!?」

「い、いや……そんなことないけど……」

　少年は動揺しながらもネックレスを受け取ってくれた。

「二人とも熱いねぇ～。その商品でいいのかい？　それも銀貨二枚だよ。毎度あり～」

　言われるがまま懐から取り出した小袋から商人に代金を払い商品を受け取っていた。

　そしてそのまま商品を懐に仕舞おうとしていた。

　思わず私は少年に寄っていく。

「私が選んだんだから絶対似合うわっ！　今すぐつけてみなさい」

　少年は諦めた顔をして、ネックレスを取り出しつけようとするが、上手くいかないようだった。

「仕方ないわね、私がつけてあげるわっ！」

少年の後ろに回り金具をつけてあげる。

「ほらっ！　できたわよ」

少年の胸に付けられたネックレスはやはり目と一緒の色で似合っていた。自分のセンスに満足して頷いた。

「ありがとう……」

「うん、どういたしましてっ！　私にもつけてくれる？」

　思わず私も言ってしまった。少年は頷いて私からネックレスを受け取り後ろの金具をつけてくれた。

「どうかな？　似合ってる？」

　私の言葉に、少年は満足そうに満面の笑みで頷いた。

「うんっ、とっても似合っているよ。髪の色と合っていて本当に綺麗だ」

「き、き、綺麗なんて……」

　先ほど以上に顔が熱い。耳まで真っ赤になっていくのが自分でもわかった。

「そういえば、僕はカイン。カイン・フォン・シルフォード。君は？」

「カインね！　私はリルターナ・ヴァ──、いや、リルでいい──」

（危なかった。ここで王家の名前を名乗ったら、この少年は他の皆と同じ態度をとってしまうかもしれない）

　その時、後ろから声が掛かった。

「お嬢！　こんなところにっ！　みんなこっちにいたぞっ！」

　その声に振り向くと、親衛隊長を筆頭に親衛隊の面々がこちらに走ってくる。

「あ、まずいっ、見つかった！　カインね！　覚えたわ！　いつかまたね！」

　まだ街を見たいと思い、逃げることを選択した。

　人波に紛れて逃げたが、やはり親衛隊、すぐに捕まってしまった。

「殿下、いやお嬢、頼むから心配させないでください……」

　必死に探し回ったのがわかるくらい汗をかいていた。

「ごめんなさい、今日はもう満足したわ。もう宿に戻ることにする」

「そうしてくれると助かります」

　いろいろなお店を見て満足した私は宿に戻ることにした。

　次の日、またカインに会えるかと思って街を巡ったが再会することはなかった。

　そして次の日も……。

　宿の窓から街の夜景を眺めながら、つけてもらったネックレスの宝石を手にとる。

「カイン・フォン・シルフォード。また会えるかな……」

　誰にも聞こえないほどの声でそっと呟いた。




　予定滞在期間が過ぎ、帝国に戻ることとなった。

　結局、あれからカインに会うことはなかった。

　馬車で考える度にカインの顔が浮かんできて、宝石を手で触ってしまう。

「殿下、可愛らしいネックレスですね。街でお買いに？　とてもお似合いになっております」

　馬車に同乗している侍女が声を掛けてくる。

「うん、そうなの……」

　一言だけ侍女に言葉を返し、また窓から見える風景を眺める。

　思考の中でカインの笑顔が埋め尽くされていくことにため息しかつけなかった。




　あれから五年が経った。

　帝都の学園で政治の事も学び、この国の事も他国の事も学んだ。

　他国の勉強の際にシルフォード家が、エスフォート王国でこの帝国との国境を守護している辺境伯家だということも知った。

　私が産まれる前に唯一戦争に負けたエスフォート王国との戦いで、国境を守護していたのがシルフォード家だということも。

　それでもカインの笑顔は忘れることが出来なかった。

　父である皇帝は話さないが、エスフォート王国に戦争をまた仕掛けるつもりだと話が耳に入ってくる。

　エスフォート王国と戦争しても、勝てないと思う。あの狭い砦を抜けるしか方法がないのだ。

いくら大量の兵士で攻めたとしても、同時に戦えるのは数千人が限度なのはわかっている。

だから私は父上に進言した。

「父上、私をエスフォート王国へ留学させてください」

　その言葉に父親である皇帝は驚く。

「な、なんで王国なのだ？　学園ならこの帝都にある学園で十分だろう。しかもお前は皇女なのだぞ」

　心の中では、ラメスタの街の時に普通の女の子として扱ってくれたカインに会いたいのが本音だったが、それを言うわけにもいかない。

「軍では、エスフォート王国に入国できません。だから情報が入ってこないのです。皇族である私が留学することによってエスフォート王国に堂々と入国することができるのです。きっと王都内の貴族街の屋敷を充てがわれるでしょう。今、この国で王国の貴族街まで堂々と行けることができる人がいますか？　私の護衛ということにすれば数名の親衛隊は連れていけます。だからお願いします、行かせてください」

　私は深く頭を下げてお願いした。

　父である皇帝は少しの時間沈黙で悩んだ後頷いた。

「──わかった……。但し、王国側の許可が必要だ。わしが王国宛に書簡をだそう。それからだ」

　頭を下げたままで思わず自分の頬が緩んでしまうのがわかる。

「ありがとうございます。きっと後悔はさせませんわ」




　帝国から王国へ手紙は届けられた。

　早馬を使っても一ヶ月程度の時間は掛かる。

　リルターナにとっては待ち遠しい月日と感じられた。

　そして回答が帰ってきたのは三ヶ月の時間を要した。

「リルターナよ、王国側の許可が出た。夏休みの間に王都に入る事ができれば、夏休み明けから留学ということで処理するそうだ。屋敷も王国から貸し出されるということだ。お主の言った通りだな」

　皇帝からの言葉に思わずカインのことを思い浮かべてしまったのは私だけの秘密だ。


《特別収録／リルターナの決意・了》









[image: ]




　こんにちは。著者の夜州です。転生貴族の異世界冒険録の５巻をお買い上げありがとうございます。

　多くの皆さまのお陰でこうして５巻まで発売することができたことを深く感謝いたします。

　そして分厚くなってすみません。詰め込んでいたら過去最大文量になりました。

　しかし同じレーベルではもっと分厚い作品があるから平気ですよね？




　さて、本巻の内容についてですが、一巻のトリスタの砦の街で出会ったリルターナとの再会からスタートします。途中までカインは気づきませんが……。

　そして新しいヒロイン候補であるリザベートの登場ですね。やきもち焼きのテレスティア、少しいたずら好きのシルク、我が道をいくティファーナ、少し控えめなリルターナ。計算高いヒナタ。そして少し高飛車なリザベート。

　次々と登場するヒロインたち。実際にこんなに迫られたら大変ですが、きっとカインなら大丈夫だと期待しています。

　イラストを担当していただいている藻様には、カインの少年から青年への変化、そして多くのヒロインたちを描いていただき深く感謝しています。

（正直、いっぱいキャラデザインしてもらってすみませんっ！）

　主人公であるカインはステータス最強ですが、やはり成長途中の男の子。女性の勢いには勝てませんし、国王をはじめ、大人の政治的腹黒さにも勝てません。そんな完璧ではないカインが今後どのように成長していくのかが楽しみです。

　はい、著者も成長できるように頑張ります（汗）。

　次巻ではエピローグでも書かれた通り、魔人族の大陸へと行くことになります。楽しみにお待ちください。

　そして、五月三十一日には大人気のコミカライズ第２巻も発売されます。ｎｉｎｉ様が描いた漫画の世界も楽しんでいただけたらと思います。

　最後に、本巻を手にとっていただいたことに改めて感謝するとともに、次巻でお会いできるのを楽しみにしております。





夜州
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